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合成 サン トニ = ニン の 人 体内 の 生 に 及 
ほぼ ほす 影響 並 に 駆虫 効果 に 就 て 


広 委 市 臨床 医学 放射 線 学研 究 所 


虫 剤 と し て 王座 を 占め る サン トニ ン は Kahler 
(1892) , Alms (1830) た にょ っ て 『 シ ナ 花 』 中 に 発見 きれ , 
Oberd6rfer が サン トニ = ン と 命名 , 1833 年 製薬 会 社 『 メ ぇ 
ルク 』 に より 工業 的 製造 が は じ め ら れ , 1838 年 Robert 
von Mayer が 臨床 実験 を 行 つ て 以来 虫 に 対す る 特 効 
薬 と し て 知ら れる に 至 つ た の で ある 。 

吾 が 国 に 於 て は 1937 年 市 野瀬 潜 氏 (日 本 新薬 株 式 会 
社 ) か 苦心 の 結果 薬草 の 栽培 繁殖 に 成功 し , 今日 に 至 つ 
て は 遂に 国内 需要 を 充 た す の み な ら ず , 輸出 の 域 に 達し 
て いる と いう 。 本 業 終戦 後に ける が 国 の 
除 に 当っ つて 為 し た 偉大 な る 貢献 は 保健 文化 賞 を 以 て 醒 い 
られ る の も 赤 当 然 の こと と 思 3。 

この 時 に 当り 武田 薬品 工業 株 式 会 社 研究 者 は 又 サ ント 
= ン ソン の 合成 の 偉業 を 完成 し た 。 本 カイ = ン 酸 発 
見 と 共に 最近 に 於 ける 書 が 国 科 学 陣 の 世界 に 誇る 二 大 業 
績 で ある こと は 周知 の 通り で ある 。 

圭 々 は 先ず この 合成 過程 の 種々 の 製品 を 吾 * 々 の 人 体内 
央 虫 の 動態 観察 と よ ょ つて 検討 する 事 は 今後 の 研究 に 於 て 
或いは 予期 せ ざ る 発展 を 期待 し 得る の で は ある まい か と 
いう ぅ 事 を 根 像 し , 1955 年 3 月 同社 研究 部 の 好意 に ょ っ つ 
て 1g- サ ント ニン 並 に d-ga- サ ント = ン の 供与 を 得 て 観 察 
を 試み , 雅 に 一 定 の 成績 を 得 た の で 之 を 報告 する 次 第 で 
ある 。 

観 察 方 法 

a) に て , 本 研究 に 供し た 谷 成品 は 起 薬品 
工業 株 式 会 社 学術 部 遠藤 課長 の 好意 に ょ り 上 恵 与 され た 。 
d“- サ ント = ニン の 遮光 並 に 保存 に は 充分 な る 注意 を 所 


JUN MAKIDONO & TADASHI SEKOI: On the 
effect of the synthetized santonin for the phy- 
siology of Ascaris lumbricoides in human body 
and its anthelminthic effect. (Hiroshima physi- 
cotherapeutic College, Hiroshima) 


(昭和 31 年 8 月 31 日 受領 ) 


い , 1z- サ ント ニ = ン は 普通 天然 製品 同様 に 取扱 つた 。 
本 剤 の 投与 は 経 昌 的 に 100 mg を 投与 。 そ の 合成 過程 
並 に 化学 構造 式 は 第 1 春 の 通り で ある 。 

第 1 表 サン ト = ン の 全 合 成 (阿部 泰夫 , 春川 


忠 , 石川 , 三木 , 角 正 夫 , ) 
Proc. Japan Academy, 30. 116, 119, 


(1954) の 要約 
Chi 
ーC 
Va Vls 


(b) 観察 術 式 既に 青々 が 報告 し た 如く , 線 に よ ょ る 
人 体内 映 虫 の 生態 観察 を 行い , 本 剤 投与 後 の 時 間 的 経過 
に 従 つ て 投与 後 の 動 熊 観 察 を な す 。 投 与 薬 品 こ に ょ よ つ て 次 
の 如く 分 つた 。 

第 1 観 サ ント = ン 適 用 後 の 虫 の 動態 に つい 

第 2 観察 ント = ン 適 用 後 の 虫 の 動態 に つい 


成 


予め の 寄生 を 確認 し た 10 症例 29 体 を 2 に 分 
け て 観察 を 行 3 。 
1. 第 1 観察 サ ント = ニン 適用 後 の の 動態 に 
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2 表 Iz-Santonin 適用 後 の 動 (100 mg) 
A B c D E 
3 4 2 4 4 比 率 
運 弄 
第 
運 型 3 100 58.8 
第 25 29.4 
弄 17.6 
運 1 5.9 
第 3 表 d-a-Santonin 適用 後 の 動 態 (100 mg) 
例 A B c D E 
1 3 2 2 4 
十 動 弄 1 33.3 8.34 
分 筑 止 
時 運 8.34 
91.66 
間 二 静 止 8.34 


つい て , 型 の 如く 予め 正常 寄生 委 態 を 検 し た 5 症例 17 虫 
体 に つい て 1g- サ ント = ン 投 与 後 30 分 ,1 時 間 , 2 時 間 の 
経過 を 追及 し て 第 2 成績 を 得 た 。 明らか な 
り 投 与 前 第 1 静止 型 を 示す も の 17 虫 体 で 100 必 あ つた 
も の が , 投与 後 30 分 で 第 1 静止 型 52.94 攻 に 減少 し , 逆 
に 朱 常 運動 型 が 47.06 現われ る 。 1 時 間 目 に 至 つ て は 


3 


第 1 静止 型 は 更に 11.8 た に 減少 し 暴 常 運動 を 呈す る も 

の 58.8 増加 する 。 し て 1 時間 目 に は 29.4 の 第 
2 夢 止 型 を と つて 下降 転移 と はじめる 。 2 時 間 目 に 於 て 
は 第 1 静止 型 は 1 時 間 と 大 差 は な い が , 運動 型 は 殆 ん ど | 
第 2 静止 型 に 移行 し た た め 第 2 静止 型 は 76.5 必 の 高 率 
で 虫 態勢 を 示す 。 
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以上 の 個々 の 導 を 詳細 に 観察 すれ ば 薬効 の 発現 と 共に 

第 1 静止 型 或いは 正常 運動 型 の 正常 ょ 異常 運動 弄 
を 経て 第 2 静止 型 を と る 。 

2. 第 2 観察 d-a- サ ント = ン 適用 後 の 貞 虫 の 動態 に 

つい で 

予め 正常 寄生 姿態 を 定め た 5 症例 12 虫 体 に d-a- サ ン 
ト = ン 100 mg を 投与 し , 投与 後 30 分 , 1 時 間 , 2 時 
間 と 時 間 的 経過 を 追 つ て 動態 観察 を 行い 第 3 表 の 成績 を 
得 た 。 

り 明 ら か な る 如く , 投与 前 第 1 静止 型 91.66 
正常 運動 型 8.34 で あつ た も の が 30 分 に 於 て は 全く 同 
様 な 態 の ま ま 推 移す る 。 1 時間 に 於 て は 第 1 静止 型 
91.66 必 , 運動 型 8.34 % で あつ て 全く 同じ 数 値 を 示し , 
2 時 間 に 至 つて は 第 1 静止 型 91.66 を 示し て 大 勢 に は 
全く 媒 常 が な い が , 第 2 静止 型 8.34 必 出現 する 。 
以上 の 経過 を 個々 の 虫 体 に 就 い て 見 れ ば BB 症例 の 運動 
型 は 1 時 間 目 に は 第 1 静止 型 に 帰り , それ に 代 つ て E 症 
例 の 1 虫 体 が 正常 運動 型 を 呈す る 。 従 つ て 30 分 並 に 1 時 
間 後 に 於 ける 数 値 に は 変動 を 見 な い 。 2 時間 目 に 於 ける 
C 症 例 の 第 2 静止 型 は 全く 丸 常 運動 を 経 ず に 出現 せる も 
正常 に て も 稀 に 見 る 巨大 虫 体 の 第 2 静止 型 と 解 さ れる 委 
態 で あつ て 薬効 を 云々 する に は 足ら ちな いも の と 解す る 。 
叙 上 の 成績 より d-a- サ ント = ン は 全く 薬効 な き 値 で あ 
る 。 併 し 征 ら 或いは 薬用 量 の 不足 に と ょ よ つ て 反応 の 明らか 
第 4 表 d-a-Santonin 適用 後 の 動 態 (1gr) 


総数 3 ‘4 2 比率 


反 第 一 静止 型 3 100 3 75 2 100 88.8 


運 動 1 25 11.2 
第 二 静 止 

ニ 第 一 静止 型 3 100 3 75 2 100 88.1 
運 動 1 25 11.2 
分 第 二 静 弄 


11.2 
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で な い 点 が ある の で は な いか を 尼 い 更に 3 症例 9 貝 体 に 
d-a- サン トニ = ン 1 を 投与 て 検 し 第 4 観る 成績 を 
得 た 。 

以上 の 成績 を 見 る に 投与 前 第 1 静止 型 88.8 必 , 運動 
型 11.2 で ある が , 30 分 で は 全く 変化 の な い 委 態 で 推 
移し , 1 時 間 に 於 て は BB 症例 の 正常 運動 型 が 第 1 静止 弄 
復帰 に 代 っ て C 症 例 た 運動 型 が 現われ , 2 時 間 に あ つ て 
は C 症 例 の 第 1 静止 型 復帰 に 代 つ て A 症例 た 運動 型 が 現 
われ る た め 1 時 間 並 に 2 時間 共に 比率 に 於 て は 全く 変動 
か が な い 。 

区 上 個々 の 虫 体 に つい て 追及 すれ ば 正常 運動 型 は この 
全体 の 比率 で は 正常 出現 率 と 大 差 な く , 又 全 虫 体 を 通じ 
て 運動 型 と 観る べき の 出現 は な い 。 


総括 並 に 考 接 


吾 々 は レ 線 に ょ る 人 体内 顕 虫 の 生態 に 及ぼ す 合 成 サ ン 
= ン , 即ち 1-ga- サ ント ニン に d-a- サ ント = ン の 影響 
を 観察 する た め 投 与 後 の 時 間 的 経過 に 従 つ て その 動態 観 
察 を 試み 叙 上 の 観察 成績 を 得 た 。 以 上 の 成績 か ら 

(1) 1-a- サ ント ニン は 投与 後 時 間 的 経過 に 従 つ て 媒 常 
運動 型 を 経て 第 2 静止 型 を と り 下 降 転 移す る 。 そ の 委 態 
は 和 青々 が 散 に 天然 サン ト = ン に つい て 報告 し た も の と 全 
く 同 一 に て 同様 な 消長 を 示し , 薬用 量 100 mg に 於 て は 
量 的 関係 に 於 て も 赤 相 人 違 点 を 見 出し 難い 。 

(2) d-ga- サ ント = ン は 100 mg 投与 で は 全く 上 銅 虫 に た 対 
し て 影響 が な い 。 従 つて 更に 1 瓦 投 与 に 於 て 同様 観察 を 
行っ つて も 赤 全 くく 駅 虫 効果 を 認め 難い と 双 う 結 果 を 得 た の 
で ある 。 

談 つ て 考え る に , この 両 薬 物 は 化学 構造 上 唯 単に 左旋 
性 か 右 旋 性 か の 調 わ ば 極め て 殿 細 な る 相違 点 に 拘ら ず 上 
虫 に 及ぼ すす 駅 虫 効果 は 1-z- サ ント = ン が 断然 有効 に 作用 
する に 反し , d-a- サ ント ン は 全く 無効 と 5 が き 
端 な る 事実 を 指摘 する 事 が 出来 る 。 余 は この 相違 点 の 検 
討 こ そ 林 多 の 興味 ある 謎 を 擁する サン ト = ン の 作用 機 序 
を 解明 する 端 絡 と も な る の で は な いか と 思わ れ て な ら な 
い の で ある 。 


吾 々 は 武田 薬品 工業 株 式 会 社 が 合成 し た 合成 サン ト = 
ン 『I-d- サ ント = ン 』 は 全く 天然 サン ト = ン と 同一 で あ 


る 事 を 実証 し , サン トニ = ニン d-g- は 異な る こと を 結論 する 
も の で ある 。 


| 
< 
| 
第 一 静止 型 3 100 4 100 1 50 88.8 
時 運 動 型 
も 
A て 4 100 2 100 88.8 
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稿 を 終る に 臨み 本 研究 に 対し て 御 支援 を 賜 つ た を 武田 薬 Summary | 
品 工 業 株 式 会 社 学術 部 , 境 藤 課長 , 宮崎 広島 出張 所 長 に We applied Il-a-Santonin and d-a-sanjonin, both 


感謝 の 意 を 表す る 。 synthetized by Takeda Yakuhin Kogyo Co. to 
Ascaris lumbricoides haboring in human body and 
参考 文献 observed their behavior by X rays and as a 
result of it got the following conclusions. 
1) 順 (1955) : の 理論 と 実際 , 医学 書 1) 1l-a-santonin is quite equal to that of natu- 
院 . 一 2) 順 外 (1955) : の レン トゲ ン 診 断 ral one. 
に 就 て , 広島 医学 , 9(10). 一 3) 森下 薫 (1953) : 環 2) d-a- santonin has no anthelminthic effect 
及び 症 , 永井 書店 . on Ascaris. 
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ミク ロフ ォ ィ ラ リア の 集 虫 診断 法 の 研究 
2. 種 を 用 いた 溶血 集 法 に つい て 


杉 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (主任 佐々 学 助 教授 ) 


(昭和 31 年 12 月 25 日 受領 ) 


b. mf の 運動 性 

上 記 2 倍 稀釈 液 で は , 室温 2 時 間 後 , 運動 性 100 
人 畜 糸 状 貝 症 に 於 ける ミク ロフ ォ ラ リア (以下 mf と (以下 何れ も 50 令 中 の 運動 mf 数 を 百分率 に 直し た も 

略称 ) の 集 虫 法 と し て , さき に 薬物 を 用 いな いで , 特に の) で 3 時 間 後 98 必 , 24 時 間 後 0 必 と な つた 。 族 に 却 

章 結 操作 に よる 溶血 集 虫 法 に つい て 検討 を 加え た 。 そ こ 溶血 させ る た め に , 大 量 の 水 を 使用 する と mf の 運動 性 


1 で さら に , 水 を と はじめ と し て , メタ ノー ル , ホル マリ は 急 泊 に 減少 し , 場合 こ に ょ つて は 実験 材料 と し て の 価値 
ン , サポ ニン 及び 逆 性 石鹸 な どの 溶血 剤 を 用 いた 集 虫 法 は 少く な る 。 2 一 10 倍 稀釈 で は 凍結 法 の 24 時 間 後 生存 
の 得失 に 検討 を 加 を た 。 65.6 に 比 し , 早期 死 減 (24 時 間 後 0 必 ) を 免れ な い が ; 
議 種 溶血 割 の 集 虫 法 に 於 ける 得失 少量 血液 か ら の 集 虫 に と は, 10 倍 稀釈 が 簡単 で し か ゃ 実 
用 性 ある も の と 推定 され た 。 

水 メタ フ ノ フール, 10 ホルマリン , サポ ニン, 逆 性 石 

上 葵 な ど た に つい て , 先ず 溶血 性 の 検討 及び mf の 運動 性 に a. 溶血 性 の 検 対 
及ぼ す 影 響 を し ら べ た 。 使用 し た 血液 は 糸状 虫 感 染 犬 か 20 メタ ノー ル 水 及び 2 メ え メタノ ー ル 水 の 両 者 を 血球 


ら , 3.8 タク テン 酸 ッ ー ダ で を し た 全 液 あ 浮 0.5cc に 対し , それ ぞ れ 0.5cc, 4.5 cc, 9.5 cc. 
る い は 血球 光 蓄 液 で , 少 海 液 は 全 血 液 た 8 倍 量 の 0.9 必 19.5 cc づつ 加え て 浮 海 液 の 2 倍 , 10 倍 , 20 倍 , 40 億 
食塩 水 を 加え て , 毎 分 1000 回 転 , 10 分 間 遠 心 沈 潤 し , 稀釈 に つい て 夫々 10~20 分 後 の 深 血性 を 比較 し た と こ 
上 清 を 除去 し た も の で ある 。 ろ , 20 と 2 の 間 で は あま り 珠 閉 な 差 は な か つた 。 
1. 水 また 2 倍 稀釈 で は いづ れる も 溶血 が 不 充 分 で 水 を 用 いた 場 
a. 溶血 性 の 検討 合 と 大 差 な く , 20 倍 , 40 倍 で は 完全 溶血 し て 水 の 場 合 
上 記 血 球 洋 滋 液 0.5cc に 対し , 0.5cc, 4.5cc, 9.5cc, と 同様 で あり , た だ 10 倍 稀釈 の と ころ で は メタ ノー ル 
19.5cc の 水 を 加え て 所 振 し , それ ぞ れ 2 倍 , 10 倍 , 20 の 方 が 水 よ りや 溶血 度 が 高 か つ た 。 


音 , 40 倍 稀 を 行い 溶血 度 を 観 祭 し た 。 b. mf の 運動 性 
判定 : 室温 (22°C) で 約 10 分 20 分 後 の 観 察 で は , 2 20 メタ ノー ル 水 で 2 倍 に 血液 稀 す る を と 22°C, 


倍 稀 釈 で 血球 聞 に mf の 1 部 分 を 認め あう る 程度 ( 二 ), 10 10~20 分 後 の 観 察 で は mf 30 令 中 10 令 の 約 33 が 運 
倍 で は mf に 附 着 する 殆ど な く ( , 20~40 動 し て いた が 10 倍 , 20 倍 , 40 倍 に すず する と 何れ も , 50 
は , 殆 ど 完 全 し た 次 た ( 。 以上 の 成績 か 中 運動 する も の を 認め あな か つた 。 こ れ に 比 し 2 タフ 
ら , 血球 浮 水 で する に は , 少く と も 10 移 ー ル で は , 2 倍 稀 釈 で mf 50 50 10 倍 稀釈 で 
釈 が 必要 で あり , 少量 血液 か ら の 溶 面 集 虫 に は 適する は 42 隻 , 20 倍 で 2 隻 と 急激 に 運動 性 低下 し , 40 倍 で は 
が , 大 量 血液 か ら の 集 虫 た に は 不適 で あり , 集 虫 率 の 低下 0 令 で あつ た が , 20 メ え メタノール より は 運動 性 が よ く 保 
を 分 れ な いと 推定 され た 。 だ れれ た 。 
以上 か ら ぇ メタ ノー ル 水 の 深 咽 性 は 水 に 比 し 優 つ て いる 

trating method for diagnosis of microfilariae. 2. が の 点 か も , の ら も 20 

(Department of Parasitology, Institute for Infe- 水 10 倍 稀釈 以下 が 実用 性 ある も の と 思わ れ た 。 


(5 ) 


が 


James Knott (1939) 等 の ホル マリ ン 溶血 が 報告 され 
て いる が , メタ ノー ル と 同様 の 溶血 操作 で は , 10 必 ホ ル 
マリ ン の 場合 , 10 倍 稀 窟 で 灰色 泥 状 の 沈 滅 物 を 多量 に 
生じ , 更に mf は 完全 に 死滅 する た め , 検出 上 困難 を き 
は め 実 用 性 に 逐 し いも の と 考え た 。 

4 = ン 

サポ ニン は 小 宗 化 学 和 製 の も の を 使用 し た が , これ を 蒸 
溜 水 で 倍 法 で 20 ら 0.002 の 5 段階 に 
, 夫々 の 溶血 作用 を 浮 液 及 び 全 血液 に つい て 
比較 し た 。 な お 溶血 度 の 判定 基 浴 と し て ぇ メタノ ー ル 同 
様 , mf と 血球 と の 関係 か ら 次 ぎの 6 度 に 分 類 し た 。 肉 
上 妥 的 に は 溶血 を 認め る も 約 5mms を スラ イド グラ ス に 
と る と 顕微 鏡 氏 I に は mf を 直接 は 認め 得 ぬ も の を (ー), 
mf の 1 部 分 を 認め うる も の を ( 十 ), mf の 以上 を 
認め うる 程度 ( mf に 数 血球 が 附 す る 程度 
( ) , mf た に 附 する の な いも の ( 血球 全く な 
きも の ( と し た 。 

a. 溶血 性 の 検討 

全 血 液 た に 対す る 溶血 作用 

第 1 表 に 示す ご と く 10 必 サポ ニ = ン で は 20°C 30 分 か ら 
24 時 間 に わ た つて の 観 宏 で , と くに 時 間 的 影響 少く , 溶 
は あつ た 。1 必 で も 同様 の 成績 を 示し た が , 0.1 
は 急激 に 溶血 が 減じ , mf の リ 。 は 血球 に 邪魔 さ 
れ ( 抽 ) 観察 に 不便 で あつ た 。 ま た 30 分 後 か ら 16 時 間 後 
で も 溶血 度 は 変化 な く , 24 時 間 で 進行 し た ( 
0.01 履 , 0.001 で は と も に mf の 1 部 分 を 辛うじて 認 
め う る 程度 で ( 十 ) 時 間 的 に も 変化 を 認め な か つた (第 1 
表 )。 

球 浮 に 対す る 溶血 作用 

10 必 サ ポニ = ン で は 溶血 性 き は め て 良好 で , to 
を 認め ず , ユタ で も 殆ど 同様 の 成績 で あつ た 。0.1 〆 
は 全 血 液 に た 於 ける 場合 と 比較 し て 溶血 性 よく ( 葉 ), i 
と と も og も 進行 し 24 時 間 後に は ( 措 ), 0.01 , 
0.001 ( で , 24 時 間 後に は 前 者 ( ), 後者 (所 
で な か つた sag 

以上 か ら サ ポー ニン 溶血 は 全 血 液 に 対す る より は 血球 浮 
浴 液 に 対し て 有効 と 思わ れ 両 者 と も に 実用 で きる の は 1 
上 と 判定 し た 。 

b. mf の 運動 性 

サポ ニン は 全 液 乃 至 血 浮 液 と の 混和 30 分 後 の 
観察 で は , 全 稀 釈 段階 で すべ て の mf に 運動 性 が 認め ら 
れ た が , は 50 運動 する も の 
全く な く , 0.1 必 で は 全 血 液 で 50 隻 中 50 食 運 動 を 示す 


) 
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の に 比 し 浮 海 液 で は 13 隻 (2 0.01 で は 前 者 50 
(100 に 比 し 33 (66 
認 あ た 。 


第 1 表 全 血 液 に 対す る サボ = ニン の 溶血 性 と 
mf の 運動 性 た 及ぼす 影 


時 間 


16 時 (0) (15) せ (50) +(50) +(50) 
24 時 世 (50) +(50) +(50) 
的 に のみ 溶血 を 認め る 


寸 mf の 1 部 分 を 認め あう る 
村 mf に 数 箇 の 附 着 血球 が ある 
附 が な い 

購 血球 を 視野 に 認め な い 

( ) 内 の 数 字 は 50 隻 中 の 運動 mf 数 


第 2 表 血球 浮 攻 液 に 対す る サポ ニン の 溶血 性 
と , mf の 運動 性 た に 及ぼす 影響 
時 間 10 1 


以上 溶血 性 か ら 実 用 的 と 考え られ る の は , 20°C で 
10 1 サポ = ン で あり , 運動 性 か ら 30 分 ~4 時 間 以 
内 で の 観察 が 必要 と 推定 され た 。 な 和光 純 薬 和 製 サポ = 
ン で の 実験 も 殆ど 同様 の 成績 で あぁ つた 。 

5. 性 石鹸 

逆 性 石鹸 は 三共 ザール 粉 末 , 田 スバ パン 液 , 
田辺 製 ミ ョ シン の 3 者 を 使用 し , サポ = ン と 平行 し て 実験 
を た 

a. 溶血 性 の 検討 

逆 性 石鹸 の 容 血 性 は 3 者 共 差 異な く , 何れ も 原 体 の 1 
の 段階 で は 黒 茶褐色 の 湾 を 生じ , 0.1 で 
は 赤 色 の 混濁 を 生じ それ 以下 の は 赤色 で 
微 鏡 的 に , 血球 を か な り 認 め 士 , 肉 眼 的 に は 各 移 釈 段階 に 
於 ける 溶血 度 の 差異 を 推定 出来 た 。 サ ポニ = ン で は 同じ 血 
球 浮 海 液 の 溶血 で は 何れ も プ ド ウ 色 透明 と な り , 特に 肉 
妥 的 に は 稀釈 段階 の 差 に よる 色調 の 変化 を 示さ ず 溶 血性 
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第 3 表 つ を に 逆 性 石 び サ ポー ニン の 性 と mf 運動 性 た 及ぼ す 影 


逆 性 石 サ ポ = ン 
濃度 
2x10! 2X10? 2x103 2% 2x10! 2X10-? 2x103 対 
時 間 
50 50 50 50 50 50 
24 時 間 0 0 0 0 50 0 0 0 0 50 


数 字 は 50 隻 中 の 運動 mf 数 


の 差異 を 認め な か つた の が 点 で ある (第 3 表 ) 。 

二 mf の 運動 性 

水 サポ ニン に 比 し , 完全 溶血 の 際 の の 死滅 が 早い 。 
すなわち 第 3 表 の 如く , 2 0.2 共に 30 分 後に は 運 
動 性 な く , 溶血 性 を た か め る と 短 時 聞 内 で の 観察 が 必要 

6. 各 溶 法 に お ける ミク ミリ ア 色 性 の 差 

水 と メタ ノー ル 法 は 殆ど 同様 の 菜 色 所 見 で あつ た が , 
ホル マリ ン 物 が あつ て , 際 , 染色 液 が こ 
れ に 吸 る た めか 性 不良 と な り , また 視野 の 
ント ラス ト る も 不良 で あつ た 。 サ ポニ = ニン, 逆 性 石鹸 で は ギ 
ム ザ 薬 色 ( 水 1cc に ギ ム ザ 原液 1 滴 半 の 割合 pH 6.4, 40 
分 ) を ほど こす と 全体 と し て 淡 紫 色 に 染まり , NR, EP, 
AP は 認め うる が GZ は 辛うじて 推定 出来 る 程度 で あ 
つっ た 。 同一 条件 で 行 つ た メタ ノー ル 溶 血 に 対し て の 紫色 
で は 重々 赤 味 を 帯び た 濃 紫 色 で , NR, EP, EZ, AP も 
か な り 明瞭 に 認め 得 , GZ も 核 を 明瞭 に 判別 出来 , ギ ム 
ザ 楽 色 で は メ ぇ メタノール の 方 が 優れ て いる 様 に 思わ れ た 。 
サポ ニン , 逆 性 石 湿 溶血 で は mf が 生き て いる た め , 凍 
結 溶血 法 と 生体 染色 の 比較 を 試み た 。 Azur II Neutral 
Rot で 色 (染色 液 20 mm 20 mm’) する と 
結 法 で は 10 分 後 NR, EP, AP を みとめ 30 分 後に は 紫 
色 の GZ が 明瞭 で ある に 比 し , サポ = ン で は 10 分 で な お 
朱 色 性 を 示さ ず , 30 分 後に 虫 体 が 生々 黄色 を 帯び た 紫色 
に そま り , また 被 灰 す る 程度 の 染色 性 で , 
凍結 法 に 比 し 劣 つ て いる 様 に 思わ れ た 。 


総括 


1. 水 メタ ノー ル ,。 ホル マリ サポ ニン 及 
び 逆 性 石鹸 の 6 種 の 溶血 潜 を 採用 し , これ 等 の 溶血 度 
と , 検出 上 重要 な mf 生存 状態 を 検討 し た 。 

2. これ ら の 薬剤 の 溶血 性 は それ ぞ れ 一 定 の 条件 に お 
いて すべ て 良好 で あつ た 。 し か し , いづ れ も ミ クロ フュ 


ラリ ア に 多少 と も 毒性 が あり , 溶血 充分 な 濃度 を 用 いる 


・ と その 運動 性 が 失わ れる こと を 知 つ た 。 


3. 色 性 は , 水 メタ ノー ル , 結 法 , いづ れ 
好 の 成績 で あつ た が , ホル マリ ン 法 で は 甚だ 不良 で あ 
り , サポ ニン , 逆 性 石 に お いて は や と 認め ら 
れ た 。 生体 染色 に は 凍結 法 が も つと も 適し て いた 。 

4. 以上 の 各 集 虫 法 を 比較 し た 結果 , 溶血 性 , 虫 体 の 
生存 率 , 染色 性 の すべ て に お いて , 凍結 集 虫 法 が 最も す 
ぐれ て いる と 判定 され た 。 し か し 野外 に 於 ける 集団 検診 
な どの 目的 に は 操作 が 簡 易 な 点 で , 水溶 血 法 , メタ ノー 
ル 波 , サポ = ン 法 な ども ゃ 一定 の 考慮 の 下 に 行 を ば それ ぞ 
れれ 実用 性 の ある こと を 知 つ た 。 
終り に 本 研究 に つい て 終始 御 指導 , 御 団 探 を 賜 わ つ た 
佐々 学 助 教授 , また 御 接 助 を 惜しま れ な か つた 林 滋 生 境 
士 は じ 寄生 虫 研 部 の 皆様 に 深 其 の を る 。 
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Summary 


Various methods of haemolysis in the micro- 
filariae concentration technics were compared from 
the standpoints of the eficacy and of influence on 
microfilariae. As was reported in the previous 
paper, even a very small number of microfilariae 
contents in the blood could be diagnosed by 
centrifuging it after the red blood cells were 
haemolysed. It wes proved that freezing and 
thawing, addition of water, 20 % methanol, 10 
formalin, saponin and invert soap (kathion soap) 
were all effective as the haemolysing agents 
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under certain conditions. However, most of the 
procedures except for freezing and thawing were 
toxic to microfilariae, and their motility was 
more or less hindered, thus giving disadvantage 
to their detection under a microscope. Formalin 
was found to produce a large amount of undesi- 
rable sediment and to give poor staining. Among 
the chemicals here used, saponin was proved to 
be least toxic to the microfilariae, and of the 
choice substance. Freezing and thawing method 
presented in the previous paper of the author was 
found to be the best in its haemolysing efficacy, 
non-toxicity to the motility of microfilariae and 
in their characters under vital or giemsa stai- 
nings. 


i 
1 
1 
る 
1 
3 


昭和 32 年 6 月 (1957)〕 


成 虫 の 行動 に お ょ ぼ す 各種 駆虫 
の 影響 に 関す る 研究 


安 雑 岡 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 31 年 12 月 25 日 受領) 


まえ が き 


従来 鍋 虫 虫 剤 の wm tro で の 効果 判定 に は , 主 と し 
て 多 仔 虫 あ る い は ガマ 線 虫 等 が 材料 と し て 用 いら れ て い 
る 。 い うま で も な く 剤 は 成虫 除 の た め に 用 い 
られ る の で あつ て , し た が つて zm vtro で の その 効果 
判定 も 成虫 を 用 いる の が 至 当 と 老 を られ る が , な お 仔 虫 
等 が よく 用 いら れ て いる の は , これ が 実験 材料 と し て 容 
・ 克 に 得 ら れる と いう こと や , 成虫 の 生体 外 飼育 た 成功 し 
な か つた こと 等 が その 大 き な 理 由 に な つて いる と 思わ れ 
る 。 し か し こ ょ ゝ で 問題 に と な る の は , 仔 虫 等 に ょ よ つ て 得 ら 
れ た 薬剤 の 効果 が 果して 成虫 に お ける それ 同様 で あろ 
うか と いう 点 で ある が , これ に 関す る 検討 は いま だ な 
い 。 す な ね わ ち 既知 の 薬剤 に つい て その 効果 を 仔 虫 と 成虫 
の 両者 に つい て 検討 し , 若 し 両 者 が 同様 の 結果 を 示し た 
と すれ ば , 多 剤 の tro 試験 が 仔 を 用 いて 
も な し 得る 可能 性 を 示唆 する と 考え られ る が , 反対 に 両 
者 に お ける 結果 が 違 つ た も の で あれ ば , 仔 虫 を 用 いる こ 
と は も は や 意味 の な いこ と に な る 。 

叉 , 現在 使用 され て いる 多 虫 上 虫 剤 の すべ て は , ほ と 
ん ど 水 に か は 上 深 で あつ て , これ ら 剤 を 
tro で 作用 させ る 場合 に は その 策 釈 方 法 が 作用 効果 の 
重要 な 一 要因 と な り 得 る と 考え られ る が , これ る も 各 研 究 
者 に ょ つて まち まち と いう の が 現状 で ある 。 

筆者 ら は 犬 鍋 虫 成虫 の 生体 外 飼 育 を 試み て ある 程度 の 
成功 を お さめ (Komiya, Yasuraoka & Sato, 1956), 
それ に 基 い て 穫 者 は 成虫 の 況 tro で の 行動 を 観察 し 

し た ( , 1956) 。 仔 虫 に つい て も 特に 温度 に 
対す る 動 性 に つい て 詳細 に 報告 し た ( 安 羅 岡 , 1955) 。 こ 


KAZUO YASURAOKA: The effect of various 
anthelmintics on the behavior of the larvae and 
adults of Ancylostoma caninum in vitro. (Depart- 
ment of Parasitology, National Institute of He- 
alth, Tokyo) 


の よう に 多 虫 の 成虫 お よび 仔 虫 の を れ ぞ れ に つい て それ 
ら の 運動 状態 が 把握 さえ され た の で , これ を 対 照 と し て 更に 
各種 剤 の 多 ・ 成 虫 の 行動 に 対す る 影響 を 観察 
し , 上 述 の 問題 に対する 若干 の 知見 を 得る こと が 出来 た 
の で こ ょ に 報告 する 。 


材料 だ お よび 方 法 


材料 : 本 実験 で いた 犬 多 仔 虫 は , 感染 仔 
200 個体 を 経 日 感染 させ た 犬 か ら 得 た 虫 卵 を 28°C で 瓦 
培養 し て 得 た も の で ある 。 更 に 出来 る だ け 正 常 な , 運動 
活 な 仔 を 得る よう に , 仔 虫 水 を 光 する た め 
に , これ を 再び 瓦 上 に と り 一 屋 夜 経過 後 周 囲 の 水中 に 溢 
出し た 個体 を 用 いた 。 和 実験 は 培養 開始 後 7 一 14 日 間 に 行 

又 成 仔 150 200 個体 を 犬 た 経 投与 し て 
週 後に 小腸 を 誤 出 し , 37°C の Krebs-Ringer bicarb- 
onate sol. ナ 0.5% glucose (pH 7.4) (以下 K-Ringer と 
略す ) 中 で 切開 し て 得 た も の を 直ちに 実験 た 供し た 。 本 
実験 を 通じ て 用 いら れ た 犬 は 合計 13 頭 で み つた 。 

1 っ つの case (1 薬剤 の 1 濃度 ) に つい て 最少 , 仔 虫 は 
50 個体 , 成虫 は 8 ? 5 対 を 用 いた 。 

温度 : 薬剤 の 作用 温度 は その 効果 に いち じ る し い 影 響 
を お だ およぼす と 考え られ る が , 既に 穫 者 が 報告 し た よう 
に , 成 政 で は 37°C 附近 で 最も 安定 し た 律動 的 運動 を 示 
し , で の 薬剤 の 作用 と いう こと を も を 併せ 
て , 成虫 に つい て は 37°C で 実験 を 行う こと ヽ ひし た 。 交 
仔 虫 で は 20~35°C の 広範 暑 に わた つて 安定 し た 律動 的 
運動 が 見 られ る 。 そ こ で 20°C, 28°C お よび 35°C の 各 
温度 で , Thymol 1000 倍 , Hexylresorcinol 2000 倍 の 
水溶 液 で 仔 虫 に 対す る 効果 の 温度 影響 を 観察 し た 。 そ の 
結果 は Fi 所 . 1 に 示す 通り で, 20°C<28°C<35°C の 順 
に 効果 の 促進 が 認め られ た 。 し た が つて 作用 温度 に 関し 
て は 特に 注意 を は らい , 実験 は すべ て 20~23°C の 範囲 
内 で 行わ れ た 。 
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Fig. 1 Movement and survival of larvae 
in 1/1000 thymol and 1/2000 hexylres- 
orcinol at various temperatures 


運動 の 変化 お よび 生死 の 判別 : 碑 下剤 の 仔 ・ 成 虫 の 行 
に お ぉ およぼす 影響 は , 薬剤 へ 投入 後 の 虫 体 の 正常 運動 の 
消失 , 自発 運動 の 消失 , 刺 雷 反応 の 消失 まで に 要 し た 時 
間 を 各 虫 体 に つい て 測定 し , その 平均 値 を 求め た 。 こ の 
場合 , 仔 虫 は た と ぇ 水中 に あつ て る も 刺 戦 が 与え られ な い 
と き は 静止 し て 全く 自発 運動 が 認め られ な いこ と が ある 
の で , 仔 虫 の 自発 運動 の 有無 に つい て は 記載 し な か つ 
た 。 運 動 の 変化 は 各 観 察 時 間 毎 に 頭 端 の 畠 動 数 を 測定 
し , この 値 を 既に 報告 し た 正常 運動 の それ ( 安 羅 岡 , 
1955, 1956) と 比較 し て 有意 の 差 が 認め られ た と き に 正 
常 運動 が 消失 し た も の と 判別 し た 。 又 生死 は 加 温 刺 戦 お 
よび 機械 的 刺 戦 に ょ つて も な 不動 の 個体 を 死 と 判別 し 
た 。 機械 的 刺 雷 に は 白金 棒 を 用 いた が , Trim (1944 も 
指摘 し て いる よう に cuticle の 機械 的 損傷 が 透過 性 を 高 
め る こと が 考え られ る の で , に る 障 与え よ 
う 5 に 注意 し た 。 

観察 時 間 : 作用 後 30 分 迄 は 連続 観察 し , 以後 6 時 間 
和 半 10 分 間隔 に 行い , 6 一 12 時 間 で は 30 分 毎 , それ 以後 
は 1 時 間 毎 に 仔 虫 は 48 時 間 後 , 成虫 で は 24 時 間 迄 行 5 
の を 原則 と し た が , これ は 効果 の 現われ る 状態 こ に ょ つて 
適宜 伸 締 さ れ た 。 観 察 時 間 を 仔 虫 は 48 時 間 と し た の は 
これ 以後 で は exsheath する 個体 が 多く , し た が つて 体 
表 の 透過 性 が いち じ る し く 変 る こと が 予想 され た こと , 
上 で 24 と し た の は これ 以後 に control の 正常 
運動 の 失わ れる 個体 が 見 られ た こと に よる 。 

虫 の 法 : 本 実験 で 用 いた は , Thy- 
nol, 1-Bromo-Naphthol (2) (以下 BN と 略す ), He- 
xylresorinol, (以下 HR と 略す ), Ascaridol (90 ), 
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Table 1 Solubility of various anthelmintics 
in water (Merck Index) 


Anthelmintics Solubility in water 


Thymol 1:1000 
1-Bromo-Naphthol (2) 1: 30000 
Hexylresorcinol 

Ascaridol 
Tetrachloroethylen 
Tetrachlorocarbon 


Tetrachloroethylen (以下 四 を を と 略す ), お よび Tetr- 
achlorocarbon (以下 四 と 略す ) の 6 種 の 虫 
と , 対照 と し て 用 いた Piperazine hexahydrate の 合計 

7 種 で ある 。 これ ら 多 駆虫 剤 は 水 と ほとん ど 溶 か あ 
る い は 茸 溶 で , 水中 の 溶解 度 は 第 1 表 に 示す 通り で あ 
る 。 そこで これ ら を 次 vitro で 貝 体 た に 作用 させ る に あ 
た つて は , 現在 迄 多く の 研究 者 に よ ょ つて 種々 の 術 釈 法 が 
用 いら れ て いる 。 

笹田 (1934) は 人 多 虫 お よび 東洋 毛 様 線 虫 仔 虫 の 多 虫 
除 剤 に 対す る 抵抗 力 を 見 る と き , Thymol は アル コー ル 
を 溶媒 と し て 稀 て いる が , 四 お よび へ ポジ 油 は 
原液 の まく ゝ 使用 し て いる 。 大浜 (1941) も アル ュー ル を 溶 
媒 と し て ネ マ トー ル , Thymol に つい て 釣 仔 虫 の 抵抗 試 
験 を 行 つ て いる 。 中 村 (1950) は HR を 豚 虫 に 作用 さ 
せる に あたり , を 直接 虫 体 に する か , 0.1 お 
よび 1.0 必 生 理 食塩 水 た に た テム ル ジ ョ ン と し て 使用 し , 桐 
野 (1952) % HR を エム ル ジ ョ ン と し て 犬 多 成虫 に 作用 
させ , 四 エ は エム ル ジ ョ ン の 形 に も な ら な い の で 原液 の 
まく ょ 用 いた と 述べ て いる 。 又 岩田 ら (1953) は BN を 乳 
鉢 で すり 微粒 子 と し て 1 ょ 0.1 温水 と 
し , 犬 釣 成 虫 に 対す る 影響 を 観察 し て いる 。 福 本 (1955) 
は 犬 多 仔 虫 に 対し , BN, HR, Thymol ゼ よ び ヘ へ ノボ ポジ 
油 等 を 1 % と に な る よう 3 Tween 20 で 溶解 し た も の を 用 
いて 居り , 松本 (1955) は Tween 80 を 用 いて 犬 多 成 虫 
に 対す る 叉 虫 剤 の 殺虫 効果 を 見 て いる 。 

以上 を 通 和 覧 する と , 従来 用 いら れ て いる 薬剤 の 稀釈 , 
作用 の 方 法 は , (1) エム ル ジ ョ ン に する , (2) アル コー 
ル 等 の 溶媒 を 用 いる , (3 原液 の まく 用 いる , お よび (4 
界面 活性 剤 を 用 いる , の 4 者 に 要約 され る 。 

つて は , 薬剤 の 移 方 法 こ に ょ つて 躍 体 に 対す る 作用 条件 
が 異な り , し た が つて その 効果 に も 種々 の 影響 を お よ ぼ 
す と 考え られ る 。 そ こ で 箇 者 は , 次 に 述べ る よう な 5 種 
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Table 2 


Tween 20 


Tween 80 


Anthelmintics 


missivity 


particle 


Size of 


Trans- 
pH particle 


missivity 


0.8% 
83.5% 
89.0% 
96.5% 
96.3% 
94.5% 
97.0% 


Thymol 
1-Bromo-Naphthol (2) 
Hexylresorcinol 
Ascaridol 
Tetrachloroethylen 
Tetrachlorocarbon 
Piperazine 


<0.5g 


6.8 1.2% 
6.1 80.0% 
6.1 ‘88.8% 
6.2 92.5% 
6.5 81.0% 
6.1 61.5% 
10.9 96.0% 


<0.5g 


Tween 20(9 %) was used for blank (transmissivity=100 % 


の 方 法 で それ ら の 比較 を 試み る こと く し た 。 

1) 界面 活性 剤 を 用 いる 方 法 非 イ オン 性 界面 活性 剤 
の Tween 20 # よ び 80 の 0.9cc に 薬剤 0.1g ある い は 
0.1cc を 加え て 完全 に 溶解 させ た 後 , 仔 虫 の 場合 は 水 , 
成虫 で は KK-Ringer 9 cc を 加え て 100 倍 液 を 作る 。 こ の 
と き の 液 の 濁 度 , particle の 大 き さ お よび pH は 第 2 表 
に 示す ご と く で ある 。 濁 度 は Tween 20 の 9.0 必 液 を 
blank (透過 率 =100 ) と し て 光電 比 色 計 で 測定 し た 光 
透過 率 で あら わし た が , Thymol は Tween 20 で 0.8 
2%, Tween 80 で 1.2 を 示し て 白濁 し て いる が , pa- 
rticle は 0.5g 以下 で プラ ウッ ン 運 動 が 見 られ た 。 四 炭 ゃ も 
Tween 80 で 透過 率 61.5 必 を 示し わずか に 白濁 する が か が, 
particlie は 1.0m 以下 で あつ た 。 その他 は すべ て 率 
80 以 上 で , ミ セル 形成 に たよ ょ る 可 深 化 が 
見 られ ほとん ど 透明 で あつ た 。 ツリ coo お 
よび リリ oo 倍 液 で も , Tween 濃度 は 
9.0 た に な る ょ よう 調製 し た 。 美 間 ら (1953) 
も 言 つ て いる よう に , 界面 活性 剤 の 生 
体 に 対す る 毒性 は きわ め て 弱い と され て 
いる が , Tween 20 お よび 80 の 10%, 
20 30 液 の それ ぞ れ で 仔 虫 と 成虫 
に 対す る 影響 を 観察 し た の が Fig. 2, 
Fig. 3 で ある 。 仔 虫 は それ ら の 30 履 の 
濃度 で も 48 時 間 以内 に と 運動 へ の 影響 は 
認 ら め れ な か つた が , 成虫 で は 10 必 で 
も $ 図 に 見 られ る よう な 影響 を 認め た 。 

(2) 水 に 直接 する 方 法 

第 1 示す の 水 可 溶 限界 , 
お よび それ 以下 の 濃度 で 作用 効果 を 見 


Tween 80 


Propylene 


Tween 20 


glycol 


Conrtol 
(water) 


(3) Propylene glycol を 用 いる 方 法 Propylene 
glycol 2cc に 薬剤 10 mg を 沙 解 後 , 徐々 に 水 を 加え て 
全量 10cc と し , 1,000 倍 液 を 作る 。 し た が つて Pro- 
pylene glycol は 20 必 液 と な る が , これ は 20 必 以 下 の 
濃度 で は BN の 溶解 が 不可 能 で あつ た こと に よる 。 
Propylene glycol を 用 いて 閣 解 可能 な の は , Thymol, 
BN ポ # よ ょ よび HR の 3 種 で , 他 の 薬剤 は 不可 能 で あつ た 。 
Propylene glycol 単独 の 仔 ・ 成 虫 に だ お ょ ぼ す 毒性 を 調べ 
た が (F 2,3) , 仔 に お いて も か な り の 毒性 が 認め ら 
れ , 特に 成虫 の を れ は きわ め て 強い 。 そ こと で 成虫 に つい 
て は Propylene glycol を 用 い ず , 仔 虫 に つい て の み 使 
用 する こと ふも た 。 

(4 エム ル ジ ョ ン 法 粉剤 (Thymol, BN, HR) を 乳 


Normal movement 
Abnormal movement 


20% 
30% 


30% 


に 36 


Hours 


Fig. 2 Movement and survival of larvae in various dilutions 
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運動 で あぁ る な が 48 時 間 後 で も 死滅 せ す , 
リ ioooo で は 全く 影響 が 認 め あら れ な か つ 
た 。 四 で は と も に 投入 
後 1ー2 分 で ふる える よう な 不 規則 運 
動 を し , で は 平均 21 時 間 50 
分 。 リ icoo で は 42 時 間 20 分 で 死滅 し 
た 。 し か し = リ o00o で は 効果 が 見 られ な 
か つた 。 四 談 も リ iooo で は 運動 に 変化 
は 見 られ な か つた が , 共に 
作用 後 1~2 分 で ふる え ぇ 運動 と な り , 
で 平均 21 時 間 後 で 43 
時 間 30 分 後に 死滅 し た 。 

上 述 の よう な 結果 は Tween 80 で 


Control 


も ほとん ど と ど 同 様 に ちら れ た 。 


(Krebs-Ringer sol.) 


Hours 


Fig. 3 Movement and survival of adults in various 
dilutions of Tween 20, 80 and propylene glycol with 


Krebs-Ringer solution 


鉢 で よ ょ くすり, 微粒子 と し て 徐々 に 水 を 加 ぇ 1000 倍 液 
を 作ろ うと し た が , Thymol と HR は 結 品 が 凝集 し て 
エム ル ジ ョ ン の 状態 こ に な ら ず , 又 油 剤 (Ascaridol, 四 
エ , 四 炭 ) も そそ ムル ジョ ン に な ら な い の で , BN に つい 
て の み 実 験 を 行 つ た 。BN で も 時 間 の 経過 に と も な つて 
沈 潤 する の で し ば し ば 控 振 する よう に し た 。 

(5) 原液 の ま ゝ 用 いる 方 法 Ascaridol, 四 ェ , 四 炭 を 
原液 の まく ゝ 作用 させ る の で ある が , この 場合 虫 体 周 囲 の 
water film が 薬剤 と の 接触 を 妨げ な いよ うに , 貝 体 を 
解剖 で つり 上 げ 体 の 一 部 を ろ紙 に ふぁ ふれ させ て 体 の 
water film を と り 直 ち に 薬液 に 入れ る よう に し た 。 


実験 


1. 虫 の 行動 に およぼす 各種 駆虫 剤 の 影響 

(1) 活性 剤 で 水溶 に し た 剤 の 影響 

Tween 20 で 水 に 溶解 し た 虫 剤 の お よ 
び J リリ iooeoo の 各 濃 度 に お ける , 48 時 間 に わ た る 観察 の 結 
果 は Fig. 4 の 如く で ある 。Thymol, BN, HR は oo 
の 高 濃度 で も 礁 貝 の 運動 に は 全く 影響 が 見 られ な か つ 
た 。 し か し Ascaridol で は Jo。 で 投入 後 30 一 40 分 で 
正常 運動 が 消失 し , 以後 不 規則 な 運動 が 続く が 次 第 に 緩 
慢 と な り , 平均 10 時 間 20 分 後に 伸展 状 と な つて 死 湊 し 
た 。 oe で は 25 時 間 迄 正常 運動 を 示し , 以後 不 規則 な 


(12) 


(2) 水 に 溶解 され た 剤 の 影響 

結果 は Fi 所 . 5 に 示す よう に , 界面 
活性 剤 を 用 いた 場合 より も は る か に 著 
し い 薬 剤 効果 が 見 られ た 。Thymol の 
水 可 溶 限界 で は 5 分 後に 不 
規則 動 運 が 始ま り , 緩慢 な の た くり 運 
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Fig. 4 Movement and survival of larvae 
in various dilutions of various 
anthelmintics with Tween 20 


動か ら 平 均 2 時間 50 分 後に 死 た 。 で は 10 分 
後に 正常 運動 が 消失 し , 以後 48 時 間 に い た つて も の た 
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Fig. 5 Movement and survival of larvae 
in various dilutions of various 
anthelmintics with water only 


くり 運動 が 見 られ た が , リ sooo お よび リリ cocco で は 全く 影 
響 が 認め られ な か つた 。 BN リリ soo 中 で は 4 時 間 後 迄 正 
常 和 運動 を 示し , 以後 活 癌 な 不 規則 運動 を 見 せる が 48 時 
間 後 で も 2 必死 滅する の み で あつ た 。 HR は リ 2oce で 
30 分 後 千 正常 運動 , 以後 不 規 則 運 動 と な り 体 前 端 か ら 黒 
化し は じ め る と と も に , 平均 2 時 間 50 分 で 死滅 し た 。 
リ seeoow で は 5 時間 50 分 迄 正常 運動 が 見 られ た が , 以後 不 
規則 な 運動 か ら 平均 46 時 間 30 分 後に 死滅 し た 。 し か し 
リ iocoeo。 リ zcooo で は 48 時 間 以 上 に わた り 正常 運動 が 持続 


Abnormal movement 


Thymol 


1-Bromo-Naphthol (2) 


Hexylresorcinol 
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し た 。 四 で は 仔 に 影響 が 全然 見 
られ な か つた 。 Piperazine は リ io で 投入 後 10 分 で ほ 
と ん ど 静 止 し , 時 々 23 回 頭 端 提 動 し て 又 静 止 す る と 
いう 3 状態 に な り , 1 時 間 後 に は 伸展 状 で 全く 静止 し , 機 
械 的 刺 与え る と 回 し , 5 時 間 後に は 刺 
を 与え を えて も 1~2 回 捧 動 する の み で 直ちに 静止 し , この 
よう な 状態 が 48 時 間 後に も 見 られ る が 死滅 する 個体 は 
な い 。 リ coo で も 同様 の 結果 が 認め られ た が , リ iooce で は 
48 時 間 に わ た つて 正常 な 運動 を 示し た 。 


Normal movement 
1/1000 
/ ] Abnormal movement 
1/2000[ 
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Fig. 7 Movement and survival of larvae . 
in emulsion of various dilutions of 
1-bromo-naphthol (2) 


(3) Propylene glycol で 水深 に し た 叉 虫 剤 の 影響 

実験 は リ 倍 の 濃度 で 行い, 結果 は 所 6 に 示し 
た 。Thymol は 7 分 で 正常 運動 が 消失 し て ノ タ クリ 運動 
と な りう り 平均 3 時間 25 分 で 死滅 し た 。 BN は 5 分 で 不 規 
則 な ふる ぇ 運動 と な つて 50 分 で 死滅 し , HR は 12 分 で 
運動 は 不 規則 と な り , 体 前 端 か ら 黒 化し 始め る と と も に 
平均 1 時間 25 分 で 死滅 し た 。 

(4) BN エム ル ジ ョ ン の 影響 ' 

Fig. 7 に 示す よう に , リリ ooo お よび 
で は 投入 後 1~2 分 で ふぁ る 
動 と な り ,。 リ ico で 平均 2 時 間 20 分 , 
リリ 2coo で は 3 時 間 40 分 で 反応 は 見 られ 
な く な る 。 りり リ soo で は 5 分 後 ま で 正常 
運動 , 平均 4 時 間 50 分 後に 死滅 し た 。 
soo0o, [20000 は それ ぞ れ 平均 2 時 間 10 
分 , 2 時 間 40 分 まで 正常 運動 を 示し , 
リ oooe は 平均 19 時 間 10 分 で 死滅 する 


か が で は 48 時間 に いた る 活 


Piperazine 
2 i 6 8 10 1 
Hours 


Fig. 6 Movement and survival of larvae in 1/1000 dilution 
of various anthelmintics with propylene glycol 


^ 濃 な 不 規 則 運 動 を 示し た 。 
(5) Ascaridol, 四 =, 四 の 影響 
Ascaridol, 四 ェ , 四 談 の いずれ に お 
いて る も 仔 虫 は 投入 直後 に 全く 運動 し な 
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く な る の で , 浸漬 後 の 種々 の 時 間 に 再 び 水中 に も ゃ もど し 
て 運動 の 信 復 状態 を 調べ た 。 Ascaridol は 投入 し て か 
ら 30 秒 後に 水中 に も ゃ どす と , 反応 は 残る が 10 分 後に 死 
減 し , 投入 1 分 後 で は 水中 に た もどし て る そ も 反 応 を 示さ な く 
な る 。 四 ェ で は 投入 後 20 分 和 は 水中 に も ゃ どす と 仔 貝 は 
10 分 以内 に 再び 正常 運動 を 尽 復 する が , 投入 後 40 分 で 
は 正常 運動 尽 復 迄 に 3 時 間 を 要 し , 投入 後 1 時 間 の それ 
は 24 時 間 を 要 し た 。 そ し て 浸漬 が 1 時 間 以 上 た と わた る 
と も ゃ は や 仔 貝 は 正常 運動 を 復 し な か つた 。 四 炭 で は 投 
入 後 3 分 迄 は 10 分 以内 に 正常 運動 を 示す よう に な る が , 
浸漬 が 20 分 に な る と 以 復 に 3 時 間 を 要 し , 50 分 浸漬 で 
は 24 時 間 を 要する よう に な わり, 50 分 以上 と に な る と 正常 


Normal rmovezment 
1/100 Motile movement 
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Fig. 8 Movement and survival of adults in 
various dilutions of various anthelmintics 
with Tween 20 
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運動 の 尽 復 は 見 られ な か つた 。 

2. 成虫 の 行動 に だ およぼす 各種 虫 剤 の 影響 

(1) 界面 活性 剤 で 水溶 に し た 叉 虫 剤 の 影響 

Tween 20 で ツリ の それ ぞ れ の に 
水溶 化 され た 駆 虫 剤 の 成虫 に お よ ょ ぼ す 影響 は Fig.'8 の 
如く で , 成虫 に 対す る 影響 は 仔 虫 の それ に 比べ て は る か 
に 大 きい 。 Thymol リリ oo で は 8 ? 共 1~2 分 で 正常 運動 
が 消失 し , 以後 自発 運動 が 10 分 和 包 見 られ る が , 平均 55 
分 で 死 し た 。 で は 正常 運動 期 , 自発 運動 
期 ょ び 刺 応 の それ ぞ れ が 更に され た 。BN 
で は リリ 0, リリ ooo と も に ほとん ど 同 様 の 効果 が 見 られ た 
が , リ ioooo で は 正常 運動 が 3 時 間 迄 認め られ , その 生存 
も 19 時 間 和 延 長く れ た 。 HR は 他 の 薬剤 に 比べ て その 
生存 時 間 に 対 する 正常 運動 時 間 が 長く , リ iooo で 8 の 正 
常 運 動 が 平均 1 時 50 分 後衛 で 生存 時 間 は 4 時間 20 分 , 
[Normal movement 
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JMotile movement 


1/5000 * Reactive movement 
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Fig. 9 Movement and survival of adults in 
various dilutions of various anthelmintics 
with water only 
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は 正常 2 時間, 生存 時 間 5 時間 20 分 で あつ た 。 刺 
反応 期 の 未 期 に は 体 の 頭 端 か ら 黒 化 が 始ま り , 刺 戦 反応 
と ほとん ど 同 時 に 及ぶ 現象 , 叉 Lamson (1935) が 見 た 
よ ょ うな 体 夫 cuticle 層 の 水泡 状 膨 化 が 認め られ た 。As- 

caridol の 効果 は 強く , リ io で 直後 に 自発 運動 も 消失 し 
20 分 で 刺 戦 不 応 と な り , リ ioooo で も 正常 運動 は 3 分 で 消 
失 し , 8 2 時 間 40 分, ? 3 時 間 10 分 で 死 減 し た 。 四 ェ 
お よび 四 炭 は ほとん ど 同 様 の 結果 を 示し , リ ise で は 直 ち 
に 自発 運動 が 消失 し , 四 ェ で は 35 分 , 四 炭 で 45 分 で そ 
れ ぞ れ 死 滅 し た が , リリ iooo に な る と 直後 か ら 正常 運動 は 
見 られ な い が , その 生存 は 18 時 間 以 上 に わた つた 。 上 上 


述 の ょ うな 結果 は Tween 80 で も , ほ と ん ど 同 様 に 認 


め ら れ た 。 

(2) に 溶解 され た 剤 の 影響 

仔 虫 の 場合 と 同様 に , 界面 活性 剤 を 用 いた と きよ り は 
る か に いち じ る しい 薬剤 効果 が 認め られ た (Fig. 9)。 
Thymol は リ 2z。 で 最初 か ら 不 規 則 な ノ タ クリ 運動 と な 
り , 5 分 で 自発 運動 も 消失 し 平均 10 分 で 全く 反応 を 失 
つた 。 そ し て リリ zo* で も 平均 3 時 間 40 分 , ? 4 時 間 
10 分 で 正常 運動 が 消失 し , は 22 時 間 10 分, 23 時 
間 30 分 で 死滅 し た 。BN は リリ scocoo で 最初 か ら 正 常 運 動 
は 見 られ ず に 20 分 で 静止 し , 8 1 時 間 45 分 , * 2 時 間 
で 死滅 し た 。HR は リリ zoo で 1 分 後に 静止 し , 12 分 で 反 
応 を 失 つ た 。 そ し て ゴリ 2cooo で も 正常 運動 は 8 ? と も に 平 
均 20 分 続く が , 8 1 時 間 40 分 , ? 1 時 間 30 分 で 自発 
運動 も なくなり , 8 5 時 間 20 分 , ? 5 時 間 30 分 で 死滅 
し た 。 体 の 黒 化 お よび 体 表 の 水泡 状 膨 化 は Tween の 場 
合 と 同様 に 認め られ た 。 四 四 の リ で 
は 最初 か ら 正 常 和 運動 が 消失 し た が , 24 時 間 以 上 た に わた 
つて 活 毅 な 自発 運動 が 認 あめ あられ た 。 Piperazine の 反応 
運動 期 で は , 成虫 の 刺 戦 に 対す る 反応 形式 が 前 述 の 仔 躍 
の 場合 と 全く 同様 で あつ た 。 

(3) BN そ ネム ル ジ ョ ン の 影響 

Fi 所 . 10 に 示す よう に , リリ oo で 8 は 2 分 , 9 3 分 で 不 
規則 な ふる ぇ を 運動 と な り , 8 は 9 分 , ? は 12 分 で 刺 戦 
反応 を 消失 し た 。 リ z0o か ら リリ sooo に な る と 正常 運動 , 
自発 運動 , 生存 時 間 も 少 しづ され た が , で 
も な お 正常 運動 は 8 9 分 , ? 10 分 で 消失 し , 不 規則 な 
自発 運動 か ら 8 24 分 , 9 27 分 で 死滅 し た 。 

(4) Ascaridol, 四 ェ , 四 炭 の 原液 の 影響 

成虫 を 四 ェ に 投入 する と 約 5 秒 で 全く 静止 し , 1 分 浸 
病後 に K-Ringer に も どす と 直ちに 自発 運動 を 示し , 3 
時 間 後 に は 正常 運動 を 快復 し た 。 し か し 5 分 浸漬 で は 
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Fig. 10 Movement and survival of adults 
in emulsion of various dilutions of 
1-bromo-naphthol (2) 


K-Ringer に も ど し て る も 運動 を する の み で , 24 
時 間 後 で は 正常 運動 は 以 復 し な か つた 。 更に 10 分 浸漬 
後 で は 躍 体 は 刺 戦 反応 も 示さ な くさ な つた 。 四 炭 で も 投入 
後 5 秒 で 静止 し , 1 分 後に K-Ringer に も どす と 刺 載 反 
応 は 見 せる が , 24 時 間 後 で も 自発 運動 を 信 復 し な か つ 
た 。 5 分 浸漬 後 で は 刺 埋 反応 も 消失 し た 。 Ascaridol で 
は すでに 刺 すら 認め られ な か つた 。 


(5) 食道 を 結 栓 し た 成虫 に お よ ぼ す 影 響 

上 述 の ょ うに , 成虫 に お ける 薬剤 効果 は 仔 虫 の それ に 
比べ て いち じ る し く 大 きい 。 そ の 原因 の 1 と し て 成虫 で 
は 薬剤 が 体 雪 か ら 透 入 す る と 共に , 日 か ら 入 つた 薬剤 が 
消化 管 享 か ら も 透 入 する と いう こと が 考え られ る 。 そ を そこ 
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Fig. 11 Effect of anthelmintics on adults 
which esophagus was tied 
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で 成虫 体 の 食道 の 中 間 部 を 毛 明 で 結 松 し , 薬剤 が 消化 管 
内 に 入ら ぬ よ ょ うに し て 見 た 。 こ うす る こと に よっ つて 成 由 
は K-Ringer 中 で も 正常 運動 を 示 さ な く な る が , 24 時 
間 以 上 と わた つて 活 江 な 自発 運動 が 認め られ た の で , こ 
れ ら に 対す る 薬剤 の 影響 を 観 守 し た 。 その 結果 は Fig. 
11 の 通り で, 結 葵 を し な い Fi 所 . 9 の 結果 と 比較 し て ほ 
と ん ど 差 は 認 あ られ な か つた 。 


駆虫 剤 の 効果 に お よ ぼ す 各 種 界面 活性 剤 の 影響 


前 述 し た よう に 界面 活性 剤 一 Tween 20, 80 の 添加 
は , 水 に 難 深 な 各種 鍋 虫 虫 剤 を 高 濃度 に 可 深 化す る 利 
を も ゃ つと 同時 に , の 効果 を いち じ る し くさく する 
こと が 明らか に され た 。 Trim (1944) は HR の 濃度 を 一 
定 た にし, その 溶液 中 に 活性 剤 Sodium oleate を 加え て 
ゆく と , HR の 透 入 率 が 蘭 減 し , ある 一 窪 濃度 で 完全 に 
透 入 抑制 の 起 る こ と を 認め た 。 更に Alexander et al 
(1946) は Sodium oleate, Cetyltrimethyl ammonium 
bromide で も 高 濃度 で は 同様 の 抑制 を 認め , し か も 一 
定 の 稀釈 範囲 で は 逆 た に HR 透 入 に 促進 的 に 働く こと を 明 
ら か に し た 。 又 万 波 (1952) は ガマ 線 虫 に 対す る HR の 
殺虫 効果 が , 陽 イ オォ ン 活 性 剤 の Cetylmethyldiethyl 
ammonium menthosulfate, Cetylmethyl piperidiniuna 
menthosulfate, 陰 イ オ ン 活 性 剤 の Sodium oleate, 
Dioctylester of sodium sulfosuccinic acid, 非 イ オン 
活性 剤 の Span 20 の 各々 の 低 濃 度 で HR の 効果 が 促進 
され , 高 濃度 で 抑制 され る こと を 観察 し , 非 イ オン 活性 
剤 で も Tween 率 の それ は 促進 効果 を 見 る こと な し に 抑 
制 だ けが あら われ た と 述べ て いる 。 

そこ で 筆者 は , 多 虫 虫 剤 の 水溶 解 性 を 高め ある た め の 
活性 剤 の 添加 に さい し , (1) 活性 伸 濃度 が どの 程度 で 薬 
剤 効果 を 抑制 する か , 又 (2) 種々 の 活性 剤 で 促進 ある い 
は 抑制 効果 が どの よう に あら われ る か , の 2 点 に つい て 
次 の よう な 実験 を 行 つ た 。 

措 面 活性 剤 は 陰 イ オン 活性 剤 の Sodium oleate, 非 イ 
ォ ソン 活性 剤 と し て Span 20 と Tween 20 の 3 種 を 用 
い , 虫 剤 は 比較 的 高 濃度 に 水深 の Thymol と HR を 
用 いた 。 に 対す る Thymol の 濃 リ HR は 
リリ 200o と し , 成虫 に 対し て は HR の み を 用 いそ の 濃 度 は 
た 。 で リ の 濃度 を 用 いた の は これ 
以上 の 濃度 で は 効果 が 大 き 過 ぎ て 促進 効果 を 見 落す こと 
を お それ た か ら で あ る 。 この 一 定 濃 度 の Thymol お ポ よ 
CHR に, 0.001%, 0.002%, 0.005%…0.1%, 
0.2 よび 0.5 た に な る よ うぅ 活性 を し , 仔 ・ 成 
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に お よ ぼ す 影 響 を 観察 し た 。 Sodiurna oleate は K-Ringer 
で 油 酸 イオ ン と Ca イオ ン の 結合 に こ にょ る 洗 潤 が 出来 る の 
で , 稀 は 0.85 NaCl 液 を 用 いた 。 

(1) Sodium oleate 

仔 虫 た 対す る Thymol 効果 へ の 影響 は Fig. 12 に 未 
す よ うに , Sodium oleate 量 が 0.001 必 か ら 0.01 必 と 
増量 し て も その 効果 に は な ん ら の 影響 も る 与え る こと な 
し に , 0.2 必 か ら 急 浜 な 抑制 が 見 られ た 。 又 HR で は 
Sodium oleate の 0.001 %~0.01 の 範囲 で 僅か に 促 
進 ら し い 傾向 が 認め られ , そし て 0.02 必 か ら 抑 制 が あ 
ら わ れ た (Fig. 13) 。 

成虫 に 対す る HR 効果 は F 操 . 14 に 示す よう て に, 
Sodium oleate の 0.002 か ら 次 第 に 促進 が あら われ , 
0.02 か ら 0.1 の 間 で 最大 と な り , 0.2 か ら 抑 制 が 
あら われ た 。 

(2) Span 20 

仔 虫 た に 対す る Thymol 効果 へ の Span 20 の 影響 は 
Fig. 15 に 示す よう に 0.002 の 低 濃度 か ら 徐 々 に 抑制 
が 見 られ 始め , 0.1 履か ら そ れ は 更に 強く 見 られ た 。HR 
で は Span 20 の 0.02 ら 抑制 が 起り 0.05 か ら 
0.1 な る と 更に 強く 抑制 され た (F 16) 。 

成虫 た 対す る HR で も 17 の うに 促進 を 見 る 
こと な く 0.1 か ら 急 速 た 抑制 され た 。 

(3) Tween 20 

仔 貝 た に対する Thymol 効果 へ の Tween 20 の 影響 は 
Fig. 18 に 示す よう に Span 20 の 場合 と 同様 , 促進 を 見 
る こと な く 0.1 履か ら 抑 制 が あら われ た 。 HR で も 促 
進 を 見 る こと な し に , 0.05 必 か ら 急速 な 抑制 が 見 られ 
た (Fig. 19) 。 

成虫 に 対す る HR 効果 で も Tween 20 は 促進 効果 を 
示さ ず に , 0.1 か ら の 強い 抑制 だ けが 顕著 に 認め られ 
た (Fig. 20) 。 

上 の Sodium oleate に ょ る 薬剤 の 促進 抑 
制 は , Alexander ら も 述べ て いる ょ よ ぅ に 活性 剤 の 添加 
に ょ つて 溶液 の 界面 張力 が 下降 し, それ と 同時 に 薬剤 の 
透 入 が 増加 し , そし て それ 以上 に 活性 剤 の 濃 度 が 増加 す 
る と 再び 界面 張力 が 上 昇 す る こと に より 薬剤 の 透 入 が 減 
少 す る の で あろ うぅ 。 Span 20 や Tween 20 に お いて は 
HR あぁ あるいは Thymol と の 結合 が 強固 な た め に , 石 貞 
を 残し て 薬剤 分 子 の 透 入 が 困難 と な り , 抑制 だ けが 見 ら 
れ た と 老 を えら れる 。 

いずれ に し て も 薬剤 の 効果 を 抑制 し な いた め に は , 
活性 剤 の 濃度 は Sodium oleate な ら ば 0.01%〆 以 下 , 
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1/20000 hexylresorcinol solution adding 
various amounts of sodium oleate 


Survival OO Normal movement 
O00 Normal movement 
12F 
10 
8 
- 
L L L L L L L 
— L L L L j 3 1 
3 2 1 
Log (Span 20) 
Fig. 15 Movement and survival of larvae 
Fig. 13 Movement and survival of larvae ・ in 1/1000 thymol solution adding various 
‘in 1/2000 hexylresorcinol solution adding 20 
various amounts of sodium oleate nA 
に 


32 年 10 月 (1957)〕 409 
rvi 
‘emen 
Normal movement Normal mov t 
10 
2 
1 
. 
¢ 
| 
{ 


寄 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 5 号 


な Survival 
Hormal movement 


Survival 
Normal movement 


Log (Span 20) 
Fig. 16 Movement and survival of larvae in 
1/2000 hexylresorcinol solution adding 
various amounts of Span 20 
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Fig. 18 Movement and survival of larvae 
in 1/1000 thymol solution adding various 
amounts of Tween 20 
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Fig. 20 Movement and survival of adults 
in 1/20000 hexylresorcinol solution adding 
various amounts of Tween 20 8 


Span 20. で 0.002 以下 , Tween 20 で 0.02 以下 で 
な けれ ば な ら な い が , これ ら の 低 濃 度 で は 難 深 な 多 虫 康 
を 水 へ の 可 溶 限 以上 に 可 化 な いし テム ル ジ ョ 
ン 化 する こと は 出来 な い 。 


既に と まる を が き に 提出 し た よう に , 多 剤 の 
tro で の 効果 判定 に あぁ た つて 最も 問題 た な る の は , (1) 
水 に 難 多 を どの よう な 方 法 に ょ つて 作 
用 させ る か , (2) 材料 と し て 成虫 を 用 いる べき か , ある 
い は 仔 虫 を 用 いて も 可能 か , の 2 点 で ある と 老 え られ る 。 

水 に な 虫 剤 を 100 税 , 1000 倍 と いう よう に 高 
度 に 溶解 させ る 現在 最も すぐ れ た 方 法 は , 界面 活性 剤 一 
と り わ け HLB (Hydrophilic Lipophilic Balance) 値 の 高 
い Tween 系 一 を 用 いる こと で ある 。 し か る も Tween 夫 
活性 剤 の 生体 た に 対す る 毒性 は 一 般 に 少 い と され , 委 者 も 
多 の 行動 に は 30 の 濃度 で も 影響 を 認め ず , 
た に お いて 若干 それ を 認め る の み で あつ た 。 し か し 界面 活 
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性 剤 に は 薬剤 の 効果 を 促進 ある い は 抑制 する 現象 が 見 ら 
れ , 特に Tween 玄 は 低 濃度 か ら 抑 制 効果 を あら わす 。 
そし て 抑制 効果 が 現われ な い ょ よ うぅ な 活性 剤 の 濃度 で は , 
原虫 剤 を その 可 溶 限界 量 以 上 に 水 に 可 深 化 な いし そ ム ル 
ジョ ン 化 する こと は 不可 能 で あ る 。 福 本 お よび 松本 は 
Tween 20 又は 80 を 用 いて 貝 剤 を 水 に 溶解 し , その 
効果 を 観察 し て いる が , Tween に は 薬剤 効果 の 抑制 作 
用 の ある と いう こと に 気がつい て いな い 。・ : 

薬 麟 が 溶解 し た と き の 安 定 度 , 作用 条件 の 一 定 等 か 
ら 老 えれ ば , 叉 虫 剤 の 可 溶 限界 量 ま で 水 に 直接 浴 解 し て 
虫 体 に 作用 させ る の が 最も 望ま し い 。 そ し て これ は 成 由 
こ に 対し て は 最も すぐ れ た 方 法 で ある と 思わ れる が , この 
方 法 は 現在 迄 全く 行わ れ て いな い 。 し か し Thymol, HR 
の よう な 比較 的 高 濃度 に 水深 する も の は 別 と し て , BN, 
四 ェ , 四 談 等 は その 水 へ の 可 溶 量 で は 仔 虫 に 対し て な ん 
ら の 効果 も 認め られ な い 。 

, Propylene glycol は その 強い 性 の 点 か ら 
こと 対し て 用 いる こと は 出来 ず , 辛うじて エム ル ジ ョ ン に 
な り 得 る の は BN の み で あり , 原液 と し て 使用 し 得る 
も の は Ascaridol, 四 ェ , 四 炭 だ け で ある 。 

一 方 , どの ょ うぅ な 容 解 方 法 を 用 いて も , 又 作 用 温 庶 が 
仔 は 20 22°C, 成虫 は と いう こと を 考慮 に 入れ 
て も , 叉 虫 剤 の 仔 虫 に 対す る 効果 と 成虫 に 対す る それ と 
の 聞 に は , 大 き な 隔 り が 認め られ , 成虫 で の 効果 は 仔 虹 
の それ に 比べ て いち じ る し く 大 きい 。 又 種々 の 方 法 に よ 
つて 解 され た 各種 の 仔 , 成虫 に 対す る 効果 を , 
その 大 き さ の 順に 列記 すれ ば 次 の よう に な る 。 

水溶 の 場合 

仔 BN>HR>Thymol> 四 エ 

Tween 20 を 用 いた 場合 
成虫 Ascaridol>BN>Thymol> HR> 四 ェ 
Propylene glycol を 用 いた 場合 
BN>HR>Thymol 
原液 の まく ゝ 用 いた 場合 

仔 Ascaridol> 四 > 四 ェ 

成虫 Ascaridol> 四 > ェ 

すなわち 同じ 仔 で も 成 で も , 貝 剤 の 
に よ つ て 効果 の 系 列 に と くい ちがい が 認め られ る 。 又 叉 典 
剤 を 水深 の 状態 で 作用 させ る と , 仔 貝 に お いて 得 ら れ た 
効果 の 系 列 は 成虫 の を それ と よく 一 致す る が , Tween 20 
を 用 いて 水深 に し た 場合 は , 仔 貝 と た おけ る 効果 系 列 と 成 
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貝 の それ と の 間 に か な り の 相違 が 認め られ る 。 

薬剤 の 接触 と いう ぅ 観点 か ら 考 えら れる 位 虫 と 成虫 の 体 
制 上 の 大 き な 相違 は , 体 表 構造 , 日 腕 の 閉鎖 状態 の 有 
無体 の 大 きき 等 に ある と 思わ れる 。 位 虫 は 皮 輌 で 包ま 
れ 日 は 外 に 義 い て いな い が , 成虫 は 吸血 の た め の 強 い 中 
引力 を も つた 食道 部 を 従え る 有する の で , 特に 
で は 剤 が 体 ら 接触 す る と 共に , vitro で は 消 
化 管 享 か ら の 透 入 と いう こと る も 考え を られ る が , これ は 
Fi 所 . 11 の 実験 か らし て 一 応 無視 し て も 差 支 えな いと 思 
われ る 。 そ し て 貝 体 の 大 き さ る 成虫 は 仔 虫 に 比べ て は る 
か に 大 きく , し た が つて 体積 に 比 し て 表面 積 は 仔 虫 の 方 
が 広く 薬剤 の 接触 面 も 広い わけ で ある が , 効果 は 逆 に 成 
貝 た 強く あら われ て いる か ら , この 点 も 一 応 考 慮 の 外 に 
置い て も よい で あろ うぅ 。 し か し 虫 の 体 皮 お 
われ , その 故に 外界 の 種々 の 物理 的 化学 的 条件 に 対す る 
抵抗 る 強く, そし て 脱 囚 し た 仔 虫 の 抵抗 力 が 著しく 減 ず 
る こと は , 既に 多く の 学者 に ょ つて 認め られ て いる 処 で 
ある 。 成 虫 が 恒温 動物 の 腸 内 と い 3 比較 的 単純 な 変動 の 
少 い 環境 に 生存 する の に 比べ て , 仔 貝 は 外界 の 複雑 な 環 
境 条 件 下 で 長期 に わた つて 感染 機会 を まぁ つと いう ぅ 生態 的 
な 面 か ら ゃ も , 仔 虫 の 皮 商 の 存在 は きわ め て 好適 な 適応 と 
も いえ る わけ で ある 。 そ し て これ が 仔 貝 と 成 皿 と の 間 に 
お ける 薬剤 効果 の いち じ る し い 相 違 の 最大 の 原因 と な つ 
て いる と 老 え られ る 。 

す な わ や ち 仔 虫 と 成虫 と で は 薬剤 の 透 入 に 大 き な 相 違 が 
あり , 騙 剤 は 成虫 に 対し て 用 いる も の で あり , 又 今 日 
既に 成虫 の 生体 外 飼育 が 可能 で ある と いう ぅ 諸点 か ら , 廊 
貝 剤 の tro で の 効果 判定 に は 成虫 を 用 いる の が 適 
当 と 考え られ る 。 

以上 述べ て きた 種々 の 観点 か らし て 筆者 は , 多 虫 虫 
剤 の vtro で の 効果 判定 は 泊 ょ うな 方 式 にょ つ て 
行わ れる こと を 提唱 し た い 。(1) 材料 は 成虫 を 用 いる 。 
(2) 薬剤 は 可 溶 量 の 水溶 と し て 作用 させ る 。 (3 基 し 
(2) が 不可 能 の 際 は 界面 活性 剤 を 用 い る が , これ に は 薬 
剤 効果 の 促進 ある い は 抑制 作用 の ある こと に 注意 する 。 
し か し (4) Thymol の 1000 倍 , HR の 2000 倍 の ょ うに 
比較 的 多量 に 水 に 可 深 な 薬剤 に つい て は , それ ら と の 比 
較 に お いて 仔 忠 を 材料 に する こと も 可能 で , 叉 (5) エム 
ル ジ ョ ン に な る も の は BN と の 比較 が 出来 , (6) 油剤 
の も の は 原液 の まい 使用 し て Ascaridol, 四 ェ , 四 炭 と 
の 比較 が 出来 る , と 考え られ る 。 
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要 約 

虫 虫 剤 の witro で の 効果 判定 に さい し て , ①) 
実験 材料 と し て 多 成 虫 を 用 いる べき か , ある い は 仔 虫 を 
用 いて も 可能 か , (2) 水 に 難 浴 な 叉 虫 剤 を 作用 させ る に 
は , その 移 夕 方 法 が 作用 効果 の 重要 な 一 要因 と な る と 考 
えら れる が , そこ で どの よう な 方 法 を 用 いる の が よい 
か , の 2 点 た に たつ いて 検討 を 試み 。 次 の よ うぅ な 結果 を 得 

1) 仔 虫 と 成虫 と で は 薬剤 効果 に いち じ る しい 差 が あ 
る 。 そ し て 尺 貝 剤 は 成虫 に 対し て 用 いる も の で あり , 又 
今日 成虫 の 生体 外 飼育 が 可能 で ある と いう ぅ 諸点 か ら , 
虫 で の 効果 判定 に は 成虫 を 用 いる の が 適 
当 と 老 を られ る 。 

(2) 水 に 難 な 多 を 高 濃度 に 水深 する 現 
在 最 も す ぐれ た 方 法 は , HLB 値 の 高い 界面 活性 剤 の 
Tween 率 を 用 いる こと で ある が , これ は 低 漢 度 か ら 薬 
剤 効果 を 抑制 する 。 

(3) 薬剤 が 溶解 し た と き の 変 定 度 , 作用 条件 の 一 定 等 
か ら 考 えれ ば , 虫 唱 の 可 溶 限界 量 ま で 水 に 直接 溶解 し 
て 虫 体 に 作用 させ る の が 最も 適当 な 方 法 と 老 え られ る 。 

そこ で 多 剤 の tro で の 効果 判定 は の よ 
うぅ な 方 式 に よっ つて 行わ れる こと を 提唱 する 。 (1) 材料 は 
成虫 を 用 いる 。 (2) 薬剤 は 可 溶 量 の 水深 と し て 作用 させ 
る 。 (3) 若 し (2) が 不可 能 の 際 は Tween 系 界面 活性 訪 
を 用 いる が , これ に は 薬剤 効果 の 抑制 作用 の ある こと に 
注意 する 。 し か し (4) Thymol の 1000 倍 , Hexylres- 
orcinol の 2000 倍 の ょ うぅ に 比較 的 多量 に 水 に 可 溶 な 薬剤 
に つい て は 仔 貝 を 材料 に する こと も 可能 で , 叉 (5) そ エム 
ル ジ ョ ン に な る も の は BN と の 比較 が 出来 , (6) 油 族 
の も の は 原液 の ま ゝ 使用 し て Ascaridol, 四 塩 化 テ チレ 
ン , 四 塩 化 炭 素 と の 比較 が 出来 る 。 

稿 を 終る にあたり, 終始 御 指導 た まわり, 
校 閣 の 労 を ょ ちら れ た 部 長 小宮 義孝 博士 に 深く 感謝 の 意 を 
表す る 。 叉 御 助 言 を 頂い た 石崎 達 博士 , 実験 に あ た を た つて 
種々 御 援 助 を 願 つ た 田中 消 子 嬢 に 感謝 する . 
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Summary 


The effect of seven anthelmintics (thymol, 1- 
bromo-naphthol (2), hexylresorcinol, ascaridol, 
tetrachloroethylen, tetrachlorocarbon and pipera- 
Zzine) on the behavior of the larvae and adults 
of Ancylostoma caninum in vitro was studied. 

Anthelmintics for hookworm is slightly soluble 
in water as shown in Table 1, so various dilu- 
tion methods were performed. Although the: 
solubility of anthelmintics in water was increa- 
sed by the addition of surface active agents such 
as Tween 20 or 80, Tween, at the same time, 
exert an inhibitory effect on anthelmintics. The 
resistance of the larvae against the anthelmintics 
was stronger than that of the adults. 

The assay of effectiveness of anthelmintics in 
vitro was considered to be performed by the follo-. 
wing procedures. (1) The adult is to be used as 
materials. (2) Anthelmintics is to be diluted 
directly with water within the limits of the solu-. 
bility. (3) If the procedure of (2) is impossible, 
anthelmintics is to be made soluble in water by: 
use of the surface active agents such as Tween 
20 or 80. (4) The larvae may be able to be used 
as materials for some anthelmintics which shows. 
comparatively high solubility in water such as. 
thymol and hexylresorcinol. (5) The effect of 
anthelmintics capable becoming an emulsion in 
water may be compared with that of I1-bromo- 
naphthol (2). (6) Liquid anthelmintics may be 
compared with ascaridol, tetrachloroethylen and 
tetrachlorocarbon without diluting. 
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細菌 の 影響 に つい て 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 31 年 12 月 25 日 受領 ) 


豚 卵 白 膜 は , 子宮 ょ り 取 り 出 し た まく で は 非常 
に 膨 化 し て いて , 強い 粘着 性 を も つて いる 。 こ の 了 蛋白 膜 
を 便 中 の も の ゝ よう に し た 状態 にし た いと 思い , 
こと これ を 種々 の 深 液 た 浸漬 し て , その 上 緊縮 度 の 変化 を 観 宗 
し て いた と ころ , た また ま , 豚 胆 汗 に 浸漬 し て 30°C に 


2~3 日 保存 すれ ば , 看 白 膜 が 完全 に 除去 され て し まう と 


いう 現象 に 気が付い た 。 そこで , この 蛋白 膜 の 融解 除去 
現象 を 追求 し て みて , 興味 ある 知見 を 得る こと が 出来 た 
の で , こ ょ に その 概要 を 報告 する 。 


実験 及び その 結果 


1. 豚 吊 虫 の 子宮 下部 2cm の 部 位 よ り , 普通 の 操作 
で 取り 出し た 虫 卵 を , 濃度 75 履 以 上 の 豚 胆 汗 に 浸漬 し , 
30°C に 保存 する と , 24 時 間 で 蛋白 膜 の 融解 除去 が 始ま 
り , 72 時 間 で 完全 に 除去 され る 。 

2. 前 記 実 験 の 際 に , 保存 温度 を 0°C に する と 120 
時 間 を 経過 し て も 蛋白 膜 は 融解 除去 され な い 。 

3. 同じ く 豚 胆汁 に , クロ ラム フェ ニコ ー ル 末 (200 
r/cc) を 加え % て お いて も , 蛋白 膜 の 融解 除去 は 行わ れ な 
い 。 

4. 蛋白 膜 の 融解 除去 な が み られ る と き に は , 浸 病 液 は 
て , 細菌 の 増殖 を 認め る 。 高 圧 し た 豚 胆 汁 を 
使用 し て も そう で ある か ら , この 細菌 は 虫 卵 た 附 着 し て 
いた も の と 考え られ る 。 こ の 細 功 を 夫々 の 実験 の 場合 に 
分 離し て 調べ て みる と , その 性 状 は 第 1 表 の 通り で , 腸 
内 細菌 に 属す る も の で ある 。 

5. 豚 の 虫 体 を 水道 で ょ く い , つい で 2 万 倍 
マー = ン 食 塩水 で 2 回 , 食塩 水 で 2 回 洗 
い , この よ り 無 的 操作 の も と に 取り 出し た 
を , 豚 胆 に する と , 蛋白 膜 は 3 週 を 経て も 


KUNIKO NAKAYAMA : Effects of hog bile and 
enteric bacteria on the protein coat of Ascaris 
swuilla ova. (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo) 
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解除 去 さ れ な い 。 そ の 際 浸 は せ ず , 細菌 の 増殖 
も 認め られ な い 。 貝 卵 内 容 は 仔 虫 を 形成 し て いた 。 

6. 以上 の 各 実 験 か ら , 蛋白 膜 除去 に は , 浸漬 液 に お 
ける 細菌 の 増殖 が 必要 因子 で は な いか と 推定 され る 。 ょ よ 
つて , 豚 の 小腸 を し , 腸 内 の 体 表 面 及び 腸 内 壁 
を 白金 耳 で 控 過 し , これ より 分 離 培養 を 行 つ て 得 た 菌 , 
AS-10 株 及び AS-11 株 (その 性 状 は 第 1 表 に 示し た 双 
り 。 グラ ム 陰性 で 腸 内 細菌 に 属 する も ゃ の で ある ) を , 実 
験 5 と 同じ 条件 下 に 採取 し た 虫 卵 と 共に 夫々 減 菌 豚 腸 
汗 に 接種 する と , AS-10 株 , AS-11 株 両者 共 , 蛋白 膜 は 
48~72 時 間 で 完全 に 融解 除去 され る 。 対 周 と し て , こ 
の 両者 の 加 30 分 ) 2 を 夫々 加え た 
も の で は 蛋白 膜 の 融解 除去 は 行わ れ な い 。 よ つて , 一 定 
の 細菌 の 増殖 が 必要 な 因子 で ある こと が 判明 し た 。 

7. 実験 6 の 場合 に , 豚 胆 濃度 を 低下 させ 50 
以下 に する と , 蛋白 膜 は 4 週 を 経て も 除去 され な い 。 ま 
た , 豚 胆 汗 の 代り に , ブ ィ ョ ン 又 は 蒸溜 水 を 用 いる と , 
令 白 膜 の 融解 除去 は 行わ れ な い 。 こ れ に よ ょ つて, 一 定 濃 
度 の 豚 胆 汁 も 必要 な 因子 で ある こと が 知ら れる 。 胆 汗 成 
分 の 一 つ で ある デ ゾ キシ コ ュー ル 酸 は , 肺炎 球菌 の 多糖 体 
を 溶かす の に 使用 され て いる が , 豚 胆 油 の 代り に デ ゾ キ 
シュール 酸 ウ ー ダ を 用 いて も , 蛋白 膜 の 融解 除去 は 行わ 
れ な い 。 
以上 の 実験 結果 を 一 括 し た の が 第 2 素 で ある 。 

考 接 


上記 の 実験 結果 か ら , 一 般 的 に みて 豚 興 虫 卵 看 白 膜 の 
融解 除去 に は , 豚 胆 汗 と 豚 の 腸 内 細菌 の 増殖 が 必要 で あ 
る , と の 結論 を こ ゝ で 直ちに 引 | き 出 すこ と は 勿論 出来 な 
い 。 

自然 の 状態 に お いて は , 何ら か 別 の 機 序 も 行わ れ て い 
る の か も し れ な い 。 た ヾ 私 の 実験 範 四 か ら み れ ば , 豚 腸 
汗 と 腸 内 細菌 の 増殖 が 必要 な 条件 で あつ た わけ で ある 。 
し か し これ が 限定 され た 実験 条件 範囲 内 の 結論 で ある と 
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第 1 表 実験 に 使用 そる 
硫 シ M. V. 
モ ル 
ン ト 
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水 
素 地 
IAG 
= 
= 
A/AG — 
AIAG + 
AIAG = 
+ AIAG 


第 2 表 各種 条件 下 に ける 豚 卵 白 膜 除去 実験 
保 | 


24 呼 間 72 時 間 96 星 間 1 週 2 週 


8S 


100 
100 
75 
50 
25 % 
5% 
100 


高圧 滅 汁 (100 

テ ジ キ シコ ュー ル 酸 ッ ー ダ (0.5) 
胆 クタ マイ ィ (200 r/cc) 

豚 腸 シ リン 


+++++ 


+ + 


++|+ + 


* 観察 時 間 は 浸漬 液 た 虫 卵 を 浸 瀬 し て か ら の 時 間 を 表す 
数 字 は 蛋白 膜 附 着 虫 卵 百分率 で 表す 。 そ の に は 膜 除去 卵 及 び 不 明 の も の を 含む 


し て も , 自然 の 状態 に お いて 行わ れる 機 序 を 説 つて みる か な る 影響 を 及ぼ し て いる の か ーー 一 胆汁 全体 と し て の 有 贈 
ーー つの 資料 と し て の 意味 は ある の で は な か ろう 3 か 。 質 化 学 的 な 性 斬 に ょ る も の か , 何 か そ の 特殊 区 分 が 役割 
また 私 の 実験 範囲 内 た 問題 を 限定 し て みて る も 胆汁 が い を 演じ て いる も の か ーー は , 追求 され て いな い 。 
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各 態 色 

100 100 100 100 100 100 100 2 
100 0 0 0 0 0 0 : 
100 100 100 100 100 100 100 
100 100 100 100 100 100 100 
100 100 100 100 100 100 100 
302 100 100 100 100 100 — — 
無 100 100 100 100 — — 
100 100 100 100 — 
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豚 腸 内 細菌 の 増殖 が も うー つの 必要 条件 で ある が , こ 
れ に し て も , 細菌 の 酵素 に と ょ る も ゃ のか, 細菌 の 何 か 代 講 
物質 に よる も の か , また それ 以外 の 影響 に と よる も の か は 
未 解決 の まま ゝ に され て いる 。 こ れ 等 の こと が 追求 され る 
た め に は , 一 方 に お いて は 貝 卵 の 蛋白 肛 自 身 の 性 質 も , 
も つと 明らか に され る 必要 が あろ うぅ 。 こ れ 等 の 点 に 関し 
て , 更に 突き こん だ 研究 は 他 日 に と な され る べき も の と し 
て , 私 の 実験 は ご く 一 応 の 現象 論 的 の 段階 で 打ち 切っ た 
わけ で ある 。 

要 約 

一 定 条 件 下 の 実験 に お いて , 卵 膜 の 融解 除 
去 に は , 豚 胆 汗 及 び 豚 腸 内 細菌 の 増殖 が 必要 で ある 。 

稿 を 終る に 臨み , 御 指導 , 御 校 閣 を 賜 わ つ た 部 長 小 宮 
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頂い た 予 研 寄 生 虫 部 の 諸兄 姉 に 感謝 い た し ます . 
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虫 感 要約 に て (6. の 感染 に 及ぼ ばす 影 
級 日 本 物 病 理学 雑誌 22(12), 2671-2714. 
ー6) 吉田 貞雄 ・ 高 野 了 三 (1923) : 卵 看 膜 た たつ 
いて , 大 阪 医学 会 雑誌 , 22(2), 168-172. 


Summary 
It has been found that both the hog bile and 
the enteric bacterial proliferation are experi- 
mentally necessary for the removal of protein 
coat of Ascaris suilla ova. 
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放射 線 の 遇 虫 生態 に 及ぼ ばす 影響 に 関す る 研究 
(2) X 線 の 幅 虫 卵 発 育 に 肥 ぼ す 影 響 に つい て 


門 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原 虫 学部 (部 長 森下 藻 教 授 ) 
(昭和 31 年 12 月 25 日 受領 ) 


著者 は 先 に 生体 外 で 豚 咽 虫 に X 線 を 照射 し , その 生存 
力 並 びに 産卵 能 を 観察 する と 共に その 子宮 内 卵 発育 に 及 
ぼ す 影響 に つい て 報告 し た 。 そ の ぅ ち 後 者 に 関し て は , 
既往 Holthusen (1919~1932), Seide(1925), Zup- 
pinger (1928) 等 が 馬 遇 虫 卵 に X 線 を 照射 し て 得 た 成績 と 
必ず し ゃ も 一致 せ ず , 豚 山 虫 に 1.1 万 r の 如き 大 量 照射 後 
の 子宮 内 卵 た と 於 て も その 発育 能 は 何ら 影響 を 受け な い 結 
果 を 示し た 。 

従来 豚 遇 虫 卵 に つい て は X 線 照射 の 発育 能 た に 及ぼす 影 
響 を 観察 し た 報告 は 殆ど 見 る べき も の が な い 。 著 者 は こ 
の 基礎 的 事項 を 究明 し 併せ て 馬 短 虫 卵 に 於 ける 知見 と 比 
較 検 討 す る た め 豚 興 虫 卵 た に X 線 を 直接 照射 する 方 法 に よ 
り 以 下 の 去 統 的 実験 を 試み た 。 


実験 材料 及び 方 法 


虫 卵 材料 : 生 豚 の 子宮 ( 約 1cm) より 採取 
し た 受精 卵 を 毎回 4~6 隻 分 宛 充 分 混和 し , 予め 4 ア 
ンチ フォ ルミ ン 液 中 に 約 30 分 浸し 看 白 膜 除去 後 2.5 必 
フォ ルル マリン 液 を 加え て 貝 卵 液 を 調製 する 。 試 験 区 分 は 
子宮 より 摘出 直後 , 8, 10, 15 日 月 の 6 区 と 
し , 各区 の 貝 卵 液 は プラ スチ ッ ク 製 小皿 中 に と り , 夫々 
その 上 を 良く 除去 し 均 懸 と し た も の を X 線 
照射 材料 と し 対照 に 非 照射 材料 を と つた 。 

照射 の 方 法 : 大 阪 大 学 微 生物 病 研 究 所 附属 病院 所 有 の 
近接 照射 式 (島津, 消 和 ) た より , 25,200r, 11,300r, 
7,910r, 4,520r, 3,390r, 2,260r の 各線 量 を 選び 一 時 


KAI KADOTA: Studies on the influence of ra- 
diations upon the behaviour of Ascaris lumbrico- 
ides. II. Report. Influence of X-ray upon the de- 
velopment of their eggs. (Department of Para- 
sitology, Research Institute for Microbial Disea- 
ses,Osaka University, Osaka) 


(25 ) 


照射 を 試み た 。 照 射 条 件 は 管 電圧 40 KVP (25,200r 照 
射 時 は 45 KVP) , 無 過 板 , 管 電流 2 mA で 毎 分 
は 2,260r (45KVP 時 は 25,20r) で ある 。 

照射 後 の 虫 卵 培養 : 照射 後 の 虫 卵 は 小型 シャ ー レ に と 
り , 2.5 フォ ル マ リ ン 液 を 加 た 後 28°~30°C 卵 器 
内 に て 培 差 し , その 観察 は 培養 開始 後 3, 6, 9, 12, 15, 
30 日 月 の 6 回 に 行 つ た 。 

発育 能 の 障 者 及び 抑制 の 判定 : 虫 卵 の 発育 過程 は 前 報 
に 記し た と 同様 , 虫 卵 の 発育 段階 を 単細胞 期 (M), 早期 
実 期 (E), 後期 期 (L), 遇 (T), 運動 仔 虫 
(ME) の 5 期 た 分 ち 光 に 変性 卵 (D) を 加え 夫々 の 百 分 
率 及 び 発育 指数 (1. V. D.) を 求め て 観察 し た が , 障害 の 
判定 は 培養 30 日 目 に 於 ける 仔 虫 形成 阻止 率 ( 仔 虫 形成 を 
認め ぬ 箇 数 の 百分率 ) を 対照 ( 非 照射 例 ) と 比較 し て その 
の 有意 性 率 5 を 検定 こと に よ つ た 。 但 し 
培養 15 日 目 ( 仔 貝 包 蔵 卵 ) の 場合 は 観察 所 見 の み で 決定 


する こと は 念 険 性 も ある が 一 応 細胞 の 変性 像 の 百分率 に " 


よる も の と する 。 人 和 俗 虫 卵 の 変性 像 の 判定 は 種々 ある が 卵 
細胞 の 形成 , 透明 化 , 形成 , , 崩壊 , 脂肪 
題 粒 の 融解 等 を 規準 と し た 。 

双発 育 過 程 に と 於 ける 抑制 の 判定 と し て , 全 期 に 豆 つ て 
は I. V. D. を 対照 と 比較 する こと に よ つ た が 各 観 察 日 
に つい て の 場合 一 つの 方 法 と し て , 培 養 3 日 目 に 於 て 
は 2 細胞 期 虫 卵 , 培養 6 日 目 に 於 て は 後期 桑 実 期 虫 卵 , 
培養 9 (8) 日 月 に 於 て は 卵 及び 仔 , 培養 12, 15 
日 月 に 於 て は 仔 虫 の 各 形 成 率 を 夫々 の 対照 ( 非 照 射 例 ) と 
比較 し て その 差 の 有意 性 (危険 率 5 ) を 検定 する こと に 
よ つ た 。 上 述 の 虫 卵 形成 率 を 著者 は 以下 発育 指標 虫 卵 形 
成 率 と 呼称 する 。 か か る 方 法 を 選ん だ の は 各 観 察 日 に つ 
いて の 場合 , I. V. D. を 対照 と 比較 する の み で は 対照 
と の 差 が 明確 に 知り 難い が 発育 指標 虫 卵 形成 率 の 設定 に 
より , その 判定 が 容 品 に 可能 と な り 併 も 信頼 度 が 高い と 
考 を たから で ある 。 
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マウ ッ ウス 感染 試験 : 照射 後 の 虫 卵 を 培 養 し 仔 貝 包 蔵 卵 に 
発育 し た 場合 , その 動物 感 穫 能 の 状態 を 知る た め 試 み 
た 。 即ち 25,200r, 11,300r 照射 後 の 卵 つき 
4050 日 目 の も の 約 5,000 箇 を マウ ッ ウス に 試食 させ 7~8 
日 目 に 誠 検 し , その 肺 内 た 於 ける 活動 性 幼虫 の 有無 を 検 
し 対照 ( 非 照射 例 ) と 比較 し た 。 


実験 成績 


1. 照射 後 虫 卵 の 発育 能 に た 及ぼ す 影 響 

各 発 育 時 期 別に 成績 を 編 あ る と 第 1 ユー6 表 の 様 に な る 。 
卵 は 夫々 100 箇 つい て 発育 状態 を 観 た が , 培養 
12 日 目 の 成績 は 省略 し た 。 以下 各 項 の 発育 障害 及び 抑 
制 の 判定 は 実験 方 法 に 記し た 規準 に 従っ つた が , 障害 の 必 
は 仔 虫 形成 阻止 率 に た つい て 対照 ( 非 照 射 例 ) と の 差 を 表 わ 
し 検定 に と ょ り 有 意 を 示し た 場合 と する 。 

1) _ 摘出 直後 貝 卵 (単細胞 期 ) : 第 1 表 に 示す 様 に , 
25,200r, 11,300r の 場合 , 夫々 14 11 障 を 認 
め あめ た が 7,910r 以下 で は 示さ な か つた 。 併 し 征 ら 発育 の 
抑制 は 7,910r の 場合 , 発育 過程 全 期 に 豆 る I. V. D. が 
対照 と 比較 し て 減少 する こと に より 明らか に 認め られ , 
叉 4,520r. 2,260r の 場合 に 於 て も 照射 後 5 日 (培養 6 
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日 目 ) 発育 指標 虫 卵 率 の 検定 より 認め られ 

2) 培養 3 日 目 虫 卵 (単細胞 期 及 び 2 細 胞 期 ) : 第 2 表 
に 示す 様 に 25,000r, 11,300r, 4,520r, 3,390r の 場合 , 
夫々 70%, 78%, 18%, 18% の 障 を 認め た 。 
2,260r の 場合 障害 は 示さ な か つた が 抑制 は 照射 後 6 
日 ( 養 9 日 目 ) と より 認め られ た 。 

3) 培養 5 日 目 虫 卵 (早期 篤 実 期 ) : 第 3 表 に 示す 様 に 
上 記 線 量 の 場合 , 夫々 91 95 , 46 20 の 障 
を 認め た , 又 2,260r の 場合 , 障害 は 示さ な か つた が 抑 
制 は 照射 後 4 日 (培養 9 日 目 ) 迄 検定 に と より 認め られ た 。 

4) 培養 8 日 目 虫 卵 (後期 期 及び ) : 第 4 表 
に 示す 様 に 上 記 線 量 の 場合 , 夫々 61 %,37%,21 %, 18 
の 障害 を 認め た 。 併 し 征 ら 2,260r の 場合 は 障害 及 
び 発 育 過程 全 期 に 豆 り 抑制 を 認め な か つた 。 

5) 10 日 目 卵 ( 及び 仔 期 ) : 第 5 表 に 
示す 様 に 25,200r, 11,300r, 7,910r の 場合 , 夫々 27 
%, 31%, 23 の 障害 を 認め た が , 4,520r で は 障害 及 
び 発 育 過 程 全 期 た 豆 り 抑制 を 認め な か つた 。 

6) 培養 15 日 目 貝 卵 ( 仔 貝 卵 ) : 第 6 表 に 示す 様 に 
25,200r, 11,300r の 場合 , 夫々 12 , 26 の 障害 を 


第 1 表 摘出 直後 卵 時 


( 26 ) 


照射 線量 | 25,200r | 11,300r | 7,910r | 4,520r 2,260 r 
日 数 | 
ヽ 発育 状態 | | | | | | 
| 82| 1| 82| 1 28 42 
c |4 51 | | 51 12 26 
x |2299 9 1 18| 96| 3 18 98| 2 1 72 87| 7 58 82| 6 
Cc lsill94 4 49 81 49| 99 88| 76| 4 74 70| 6 
x 87| 4 2 |3aae 62| 1 13| 78 18| 89 
c 6| 83 19| 20 1| 32 24| 76 30| 88 
x 4 49 35 15 : 
T 
c 13 79 68 20 6 
x 84 86 91| 85 88| 89 98| 98 98| 98 
GC 100| 100| 1 98| 96 98| 97 98 99 98 
11 12 | 2 9 15 110| 11 2 2 2 2 
| 
| 9h95345348| 18102242364| 340| 18100231355| 356| 72113208392| 392| 58118198.392| 392 
384| 49100268392| 388| 88124216396| 392| 74130200396| 392 
誕 : 第 1 へ ~6 表 中 の 文 は 文 線 照射 の 場合 , C は 対照 ( 非 妥 射 ) の 場合 を 示す も の と す 
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第 2 表 3 日 射 時 


射 線 量 25,200r 11,300r 4520r | 3.390r 2,260r 
培養 日 数 | | | | 
発育 | | 
x 28| 14 16 17 
c 
x lioo 62 23 12 72 56 29 24 93| 2 109 1 98 
CRE | 91 91 98| 1 90 1 
x 36 19 9 | 1 22 1 
c [nl 9 30 9 30 2 22 10 27| 1 
12 3 1 77 55| 3 
c 17 65 65 77 72 4 
x 22| 30 20 18 5 80 81| 81 94 94 
c 100! 100 5 99 96 5 99 96 100 99 95 95: 
“ x 36| 49 30| 30 18 22 1 18| 19 2 6 
c 1 5 
st x |100| 170| 149| 150| 72 119 119 98| 107| 252| 325| 312| 100| 275 325 324| 102| 255 387| 376. 
111| 212| 400| 400| 109| 275| 396| 384| 108| 275| 396| 884| 102| 276| 400| 396| 110| 271| 394| 380 
第 3 表 境 5 日 目 卵 射 時 
射 25,200r | 11.300r 4,520r 3,390r | 2,260r 
| | 
| | 
M | | 
c | | 
x | 9 1 4 2 100 76| 36 26 99 2 91 95 
c | 5 1 88 | 88 91 88 
x 4 3 4 23 9 31 5 42 
G ae 1 1 12 35 12 9 10 12 20 
x 2 1 2 37| 1 68 44 
c 29 62 62 76 70 
ER 9 8 2 2 63 51 1 84 79 14| 96 94 
Cc 98 | 99| 97| 3 99 97 14 99 99 | 10 98 97 
x 84 86 60 72 36 49| 16| 21 4 6 
c 99 1 3 1 3 4 2 3 
i x |103185 46 42 100| 125 50 34| 101| 235| 255| 204 109| 270| 336| 316| 105| 272 384| 376 
i 2 131| 224| 395| 398| 112 s96| 388| 112 396 388 109 304 396 396| 112| 290| 382| 388 


| 
41 g 
; 
(7) 
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表 培養 8 日 卵 射 時 


照射 線量 | 25,200r | 1,300r 4520r | 3,390r | 2,260r 
日 | | | 
発育 状態 
Xx 
M 
1 1 
yb x 53 46| 1 46| 1 32 43 
XxX 16| 40| 39| 22| 65] 59| 28| 82| 75 4| 7%2| 195| 
Cc 43| 99|100| 41| 94| 96| 41| 94| 96 97| 94| 26| 96| 96 
x 3 | 57 | 59 31 91 38 | 1| 14| 22|, 1| 261.28 
ce ch 165 | 159 | 280 | 268 | 239 | 296 | 335 | 304 | 229 | 296 | 288 | 304 | 383 | 378 
| © |338|399|400|326|382|384|326|382|384 |264 | 388 | 376 | 303 | 387 | 386 


第 5 表 境 養 10 日 虫 卵 射 時 


第 6 表 培養 15 日 目 虫 卵 照 射 時 


照射 線量 |25,200r11,300r| 7,910r| 4,520r 線量 |25,200r|11,300r|7,910r| 4,520r 
数 | | 日 数 | 
発育 状態 | | 発育 状態 | 
x x 86 71 88 96 
c 98 97 94 96 
x 14 29 12 4 
Cc Cc 2 3 6 4 
x 1 
L . 表 マウ ス の 線 照射 虫 卵 試食 に ょ る 感染 状況 
非 感染 
Cc X 線 照射 虫 卵 試食 時 11 3 14 
C |100100 99 99 98 98| 99 98 族 : マッ ス の 感染 判定 は 肺 内 に 於 け る 活動 性 
x , 27| 8 27| 8 22 3 幼 忠 の 検出 有無 た にょ る 
D 
Cc 1 1 2 2 2 認め た が 7,910r 以下 で は 認め な か つた 。 
x |400| 292| 357| 285| 358| 309 394| 388 叉 発育 過程 に 於 ける LI. V. D. は 虫 卵 の 障 竹 を 来 す 線 
C |400| 400| 396| 396| 392 392 396| 392 量 の 場合 , 何れ も 照射 後 最初 の 観察 1~3 日 後 ) 結果 


と 比較 し て の 傾向 を 示し た 。 
2. 照射 後 虫 卵 の マッ ゥ ス 感 染 能 に 及ぼ す 影 響 
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第 7 に 示す 様 に 25,200r, 11,300r 照射 後 の 虫 卵 に 
つい て マッ ウッ ス 感 染 試 験 を 試み た 結果 , 対照 ( 非 照射 例 ) と 
の 間 有意 (大 率 5 ) の 差 を 認め な か つた 。 


考 接 


上 虫 卵 の X 線 感受 性 が 外 的 条件 に ょ っ つて 或 る 程度 影響 
を 受け る こと は Holthusen, Zuppinger 等 の 馬 遇 虫 卵 に 
つい て の 基礎 実験 が ある 。 即 ち 照 射 時 に 少量 の 水 で 湿潤 
に する と 束 燥 時 に 比 し 感受 性 が 高まり , 温度 上 昇 に と ょ つ 
て も 稽 ぇ 増大 する が 嫌気 性 た 保つ た 虫 卵 は 新鮮 虫 卵 た 比 
べ て 相当 に 低下 する と いう 。 本 実験 は か か る 点 を 考慮 
し , 外 的 条件 を 一 定 に 保つ 様 に 努め て 試み た 。 又 X 線 感 
受 性 の 動揺 に つい て Zuppinger (1928) は 新鮮 な 馬 筒 貝 
卵 を と り , 同一 の 外 的 条件 及び 線量 を 選ん で る も 畑 虫 の 個 
体 導 ょ る 影響 は 大 きく 600r 照射 時 は 最高 59 
最低 10 履 の 障 者 を 示し , その 平均 は 約 20 履 で あつ た と 
述べ て いる 。 本 実験 た に 於 て 虫 卵 を 常に 鍋 虫 4~6 令 よ り 
採取 混和 し て 用 いた の は 貝 体 の 個体 差 と にょ る 動揺 を な る 
べく 少く する た めで あり 又 各 線量 照射 は 夫々 2 回 宛 試 
み , 貝 卵 の 発育 能 に 及ぼ す 影 響 は その 平均 値 で 表わす こ 

卵 の 発育 能 の を 見 る に 豚 に つい て は , 前 報 
に 報告 し た 如く 1.1 万 r 虫 体 照射 後 そ の 虫 卵 た 何ら 障 審 
を 認め な か つた が , 本 回 舞 貝 卵 直 接 照 射 の 方 法 に より そ 
の 障 審 度 を 追求 し た 結果 に 於 て も 子宮 ょ より 摘出 直後 の 単 
細胞 期 虫 卵 の 場合 , 7,910r 以下 の 線量 で は 殆ど 障害 を 
示さ な か つた 。 即 ち 25,200r, 11,300r で は 夫々 14 〆, 
11 の 障 者 を 認め た が 7,910r で は 対照 と 比較 し て その 
差 は 有意 を 示さ ず , 只 I. V. D. は 発育 過程 の 全 期 に 了 
りり 対照 と 比較 し て 減少 を 認め た の は 明らか に 摘 制 を 受け 
た と 見 な され , 従 つ て この 場合 は 障 者 出現 に 極 く 接 近 し 
た 線量 と 思わ れる 。, ; 

人 告 照 射 条件 と し て , 前 報 の 虫 体 照射 時 は 165 KVP, 
6mA で ある の に 対し 本 回 の 貝 卵 照 射 時 は 40 KVP, 
4mA で ある た め 両 者 の 線 質 差 に 基 因 する 影響 の 差 は 当 
然 老 え られ る と ころ で ある 。 併 し 征 ら Holthusen (1932) 
が 馬 遇 虫 卵 た 諸 種 放射 線 を 照射 し その 影響 を 比較 検討 し 
た 結果 に て , 150160 KVP, 4 mA に ょ る 線 及 び 
8KVP, 8 mA に る 線 の 々 同 線量 は 々 同等 の 
障 短 を 来 し 両者 の 間 に 閉 し い 差 を 認め な か つた 事実 に 鑑 
み , この 範囲 の 線 質 差 と にょ る 影響 は 比較 的 僅少 な も の と 
推測 し て 差 支 えな い 様 に 思わ れる 。 

又 障 者 出現 の 限界 線量 と し て Zuppinger (1928) は 馬 
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上 虫 卵 の 場合 600r を あげ て いる が , 著者 の 前 報 に 記し 
た 様 に 豚 卵 つい て は 1.1 万 r 貝 体 照 射 後 そ の 虫 
に 何ら 障 者 を 受け な か つた 結果 と の 差異 を 閉 し く 又 本 回 
得 た 成績 に つい て る ゃ 同様 に 顕著 で ある 。 従 つて 600r の 
如き 低 線量 で 既に 障害 を 認め た 馬 環 虫 卵 と の 差異 の 基 因 
"は 依然 解明 し 難い が , 上 記 の 報告 者 の 記述 に も 新鮮 虫 画 
に て 尋 性 た 保ち 2,000r (100KVP, 4 mA) 適用 で 
始め て 卵細胞 の 障 考 出現 を 認め , この 場合 の 虫 体 は 特に 
X 線 抵抗 性 が あつ た も の と 推定 し て いる 点 , 虫 の 個体 
差 , 豚 と 馬 の 類 差 等 は 軽視 し 得 な いも の と 
考え られ る 。 

本 実験 に 於 ける 照射 線量 と 仔 貝 形成 阻止 率 の 関係 を 図 
示す れ ば 第 1 図 の 様 に な る 。 之 に よれ ば 一 般 に 線量 の 境 
加 に 伴い 仔 貝 形成 阻止 率 は 上 昇 す る 傾向 に ちる 。 併 し 御 
ら 11,300r 及び 25,200r で は 摘出 直後 虫 卵 , 培養 8 日 
目 虫 卵 の 如く 稽 * 増 大 し た も の も ある が , 培養 3, 5, 
10, 15 日 目 虫 卵 で は 稽 ぇ 減少 を 示し そ の 差異 を 明確 に 
認め 難 か つ た 。 卵 の 発育 時 期 別 に 見 る と , 
培養 5 日 目 虫 卵 ( 早 期 藤 実 期 ) が 最大 を 示し , その 前 後 の 
3 日 目 貝 卵 (単細胞 期 及び 2 細胞 期 ), 8 日 目 虫 劉 (後期 
実 期 及 び ) が に つぎ, 以下 10 日 目 貝 卵 ( 
期 及び 仔 虫 期 ), 15 日 目 虫 卵 ( 仔 虫 期 ) 及び 摘出 直後 虫 卵 
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第 1 図 XX 照 射線 量 と 仔 形成 率 
( 境 養 30 日 於 け る ) 
〇 : 摘出 直後 虫 卵 
信 : 培 養 3 日 目 虫 卵 
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(単細胞 期 ) の 順 で 減少 を 示し た 。 和 谷 後 二 者 に つい て は , 
25,200r の 場合 略 * 同値 を 示し た が , 11,300r で は 夫々 
26 , 11 を 示し た こと より , その 感受 性 は 前 者 の 方 
が 稽 々 勝る か の 様 に 見 えた 。 併 し 仔 虫 包 蔵 卵 の 障害 判定 
に 関し て は , 現在 未だ 正確 な 把握 は 至難 と 見 な され る の 
で , 単細胞 期 虫 卵 と の 比較 に 於 て も 断定 し 難い も の と 夫 
えら れる 。 

Zuppinger (1928) は 嫌気 性 に 保っ た 馬 卵 に ついて, 
2,000r を 照射 し 発育 時 期 に と に ょ る 影響 の 差 を 観察 し た 。 
この 場合 嫌気 性 の 条件 は , 望む 時 期 の 発育 を 一 時 的 に 静 
止 状態 に お き 細 胞 分 列 的 影響 を 遮断 し 得る た , 
感受 性 の 差異 を 正確 に 決定 する 上 に 最良 の 方 法 と 述べ て 
いる 。 そ の 結果 , 2 細胞 期 は 単細胞 期 た 比べ 感受 性 が 約 
3 倍 低 く 現われ その 後 は 減少 する が , 胞 有 完 成 期 より 徐 
々 に 上 昇 を 認め 腺 形成 の 開始 期 に 急激 に 増大 し 単細胞 
期 の 2 倍 以上 の 最高 値 に 達する 。 併 し 以後 は 下降 し 仔 忠 
期 は 非常 に 低い 感受 性 し か 示さ ぬ と し た 。 本 回 の 成績 中 
培 養 3 日 目 は 単細胞 及び 2 細胞 の 混在 期 に 当り 純然 た る 
2 細胞 期 の 態度 は 不明 で ある が , 培養 3 日 目 に 於 て る 単 
細胞 期 た と 比べ 既に 上 昇 を 示し た の は 上 上 記 成 績 と 稽 * 相 泉 
し て いる 。 併 し ら 5 日 目 は 成 の 開始 と 見 
な し 得る の で , この 時 期 に 最高 値 に 達する 事実 は 両者 何 
れる も 一 致し , 更に その 後 仔 虫 期 に 至る 間 滴 次 減少 する 他 
向 も 軌 を ーー に し た も の で ある 。 

卵 の 発育 時 期 に る X 線 感受 性 に っ つい て その 
実 的 推移 を 辿る と , Holthusen (1919), Seide (1925) は 
二 畑 貝 卵 の 発育 が 進む 程 低 下す る と し た が Zuppinger 
1928) は 成 の 開始 期 た 特に 増大 する こと を 確認 
し , か か る 事実 が 始め 看過 され た の は 時 間 的 に 非常 に 限 
定 さ れ て いた た め と 見 な し て いる 。 こ の 時 期 に 関し て 
Hertwig (1911) は 両 本 類 幼虫 に 放射 線 を 照射 し た 研究 に 
於 て 発育 上 の 期 と 記述 し に つい て は Sc- 
hleip (1923) が 紫外 線 を 照射 し た 場合 , 他 の 時 期 に 比べ 
その 感受 性 が 特に 増大 する 現象 を 認め て いる 。 Zuppi- 
nger (1928) は 上 記 現 象 の 基 因 を 細胞 が この 時 期 に 当り 
発生 学 的 に 内 外 逐 に 分 化す る た め 強 力 な 性 造 が 行わ れる 
機 序 に 求め て いる が , 現今 に 於 て も 細胞 分 裂 と 物質 代謝 
の 最盛 期 と 推測 され て いる 。 

以上 は 主 に 発育 能 の 障害 に っ つい て 検討 し た が , 次 に 抑 
制 に 関し て 若干 の 考察 を 述べ て みる 。 虫 卵 の 障 者 を 来 す 
線量 の 場合 , 発育 過程 に 於 ける I. V. D. は 何れ も 照射 
後 最初 の 観察 1~3 日 後 ) 結果 と 対照 と 比較 し て 蘭 減 の 
傾向 を 示す こと より , 文 線 の 及ぼ す 障 害 乃 至 抑 制作 用 は 


( 30 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 5 号 


比較 的 緩 除 に 出現 する も の と 言え よう 。 又 著者 の 所 調 発 
育 指標 虫 卵 形成 率 を 対照 と 比較 し て 判定 し た 結果 で は 障 
害 を 来 さ ぬ ぬ 線量 に 於 て も , 照射 後 一 定期 間 両 者 の 間 に 有 
意 の 差 を 認め た 場合 に は その 期間 中 発育 の 抑制 乃至 遅延 
を 来 し た と 解 し て 差 支 えな いも の と 思わ れる 。 即 ち 摘 出 
直後 虫 卵 の 場合 , 4,520r, 2,260r で は 夫々 照射 後 5 日 , 
培養 3 日 目 虫 卵 の 場合 , 2,260r で は 照射 後 6 日 , 培養 
5 日 目 虫 久 の 場合 , 2,260r で は 照射 後 4 日 の 聞 は か か 
る 現象 が 認め られ た 。 従 つて 躍 卵 の 発育 能 に 及ぼ す 影 響 
と し て は 先 づ 障害 を 目標 に する こと は 当然 で ある が , 障 
害 出現 を 認め ぬ 線 量 に 於 て は 上 述 の 如く 照射 後 数 日 間 一 
時 的 に 発育 の 抑制 を 受け た と 見 な され る 現象 を 一 応 注目 
する 必要 が ある と 考え られ る 。 

又 25,200r 及び 11,300r 照射 後 の 虫 劉 た に つい て マッ ウッ 
ス 感 染 試 験 を 試み た 結果 , 第 7 表 に 示す 如く その 感染 例 
は 対照 ( 非 照 射 例 ) と の 間 に 有 意 の 差 を 示さ な か つた こと と 
より , 卵 の 動物 感染 能 は 少く と も 頂く が い 障 を 
受け な か つた も の と 推定 され る 。 


1. 豚 卵 の 各 発 育 時 別 に X を 25,200r~2,260r 
の 線量 を 選び 照射 後 培養 を 試み , その 発育 に 及ぼ す 影 響 
を 観察 し た 。 

2. 卵 の 発育 能 の 障 を 形成 率 より 見 る 
と , 子宮 よ り 摘 出 直 後 の 単細胞 で は 25,200 r, 11,300r 
の 場合 , 夫々 14 , 11 示し 低い が , その 
は 急 浜 に 増加 し 単細胞 期 及 び 2 細胞 期 (培養 3 日 目 ) で は 
前 記 線 量 及 び 4,520 r, 3,390r の 場合 , 夫々 70 %, 78 
%, 18%, 18%, 早期 期 (培養 5 日 ) で は 夫々 
95 46 20 達する 。 併 し 以後 は 次 
少し 後期 実 期 及び ( 養 8 日 目 ) で は 夫々 61 
37%, 21%, 18 %, 及 び 仔 期 ( 養 10 日 目 ) で" 
は 25,200r, 11,300r, 7,910r の 場合 , 夫々 27 %, 31 
23 卵 ( 養 15 日 目 ) で は 25,200 r, 11,300r 
の 場合 夫々 12 必 , 26 を 示し た 。 

3. 久 を 来 ぬ 線 量 と し て は , 子宮 より 摘出 
直後 虫 卵 及び 培養 15 日 目 虫 卵 で は 7,910r 以下 , 培養 3, 
5, 8 日 目 虫 卵 で は 2,260r, 培養 10 日 目 虫 卵 で は 4,520r 
で あつ た が , この 場合 に 於 て 摘出 直後 虫 卵 及 び 堪 養 3, 
5 日 目 貝 卵 で は 発育 過程 の 全 期 に 豆 り 或 は 一 定期 間 ( 昭 
午後 数 日 ) 発育 の 抑制 現象 が 認め られ た 。 

4. 25,200r 及び 11,300r 照射 後 の 虫 卵 た つい て マ 
ッ ス 感染 試験 を 試み た 結果 , 対照 ( 非 照射 例 ) と の 聞 に 円 
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を 認め な か つた こと と より , 卵 の 動物 感 は 少く と 


も 乱 く が 閉 し い い 障害 を 受け な か つた も の と 推測 され る 。 


終り に 臨み , 終始 御 指導 と 御 校 開 を 賜っ た 森下 薫 教 授 
に 深謝 する と 共に , 線 射 の 便宜 を 与え て た 
寿 教 授 に 謝 し 併 を て 絶え ず の 労 を ょ らち れ た 


俊夫 氏 並 びに 利根 徴 治 氏 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 


本 論 は 昭和 31 年 4 月 , 日 本 寄生 学会 第 25 


回 総会 に た 於 て 発表 し た 。 


1) Holthusen, H. (1919) : Uber die biologische 
Wirksamkeit von ROntgenstrahlen versceiedener 
Wellenlange., Fortschr. d. ROntgenstr., 27, 
213-244. —2) Holthusen, H. (1924) : Biologi- 
sche Dosierung der Rontgenstrahlen mit Asca- 
riseiern., Klin. Wochenschr., 3Jg. (5), 185- 
186. —3) Holthusen H. (1924) : Die Wirkung 
der Rontgenstrahlen in biologischer Hinsicht., 
Strahlen Ther., 18, 241-262. —4) Holthusen, H. 
(1927) : Der Grundvorgang der biologischen Str- 
ahlenwirkung., Ebenda, 25, 157-163. —5) Brown, 
R. und Holthusen, H. (1929) : Einfluss der Qu- 
antengrdosze auf die biologische Wirkung verschi- 
edener RSntgenstrahlenqualitéten (I)., Ebenda, 
34, 707-734. —6) Holthusen, H. und Zweifel, 
C. (1932) : Einfluss der Quantengrdsze auf die 
biologische Wirkung verschiedener Strahlenqua- 
litaten (2)., Ebenda, 43, 249-272. —7) Seide, J. 
(1925) : Zur kenntnis der biologischer Strahle- 
nwirkung, Untersuchungen am Ascaris-Ei mit 
Ultravioletten, ROntgen und Radiumstrahlen., 
Zeitschr. flir wissenschaft. Zoologie, 124, 253- 
304. —8) Zuppinger, A. (1928) : Radiobiologische 
Untersuchungen am Ascariseiern., Strahlen Th- 
er., 28, €39-758. —9) Hertwig, 0. (1911) : Die 
Radiunakrankheit tierischer Keinmzellen. Ein Be- 
itrag zur experimentallen Zeugungen und Vere- 
rbungslehre., Arch. f£. micro. Ana., 77, 1-164. 
—10) Hertwig, P. (1911) : Durch Radiumbestr- 
ahlung hervorgerufene Verénderungen in den 
Kernteilungsfiguren der Eier von Ascaris mega- 
locephala, Ebenda, 77, 301-311. —11) Schleip, 
W. (1923) : Die Wirkung des ultravioletten Li- 
chtes auf die morphologischen Bestandteile des 
Ascariseies., Arch. £f. Zellforsch., 17, 289-367. 
ー12) 門 多 越 (1956) : 放射 線 の 血 虫 生態 に 及ぼ す 影 
に 研究 (1) 線 の 生存 力 及 び 産 卵 能 並び 
に その 子宮 内 卵 発 育た に 及ぼ す 影 に つい て , 
学 雑誌 , 5(3) , 376-383. 


Summary 

The author made an observation on the influ- 
ence of X-ray radiation of several doses between 
25,200r and 2,200r upon the developmental ability 
of ascarid eggs in various stages, by means of 
.culture method after the procedure. 

As to its inhibitory action to embryonation of 
the eggs, in fresh eggs just obtained from uteri, 
the inhibitory rate is distinctly low even by 
radiation of strong doses such as 25,200r or 
11,300r, being 14% and 11% respectively. How- 
ever, it increases suddenly in those at 3rd day 
of culture, although they are still in mono- or 2 
cells stage, being 70% and 78 % by the radiation 
of same doses as above respectively, while it is 
only 18% by the radiation of each of 4,520r or 
3,390r, and in those at 5th day of culture, which 
are in early morula stage, the influence becomes 
most prominent, being 91%, 95%, 46%, and 
20% by the radiation of one of doses mentioned 
above respectively. In those after this stage, the 
rate again decreases gradually, so that in those 
at 8th day of culture, which are in late morula 
or tadpole stage, it is 61%, 37%, 21%, and 
18% by respective doses of radiation, in those 
at 10th day of culture, which are in tadpole or 
embryonated stage, 27 %, 31%, and 23% by 3 
higher doses of radiation, and in those at 15th 
day of culture, all embryonated, 12% and 26 % 
even by 2 higher doses respectively. 

Thus, the influence of X ray radiation varies 
according to the developmental stage of the eggs 
as well as to the dosis of the former applied. 
It was detected, however, that even by subdosis 
of radiation there is seen a depressive pheno- 
menon in the development of the eggs, especially 
of those freshly obtained from the uteri and at 
3rd or 5th day of culture, during thier entire or 
a definite period of development. 

Finally, the eggs exposed to 25,200r and 11,300 
r radiation have shown no significant difference 
in infecting ability to mice as compared with non- 
irradicated eggs, so that it can be asumed that 
there occurred no injurious influence of the radi- 
ation upon the infectivity of the embryos formed 
in the treated eggs. 
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放射 線 の 遇 虫 生態 に 及ば す 影 響 に 関す る 研究 


(3) Cobalt-60 の 卵 発育 に 及ぼ す 影 に つい て 
Ce 


門 
大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 攻 教 授 ) 


(昭和 31 年 12 月 25 日 受領) 
特 別 


言 


人 工 放射 性 元素 Radioisotope の 研究 は 1946 年 原子 反 
応 炉 た と ょ り そ の 大 量 生産 が 可能 た に な る と 共に , その 応用 
範囲 は 閉 る し く 拡 大 し , 医学 , 生 物 学 分 野 に 於 て も 生体 代 
講和 機構 の 解明 , 化学 分 析 , 悪性 腫瘍 の 治療 等 その 活用 は 広 
汎 多 岐 た に 責 つ て いる 。 その うぅ うち Co-60 は 7 ァ 線 源 と し て 
ラジ ウム の 代用 と な り 併 も それ に 優る 多く の 性 能 を 有 す 
る の で , その 研究 並 に 実用 化 は 就 中 活 潤 で ある 。 寄生 虫 
対策 と し て 米国 に 於 て は , Trichinosis の 防 過 の た め 食 
肉 内 の Trichina 幼虫 の 殺 減 実験 が Co-60 に よ ょ り 試 み ら 
れれ 既に 大 規模 な 実際 計画 が 企 て ら れつ つっ つ あ る の も その 一 
つ で ある 。 

Trichinosis は 従来 我国 に 於 て は 殆ど 皆無 と 見 な され 
る が , その か わり の 高い 及び 症 は 研究 上 
の 対象 と し て その 意義 は 上 攻 る 大 きい 。 放 射線 の うち X 線 
に よる 貞 虫 卵 た 及ぼ す 障 者 の 研究 は 前 報 に 記述 し た 様 に 
1929 年 頃 よ り 見 られ て お り , 叉 ラジウム の 7 線 た に つい 
て る ゃ 既に Hertwig (1911), 沢田 ・ 大 木 (1924), Seide 


(1925), Zuppinger (1928), Holthusen (1933) 等 の 報告 


が ある 。 併 し 征 ら Co-60 に つい て は 最近 浅見 ・ 小 林 ・ 斎 
(1955) 及び 斎藤 (1956) に ょ り に 関す る 基礎 
的 知見 が 報告 され た 以外 に 見 る べき も の が な い 。 著 者 は 
前 報 に 於 て X 線 の 豚 畑 虫 卵 発 育 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し , 

その 結果 従来 諸家 が 馬山 虫 卵 と つい て 記し た 所 見 と 必ず 


KAI KADOTA: Studies on the influence of rad- 
iations upon the behaviour of Ascaris lumbricoides. 
III. Report. Influence of Cobalt-60 upon the deve- 
lopment of their eggs. (1), (Department of Pa- 
rasitology, Research Institute for Microbial Dis- 
eases, Osaka University) 


寄 生 学 雑誌 ・ 6 ・ 5 


し ゃ 一致 しない 成 績 を 得 た が , 本 回 は Co-60 を 照射 し 虫 
卵 の 発育 に 及ぼ す 影 響 を 追求 する た め 以 下 2, 3 の 基礎 
的 実験 を 試み た 。 

実験 材料 及び 方 法 


卵 材料 : 生 豚 の 子宮 末端 ( 約 1cm) より 採取 
し た 受精 卵 を 毎回 4~6 隻 分 宛 充 分 混和 し , 予め 47 
ンチ フォ ルミ ン 液 中 た に 約 30 分 浸し 蛋白 膜 除去 後 2.5 
フォ ル マ リ ン 液 を 加え て 虫 卵 液 を 調製 する 。 試 験 区 分 は 
摘出 直後 , 培養 3, 5, 8, 10, 15 日 目 の 6 区 と し , 各区 
の 液 は プラ スチ ッ ク 小皿 (24,000 r, 12,000r 照射 
時 は 注射 液 用 小 ア ンプ レ ) 中 に と り , 夫々 その 上 上 潤 液 を 
良く 除去 し 均質 な 上 濁 液 と し た も の を 照 射 材料 と し 対照 
に 非 照射 材料 を と つた 。 

照射 の 方 法 : 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 附属 病院 所 有 の 
も の を 用 い , 24,000r, 12,000r, 4,800r, 2,400r, 
1,200r の 各 概 算 線 量 を 選び 一 時 照射 を 試み た 。 舘 Co- 
60 照射 の 距離 及び 時 間 は 前 二 者 の 場合 。 6 cm に 於 て 夫 
々 48 分 及び 24 分 で あり , 後 三 者 の 場合 , 30 cm た 於 て 
夫々 6, 3, 1.5 時 間 で ある 。 

照射 後 の 虫 卵 培養 : 照射 後 の 虫 卵 は 小型 シャ ー レ に と 
り 2.5 フォ ル マ リ ン 液 を 後 28°^~30°C 器 
内 に て 培養 し , その 観察 は 培養 開始 後 3, 6, 9, 12, 15, 
30 日 目 の 6 回 に 行っ た 。 

発育 能 の 障害 及び 抑制 の 判定 : 前 報 に 記し た と 同様 , 
障害 の 判定 は 培養 30 日 目 に 於 ける 仔 虫 形成 阻止 率 を 対 
比較 し て その 差 の 有意 性 ( 5 を 検定 こ 
と に よ ょ っ つた 。 但 し 培養 15 日 目 ( 仔 虫 包 蔵 卵 ) . の 場合 は , 
細胞 の 変性 像 の 百分率 に よる も の と し 変性 像 の 判定 は 従 
前 通り の 規準 に 従っ つた 。 又 虫 卵 の 発育 段階 を 単細胞 期 
(M) , 早期 期 (E), 後期 実 期 (L), (T), 
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運動 仔 虫 期 (ME) 及び 変性 卵 (D) に 分 ち 夫 々 の 百分率 並 
に 発育 指数 (1. V. D.) を 求め て 観察 し た の も 前 報 と 同様 
で ある 。 

発育 過程 に 於 ける 抑制 の 判定 と し て , 全 期 に 豆 つ て は 
I. V. D. を 対照 と 比較 する こと に よ つ た が 各 観 察 日 た に つ 
いて は 前 報 に 記し た 如く , 著者 の 所 調 発 育 指標 虫 卵 形成 
率 を 夫々 の 対照 と 比較 し て その 差 の 有意 性 ( 念 険 率 5 ) 
を 検定 する こと に よっ つた 。 

マッ ス 感 染 試験 : 照射 後 の 虫 卵 を 培養 し 仔 貝 包 蔵 卵 に 
発育 し た 場合 , そ の 動物 感染 能 の 状態 を 知る た め あめ 試み 
た 。 即ち 24,000r, 12,000r 照射 後 の 虫 卵 に っ つき 
40~50 日 目 の も の 約 5,000 箇 を マウ ッ ス に 試食 させ 78 
日 目 に 誠 検 し , その 肺 内 た と 於 ける 活動 性 幼虫 の 有無 を 検 
し 対照 ( 非 照 射 例 ) と 比較 し た 。 


実験 成績 


1. 照射 後 貝 卵 の 発育 能 た 及ぼ す 影 響 

各 発 育 時 期 別 に 成績 を 編 め る と 第 1~6 表 の 様 に な る 
虫 卵 は 夫々 100 箇 た に つい て 発育 状態 を 観察 し た が , 培養 
12 日 目 の 成 績 は 省略 し た 。 以下 各 項 の 発育 障 者 及び 抑 
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制 の 判定 は 実験 方 法 に 記し た 規準 に 従 つ っ た が , 障害 の 必 
は 虫 形成 つい て 対照 ( 非 照射 例 ) と の 差 を 表 
し 検定 に と ょ り 有 有意 の 差 を 示し た 場合 と する 。 

1) 摘出 直後 卵 (単細胞 期 ) : 第 1 示す 様 に 
24,000r 以下 何れ の 場合 に 於 て も 障害 を 示さ な か つた 。 
併 し 古 ら 発育 の 抑制 は 24,000r, 12,000r, 4,800r の 


場合 , 照射 後 5 日 (培養 6 日 目 ) 迄 は 発育 指標 虫 卵 形成 率 


の 検 填 に ょ り 認 め ら れ た 。 
2) 培養 3 日 目 虫 卵 (単細胞 期 及 2 細 胞 期 ) : 第 2 表 に 


示す 様 に 24,000r の 場合 の み 28 必 の 障害 を 認め た 。 発 
育 の 抑制 は 12,000r, 4,800r, 2,400r の 場合 , 照射 後 


24,000r, 12,000r の 場合 , 


6 日 (培養 9 日 目 ) 和 検 定 に と ょ り 認 め ら れ た 。 
3) 培養 5 日 目 虫 卵 ( 早 期 実 期 ) : 第 3 示す 様 に 
夫々 50 7 の を 


認め た 。 又 4,800r, 2,400r, 1,200r の 場合 , 障 者 は 示 


に 示す 様 に 24,000r の 場合 , 43 必 の 障害 


さなか つた が 抑制 は 照射 後 4 日 (培養 9 日 目 ) 迄 検定 に よ 
り 認 あめ られ た 。 

4) 培養 8 日 目 虫 卵 (後期 期 及 び ) : 第 4 表 
を 認め た 。 


12,000 r, 4,800r, 2,400r の 場合 , 障 示さ な か つ 


第 1 表 摘出 直後 卵 照射 時 
照射 線量 24,000r 12,000r | 4,800r | 2.400r 1,200r 
に | 15 | | | hs 
発育 状態 ~ | | 
1 92 51 50 50 
c |69 8 40 に 40 
| r | 8100 74100| 1| 2 | | |so 50| 74| 
| © [gal 94| 92 94 1 1 60| 76| | | | 60 76 60 78 
i r | 42 | 10 10 24| | 26 2 1 26| 15 
c 6 38 6 10| 24| 19 | 24| 19 24| 19 
58 6 | | | 
62| | 82 68 68| | 68 
ey 100 98| 3 97| 94 8 99 98 7 99| 98 14100| 98 
c 100 99 5 97| 96 13 99 988 |13| 99| 98 13| 99| 98 
r 2 2 2 
c 1 2 2 4 1 2 
giool258l400| 392| 376| 49100l284l396| 392 50126 286 398 392| ol126l299l400| 392 
311106262400| 396 92106 287 389 384 60124|294 396 392 60124294396 392 60124294396| 392 


族 : 1. 第 1~6 表 中 の 7x は Co-60 照射 の 場合 
2. 照射 線量 は 所 て 概算 線量 を 表わす 


。 C は ( 射 ) 


の 場合 を 示す も の と す 


] : 
¢ 
: 
* 
対 
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表 培養 3 日 卵 射 時 


【 寄 生 学 雑誌 ・ 6 ・ 5 


| 24,000r 12,000r 4,800r | 2,400r 1,200r 
Bl9 Bl9 Hl9 8 9 
発育 状態 | | | 
M 
5 2 81 80 84 
c | 9 94 75 75 75 
\ r 76 5 21 19 20 20 13 16 9 
c 6 38 6 8 25 5 25 5 25 5 
r 10 1 78 80 87 88 
c 62 89 85 85 85 
71 1| 99| 95 93 93 98 97 3 98 98 
c 13 99 3 100| 96 10 98| 98 10| 98 98 10 98 98 
r 28| i| 5 7 7 2 3 | 
D | | 
4 2 2 2 2 | 4 2 
RR 100 187 ーー 100| 280| 396| 380| 119 280| 372| 372 120| 287| 392 388 116 294| 392 392 
nN 01 106 262| 400 396| 106| 295| 400| 384| 125| 305| 392| 392| 125| 305| 392| 392 125 305 392 392 
第 3 表 培 日 目下 卵 時 
| 24,000r | 12,000r | 4,800r | 2,400r | 1,200r 
| | | | 
発育 状態 。 | | | | 
| | 
+ |100 91 100 97 94| | 
91 94 94 94| | 
| 
51 3 34 6 32 
| 6| 19 6 19 6 19| 


r 32| 68 49| 65| 68 
62 | 76 81|. a 81| 
| 
| | | | | 
55 49 11 95 92 96| 96 1 99 | 100 99 
| 
RN eC 100| 99 14 100 99 | 99 99 99 99 | 99 99 
| [ 
| 45 5 4 4 1 
| | | 
0 | | | | | | 
A + 100 232 220 196 109| 288| 380| 368| 100| 249 384| 384 103 267| 396| 396| 106 268| 400| 396 
Cc 106| 262 400| 396| 109| 304| 400| 396 106 281 396| 396 106| 281| 396| 396 106 281 396| 396 
(34 ) 
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4 表 8 日 目 卵 射 時 


照射 線量 24,000r 12,000r | 4,800r 2,400r | 1,200r 
境 養 日 数 | | | 
9 Hhs5 Hl9 Hh5 Hhs Hl9 Hhs HA30 Hl9 Hhs 
発育 状態 | 
M 
c 
r 4 1 
c 2 1 8 1 
r | sa 15 12 
c | 36 31 11 11 11 
r+ | 38 29 77 84| 2 76| 1 
Ct 69 63 63 63 
r 4| 57| 53 97| 96| 1| 97| 96| 1| 96| 96 96| 96 
c | sli10| 96 99| 99| 25| 96| 96| 25| 96| 96 96| 96 
yp | 7 |242|228|22|229|389 | 384 | 277 | 388 | 384 | 286 | 390 | 384 387 | 384 
384 | 384_ 
第 5 表 培 10 日 卵 時 
照射 線量 24,000r | 12,000r 4,800r 2,400r 
発育 状態 
M ¥ 
c 
E 7 
c 
r 1 
c 
96| 83| 99| 98| 98| 98| 99| 98 
c 98| 98| 100| 99| 100| 100| 100| 100 
r 1 
c 1 
a r 384| 332| 398| 392| 392| 392| 396| 392 
Ct 392| 392| 400| 396| 400| 400| 400| 400 


« 
| 
3 
= 
* 
- 
(35 ) 


第 6 表 培養 15 日 目 虫 卵 照 射 時 


照射 線量 |24,0001| 12,000 r4,800r2, 400r11.200r 


日 数 | | 
30 Hl|30 | 30 | 30H 
発育 状態 | | 
90 93 |97 
c | 98 94 |9 | 9 |.99 
3 2 6 | 1 1 1 


第 7 表 マウ ス の Co-60 照射 虫 卵 試食 に 


よ ょ る 感染 状況 
Co-60 照射 虫 卵 試食 時 | 10 2 12 
対 非 射 卵 試食 時 ) | 7 2 9 


許 : マウ ス え の 感 染 判 定 は 肺 内 た に 於 け る 活動 性 
の 検出 有無 に ょ る 


た が 抑制 は 照射 後 1 日 (培養 9 日 目 ) 和 検 定 に と ょ り 認 め ら 

5) 10 日 目 虫 卵 ( 及び 仔 期 ) : 第 5 表 に 
示す 様 に 24,000r の 場合 , 15 必 の 障 者 を 認め た 。 併 し 
12,000r 以下 で は 障 寺 及 び 発育 過程 全 期 た 豆 り 抑制 を 認 
め な か つた 。 

6) 培養 15 日 目 貝 卵 ( 仔 貝 卵 ) : 第 6 表 に 示す 様 に 
24,000r の 場合 8 の 障害 示し た 。 併 し 12,000r 
以下 で は 障 者 を 認め な か つた 。 

育 過 に ける I. V. D. は 卵 の 障 来 す 線 
量 の 場合 , 殆ど 凡 て 照射 後 最初 の 観察 1~3 日 後 ) 結果 
と 対 比較 し て の 傾向 を 示し た 。 

2. 照射 後 虫 卵 の マ ゥ ス 感 染 能 た に 及ぼ す 影 響 

第 7 表 に 示す 様 に 24,000r, 12,000r 照射 後 の 虫 卵 に 
つい て マウ ス 感 染 試 験 を 試み た 結果 , 対照 ( 非 照 射 例 ) と 
の 聞こ に 有意 (危険 率 5 履 ) の 差 を 認め な か つた 。 


本 実験 に 於 て は 常に 材料 を 線 源 に 対し て 一 定 距 離 , 生 
直 に 設置 し た が , 両者 の 距離 は 30cm (4,800r 以下 の 
場合 ), 6cm (24000r 及び 12,000r の 場合 ) の 2 種 に 
よ ょ つた 。 材 料 と 線 源 の 距離 を 極め て 接近 させ る こと は 照 
射 さ れる 線量 が 照射 面 上 不 均 一 と な り , 概算 線量 の 精度 
が 低下 する の で な る べく 避け る べき で あり , 従 つ て 6cm 
の 距離 は 30 cm に 比べ て 生 ょ 精度 は 劣る と 考 えら れる 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 6 巻 ・ 5 号 


が 実験 上 の 制約 も あり 採択 し た 。 傘 見 等 (1955) の 報告 
に 於 て も 最短 距離 5cm を と つて あり , 成績 の 検討 に 大 
な る 支障 は 来 さ きぬ 範囲 と 思わ れる 。 

Co-60 の 7 線 照 射線 量 と 仔 虫 形成 陽 止 率 の 関係 を 図示 
すれ ば 第 エ 図 の 様 に な る 。 即 ち 一 般 に 線量 の 増加 に 伴い 
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第 1 図 Co-60 照射 線量 と 形成 率 
(培養 30 日 目 に 於 け る ) 
〇 : 摘出 直後 虫 卵 
信 : 養 3 日 
X: 同 5 日 目 
: 同 8 日 同 
同 10 同 
同 15 日 目 同 


形成 は 上 する 傾向 を 示し た 。 叉 の 障 
を 発育 時 期 別に 見 る と , 摘出 直後 の 単細胞 期 で は その 出 
現 を 認め な か つた が , 単 細胞 期 及 び 2 細胞 期 (培養 3 日 目 ) 


で は 急 増加 し , 早期 期 (培養 5 日 目 ) で は 最高 に " 


達する 。 併 し その 後 , 後期 期 及び (培養 8 日 目 ) 
で は 再び 減少 し , 及 び 仔 期 (培養 10 日 目 ), 
期 (培養 15 日 目 ) で は 著しい 低下 を 示し た 。 上 記 の 現象 
は 著者 が 前 報 に 報告 し た X 線 照射 の 場合 に 一 致し た も の 
で ある が , 本 回 の 成績 を 障害 出現 線量 及び 障 者 度 よ り 見 
る と 両者 の 聞こ に 相当 著 明 な 差異 を 認め る の で , 以下 この 
算 地 より する Co-60 の 7 線 及 び X 線 照射 を 比較 し つつ 若 
王 考 察 を 試み た い 。 
既に 実験 成績 で 述べ た 様 に 摘出 直後 虫 卵 と 於 て は , 

24,000r1,200r の 場合 何れ も 卵 発育 の 障 を 示さ 
な か つた が , 前 報 X 線 照射 時 は 25,200r, 11,300r の 場 
合 夫 々 14 11 障 示し た 。 本 回 は 24,000r 以 
上 の 照射 を 試み な か つた の で 障 考 出現 の 限 挫 線量 を 実測 
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し 得 な か つた が , 洲 見 等 (1955) の Co-60 に よる 単細胞 
期 卵 の 仔 限界 線量 を 追求 し た 結果 に ょ れ ば 
11.0 万 + か ら 15.3 万 s の 間 で これ を 理論 的 に 推定 する 
と 11.4 万 + と な り 50 仔 形成 限界 線量 は 5.0 
万 + た に な る と し て いる 。 従 つて 障 者 出現 に ゃ 相当 の 高 線 
量 を 要する こと が 推測 され る 。 

双発 育 時 期 別 に 見 る と 培養 3, 5, 8, 10, 15 日 目 虫 卵 
に 於 て は , 24,000r の 場合 夫々 28 %, 50%, 43 %, 15 
8 を 示し た が , 12,000r 以下 の 場合 , 僅か 
に 培養 5 日 目 虫 卵 の み 12,000r で は 7 に 認め た 以外 
は 何れ の 貝 卵 た に 於 て も 障 者 を 認め な か つた 。 こ れ に 比較 
し て X 線 照射 で は , 培養 3, 5, 8, 10, 15 日 目 虫 卵 た 於 
て , 25,200r の 場合 夫々 70%, 91%, 61%, 27%, 
12 の 発育 障 者 を 示し , 培養 3, 5, 8 日 目 貝 卵 た に つい て 
は 3,390r の 場合 で も 夫々 18 20 , 18 認め , 
培養 10 日 目 虫 卵 で は 7,910r の 場合 23 必 , 培養 15 日 
目 で は 11,300r の 場合 26 必 に 認め あて いる 従 つて 
Co-60 に こよ ょ る 卵 の 発育 障 は X 線 に 比較 し て に 
出現 し 難く 又 障 者 を 与え る た め に は , 常に 相当 の 高 線量 
を 要する も の と 見 な され る 。 か か る 現象 の 基 因 と し て は 
略 * 同 線量 に 於 て も 欠 障 害 に 差 を 来 す 事実 より 見 て , 
主として Co-60 の 7 線 及 び X 線 の 線 質 差 に 求む セ か が べき も の 
と 考え られ る が その 理論 的 根拠 に つい て 少し く 述 べ て み 
る 。 

Co-60 の ィ 線 は 1.17 及び 1.33 Mev の 2 本 の み で あ 
り 平 均 1.2 Mev の 単 一 波長 と 考 を て よい と され 叉 それ 
は X 線 の 最高 電圧 2,000kV の 平均 波長 に 匹敵 する と 見 
な され で いる 。 

最高 電圧 と 最短 波長 の 間 に は 一 定 の 関係 が 存 し 電圧 が 
高まる 程 発生 する 最短 波長 は 短 く な る こと が 分 つて い 
る 。 従 つて Co-60 の ィ 線 を 2,000 kV の 平均 波長 と すれ 
は ば , 前 報 文 線 の 電圧 は 40 一 45kV で あり 前 者 の 波長 は 
後者 の 波長 に 比べ 著しく 短い わけ で ある 。 

方, 放射 線 の 細胞 に 対す る 作用 機転 は 現在 告 不 明 な 
点 も 多い が , その 電離 作用 た 伴っ つて 起 さ れる 化学 性 反応 
に 基く 化学 的 作用 説 及 びそ れ と 平行 し て , 細胞 の 一 部 に 
特に 放射 線 の 敏感 域 な る も の が あり , その 部 分 を 放射 線 
粒子 が 費 ぬ いて 電離 が その 中 に 生じ その 現象 が 確率 にょ 
つて 支配 され る も の と 見 な す 的 弾 説 Target theory が 
その 理論 的 解明 に 有力 な も の と され て いる 。 何れ に し て 
も , 放射 線 の 生物 学 的 た 重要 な 役割 を 演ずる の は 細胞 内 
に 生ずる 電子 (X 線 で は 光電 子 , 7 線 で は ュ コンプ トン 電 
子 ) に こよ ょ る 電離 と され て いる 。 そ し て XX 線 で は , 照射 の 
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通路 に 於 て 主 に 光電 効果 に ょ る 吸 政 及び 距離 の 逆 自 乗 
法則 に より 減弱 し 特に 一 定 の 到達 距離 と いう も の は な い 
が , 波長 の 短い 7 線 で は 主 に コンプトン 効果 の 散乱 に 基 
き 減 弱 す る と 見 な され , 7 線 の 電離 は その 到達 距離 ( 飛 
程 ) の 終り , 即ち ェ ネ ルギー を 失 つ た 運動 の 終点 近く で 
最も 大 きい 。 従 つて 物質 に 入射 する 7 線 の 電離 の 最大 の 
位置 は その 表面 より も 内 部 と ある と され て いる 。 慕 だ 概 
説 的 で は ある が 上 述 の 諸点 に 立脚 し て 考え れ ば ,・ 虫 卵 を 
本 実験 の 如き 条件 ( 虫 卵 液 の 厚 さ は 約 1 mm) に お き 照 射 
し た 場合 , Co-60 の ァ 線 は X 線 に 比べ て 障害 を 生じ 難い 
現象 が 一 応 推測 出来 る ぁ の と 思わ れる 。 

以上 は 主 に 発育 能 の 障 電 に つい て 検討 し た が , 次 に 抑 
制 に 関し て 述べ て みる 。 貝 卵 の 障害 を 来 す 線量 の 場合 , 
発育 過程 に 於 ける I.V. D. は 培養 10 日 目 虫 卵 の 他 , 何 
れる も る 照射 後 最初 の 観察 (1~3 日 後 ) 結果 と 対照 と 比較 し 
て の 傾向 を 示す こと より, Co-60 の 及ぼ す 障 
抑制 作用 は XX 線 の 場合 と 同様 比較 的 緩 除 に 出現 する も の 
と 言え よう 。 著者 の 所 調 発 育 指標 卵 形成 率 を 対 
比較 し て 判定 し た 結果 で は 障 者 を 来 き ぬ 線 量 に た 於 て も , 
照射 後 一 定期 間 両 者 の 聞 に 有意 の 差 を 認め た 場合 に は そ 
の 期間 中 発育 の 抑制 乃至 遅延 を 来 し た と 解 し て 差 支 えな 
いも の と 思わ れる 。 摘出 直後 の 場合 , 24,000r, 
12,000r, 4,800r で は 夫々 照射 後 5 日 , 培養 3 日 目 
の 場合 , 12,000r, 4,800r, 2,400r で は 夫々 照射 後 6 
日 , 培養 8 日 目 虫 卵 の 場合 , 同 線量 で は 夫々 照射 後 1 
日 , 培養 5 日 目 虫 卵 の 場合 , 4,800r, 2,400r, 1,200r 
で は 夫々 照射 後 6 日 の 間 に こ 抑 制 現象 が 認め られ た 。 線 
照射 で は 摘出 直後 虫 卵 の 場合 , 2,260r 和 は 照射 後 5 日 
を 示し , 堪 養 3, 5 日 目 虫 卵 の 場合 , 2,260r で は 夫々 照 
射 後 6 日 , 4 日 で あり , 培養 8 日 目 虫 久 の 場合 , 同 線量 
で は 認め な か つた の で , 両者 は 略 * 相 似 し て お り 著 し 
い 差 胃 は 認め 難い 。 抑 制作 用 の 機 序 は 不明 で ある が か が, 
Co-60 の 7 ィ 線 に 於 て も X 線 と 同様 に 細胞 の 電離 が 或 る 程 
度 生 じ , た だ 量 的 に 不 充分 な た め 障 害 を 来 す 包 に は 至ら 
ず ー 時 的 に か か る 現象 を お こす 様 に も 考え られ る 。 

又 24,000r 及び 12,000r 照射 後 の 虫 卵 に つい て マッ ウ 
ス 感 染 試 験 を 試み た 結果 , 第 7 表 た 示す 様 に その 感染 例 
は 対照 ( 非 照 射 例 ) と の 間 に 有 意 の 差 を 示さ な か つた こと 
より , 虫 卵 の 動物 感染 能 は 少く と も 頂く が 著しい 障 者 を 
受け な か つた も の と 推定 され る 。 


論 
1. 豚 卵 を 各 発 育 時 期 別 に Co-60 を 24,000r 
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1,200r の 線量 を 選び 照射 後 培養 を 試み ,。 その 発育 た に 及 
ぼ す 影響 を 観察 し た 。 

2. 卵 の 発育 能 の 障害 を 仔 形成 率 ょ り 見 る 
と , 子宮 ょ より 摘出 直後 の 単細胞 期 で は 何れ の 場合 も 障 審 
を 示さ な か つた が , その 後 は 急 浜 に 増加 し 単細胞 期 及び 
2 細胞 期 (培養 3 日 目 ) で は 24,000r の 場合 , 28 , 早 
期 松 実 期 ( 堪 養 5 日 目 ) で は 前 記 線 量 及 び 12,000r の 場 
合 夫々 50 , 7 達する 。 併 し 以後 は 減少 し 
後期 期 及 び 8 日 目 ) , 及 び 虫 期 
( 堪 養 10 日 目 ), 仔 虫 期 (培養 15 日 目 ) で は 24,000r の 
場合 夫々 43 , 15 8 を 示し た 。 

3. 以上 の 成績 を X 線 照射 時 に 比較 し て みる と , 障害 
を 来 す 線量 は 常に 高 線量 を 要 し 双 そ の 障 者 度 は 比較 的 低 
値 を 示し た 。 * 

4. 虫 卵 の 障害 を 来 さ きぬ 線量 と し て は , 子宮 ょ より 摘出 
直後 虫 卵 で は 24,000r 以下 , 培養 3, 8, 10, 15 日 目 虫 
琴 で は 12,000r 以下 , 培養 5 日 目 虫 卵 で は 4,800r 以下 
で あつ た が , この 場合 に 於 て 摘出 直後 貝 卵 及び 培養 3, 
5, 8 日 目 虫 卵 で は 発育 過程 の 一 定期 間 (照射 後 1ー6 日 ) 
発育 の 抑制 現 祭 が 認め あら れ た 。 

5. 24,000r 及び 12,000r 照射 後 の 虫 卵 た つい て マ 
ッ ウス 感染 試験 を 試み た 結果 , 対照 ( 非 照 射 例 ) と の 間 に 差 
認め な か つた こと と より , 卵 の 動物 感 は 少く 
と も 遷 く が 閉 し い 障 害 を 受 け な か つた もの と 推測 され 

終り に 臨み か, 終始 御 指導 と 御 校 賜っ つた を 森下 授 
に 深謝 する と 共に , Co-60 照射 の 御 便 宜 を 与え て い た 
山口 教 授 に し 併 て 絶え ず 射 の 労 を ょ られ 文 種 
々 御 助 言 を 得 を 楠本 五郎 氏 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 

本 論文 の 要旨 は 昭和 31 年 4 月, 日 本 寄生 虫 学会 の 第 
25 回 総会 に 於 て 発表 し た 。 
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Summary 

In the present report the author intends to 
note the results of experiment on the influence 
of Cobalt 60 radiation of several doses between 
24,000r and 1,200r upon the developmental ability 
of ascaris eggs. The results were judged by cul- 
ture method after the procedure. 

As to its inhibitory action to embryonation of 
the eggs, there was no influence upon the fresh 
eggs just obtained from the uteri, while in those 
at 3rd day of culture, which are in mono- or 2 
cells stage, the inhibitory rate was 28% when 
exposed to 24,000r, and in those at 5th day of 
culture, which are in morula stage, it was 50 
and 7% by radiation of 24,000r and 12,000r res- 
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pectively. The inhibitory action, however, fell 
with eggs after this stage, thus the inhibitory 
rate was 43% in those at 8th day of culture, 
15% in those at 10th day of culture, and 8% in 
those at 1l5th day of culture when exposed to 
24,000r radiation. 

Comparing these results with those obtained 
by X ray radiation, it can be said that in the 
case of Cobalt-60, only larger doses can cause 
inhibitory influence upon the development of the 
eggs and furthermore, the grade of injury is lo- 
wer in the present case than in case of X ray 
radiation. 
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In the cases of Cobalt-60, however, it was 
also detected that even by subdosis of radiation 
a depressive phenomenon in the development is 
seen during a definite period, 1-6 days after 
radiation, in fresh eggs and those at 3rd, 5th, 
and 8th day of culture. 

The eggs exposed to 24,000r and 12,000r radi- 
ation shew no significant difference in infecting 
mice as compared with non-irradicated eggs. 
This may indicate that there occurred no influ- 
ence of radiation upon the infectivity of the em- 
bryos formed in the treated eggs. 


Entamoeba gingivalis の 生存 に 対す る 
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細菌 死 体 の 影 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教 鹿 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 31 年 12 月 27 日 受領 ) 


人 体 に 寄生 する アメ ー バ と その 随伴 細菌 と の 関係 は , 
従来 より 研究 され て を り ア メー バ の 培養 に 際 し 随伴 細菌 
群 が , アメ ー バ の 増殖 に 必要 な 条件 を 維持 する こと は , 
すでに 多数 の 研究 者 に 依っ つて 明らか に され て いる 事 で あ 
る 。 即 ち 堪 地 内 た に 於 ける アメ ー バ の 増殖 は , アメ ー, 
随伴 細菌, 培地 自体 の 3 者 の 相互 関係 に 依り 成立 する も 
の で 之 等 の 主要 条件 を 探究 する こと に より , 困 点 と され 
て いる アメ ー バ の 無菌 培養 の 基礎 が 一 段階 づ ヽ 進め あめ られ 
て 来 て いる の で ある 。 そ の 進歩 の 5 ち で 特に 閉 し いも の 
は Preconditioned medium の 考案 で あり , これ で 随伴 
細菌 の 発育 を 陽 止 し た 状態 そ で アメ ー バ の 培養 に 成功 し , 
更に 単 一 種 の で も る アメ メー の に 成功 し た 事 
は , Jacobs (1947), Shaffer (1948', 斎藤 (1951), 能 
(1951) 等 に より 報告 され て いる が , それ 等 は 総 て 生 菌 に 
於 ける 関係 で あり , 菌 体 自 身 が 栄養 素 と し て 役立つ と い 
うこ と も 老 え られ る が , それ 以上 に 細菌 の 代 講 産 物 及 び 
培地 の 物理 化学 的 条件 を 好適 に する と 芯 ぅ 様 な 複雑 な 要 
素 が 重要 な 役割 を し て いる 事 が 想像 され る 。 以 上 の 要素 
の 3 ち 細 菌 菌 体 自 身 の 影 響 に つい て は Anderson (1952) 
が 研究 し , 赤痢 アメ ー バ の 生存 た に 対し その 随伴 細菌 の 加 
蒸 死 菌 体 が 良好 な 影響 を 与え を た こと を 報告 し て いる 。 
私 も アメ ー バ に 於 て , 細菌 の 死 体 を 使用 し 
て , それ が アメ ー バ の 生存 の 状態 に 好い 影響 を 与え る こ 
と を 知 つ た 。 又 実 験 た 使用 し た 抗生 物質 Colistin の 歯 
メー に 及ぼ す 影 響 に つい て 観察 を 行 つ た の で 
に 報告 する 。 


実験 材料 と 方 法 


実験 た 使用 し た アメ ー バ は Dobell-Laidlaw 
に 長期 間 継 代 培 義 し て いる S 株 で あり , それ は 3 種類 の 


KEISHI SUZUKI : Effects of heat-killed bacterial 
cells upon the survival of Entamoeba gingivalis. 
(Department of Parasitology, School of Medic- 
ine, Keio University, Tokyo). 
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随伴 細菌 を 含ん で い る も の で ある 。 そ の 同定 は 東京 歯科 
大 学 微生物 学 教室 に 依頼 し た 結果 , Aerobacter aeroge- 
nes, Bacillus subtilis, Micrococcus epidermidis と 決定 し 
た 。 その 生物 学 的 性 質 の 詳細 は 第 1 表 に 示し た 。 


第 1 表 Entamoeba gingivalis (S 株) 
細菌 の 同室 


A. aerogenes B. subtils M. epidermidis 
同定 試験 


Gram 染色 , G (—), G ( 十 ), 有 G ( ), 球 
形態 芽胞 大 時 に 双 球 

中 等 大 の 有る 拡 等 大 

Colony smooth 性 発育 smooth 

非 深 血性 完全 弱 し 
血液 平板 (@’) 

。 . 強い 混濁 清 , 表面 に た い 混濁 
Methyli-red. 
Voges- 

Proskauer 
Citrate. 
Katalase. 十 + 
乳酸 十 + 
Gelatin 十 


G (一 ), 固有 GG ( 十 ) 大 M. 
運動 , Invic- 特異 な 集落 , epidermidis 
test 及び 及び Bouillon の 性 状 を 有 し 
Gelatin の 液 に 厚い 苗 膜 を て いる が 


備考 の な いと 作る 点 で Katalase( 一 ) 
subtilis と と いう 点 で 
A. aerogenes 同定 義 を 残す 


と 同定 


それ 等 の 細菌 を 個別 に 寒 天 用 面 培地 に 純 堪 養 と し て 保 
存 し , 実験 を 行う に あたり それ ぞ れ 平板 に 通 
の 如く , 37°C, 24 時 間 養 し て 増 し , その 集 
落 を 集め て 実験 た 使用 し た 。 
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実験 た 使用 し た 基本 培地 は Dobell-Laidlaw 培地 で 直 
1.5cm, 長 さ 約 12 cm の 試験 管 に 約 1.5cc の 減 
血 清 を 入れ , 血清 凝固 器 で 80°C 約 40 分 加熱 し 
< こ 凝固 し た も ゃ の を 固形 部 と し , 液体 部 は 滅菌 馬 面 消 1 に 
対し , リン ゲル 氏 液 8 の 割合 の も の を 全量 が 5cc と な 
る 様 に 重層 し た も の で ある 。 

実験 方 法 と し て は , 上 記 の 純 培養 し た 3 種 の 随伴 細 昔 
を 各々 1 白金 材 量 ( 約 15 mg) 宛 一 縮 に 3cc の リン ゲル 
拓 液 中 に 混入 し た も の (混合 細菌 種 ), 又は ーー 種類 の 随伴 
細 3 白金 材 を 混入 し た も の ( 単 一 ) を それ ぞ れ 
120°C, 15 ポン ド , 約 20 分 間 高 圧 滅菌 し , その 液 が 冷却 
し た ら 1: 8 の 割合 に と な る 様 に 無 攻 馬 血 消 を 加え , 更に 
液体 部 1cc 中 penicillin 5,000u, colistin 5,000u の 
濃度 に 抗生 物質 を 加え た 。 

又 他 の 実験 で は , アセ トン , ドラ イア イス を 使用 し て 
3 種 混 た 随伴 細菌 の 結 融解 を 行 ひ , その 液 を 細 
器 で し , 菌 体 を 含ま な いそ の を 使用 し た 。 

対照 と し て は , Dobell-Laidlaw に 死 を 加 
ず , 実験 群 と 同 濃度 の 抗生 物質 を 加え , 全体 の 液体 部 が 
5cc と な る 様 に し た も の を 使用 し た 。 又 総 て の 実験 た に 於 
て 通 の 如く 減 米粉 を 加え た 。 

に 調製 され た 実験 群 に 対照 群 に 対し S 株 の 最 
増殖 の ー バ ( 養 後 8~72 時 間 経過 し た も 
の ) を 集め て , それ を 37°C に 保温 し た 培地 の 液体 部 
と 同様 の 液 で 1,000 回 転 , 約 1 分 聞 で 2 回 遠心 沈 滅 器 で 
洗 し , その を 良く 混和 し て , それ ぞ れ の に 
0.3 cc 宛 移 植 し , 総 て の 培地 に アメ ー バ が 均等 に 移植 さ 
れる 様 に 特に 注意 し た 。 

世 如 くす れ ば アメ メー と 共に 移植 さえ れ た 細 
は , 抗生 物質 の 作用 に ょ り 増 殖 を 抑制 され アメ ー バ の み 
が 生存 し , 対照 と 比較 し て アメ ぇ メー バ の 生存 状態 を ー つ の 
塔 地 で 日 時 を 追 つ て 観察 し , 両者 聞 の アメ ー ぷ 生存 日 数 
及び 貝 体 の 生活 状態 こ に より , 加え た 又は 体 融 解 
物質 の 影響 を 検討 し よう と し た 次 第 で あ る 。 (但し 継 代 
行わ ず ) 。 

双 堪 地内 に アメ ー バ と 共に 移入 され た 共 棲 菌 が 完全 に 
増殖 され た か か を 調べ る 目的 で , 3 日 経過 し 
た 実験 群 及 び 対照 群 の 培地 諾 部 の 液 を , 約 0.2cc 宛 チ 
ォ グ リコ ー ル 酸 培 地 に 移植 し て 約 1 週間 細菌 の 発育 の 有 
無 を 観察 し た 。 ) 

細 を 抑制 する 為 に penicillin, colistin の 両 
者 を 併用 し た 理由 は , 実験 た 使用 し た S 株 の 共 捧 細菌 が 
私 の 以前 に 行 つ た 実験 で streptomycin に 抵抗 性 を 有 
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し , penicillin と streptomycin の 併用 で は 細菌 の 発育 
を 阻止 する こと が 出来 な い の で , 特に グラ ム 陰 性 菌 に 作 
用 する colistin に 注目 し , penicillin と 併用 し た 。 之 に 
ょ っ て 共 の 発育 を し , アメーバ に 対し 影 


' 響 を 与え 無い colistin の 濃度 を 確 め る 事 が 出来 た の で 


予備 実験 と し て それ を 以下 に 記述 する 。 
実験 成績 


[予備 実験 
colistin の ー バ に 及ぼ す 


実験 に 使用 し た 上 メー バ S の 随伴 細 , 前 


の 様 に penicillin と streptomycin と の 併用 で は 細 苗 
の 発育 を 陽 止 する 事 が 出来 な い の で , penicillin と co- 
listin を 併用 する こと に し た 。 

先ず colistin の 適当 な 油 度 を 知る 為 に , colistin の 各 
濃度 に 於 ける 培地 中 の アメ ー バ の 生存 状態 を 観察 し , 次 
に penicillin と 併用 し て アメ ぇ メー バ の 随伴 細菌 の 発育 を 陳 
止 し , 是 つ アメ ー バ に 対し 影響 の 少 い 測度 を 確立 する 事 
が 出来 た の で ある 。 

a. colistin の 各 濃 度 に 於 ける ー バ の 影響 

実験 に 使用 し た ー バ は 上 記 と 同様 の S 株 で 
Dobell-Laidlaw 培 地 に 長期 間 継 代 培養 し て いる も の で 
ある 。 又 実 験 培地 も Dobell-Laidlaw 培 地 で 液体 部 を 
5cc と し , 液体 部 1cc 中 に 含ま れる colistin の 濃度 を 
夫々 100,000u, 50,000u, 25,000u, 10,000u, 5,000 u, 
25.00u, 1,000u の 7 段階 と し , 更に colistin を 含ま 

第 2 表 colistin の 各 於 ける 
E. gingivalis の 影響 


fer cc. 濃度 
単位 10 5 2.5 1 0.5 0.25 0.1 対 
日 


No mw MM = 

| 

| 

| 
土 主 主 
+ まま キ + 
+ 


な い Dobell-Laidlaw 寺地 を 対照 と し て アメ ー バ を 均等 
に それ 等 の 堪 地 に 移植 し , アメ ー バ の 増殖 状況 を 観察 し 
た 。 そ の 成績 は 第 2 表 に 示し て ある 。 

即ち 20 回 の 実験 成績 の 結果 は , 1ec 中 100,000 単 
位 の colistin を 混入 し た 培地 で は , 総 て の 実験 群 に 於 
て アメ ー バ の 存在 は 認め らら れず , 24 時 間 経過 し た 培地 
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中 で アメ ー バ は 変性 壊死 し , 生存 貝 体 は その 後 の 経過 に 
於 て も 全然 認め られ な か つた 。 

lcc 中 50,000 単位 の 培地 で は , 100,000 単位 の それ 
と 同様 な 状態 で アメ ー バ の 生存 は 認め られ な か つた 。 

lcc 中 25,000 単位 混入 培地 で は , 実験 群 の 大 部 分 に 
於 て 24~48 時 間 頃 まで は 引 拡 大 数 視野 中 に 1~2 の 球状 
を し た 未だ 生存 し て いる と 思わ れ る 体 が 認め あめ あられ 
た が , それ 以上 の 経過 で は アメ ー バ の 生存 も 認め ず , 又 
増殖 し て 来る る の は 無 か つ た 。 

lcc 中 10,000 単位 混入 培地 で は , 25,000 単位 混入 の 
実験 より も , 生え アメーバ の 生存 状況 は 好い 様 に 思わ れ 
る が , 球状 と な つた 貝 体 が 少数 3 日 目 頃 まで 認め られ た 
が , その 後に は 生存 貝 体 は 認め られ な か つた 。 

lcc 中 5,000 単位 混入 し た 堪 地 で は , 総 て に 於 て 少数 
で は ある が 生存 貝 体 が 4~5 日 目 頃 ま で 認め られ て お り , 
又 その 後 の 経過 中 20 例 中 13 例 は アメ ー バ は 死 減 し た 
が , 残り の 7 例 に 於 て は 4, 5 日 目 頃 より 貝 体 が 運動 を 
示し , 以後 少数 で は あつ た が アメ ー バ の 増殖 が 行わ れ 10 
日 を 経て も 依然 と し て 虫 体 が 生存 し て いる の が 認め られ 
た 。 

lcc 中 2,500 単位 混入 堪 地 で は , 総 て の アメ ッ メー バ の 増 
認め られ 対 比較 し て , アメ ー バ の 増殖 期 の 
が あり , 即ち 対照 で は 2-3 日 目 頃 より 増殖 し て 来る が , 
こと の 実験 群 で は 4~5 日 目 よ り 増 殖 し て 来る 状態 で あぁ つ 

叉 1cc 中 1,000 単位 混入 培地 で は , アメ ー バ は 対照 よ 
り も ぇ を 示し て いる が , その 発育 の 状態 は 
対照 と 大 差 な い 。 

次 に 各 濃 度 に 於 け る 培地 中 に 発育 し て 来 た 細菌 を 箋 
天平 板 培 地 に 増 し て か ら グ ラム 染色 を 行い , グラ ム 
陰性 菌 の 状態 を 観察 し て みる と 100,000u, 50,000u, 
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25,000u, 10,000u の colistin 混入 し た 培地 で は , 総 
て グダグダ ラム 陰性 菌 は 認め られ ず 陽 性 菌 の み の 発 育 が あつ た 
が , その 陽性 で る colistin の 高 な る に 従 つ て 発 
育 が 少な いこ と が な が, 平板 培地 の 細菌 の 集落 の 状態 と 培地 


. 液体 部 の 混濁 状態 で 認 あら れ た 。 然し な が ら 5,000u 


colistin 混入 で は , 大 体 に て ゲラ ム 陰 性 を 
し た 状態 で アメ ー バ の 生存 時 間 が 一 番長 か つた 。 併 し 中 
に は グダグダ ラム 陰性 菌 が 増殖 し て 来る ゃ の も あつ た 。 叉 アメ 
ー バ が 単に 生存 し た と 云う だけ で な く 明 ら か に 増殖 を 示 
し た も の で は , 総 て グラ ム 陰 性, 陽性 両 菌 と も 発育 し て 
いた 。 1cc 中 2,500, 1,000 単位 混入 し た も の で は , ア 
メー バ る も 増殖 を 示す 代り に , 随 伴 細 菌 の グラ ム 陰 性 菌 も 
阻止 する こと が 出来 な か つた 。 

以上 の 成績 と ょ り 1cc 中 5,000u の colistin を 混入 
し た 培地 が , グラ ム 人 陰性 萩 の 発育 を 阻 止 し , 是 つ アメ ー 
バ に 強い 作用 を 与え る 事 が な い の で 輝 を penicillin と 億 
用 し て 完全 に S 株 の 随伴 細菌 を 阻止 出来 る か どう か を 次 
の 実験 で 行 つ た 。 

b. colistin と penicillin 併用 に 於 ける 上 メー 
と その 随伴 細菌 の 状況 

この 実験 で は , penicillin の 濃度 は 1cc 中 5,000u と 
定め て お き , それ に 併用 する colistin の 濃度 を それ ぞ 
れ 1cc に つき 10,000u, 5,000u, 2,500u, 1,000u の 4 
段階 と し た 。 又 一 方 penicillin と streptomycin と を 
併用 し た 実験 も 行い , 之 も ゃ 上記 と 同様 に penicillin の 河 
度 は 1cc 中 5,000u で , streptomycin の 濃度 を それ ぞ 
れ 20 mg, 10 mg, 5 mg, 2.5 mg と し て 両者 共に S 株 の 
歯 眼 ア メー バ を 寺 等 と な る 様 特 に 注意 し て 移植 し た 。 そ 
し て 日 時 を 追 つ て アメ ー バ の 状況 を 観 穴 す る と 同時 に , 
移植 後 3 日 目 に 0.2cc の 液体 部 を キチ オグ リコ レー ト 無 
菌 試験 培地 に 移植 し て , 細菌 の 発育 の 有無 を 検査 し た 。 


第 3 表 penicillin, colistin と penicillin, streptomycin の 併用 に 於 ける 
歯 アメ ー 及び 細菌 の 発育 状況 


penicillin 5,000 u 
colistin streptomycin 
10,000u 5,000u 2,500u 1,000u 20nmg 10 mg 5mg 2.5mg 
1 + せ + + せ せ 
3 十 + + せ 
細 (—) (—) (+) ( ( 土 ) ( ) ( 


i 

{ 

4 
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実験 10 例 に 於 ける 総合 的 な 成績 は 第 3 表 に 示し て ある 。 
以上 の 実験 成績 より penicillin と colistin と を 併用 
し た 培地 で は , colistin の 測度 が 培地 液体 部 1cc 中 
10,000u, 5,000u の 両者 で は , 総 て の 実験 群 に 於 て 随 
伴 細 菌 の 発育 は 阻止 され , アメ ー バ の 生存 状況 は 2 日 目 
頃 ま で は 球状 に 変性 し た 極 く 少数 の 虫 体 が 認め られ た 。 
2,500u の も の で は , 細菌 の 発育 を 完全 に 限 止 出来 な い 
も の も あつ た 。 即ち 10 例 中 4 例 た に 於 て は 無 萩 試験 培地 
に 軽度 の 混濁 が 3 一 4 日 目 頃 より 現われ た 。 双 1,000u の 
colistin の 培地 で は 全 例 に 於 て 細菌 の 発育 が 認め られ , 
この 測度 で は 随伴 細 功 の 発育 を 阻止 する 事 が 出来 な か つ 

次 に penicillin と streptomycin と の 併用 で は , 上 
記 の 素 の 如く 相当 大 量 に streptomycin を 混入 し て も, 
総 て の 実験 例 た に 於 て その 隊 伴 細菌 の 発育 を 阻止 する 事 が 
出来 ず , 液体 部 1cc 中 20 mg を 混入 し た も の で る 10 例 
中 3 例 に 於 て , 無菌 培地 が 約 1 週 間 頃 より 混濁 を 示し 
た 。 それ 以下 の 濃 は 全く 細 抑制 出来 ず , 
ァ アメ ー バ も 長期 間 の 生存 を 認め , それ に は 障 伴 細菌 の 軽 
度 な 増殖 と こ ょ る 影響 と も 考え られ る の で , 本 実験 た に際し 
正確 な 価 を 得る 事 は 疑問 と 思い , penicillin と strepto- 
mycin と の 併用 は さけ , penicillin と colistin 両者 を 
併用 する こと に し た 。 

以上 の 実験 成績 より 培地 液体 部 1 cc 中 に , colistin 及 
び penicillin を 夫々 5,000 u を 使用 し た 場合 に は , S 株 
の 細菌 の 発育 を し , アメーバ に 対す る 影響 
も 少 い 事 が 分 つた の で , 本 実験 に 上 記 の 測 度 を 使用 する 
事 と し た 。 


[本 

1. 種 混合 随伴 細菌 死 体 の 影響 

純 培養 し た S 株 の 3 種 随伴 細菌 体 を , それ ぞ れ 1 白金 
材 量 宛 混 合 し , それ を 高圧 減 じ て 死 菌 体 と し て , それ 
を 混入 し た 実験 培地 と , 死 菌 体 を 含ま な い 培 地 即 ち 対 昭 
と に , アメ ー バ を 移植 し て , その アメ ー バ の 生存 状況 及 
び 生 存 日 数 を 両者 比較 観察 し た 。 実験 及び 対照 例 夫 々 50 
例 に 於 ける アメ ー ぷ 生存 培地 数 と 生存 日 数 と の 関係 は 第 
1 図 に 示し て ある 。 . 
即ち 死 菌 体 を 加え た 実験 例 た に 於 て は , 50 例 中 大 部 分 の 
も の は 1~2 日 目 ま で アメ ー バ は 生存 し て お り , 3 日 目 
に 於 て は 50 例 中 39 例 で , それ 以後 アメ ー バ の 生存 培地 
は 少く な り , 5 日 目 ま で 生存 し て いた も の は 4 例 で それ 
以後 アメ ー バ の 生存 は 認め られ な か つた 。 


、 


第 1 図 3 種 混合 死 昔 体 加 培 地 と 対 昭 と に 
於 ける アメ ー バ 生存 境地 数 と 生存 日 数 
ょ の 関係 (各々 50 例 ) 


これ に 対し 対照 例 で は, 1 日 目 ま で は 大 部 分 アメ ー ベ 
は 生存 し て いた が , 2 日 目 よ り は 少な く な つて 行き 3 旦 
目 に は 50 例 中 8 例 だ け 生 存 し て お り , それ 以後 生存 し 
て いる も の は な か つた 。 

次 に 実験 群 と 対照 と に 於 ける 培地 中 の アメ ー ペ 生活 状 
況 を 観察 し て みる と , 死 体 を 加 えた 方 が 対 照 より も 
生存 虫 体 数 も 多く , 1ー2 日 目 頃 で は 1 視野 (10x10) に 
2-5 の 主として 球状 と な つ た 躍 体 を 認め , 中 に は 少数 
で は ある が 運動 虫 体 も 認 あら れ た 。 対照 で は 24 時 間 後 
に は すでに 数 視野 に 1~2 の 状態 で 数 も 少く , 生存 し て 
いて る も 総 て 球状 と な り 運 動 し てい る 貝 体 は 皆無 で あぁ つ 
た 。 死 評 体 を 加え た 実験 群 で も 3 日 目 に な る と 貝 体 数 も 
少く , 球状 を 量 し 運動 虫 体 は 全然 認 あら れ な か つた 。 
4 日 , 5 日 目 に は 全 視 野 に 23 の 球状 の 虫 体 が 生存 し 
て いた 状態 で ある 。 

又 実 験 群 に 於 ける 培地 中 の アメ ー 人 平均 生存 日 数 は 
3.2 日 で , 乏 に 対し 対照 群 の 平均 生存 日 数 は 1.75 日 で あ 
る 。 両 者 聞 の 生存 日 数 の 差 は 1.45 日 と な り 之 は 両者 隊 
に 有意 義 の 差 を 認め , 3 種 混合 細菌 の 死 菌 体 を 加え た 方 
が , ア メー バ の 生存 を 延長 せしめ る 事 を 認め た 。 

LI. 3 種 細菌 体 分 解 物質 の 影響 

上 記 の 実験 で は , 細菌 体 自 身 を 加え 歯 須 アメ ー バ の 生 
存 に 良い 影響 を 及ぼ す 事 が 明らか と な つた の で , 撲 に 族 
体 を 加え ず 菌 体 融解 物質 が , アメ ー バ に どの 様 な 影響 を 
与 そ る か を 確 め る 為 に 。 アセ トン , ドラ イア イス を 使用 . 
し て 細 結 融解 液 を 作り , それ を 細菌 器 で 
濃 過 し, その 濾液 を 使用 し た 。 

_ 群 に 対し し た 抗生 物質 の 濃度 , 及び 移植 , 観 : 
察 の 状態 は 上 記 と 同様 で ある , ; 
実験 例 及び 対照 例 夫々 25 に 於 ける アメ ー バ の 生存 民 


( 43 ) 


| 
435 
4 
| 
) 
1 


30 

2% 
を 

10 

1 2 3 4 


第 2 図 3 種 随伴 細 苗 分解 物質 加 境 地 と 対 
と に 於 ける アメ ー 生存 境地 生 
存 日 数 と の 関係 (各々 25 例 ) 
数 と 生存 培地 数 と の 関係 は 第 2 図 に 示し て ある 。 

即ち 実験 例 25 例 に 於 て 1 日 目 ま で は 総 て の 例 に 少数 
な アメ ュー バ が 生存 し て いた が , 2 日 目 よ り ア メー バ の 生 
存 堪 地 数 は 少く な り , 3 日 月 に は 25 例 中 10 例 , 4 日 目 
まで 生存 し て いた も の は 2 例 し か な か つた 。 こ れ に 対し 
対照 例 で は 1 日 目 ま で は 総 て アメ ー バ が 生存 し て いた が 
2 日 目 よ り 少 く な り , 一 番長 く 生 存 し て いつ た の は 3 日 
目 ま で で 25 例 中 4 例 で あつ た 。 

又 両 者 に 於 ける アメ ー バ の 生存 状況 は , 実験 群 に 於 て 
は 1 日 上 月 より アメ ー バ の 数 は 少く 球状 を 呈し , 運動 虫 体 
は 全然 認め られ ず , 数 視野 (10x10) に 2 一 3 の 生存 虫 体 
が 認め られ , 此 の 状態 は 対照 の 1 日 目 の 培 地 中 の 生存 し 
て いる アメ ー バ と 大 差 な く , 僅か た 実験 群 の 方 で 虫 体 数 
が 多い と 思わ れる 程 で , 以後 の 時 間 の 経過 と 共に , 両者 
の 生存 由 体 数 は 減少 し て 行 つ た が , 実験 群 の 方 が 稽 * 生 
存 虫 体 が 長く 残っ つて いる 様 に 思わ れ た 。 

次 に 両者 に 於 ける アメ ー ぷ 平均 生存 日 数 は , 実験 群 で 
は 2.45 日 , 対照 で は 1.92 日 で 両者 の 生存 日 数 差 0,53 
日 は 有意 の 差 と は 認め られ な か つた 。 然 し な が ら 対 照 の 
アァ アメーバ より は 悪い こと は 無く , 演 液 の 中 に も 極 く 少 い 
けれ ども 朗 好 な 物質 の 存在 は 認め あら れる と 思わ れる 。 し 
か し 紫 の 細菌 体 物 質 の 濃 液 を 加え た も の と , 上 記 の 死 苗 
体 を 加え を た も の と を 比較 する と , アメ ー バ の 生存 日 数 の 
延長 , 虫 体 の 数 攻 び 生活 状態 より , 明 瞳 に 細菌 体 を 加え を 
た 方 が 良好 で ある 事 が 認め られ た 。 

III. 単 一 細 死 の 影響 

以上 の 実験 成績 より , 3 種 混 合 細菌 死 菌 体 の 影響 が 良 
好 な 事 が 明らか と な つた の で , 次 に S 株 の 随伴 細 苗 で あ 
2 A. aerogenes, B. subtilis, M. epidermidis の 3 種 を 
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それ ぞ れ 1 種類 宛 3 白金 材 量 高圧 滅菌 し , それ を 加え て 
如何 な る 死 菌 体 が アメ ー バ の 生存 に 良好 な 影響 を 与え る 
か を 検討 し た 。 

1) Aerobacter aerogenes 死 体 の 影響 

A. aerogenes を 高圧 , 死 体 と し て 加え た 実験 
に 於 ける 歯 上 ア メー バ の 生存 培地 数 と , 生存 日 数 と の 関 
係 は 第 3 図 に 示し て ある 。 
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第 図 aerogenes 死 加 培地 と 対 
に 於 ける アメ ー 生存 境地 数 と 生 
存 日 数 と の 関係 (各々 36 例 ) 

実験 群 に 於 ける アメ ー バ 生存 培地 数 の 状態 は , 1~2 
日 目 ま で は 生存 虫 体 を 認め あられ た 培地 が 大 部 分 で , 3 日 
目 に 於 て 36 例 中 20 例 の 生存 培地 が あり , 4 日 目 に は 急 
に 少な く な り 2 例 の み 生 存 貝 体 の 存在 し て いる 培地 が あ 
つた 。 こ れ に 対し 対照 で は , 前 の 実験 例 と 大 差 な く 生 存 
体 地 数 は 2 日 目 に は 36 例 中 22 例 , 3 日 は 3 例 
と な り 4 日 月 まで 生存 し て いる も の は 無 か つ た 。 

又 実験 群 と 対 照 と の アメ ー バ の 生活 状態 を 観察 し て み 
る と , 実験 群 で は 1~2 日 目 ま で は 弱 拡 大 (10x10) で 1 
視野 中 1 ユー3 の 生存 貝 体 を 認め , 極 く 少数 で は ある が 運 
動 虫 体 も 認め られ た 。 それ 以後 は アメ ー バ は 総 て 球状 を 
早 し , 数 も 少く 4 日 上 月 ま で 生存 し て いた 虫 体 は 少数 で 変 
性 一 歩 前 の 状態 を て いた 。 対照 に 於 ける ア 
メー バ は , 前 記 の 実験 の 状態 と 同様 で , 1~2 日 目 よ り 球 
状 を 呈し , 数 も 少く , 実験 群 よ り も 不良 で あつ た 。 

次 に 両者 に 於 ける アメ ー ぶ 平均 生存 日 数 は , 実験 例 で 
は 2.56 日 , 対照 例 で は 1.69 日 で 両者 の 生存 日 数 の 差 は 
0.87 日 で あり , この 差 は 有意 義 で あり , A. aerogenes 
の 死 は メー バ に 良好 な 影響 を た 。 

2) Bacillus subtilis 死 の 影響 

此 の 死 の 歯 メー バ に 及ぼ す 影 響 は , 第 4 図 に 
て ある 。 

此 の 死 菌 体 を 加 を た 実験 例 と 対照 夫々 30 例 た に 於 ける 
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第 4 図 subts 加 と 対 


と に 於 ける アメ ー ペ 生存 境地 数 と 生存 
日 数 と の 関係 (各々 80 例 ) 


アァ メー? 生存 培地 数 と 生存 日 数 と の 関係 は , 実験 及び 対 
照 と も 大 差 な く , 即ち 1 日 月 まで は 両者 共に 総 て の 堪 地 
に 生存 アメ ー バ を 認め た が , 2 日 月 に は 実験 例 10 例 , 
対照 13 例 の 培地 中 に アメ ー バ が 認 め ら れず , 3 日 目 に 
は それ ぞ れ 4 例 , 2 例 の アメ ー バ 生存 培地 が 認め あら れ た 
に すぎ な か つた 。 

叉 培地 中 に 於 ける アメ ー バ の 生活 状態 を 見 る に 実験 群 
も 群 も 24 時 後に は 数 は 少数 と な り 球 状 を 
し , 変性 像 が 多く , 此 の 死 菌 体 を 加 を た の で は 対照 と 比 
較 し て アメ ー バ の 生存 に 好 影 響 を 与え そる と 云う 所 見 は 得 
られ な か つ 

所 に アメ ー バ の 平均 生存 日 数 は , 実験 群 で は 1.80 日 , 
対照 で は 1.63 日 で 両者 の 生存 日 数 差 0.17 日 は 有意 の 差 
と 認め られ な い 。 以 上 の 事柄 より swtilis の 体 
は 歯 眼 ア メー バ の 生存 に 対し て 認 む べき 影響 を 示さ な い 
こと が 判明 し た 。 

3) Micrococcus epidermidis 死 の 影 

この 細菌 の 死 体 は , 他 の 2 種 4. gaerogenes, B. 
subtilis の 死 菌 体 ょ より も メー バ に 対す る 影響 が 良好 
な 成績 を 示 し た も の で る 。 実験 及び 対照 夫々 41 例 た 於 
ける 歯 上 ア メー バ の 生存 日 数 と 生存 培地 数 と の 関係 は 第 
5 図 に 示し て ある 。 

即ち 此 の を 加え た 実験 例 於 て は , 1, 2 日 
目 ま で は 総 て の 培地 中 に アメ ー バ は 生存 し て お り , 3 日 
目 た に 於 て は 生存 培地 数 は 37 例 と なり, 4 日 月 に は 24 
例 , 5 日 目 1 例 と な り 比 較 的 アメ ー バ は 長く 生存 を し て 
いた 。 之 に 対し 対照 で は 上 記 の 実験 の 対照 例 と 大 差 な 
く , 1 日 目 は 総 て 少数 の アメ ー バ が 認め あら れ た が , 2 日 
月 より 生存 培地 数 は 少く な り , 3 日 目 ま で 生存 し て いた 
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第 5 図 人 M. epidermidis 死 苗 体 加 境地 と 

対 た に ける アメ ー 生存 数 と 
生存 日 数 と の 関係 (各々 41 例 ) 


も の は 僅か 2 例 た に すぎ な か つた 。 

又 培 地 中 於 ける アメ ー バ の 生存 状況 も , 対照 と 比較 
し て 明らか に 良好 で , 1~2 日 頃 ま で は 1 視野 中 (10x10) 
に 3-5 位 の 生存 アメ ー バ を 認め , な か に は 運動 し て い 
る 虫 体 も 少数 で は ある が 認め られ た 。 3 日 目 頃 より アメ 
ー バ の 数 も 少く な り 球 状 を 呈し , 4 日 目 に は 少数 の 球状 ・ 
の 変性 し か ふつ た アメ ー バ の 存在 を 認め , 5 日 目 ま で は 
1 例 の み ア メー バ の 存在 を 認め た が , それ は 全 視 野 に 2 
つ だ け の 変性 し た 球状 の アメ ー バ で ある 。 

対 周 で は , 前 の 実験 た に 於 ける 対照 例 と 大 体 に 同様 で , 
ァ アメ ー バ の 数 も 少く 球状 を 呈し , 此 の 死 菌 体 を 加 % を た も 
の より も た に アメ ー の 状態 は 不良 で ある 。 

次 に 実験 群 と 対照 と に 於 ける アメ ぇ ー バ の 平均 生存 日 数 
は , 実験 群 で は 3.44 日 で , 対 貼 で は 1.73 日 で ある 。 そ 
し て 両者 の 生存 日 数 の 差 は 1.71 日 で 有意 義 の 差 を 認め 

接 

アメーバ に 随 伴 する 細菌 自体 の 栄養 素 と し て の 役割 に 
関し て は , Shaffer (1948), Balamuth (1951) 等 に ょ り 
され て いる が , し た 死 体 を 加 % て その 影響 
を 検討 し て いる の は , Rees (1941) で , 彼 は 赤痢 アメ ー 
バ に 於 て streptococcus NIH 563 の 死 菌 体 を 使用 し て 
アメ ー バ の 発育 を 認め た が , 対 貼 と 大 差 な いと 報告 し て 
いる 。 Anderson (1952) は 赤痢 アメ ー バ の 生存 た 対し 死 
菌 体 の 影響 を 更に 詳細 に 観 侍 し , 死 体 中 に アメ ー ペ を 
生存 せしめ る 要素 が あり , 細菌 培養 の 濃 液 , 乾燥 細菌 の 
種々 な 薬物 の 抽出 物 中 に た は, その 要素 を 証明 する こと は 
出来 な か つた と 報告 し て いる 。 沢 田 (1950, 1953) は , 塔 
養 赤 痢 アメ ー バ に 於 て , 大 腸 菌 に 属す る 株 13 株, 連鎖 
球菌 属 11 株 , 球菌 属 2 株 , 赤痢 10 株 , 
mycoides 変異 株 1 株 を 使用 し て , それ を 生 菌 と し て 各 
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々 田辺 千葉 培地 に 加え , アメ ー バ を 移植 し て アメ ー バ の 
随伴 細菌 の 発育 を 陽 止 し な いで 観察 を 行 つ た が , 総 て ア 
メー バ の 発育 に 良好 な 成績 を 示し , 次 に 特別 に 良 か つ た 
B. mycoides, 球菌 209 株 寺島 株 , 球 を 夫 
々 体 (80°C 40 分 ) 及び 凍結 融解 物質 と し て 石井 
久 津 見 培地 に 混入 し , 継 代 培 券 し た 所 , 血清 を 含ん で い 
る 田辺 千葉 培地 と 同様 な 成績 を 得 た と 報告 し , 生 菌 と し 
て アメ ー バ の 発育 に 良い 影響 を 及ぼ す 細 菌 は , 死 菌 体 及 
び 融 解 物 綿 と し て も 良好 で ある と 言っ て いる 。 又 当 教 室 
の 篠原 は , 日 トリ ュ モ ナス 及び 腸 ト リュ モナ ス の 
細菌 死 菌 体 の 影響 を 研究 し , 極 く 軽 度 な 良い 影響 を 示し 
た と 報告 し て いる 。 

そこ で 私 の 上 記 の 実験 ょ り メー バ の 細菌 死 
菌 体 の 影響 を 検討 し て みる と , それ は Anderson の 研 
と 同様 な 成績 を 得 た 。 即 ち メー バ の 随伴 細菌 
処理 死 が アメーバ の 生存 に 対し , 良好 な 影響 を 与 
へ , その 死 菌 体 中 に アメ ー バ を 対照 より も 長く 生存 せ し 
め る 要素 の 存在 する こと が 認め られ た 。 然 し な が ら そ の 
死 を 加え た に 於 て メー が 増殖 し て 行く こ 
と は 全く 無く , 対照 と 比較 し て アメ ぇ メー バ の 生存 時 間 の 延 
長 , 生存 虫 体 数 , 運動 の 状態 は 良好 で ある が , これ だ け 
の 培地 で 継 代 培養 を 試み て も 恐らく 不可 能 で あろ 5 。 

随伴 細菌 の 融解 し た 物質 の 濾過 液 を 使用 し 
て , 菌 体 を 含ま な いも の で 実験 し た 成績 で は , 以前 に 
Rees (1941) が , Escherichia coli communis NIH 413 
と streptococcus NIH 563 の 種々 の 融解 の 無 
液 を 添加 し て 実験 し た が 失敗 し た と 報告 し て いる 。 

私 も 随伴 細菌 の 章 結 融解 の 濾液 を 使用 し て 実験 を 行 つ 
た が , その 成績 は 対 駒 よ りゃ も 僅か に 良い と 思わ れる が , 
培地 中 に 於 ける アメ ー バ の 状態 は 虫 体 数 も 少く , 運動 し 
て いる 貝 体 は 殆 ん ど 認 め ら れず , 総 て 球状 を 量 し て お り 
単に 生存 日 数 が 少し 延長 する 程度 で , 死 を 
加 を た も の と 比較 する と 明らか に 堪 地 中 の アメ ー バ の 状 
態 が 悪い の で ある 。 こ の 事 は アメ ー バ が 細菌 を 摂取 する 
事 に 深い 意義 が あり , 菌 体 を 含ん で いな いも の の 方 が テア 
メー バ の 生存 に 良好 な 影響 を 与え る こと が 少 い と 肥 う 成 
績 は Anderson の 成績 と 一 致し て い る 。 即 ち 菌 体 を 入 
れ た 場合 の みた に た アメーバ は よく 増殖 し , 菌 体 の 抽出 物 を 
加え た の で は アメ ー バ は 良く 増殖 し な か つた と 云う 結果 
と 同様 で ある 。 

次 に 細菌 の 単 一 ち , 4. aerogenes, B. subtilis, 
M. epidermidis の 各々 を と し て 加え た 実験 を 行 つ 
た が , その 成績 は 各種 の 菌 体 に より 暴 な つた 成績 を 示し 
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た 。 最 も 歯 上 ア メー バ に 良好 な 成績 を 示し た も の は , 
M. epidermidis で 対照 と 比較 し て 総 て 生存 時 間 が 延長 

し , 貝 体 数 及び 運動 状況 も 比較 的 良く , 他 の 2 種 の 菌 体 
より 明らか に 和良 い 成 績 で あつ た 。 次 に は A4. aerogenes 
で 之 は 対照 より も 稽 * 良好 で ある が , M. epidermidis & 
比較 する と 成績 は 劣 つ て いる 。 subtilis を 死 と し 
た も の で は , 上 記 の 実験 成績 た 示し て ある 如く 対照 と 全 
く 差 は な く , その 菌 体 中 に は の 生存 を 
長 せ し あめ る 要素 が 認め られ な か つた 。 

其 の 如く 菌 種 と より アメ ー バ の 生存 に 対す る 影響 が 暴 
な る の は , 死 体 だ け と は 限ら ず 生 菌 体 に 於 て も , 随伴 
細菌 の 単 一 菌 の 種類 で アメ ー バ の 発育 の 異な る こと を , 
Balamuth (1951), Shaffer (1949), (1951), 
(1954) 等 が 報告 し て いる 。 そ こ で 死 菌 体 と し て 夏 好 な 影 
響 を 及ぼ す 随 伴 細 菌 が , 生 菌 体 と し て 使用 し た 場合 に 良 
好 で ある か と いう こと は , 必ず し ゃ 簡単 に 定め る こと は 
出来 な い 。 そ れ は 生 菌 体 の 場合 に は 菌 体 自身 の 栄養 の み 
で な く , その 代 講 産物 , 培地 と の 関係 等 複雑 な 要素 が あ 
り , その 良好 な 死 菌 体 が 生 菌 の 時 に 其 等 の 諸 条 件 を 総 て 
満足 する 事 が 出来 る か 簿 か と いう ぅ 事 が 問題 点 で ある 。 そ 
れ 等 の 条件 を 十分 に 満足 する 作用 を し な けれ ば , いか に 
死 体 と し て 作用 が 良好 で も , 生 菌 の 場合 に は アメ ぇ メー 
べ バ の 発育 は 維持 され な いと 思わ れる 。 然し な が ら 沢 田 
(1950, 1953; は, アメーバ の 発育 た に 生 菌 と し て 良好 な 成 
績 を 示し た 菌 種 は , 死 萩 体 及び 凍結 融解 物質 と し て も 良 
好 で あつ た と 報告 し て いる が , それ は アメ ー バ の 隊 伴 細 
菌 の 発育 を 完全 に 陽 止 し た 状態 で 行 つ た 実験 成績 で は な 
い の で , その 随伴 細菌 の 影響 の こと る も 相当 大 き な 問 題 と 
し て 取上げ ね ば な ら な いと 思わ れる 。 

又 死 菌 体 と し て 良好 で あつ た M. epidermidis, A. 
aerogenes の 2 者 を 培地 に 混入 し た 場合 , 培地 の 液体 部 
は 均等 に 混濁 し た が , 戸 . su&filis の 場合 に は 混入 し た 死 
が の 部 に に 上 層 部 の 液体 部 は 透明 と 
な で いた 。 

こと の 事柄 は 両者 死 の 影響 の 差 説明 する 1 つの 
素 と な る の で は な か ろう か 。 


私 は A. aerogenes, B. subtilis, M. epidermidis の 3 
種 を 随伴 細菌 と し て いる メー バ S 株 に , それ 
ら 伴 細 を 熱処理 死 と し た 後に 混入 し , アメ ー バ 
の 生存 状況 を 観察 する と 共に , colistin の アメーバ 
に 及ぼ すす 影響 を る 検討 し た 。 
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1. colistin の メー に 対す る 影響 は , 高 濃度 
で は amoebacidal に 作用 し , 低 濃度 で は , アメ ぇ メー ぷ バ 増 
殖 期 の 遅延 及び 生存 の 延長 を 認め , アメ ー バ に 影響 を 及 
ぼ さ な か つた 。 i 

2,。 培地 液体 部 1ce 中 に colistin 5,000u, penicillin 
5,000u の 混入 で S 株 の 随伴 細菌 の 発育 を 限 止 し 得 た 。 

3. 3 種 混合 細菌 死 体 の ー バ に 及ぼ す 
影響 は , 比較 的 良好 で 実験 群 の 平均 生存 日 数 は 3.2 日 
で , 対照 1.75 日 より 良く , 両者 の 生存 日 数 の 差 は 有意 
義 と 認め られ た 。 ; 

4. 3 種 混合 随伴 細菌 の 凍結 融解 し た 無 液 は , 歯 
上 幅 アメ ー バ の 生存 日 数 を 延長 せしめ る 点 で , 死 菌 体 より 
も その 作用 は 劣 つ て いる が , 対 駒 に 比較 すれ ば な お 軽度 
な が ら そ の 作用 が 認め られ た 。 

5. 単 一 随伴 細菌 死 の ー バ の 生存 に 及ぼ 
す 影 響 を 検討 し た 。 

その 結果 M. epidermidis が 最も 良好 で アメ ー バ の 平 
均 生 存 日 数 は 3.44 日 で あり , 4. aerogenes の 死 菌 体 が 
之 に 次 ぎ 平均 生存 日 数 2.56 日 で 両者 共 に 対 照 と に 於 け 
る アメ ー ペ の 生存 日 教 の 差 は 有意 義 と 認 あら れ た 。 選 . 
subtitis の 死 の 影響 は , . 歯 上 メー バ に 対し 全然 影 
が 認め あら れず , 対照 に た 於 ける アメ ぇ メー バ の 生活 状況 と 大 差 
な か つた 。 : 

御 指導 , 御 校 半 を 賜っ た 松林 教授 , 浅見 助教 授 に 深く 
感謝 する と 共に , 細菌 学 方 面 の 研究 に 御 援助 を 賜 わ つ た 
東京 歯科 大 学 微生物 学 教 室 米 沢 教 授 , 森山 講師 に 謝意 を 
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Summary 


An experiment was carried out to elucidate 
the utility of bacterial cells as a food of Enta- 
moeba gingivalis in vitro. The living bacteria are 
indispensable for the growth of E. gingivalis in 
uitro. They seem to provide food and some 
physico-chemical conditions favourable for the 
amoebae. In the present study, several .species 
of heat killed bacteria were suspended in a ste- 
rile culture medium in which Entamoeba gingivalis 
were inoculated. Before the inoculation, amoebae 
were washed repeatedly by centrifugation to get 
rid as much of the associated bacteria as possible. 
Antibiotics (penicillin and colistin) were added in 
an amount which was sufficient to stop the grow- 
th of bacteria introduced with amoebae, but not 
harmful for the survival of the amoebae. 

Three species of bacteria were used in this 
experiment : Aerobacter aerogenes, Bacillus subtilis 
and Micrococcus epidermidis. These bacterial spe- 
cies were added separately or together to the 
medium. Bacterial substance freed from bacte- 
rial cell by freezing and melting method was also 
examined instead of bacterial cells. Control ex- 
periment was always carried out with the same 
medium without the addition of bacterial cells 
or substance. In these media, amoebae do not 


multiply as the bacteria do not grow. The days 
of survival of amoebae were observed in test and 
control experiments and the effects of bacteria 
were estimated. 

In control experiment, amoebae survived in 
only 8 out of 50 tudes after 3 days and none 
remained alive after 4 days. In tubes containing 
three species of bacteria amoebae survived much 
longer: in 39 tubes after 3 days and in 4 tubes 
after 5 days among 50 tubes examined. None 
remained alive after 6 days. Number of living 
amoebae in experimental tubes was much lIarger 
than in control tubes in every day of the exa- 
mination. 

In tubes containning lysed substances of the 
three species of bacteria, amoebae were likely 
tolivea little longer than in control tubes. But 
the difference was not significant. 

When each of the bacterial species suspended 
separately into the medium, Micrococcus epider- 
midis exerted the most favourable influence upon 
the survival of the amoebae. With this species 
of bacteria amoebae survived in 37 out' of 41 tubes 
after 3 days, in 24 tubes after 4 days and in 1 
tubes after 5 days. With Aerobacter aerogenes, 
amoebae survived in 20 out of 39 tubes after 3 
days and in only 2 tubes after 4 days. With 
Bacillus subtilis, amoebae survived in only 2 out of 
30 tubes after 3 days and disappeared in all tu- 
bes on the next day. Therefore, B. subtilis were 
likely to have had no favourable effect upon the 
survival of the amoebae. 
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ーー, 三 の 新 抗生 物質 の 培養 赤 痢 ア メー バ に 対す る 作用 


高 田 


務 久 


大 阪 大 学 徴 生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 * 
・ (部 長 森下 薫 教 授 主任 猪木 正三 教授 ) 


(昭和 32 年 1 月 18 日 受領 ) 


抗生 物質 の 研究 の 進歩 に つれ て , 真性 細 民 類 た 対し て 
効力 が ある の みな ら ず , 同時 こ 真 菌類 並 に 原虫 類 た 対し 
て も 効力 を 示す 物質 , 或 は 後者 に 選択 的 に 働く 様 な 抗生 
物質 の 発見 報告 が , 感 に 行わ れる 様 に な つて 来 た 。 

特に 抗原 虫 剤 の 研究 は , その 一 部 生物 学 的 性 状 の 類似 
性 か ら , 抗 ガ ン 性 抗生 物質 の 研究 と 相 傘 つて , 近年 非常 
た に 重要 視 さ れる 様 に た な つて 来 て いる 。 

筆者 は , 数 年 来 新 ら し く 発 見 報告 され て いる 多く の 新 
抗生 物質 及び その 他 の 化学 薬品 等 に 交 て , その 抗原 虫 作 
用 特に 赤痢 ア メー バ に 対す る 作用 に 就 て 種々 検討 し て い 
る が , その 内 癌 vitro に 於 て , 他 と 比較 し , か な り 優 
な 抗 ア メー 作 用 を 示し , の 臨床 的 応用 も 有望 と 
思わ れる 4 種 の 抗生 物質 を 見 出し た の で , それ 等 の 抗 ア 
メー バ 作 用 の 概要 を 報告 する と 共に , 併せ て 他 の 数 種 の 
既知 の 抗 ア メー バ 剤 に 就 て の 観察 成績 を も 附 記 し , これ 
と 比較 検討 し た いと 思 3 。 


実験 材料 


試供 赤痢 ー バ : 比較 的 の 安定 し , 且 
々 他 の 株 と 比較 し て 生物 学 的 に 特長 を も つと 思 を る 光 の 
4 株 の アメ ー バ を 使用 し た 。 

Y 株 : 1950 年 11 月 患者 便 中 の 栄養 型 を 分 離し た も の 

HH 株 : 1951 年 5 月 同上 分 離 培養 

U 株 : 1952 年 5 月 » 

W 株 : 1953 年 1 月 患者 回 復 期 の チ ス テ ょ りう り 分 離 ; 

各 株 共に 後述 の W. B. 1 培地 に ょ り 継 代 培養 を 行 つ 
て お り , 37°C 48 時 間 後 に 最も 良く 増殖 する 。 

各 メー 株 は , 使用 に際し て , あら か じ め 多 く の 
に 充分 増殖 せしめ , 48 時 間 それ 等 を 集め , lee 中 

SUEHISA TAKADA: On the vitro antiamo- 

ebic actions of a few newantibiotics. (Depart- 

ment of Parasitology, Research Institute for Mic- 


robial Diseases, Osaka University.) 
* 現在 所 属 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教 室 
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に 15 万 乃至 20 万 前 後 の 原 虫 を 含む 学 海 液 と し て 使用 し 

使用 培養 基 : 実験 に 必要 な 量 の アメ ー パ を 得る た め , 
増殖 用 培地 と し て , 二 層 性 の VW. B. 1 培地 を 用 い , 薬 
剤 検定 用 と し て は , 全 血 加 液体 培地 を 使用 し た 。 

これ 等 2 種 の 寺地 は , 共に 猪木 等 (1950, 1951, 1953) 
の 考案 報告 と にょ よる も の で あり , その 優秀 性 を 確認 し 賞 用 
し て いる 堪 地 で ある 。 

被 検 薬剤 : 第 1 表 に 示し た 4 種 の 抗生 物質 で あり , 


第 1 表 試供 抗生 物質 及び その 生産 昔 


1) Eurocidin (中 沢 等 1953) 
Streptomyces albireticuli 
2) Trichomycin (細谷 等 1952) 


hachijoensis 
3) Candimycin (柴田 等 1954) 
St. ehimeensis 


4) Candimycin-Na (上記 ナ トリ ウム 塩 ) 


その 内 Eurocidin (E), Candimycin (C) 及び Ca- 
ndimycin Na (C-Na) は 共に 武田 薬 工 研究 所 に 於 て 発見 
され た も の で あり , (中 沢 等 , 1953,1955, 柴田 等 1954) 
直接 研究 所 ょ り 製 品 の 分 与 を 受け た 。 

又 Trichomycin (細谷 等 , 1952) (T) は 三洋 化学 株 式 
会 社 の 製品 で あり , 製品 番号 “LL-74 a。” 1900 u/mg で 
ある 。 


実験 方 法 


次 に 述べ る 二 つ の 方 法 に ょ り , 増殖 陽 止 作用 及び 直 達 
作用 ( 殺 滅 作用 ) を 観察 し た 。 

増殖 陽 止 作用 の 検定 : 被 検 抗生 物質 を 一 定 濃度 加 を 
た 検定 用 培地 に アメ ー バ を 移植 し , その 後 , 日 を 追 つ て 
その 生育 状況 を 観察 する 方 法 で あり , 主として アメ ー ペ ペ . 
の 増殖 作用 を 見 る 実験 で ある 。 そ の つて 記載 
する と 次 の 様 に な る 。 
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1) 各 抗 生物 質 5 mg を 直接 培地 液 を 用 いて 1000 倍 溶 
液 と し , これ を 原液 と する *。 

2) 上記 の 各 原 液 を 培地 液 に より 所 要 の 濃度 に 稀釈 
し , その 各々 4cc 宛 を 3 本 の 試験 管 に 分 注 す る 。 

3) 各 試 験 管 に 米粉 を 2~3 白金 耳 宛 加え る 。 

4) 試 験 管 に 前 記 ア メー 浮 液 を 約 0.20.3 cc 
宛 移 植 す る 。 

5) その後 37°C で 培養 し , 各々 24 時 間 , 48 時 間 , 
時 に は , 72 時 間 後 に , 各 試 験 管 に 於 ける アメ ー バ の 生育 
状況 を 検査 する 。 

アメ ー バ の 生死 の 判定 は , その 形態 及び 1 そ テオ ジン 
に ょ り 判 定 し , 最終 決定 に は , に ょ っ つて 判断 
。 

以上 の 各 場 合 , 薬剤 の 入ら ぬ 対 照 実 験 を 行う の は 勿論 
で ある が , 各 実 験 は , 各 ア メー ぷ 株 及び 各 薬 剤 に つい 
て , 3 回 乃至 6 回 以上 繰返し て 行い , その 結 成績 を 採 
。 

直 達 作用 の 検定 法 : 各 抗 生物 質 の 一 定 濃度 に より , 
アァ アメーバ が どの 様 な 影響 を 受け る か を 知る 方 法 で , 主 と 
し て 運動 性 及び 生死 を 目標 と し て 37°C の 保温 顕微 鏡 下 
に 於 て 観察 し た 。 

液 の 小 量 を スラ イド グラ ス 上 2 ヵ 所 
に 採り 一 方 を 対照 と し て 培地 液 を 同 量 加え , 他方 に は , 
それ と 同 量 の 各 抗 生物 質 の 原液 1000 倍 液 ) を 加え て , 
各々 を 2000 倍 と な る 様 に し , 両方 共 手 早く 混和 し , その 
上 に ヵ バ ー グ ラス を 載せ , 周囲 を ワ ゼ リン 又は 流動 パラ 
フォン で 囲み 水分 の 蒸発 を 防ぎ , 時 間 を 追っ つて 観察 し た 。 

アァ アメーバ の 生死 た に 就 て は , 型 の 如く 核 の 状況 , 細胞 質 
中 の 和 題 粒 の 状態 に より 推定 する と 共に , 最終 判定 に は , 
1% ェ オジ ン 液 に たよ ょ る 判定 法 を 用 いた 。 

以上 に 述べ た 二 種 の 方 法 に こよ ょ り 各 抗生 物質 の 作用 を 観 
察し た が , 之 等 と 対照 の 意味 に 於 て , 同時 に 塩酸 ニ メ チ 
ン 及 び オ ー レ オマ イシ ン 等 を 用 いて 適時 並行 実験 を 行 つ 


* Trichomycin 及び C-Na は 比較 的 楽に 境地 液 
に 溶け る が , E 及 び C は 次 の 様 な 一 定 の 手順 を 経 
な いと 溶け 難い 。 即ち , E は 原 末 5mg を 先ず 
N/10HCI1 ?f.5cc に し , 次 で N/10 
NaOH 1.5cc を も ゃ つて 徐々 に 混和 し な が ら 中 性 
に 戻し , その 後 境地 液 2cc を 加え て 全量 5cc と 
し て 原液 と する 。 次 ぎ た に C の 場合 は , 原 末 5 mg を 
1cc の ェ チ レン グリ コー ル に 充分 深 解 し , 之 に 同 

じ く 境地 液 4cc を 徐々 に 加え て , 原液 と する ) 
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実験 成績 
I 増殖 抑制 作用 
4 種 の 抗生 物質 に つい て の 成績 は , 各々 第 2, 3, 4 素 
に 別個 に 表示 し た が , 4 種 共 ほぼ 同様 の 成績 を 示し た 。 
第 2 表 Trichomycin の 抗 ア メー ババ 作用 
アテ メー | Y w U 
濃 
x 1000 一 |! 一 一 — — 
1200 | ー — 
1400 |-- 
1600 | ーー 一 —. 
2000 せ + 
2200 | キー | せ キ ーー 
2400 | キー +ーー 
2600 |+ー +ーー |+ 
5000 | せ ー 一 
8000 | せ @ — 
10000 | せ | せ せ せる © 
11000 | | せ せ | せ 一 
14000 | せ 
十 …1 視 野 (Xx100) た た アメーバ 1 = 以下 
…・ 2=~10= 
…・ 10 = 以上 
ー… ア メー ペペ 陰性 又は 死滅 
… ア メー 陽性 (試験 依り ) 
第 3 表 Eurocidin の 抗 ア メー グ バ 作 用 
NE 24 48 |244872| 24 48 | 24 
濃度 
x 10000 | ーー | 一 | 一 
12000 | — SS ー — 
16000 | +++| — 
18000 | + せ H+| + 
24000 | + 


: 
] 
4 
れ 
し 
間 
か 
48 
の 
生 
1 
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第 4 表 Candimycin 及び その Na 塩 の 抗 ア メー ババ 作用 


薬 物 | Candimycin Candimycin-Na 
12000 一 | — 
18000 
20000 | 一 | 一 | | | — 
22000 
25000 + |- + | 
30000 | | + + | + -—| # せ 
35000 | 一 + 一 | 
40000 | + 一 | | 一 | 
80000 | 一 
120000 | せ 一 せ 一 せ + 
了 馬 ち HH 株 を 除い た 他 の 株 に 対し て は , 24 時 間 観 察 で 平均 第 5 表 塩酸 = メチ ン 及 び オ ー レ オマ イジ シン 
し て 各 … 20;000 。 EE・…・16;000 倍 の 抗 ア メー 作用 
25,000 倍 , C-Na……22,000 倍 , の 濃度 又は それ 以上 の 物 | メ チン 
高 測度 を 含む で は , アメ ー バ は 死 し 認め られ すず , | | | 
48 時 間 後 で は , 各々 ……‥80,000 倍 , E・……・18,000 倍 , 
C・……・140,000 倍 C-Na・……・100,000 倍 程度 で に 増 48 48 7 
殖 抑制 する 様 で ある 。 
各 楽 剤 に つい て 24 時 間 目 と 48 時 間 後 の 成績 は , か な ee MS Sg sit 
り な り , 場合 に よ つ て は , 倍 の が 見 られ る が , 今 こ 
れ を を 例 に 取 つ て 説明 す る と , Y 株 の 場合 は 24 時 間 bes eR 
後 で は 1: 20,000 以上 の 測度 で は すべ て 原虫 が 死滅 し て 
見 られ な く な る が , 之 は 移植 し た アメ ー バ が 薬剤 に より 5000 | 人 
され た も の と 考え られ , 広義 の Cidal 作用 と 見 な さ 800 | 
れる 。 いで , 20,000 倍 か ら 80,000 倍 の 間 で は , 24 時 10000 
間 後 に 生き 残 つ て は いる が , 全く 増殖 が 阻止 され て いる 15000 ] + © — 
か , 一 部 増殖 し た も の で る も 薬剤 作用 に 抗 し 切れ 20000 | 
48 時 間 後に は 遂に 死滅 する の で あろ うぅ と 考え られ , 広義 25000 | せ せ 
の Static 作用 と 思考 され る 。 以上 の 事 は 他 の 3 種 の 抗 a a 


生物 質 に 就 て も 全く 同様 の 事 が 云え る の で あつ て , 増殖 
抑制 作用 の 判定 に は , 48 時 間 目 が 適当 と 思わ れる 。 

た だ HH 株 に 対す る 作用 の み は , すべ て の 場合 他 の 株 の 
例 と 比較 し て 悪い 成績 を 得 た 。 同 様 の 例 は , た だ 今回 の 


場合 の みな ら ず , 他 の 既知 の 抗 ア メー ぶ バ 薬剤 の 効力 検 窒 
を 行 つ た 時 に も 穫 者 の 経験 し た 事 で あり , 非常 に 変異 し 
く , に ょ つて, し ば し ば な 性 を 示す 赤痢 ' 
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第 6 表 4 種 の 既知 薬剤 に 依る 抗 ア メー バ 作 用 


Emetine- 
薬 物 | Milibis rbamisin HCI 


| | | 
| | [ 


| 
| 
| 


| Atabrine 


x 
ss 


| 
| 


一 一 
一 
一 
H+ キー 
+ 


Eurocidin 


Trichomycin 


に 
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II 直 達 作用 た つい て 
材料 の 都合 上 , 被 検 薬 廊 と し て は , T,E, C-Na, 及び 
塩酸 = メチ ン の 4 種 を 用 い , 試供 アメ ー バ と し て は , 最 
も 運動 の 活 江 で あぁ つた W 株 を 用 いた 。 薬 剤 の 濃度 , 観察 
時 間 及 び 方 法 等 と いま だ 検討 すべ き 点 は ある が, 第 1 図 
に 示し た 如く , 各 薬 剤 の アメ ー バ に 対す る 直人 達 作用 の 大 
略 を 知り 得る も の と 思う 5 。 

即ち , 4 種 の 内 E, が 最も その 作用 が 強く , 了 T が 之 
に 次 ぎ , C-Na 及び ェ エメ チン は 全く その 作用 を 認め な か 
つた 。 EE 及び の 場合 共に 先ず 運動 静止 が 閉 明 に 起り , 
殆 ん どす べ て の アメ ー バ が 1 分 乃至 3 分 以内 に 静止 し , 
に 続い て 徐々 に 死滅 原虫 増加 し , 15 分 後に は す 
べ て の アメ ー バ は 死滅 し た 。 之 に 反 し て -C-Na の 場合 
は , 当初 より むし ろ 運 動 が 活 潤 と な る 様 で あり , 30 分 以 
内 で は , 対照 と 大 差 を 認め な か つた 。 又 塩酸 テ メ チ ン の 
場合 も , 一 部 運動 が 抑え られ る 様 で は あつ た が , 明らか 
な 原虫 殺 滅 効果 は 認め られ な か つた 。 
総括 考 接 


種々 な , 薬剤 の 抗 ア メー バ 作 用 を 検定 する 場 
合 , 他 の 細菌 及び 原虫 に 於 ける 時 と 同様 に , 
nm vitro の 試験 , 動物 実験 , 及び 臨床 実験 の 三 
者 を 併用 する 事 が 望ま し い が , し か し 最近 の 様 
に 多く の 新 抗生 物質 及び 各種 の 化学 薬剤 が 続々 
と 創 製 され る 場合 , 其 の 一 ラー つ に 就 て 上 述 の 


3 5 8 10 15 ヶ 3 5 s 


Candimycin-Na 


第 1 図 各 抗 生物 質 の 赤痢 アメ ー ベ バ に 対す る 直 達 作用 


運動 静 曲線 
死滅 曲線 

2. 各 抗 生物 質 X2000 液 使用 

3. W 株 アメ ー ベ を 使用 

4. ェ チ メン は 作用 を 認め ず 


( 


メー バ に と つて は , 良く 有り 勝ち な 事 で あり , その 詳細 
な 理由 に つい そ は , 未だ 不明 で ある 。 し か し , 第 5, 6 
素 た に 示 した, オー レオ マイ シン ,。 エメ チン を は じ め 各 種 
の 既知 の 抗 ア メー バ 剤 の 成績 と 比較 し て , 4 種 共 に 遊 か 
に 優れ た 成績 を 示し て お り , か な り の 抗 ア メー バ 作 用 を 
持つ て いる も の と 考え られ る 。 


5 ヶ 3 種 の 方 法 を 行う 事 は , 非常 に 難 か し い 事 で あ 
る 。 こ の 点 競 vitro の 試験 に た よ つ て , その 抗 
アテ アメーバ 作用 の 大 略 を 推定 する 方 法 が 最も 簡単 
で あり 又 有 力 な 方 法 で も ある 。 た だ し その 場合 
注意 し な けれ ば な ら ぬ 事 は , 赤痢 アメ ー バ の 純 
培養 は 今 の 所 不可 能 で あり , その 培養 に は 必ず 
他 の 価 等 か の 細菌 叉 は 共 楼 生物 を 必要 と する 。 
その た め 特 に 抗菌 作用 の 強い 物質 を 検定 する 場 
合 , その 薬剤 が 果して 直接 アメ ー バ に 作用 し た 
も の か 又は , 先ず 共 捧 細菌 に 作用 し て , 二 次 的 
に アメ ー バ の 発育 を 阻止 し た も の で ある か の 和 
定 が か な り 面 倒 な 問題 と な る 。 し か し な が か が ら , 
幸 に と し て 本 実験 に 用 いた 4 種 の 抗生 物質 は , 一 
般 に 真性 細菌 に 対し て は 全く 無効 で ある か 又は 非常 に 作 
用 が 弱い 事 が 確認 され て お り , 筆者 の 得 た 経験 か ら も 上 
述 の 様 な 有 は 全く 無い も の と 思わ れる 。 こ の 様 な 物質 を 
用 いて その 光 vitro の 抗 ア メー ババ 作用 を 知る に は , 今 
回 筆者 の 行 つ た 方 法 が 最も 適切 で あり , 且 有 意義 な も の 
で ある と 考え る 。 
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多く の 抽 物 が そ ぅ で ある 様 に , 本 実験 に 用 い 
た 4 種 の 抗生 物質 も , 在 性 が 強く , 族 面 作用 も か な り 強 
度 で あつ て , 次 tro の 成績 の み を も つて 放ち た に 臨床 的 
に も 有効 で ある と 断定 出来 な い の は 勿論 で ある が , し か 
し 細谷 等 (1954) は すでに を 経 日 的 に 与え て 人 間 の ヵ ン 
デイ ダ 症 (Candida 症 ) 及び トリ コモ ナス 症 に 有効 で あ 
つた 事 を 報告 され て いる 様 で あり , その 製剤 方 法 等 を 改 
毒性 を 下げ る 事 に か な り の 臨床 効果 が 期待 
来る の で は な いか と 思う 。 こ の 点 将 来 の 動物 実験 及び 陣 
床 試験 等 の 成果 を 期待 し た い 。 


筆者 は , 先 に 猪木 等 の 報告 し た 全 血 加 液 体 培地 か, 
itre の 抗 ア メー 薬剤 検定 好適 の ひも の で ある こと 
を 再 確認 ずる と 共に , 新 抗生 物質 Trichomycin, Eur- 
ocidin, Candimycin 及び Candimycin-Na が tr vitro 
に 於 て か な り の 抗 ア メー バ 作 用 を 示す 事 を 認め た 。 そ の 
成績 は 示す 通り で ある 。 

1. 増殖 抑制 作用 は , 各々 T……‥80,000 倍 , E……… 
18,000 倍 , C・………140,000 倍 , C-Na・‥…100,000 倍 以 上 
の 濃度 で 認め られ た 。 

2. 直 達 作用 は , 各 抗 生物 質 2000 倍 の 濃度 で T 及 び 
E は 15 分 間 で 全 ア メー バ を 死滅 せしめ た が , C-Na は 
15 分 間 観 察し て 何等 の 作用 を も 認め な か つた 。 

終 に 御 校 を 賜っ つた を 森下 教授 及び 猪木 深謝 する 
と 共に , 本 研究 に 対し 試料 の 分 与 を 受け た , 本 学 川 伺 教 
授 , 及び 武田 薬 工 研究 所 浜田 学 兄 に 対し て 心から 感謝 し 

(本 論 交 要 臣 は 第 23 回 日 本 寄生 貝 学会 総会 に 於 て 発表 
し た) 

追記 : Trichomycin を 提供 され た 三洋 化学 株 式 会 社 
は 現在 , 藤沢 薬品 株 式 会 社 た 合併 し , 共に Trichomycin 
の 精製 に 努力 し か なり 高 単位 の 製品 の 創製 に 成功 し て い 
る 様 で ある 。 


1) 浜田 義雄 (1655) : richomonas vaginalis の 生物 
学 的 研究 , (第 6 報 ), Eurocidin の 抗 Trichomonas 
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阪 大 医 誌 , 7(3), 237-245. 一 2) 
(1953) : 抗原 虫 抗 カビ 抗 酵母 性 抗生 物質 トリ コマ イ 
シン , 薬学 研究 , 25, 435-441. 一 3) 細谷 省吾 ・ 小 
松 添 田 百 山 良 ・ 園 田 洋子 (1952) : 

トリ コモ ナス 抗 カ ビ 作 用 を 有する 新 抗 生物 質 Trich- 
omycin に 就 て , J. Antibiotics. 5(10), 564-566. 
ー4) 獲 木 正三 ・ 永 井 光 ・ 高 田 季 久 ・ 北 浦 敏 行 (1950) : 
赤痢 アメ ー バ の 培養 に 関す る 研究 , 第 1 報 , 会 等 の 
所 全 加 に て , 阪 医 誌 , 2(2), 71-84. 一 
—5) Inoki, S., Nagai, A., Kitaura, T., Takada, 
S. and Nakabayashi, T., (1951) : Studies on 
the new culture methods of Endamoeba histolytica. 
Med. J. Osaka Univ., 2, 53-72. —6) Inoki, 8S., 
Takada, S. and Nakabayashi, T., (1953) : New 
culture methods for Endamoeba histolytica. Amer. 
J. Clin. Path., 23(2), 197-199. 一 7) 中 沢 一 ・ 
柴田 元 雄 ・ 田 中 一 雄 ・ 三 宅 彰 (1953) : 放射 状 昔 に 関 
する 研究 新 抗 カ ビ 抗 酵母 物質 Eurocidin に つい て , 
第 72 回 日 本 抗生 物質 学術 協議 会 発表 , 28, 7. 24. 
ー8) 中 沢 (1955) : 放射状 関す る 研究 (1 
II, III), 日 本 農芸 化学 会 誌 , 29(8), 644-652. 一 9) 
柴田 元 ・ 徳 井 ・ 中 沢 ・ 本 美 喜雄 (1954) : 
放射 状 苗 に 関す る 研究 , 新 抗 カビ 抗 酵母 物質 Cand- 
imycin に つい て , 第 79 回 日 本 抗生 物質 学術 協議 会 
発表 , 29. 3. 26. 


Snmmary 


It was examined about the antiamoebic ac- 
tions of some new antibiotics by our Whole Blood 
Liquid medium. Consequently, four of those 
antibiotics, namely Trichomycin, Eurocidin, Can- 
dimycin and Candimycin-Na were found to be 
effective in vitro. 

The results are summarized as follows;; 

1) The growth of Entamoeba histolytica was 
inhibited after 48 hrs. incubation in a concentra- 
tion of 1; 80000 of Trichomycin, 1; 18000 of 
Eurocidin, 1 ; 140000 of Candimycin, and 1 ; 100000 
of Candimycin-Na respectively. 

2) Trichomycin and Eurocidin showed remar- 
kable cidal action against E. histolytica within 15 
min. after exposed on slides in a concentration 
of 1; 2000, while Candimycin-Na had no such 
action under the same condition. 
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Toxoplasma gondii は , 1908 年 に 原虫 と し て 報告 され 
て 以来 , 広く 自然 界 た 認め られ , 貝 体 は 人 類 を 含む 踊 乳 
動物 及 鳥 類 に 見 出さ れ , それ 等 は 総 て 宿主 と 成り 得る 事 
は 絡 ら れ て 居る 。 即 ち , Sabin (1953) は , 温 血 動物 に 対 
する Toxoplasma は , 他 の 原虫 と 暴 つ て 宿主 特異 性 の 
無い 唯一 の 原虫 で ある と 述べ て いる 。 

勘 く し て , 温 血 動物 で ある 限り 本 原虫 の 実験 的 感染 が 
全く 不 成 功 に 終っ た と 云 う 報 告 は 無い が , それ ら が 宿主 
と し て の 感受 隆 の 程度 に は , 動物 の 種類 こと ょ つて か な り 
の 差異 が ある 。 そ し て , 従来 , 各種 動物 の 感染 隆 の ホー 
致 は , 宿主 反応 と 株 毒 力 の 変化 に 基 い た も の で ある と 述 
べら れ て 居る (Jacobs L., 1953) 。 

Sabin 婦 Feldman (1948) は , 彼 等 の Dye-test を 発 
見 し た 際 に , 羊 , 牛 , 馬 , 犬 , 猿 , 家 更 , ラッ テ , そし て 
モル モッ ト 息 清 中 に は , 試験 管内 で Accessory factor 
と し て の 作用 に 不適 当 で ある *'normal, heat-labil, 
anti-toxoplasma factor ” の 存在 を 晒 示 し , 人 間 及 び マ 
ウッ ウス 血清 中 に は その 因子 が 欠 除 する 事 を 述べ た 。 併 し 衝 
ら , 之 等 の 因子 を 示す いく ら か の 動物 は , 明らか に 自然 

に Toxoplasma gondii の 宿主 と し て れ て 居り , 
・ そ し て , 実験 的 に 容易 に 感染 し 得る 。 そ の 因子 の 本 態 は 
で な い 。 

Jacobs, Melton 巡 Johns (1951) は , 種々 の 液体 中 に 
於 ける 貝 体 の 生 残 に関する 実験 を 行い , 血清 を 含む 液体 
中 で 最も 長 時 間 生 残し 得る 事 を 報告 し た 。 

そこ で 私 は , 貝 体 の 生存 に 好 影 響 を 与え る 各種 動物 血 
清 中 に , を せしめ , 各 血 清 の Toxoplasma gondii 


animals upon the infectivity of Toxoplasma gondii 
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の 毒 力 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し , 血清 中 の 毒 力 抑制 因子 の 
存在 に 就 い て の 小 実験 を 行 つ た 。 


実験 材料 及び 方 法 


実験 動物 は , 体重 1215 gr の 純系 マウス ぞ を 用 い 
た 。 それ 等 は 総 て , 抗体 を 保有 し な いも の を 必要 と する 
為 , 50 の 各 より 各 5 の 了 血清 に 就 い て Dye-test 
を 行い , 延 30 匹 総 て 100 必 陰 性 の 結果 を 得 た の で 次 後 
の 実験 た 供し た 。 

被 検 動物 血清 は , 人 , ラッ テ , マウ ス , 和牛 , 馬 , そし て 犬 を 
用 いた 。 人 血清 を 除い て 56°C 30” 非 働 性 と し た 。 マッ 
ス 息 清 は 約 10 底 分 を 混合 使用 し た 。 各 血清 は Dye-test 
陰性 を 前 以 て 確か め た 。 

体 液 作成 に 使用 せる 実験 株 は , 株 を 一 定 に 
する 為 , マッ ス 腹 受 継 代 3 日 後 の RH 株 を 用 いた 。 腹 腔 
は , 無菌 0.9 食 塩水 で , 500r. p. m. 3 
分 間 沈 , 遊離 の 体 を 含む 上 清 を 標 の 血球 計算 
で 工 定 し , 被 検 動物 血清 と 混合 , 虫 体 数 200x10*/ml1 の 
50 食塩 水 液 を 作成 し , 同数 の 虫 体 を 含む 食 
塩水 液 を 対照 と し た 。 そ の に , 細 の 為 , 
水溶 性 Pc G 2500 u/ml に な る 様 混合 し た 。 以 上 の 操作 
は 虫 体 の 温度 影響 を 考慮 し て 37°C の 状態 で 行わ れ た 。 

対照 液 は , 37°C に て 種々 の っ つた 時 間 保存 後 , 
(2, 5, 8, 12, 15, 18, 20, 24, 29, そし て 48 時 間 ) 
夫々 , 数 区 の マッ スネ 腹 腕 中 に 0.5 ml 毎 接種 し , 急性 症 
状 を 呈す る 貝 体 の 毒 力 保 有 の 最大 時 間 を 観 祭 し た 所 ( 表 
1) に 示す 様 に , 保存 時 間 の 経過 と 共に マッ ス の 生存 日 
数 は 延長 し , 生 残 する 様 に な り , 24 時 間 以 後 は 全く 虫 
体 の 毒 力 は 消失 し , 虫 体 は 生存 し な い 様 に 見 ら れ た 。 
2~15, 及 20 時間 保存 で は , それ を 接種 され た マウ ス は 
4~8 日 月 に 100 死亡 , 18 時 間 保 存 で は 5 4 


in mice. (Department of Parasitology, School of ~ 亡 し , 24 時 間 保 存 で は 16 克 中 6 砲 死 亡 し た 。 それ 等 の 
Medicine, Keio University, Tokyo) 生 残 マッ ス は , 4 週 後 も 異常 を 示さ な か つた 。29 時 間 保 
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第 1 表 ーー Toxoplasma gondii の 生存 時 間 


数 37°C 


18 20 24 | 29 48 


マウ グマ ウス 

死亡 数 ノ 接 種 数 
接種 < ウス | 
平均 生存 日 数 | 


4.0 4.8 50.50 5.8 6.8 7.2 8.0 


:5f5 5/5 5/5 4/5 5f5 fs: 1/5, 0/5 


14.0 10.2 9.8 | 18.0 


第 2 表 Toxoplasma gondii の 毒 力 た 対す る 各種 動物 血清 の 影響 (50 血清 懸 濁 液 の マウ スネ 接種 実験 ) 


37°C \50% | | ラ 


保存 時 間 へ 血清 | | 


24 時 間 後 |3/5 (9.0) |5/5 (6.0) 5/5 (6.0) 


5/5 ( 6.0) | 5/5 (6.8) 5/5 (7.2) 
3/5 (13.0) | 5/5 (9.2) 5/5 (8.6) 


| 
5/5 (7.0) | 5/5 (8.6; 
5/5 (9.6) | 5/5 (9.6) 


4 3/5 (14.0) | 5/5 (13.4) 5/5 (12.0) 
対照 24 | 3/5 ( 9.6) 3/5 (11.7) 5/5 (10.6) | Cc/5 | 5/5 (9.4) 5/5 (9.6) 5/5 (9.8) 5/5 (8.6) 
〕 接種 中 体 数 
マウ スネ 5 接 補 て 4 匹 死 亡 
( ei 死亡 マウ 平均 生存 日 数 


で は 僅か に 1 匹 が 18 日 目 に 死亡 し た が , 虫 佐 は 風水 
中 に も , , , 肝 及 び の 乳剤 接種 継 代 後 も 検出 さ 
れ な か つた 。 48 時 間 保 存 で は 総 て 異常 は 認 あら れ な か 
つた 。 生 残 者 に 就 いて の その 後 の Dye-test の 結果 で 
は , 18 時 間 保存 貝 体 接種 マッ ス で , 低 価 で は ある が 4X 
を 示し た が ; 24, 29, 48 時 間 保 存 で は , 抗体 価 の 上 上昇 は 
認め られ な か つた 。 ; 

そこ で , 37°C に 24 時 間 保 存 の 食塩 水 懸 湯 座 を 対照 

本 実験 は 既 ば 述 し た よ ょ うに, 血清 と 生理 的 食塩 水 と を 等 
量 に 混 じ た 液 た , 所 定 の 貝 体 数 を 浮 湊 さ きせ 37°C に 保存 
し , 24, 48 時 間 後 , 対照 は 24 時 間 後 た に, 夫々, マウス 
腹 0.5 ml ( 虫 体 数 100x10*) 接 種 し , 4 週 に 
マウ ス の 生死 を 観察 し た 。 


実験 成績 


50 血清 懸 濁 液 中 に 24 時 間 保存 し た 虫 体 を 接種 し た 
マウ ス は , 何れ も 対照 に ざ 比 し て 早期 に 発症 死亡 し た 。48 
財 間 保存 で は , マッ ウス 。 ラッ テ 血 清 を 用 いた 例 で 各々 2 
底 宛 4 週 後 に 至る 和 生 残し た が , その 他 は 対照 と 殆 ん ど 
同時 期 , 又は 遅れ て 死亡 し た 。 対照 は 人 , ラッ テ 例 を 除 
いて 全 例 死亡 し た 。 


考 


Toxoplasma の 血清 中 に 於 ける 生 残 実験 た 関し て は , 
既 述 せる 如く , Jacobs, Melton Johns (1951) に 依 つ 
て 行わ れ た 。 食 塩水 , 10 必 血 消 , そし て 肉汁 に 浮 浴 し た 


\ 


忠 体 を 接種 する と , 室温 に 於 て 10 必 血 清 食塩 水中 の 虫 
体 は 長 時 間 生 残し , 24 時 間 に 於 て も マッ ス の 感染 を 起 
す 能 力 の 大 部 分 は 舎 失 われ な か つた 。 それ に 反し て , 他 
の 二 者 中 の 貝 体 は 短 時 間 に て 失わ れる 事 を 報告 し た 。 本 
実験 た に て も , 37°C 保存 で 明らか に 50 中 の 体 
は 対照 に 比 し 多数 生 残 し , 毒 力 は 保 た れ , 信 48 時間 に 
於 て も 対照 に 比 し 多少 の 毒 力 は 低下 する と は 云え , マウ 
ス の 大 部 分 を 発症 し 得 た 。 24 時 間 で は 勿論 全 く 早 期 に 
発症 し た 。 こ の 事 は , 動物 血清 は 虫 体 の 生存 に 関し て , 
食塩 水 よ りゃ も 適し た 環境 を 示す も の で , 毒 力 の 減少 は 少 

く , 貝 体 は 長く 生存 し 得る と 老 を られ る 。 

Jacobs (1953) は , 虫 体 た に 対す る 宿主 の 感受 性 の 差異 
に 就き 種々 の 動物 実験 を 行い マウス, 家 束 , へ ハム スタ 
ー, そし て モル モッ ト は , ラッ テ よ り 容 易 に 急性 感染 を 
生じ 均 く 。 ラッ テ は 脳 以 外 の 部 位 へ の 接種 で 一 寸 し た 短 
か い 感染 を 起す た 止まり, 猿 と 犬 は 亜 急 性 感染 を 
す 。 然 し 古 ら , 比較 的 抵抗 性 の あぁ る 宿主 の 組織 か ら 実 験 
接種 後 比 較 的 早期 た とも, 又 末 期 に も 貝 体 は 分 離し 得る か 
ら , Toxoplasma で 温 血 動物 の 感染 の 不 成 功 は 無い と 
述べ て 居る 。 然るに , それ 等 自然 界 の 動物 聞 に と 於 ける 
Dye-test 陽性 率 を 考察 す る に 明らか に 著 明 の 差 が 見 ら 
れる 。 即 ち , Feldman (1953) は , 成人 の 20 一 40 に 唐 
注 学 的 に Subclinical Toxoplasmosis を 見 出し , 又 長 谷 
川 他 (1954) は ,。 司 殺 場 で 得 た 大 動物 の 血清 で Dye-test 
を 行い , と 馬 は 陰性 で あり , 豚 と 細山 は 比 
高 率 に 抗体 を 保有 し , そし て に 於 て は 欧米 に 比 
し て 低 率 で は ある が 不 顕 性 感染 は 広範 囲 に 人 及 動 物 に 拡 
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つて 居る と 述べ , 人 7.2 , 2.8 馬 0 の 陽性 率 
を 示す と 報告 し て いる 。Morris 他 (1956) は , 犬 25 , 
て 家 更 45 履 と 可 成 り 高 率 に 抗体 を 認め , それ 等 より の 
人 体感 染 の 注意 を 換 起 し て 居る が , 和牛 に 感染 の 頻度 は 少 
いと 推論 し て 居る 。 

以上 の 如く に , 実験 感染 は 可能 で も その 抗体 保有 率 に 
は 可 成 り の 差異 を 認め あら れる 。 そ れ 等 の 動物 血清 に 就 い 
て , 若 し 抗体 保 有 率 の 低い 動物 血清 中 に , Toxoplasma 
の 毒 力 を 何ら か の 方 法 で 抑制 する と 思わ れる 因子 の 存在 
が 仮定 され れ ば , それ の 50 必 血 清 懸 濁 液 中 で 貝 体 の 在 
力 は 抑制 され , マウ ス に 急性 感染 を 生 ぜ し むる 骨 力 の 消 
失 , 又は 減弱 を 示し , 対照 と 同時 期 に マッ ウス は 死亡 する 
か , 又 長 く 生 存する で あろ うぅ う 。 それに 反し て 抑制 する 因 
子 の 欠 除 する 血清 中 の 虫 体 は , 48 時 間 後に 於 て も , 稚 
対照 より 早期 に 発症 せ し む る 毒 力 を 保有 を ね ば な ら な い 
で あろ うぅ 3 と 思わ れる 。 

然るに , 本 実験 に 於 て は , 第 2 表 に 示す 如く に 多少 の 


差 は 認め られ る が , 48 時間 後 の マウ ス の 生存 日 数 の 著 ! 


上 明 の 変動 , 殊 に 短縮 は 見 られ な か つた 。 之 は 各 血 清 に 共 
通 た に 見 る と ころ で ある 。 

Toxoplasma gondii に 対す る 宿主 と し て の 各種 動物 の 
感受 性 の 差異 , 即ち , 抗体 保有 率 の 差 に 関し て は , 本 実 
論 た に 於 て は , 血 消 中 に 抑制 作用 を 現 わ す 因子 の 存在 は 推 
察 さ れず , 少く と も この 問題 に 関し て は , 血 消 は 関与 し 
な い 様 に 思わ れる 。 此 の 点 に 就 て は , 将来 , 血 消 以外 に 
その 意義 を 求め る べき で あろ 5 。 


結論 

1. 37°C 保存 で , 生理 的 食塩 水中 の Toxoplasma 
gondii は 比較 的 長 時 間 マ ウッ ス を 発症 すし む る 能力 を 保有 
し , 24 時間 後に 於 て も 貧 マッ ス を 死 た 至ら し ふ め 得 た 。 
血清 中 で は それ 以上 に 生存 し た 。 

2. 動物 血清 中 に は , Toxoplasma gondii の 生存 を 特 
に 抑制 する 如 き 因子 の 存在 は 認 あら れ な い 様 に 思わ れ 
る 。 Toxoplasma に 対す る 感受 性 の る 数 種 の 動物 の 
中 に Toxoplasma を し め て 見 て も , その 生 
存 時 間 に 差 は 見 られ な か つた 。 

稿 を 終る 区 臨み , 御 懇 第 な る 御 指導 を 賜わり まし た 松 
林 教 授 た に 深 基 な る 謝意 を 表し ます 。 
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Summary 


Most of the mammals are susceptible to the 
infection of Toxoplasma gondii. Some of them 
are highly suscestible and suffer severe illness 
ending in death. Others are more resistant and 
manifest only a transient or chronic infection 
and rarely die of the infection. 

In the present study, normal sera of various 
mammals were taken and toxoplasms were im- 
mersed in these sera and were kept in 37°C incu- 
bator for various lapses of time. These orga- 
nisms were then inoculated intraperitoneally into 
mice and their infectivity was investigated. The 
sera were taken from white rats, mice. cows, 
horses, dogs and man. It was ascertained be- 
forehand that these sera had no antibody for 
dye-test. Control experiment was carried out 
with normal saline. After 24 hours’ conservation 
in normal saline,toxoplasm lost its infectivity to 
mice. 

In the experimental group in which toxoplasms 
were kept in sera, they retained their infectivity 


‘for longer period than in normal saline. Mice 


which were inoculated with toxoplasma kept in 
the serum for 24 hours were successfully infected 
in all cases and died after 4-5 days. Most of the 
mice inoculated with the organisms kept for 48 
hours were also infected and died after 4-5 days. 
There was no difference between dach serum in 
its effect upon the toxoplasm. 
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肺 吸虫 症 の 皮肉 反応 に 関す る 研究 II) 


人 体 に け る Prausnitz-Ktistner 反 の 


- 系 -. * 


千葉 大 学 医学 部 医 動物 (寄生 虫 ) 学 教室 


国立 公衆 院 微生物 学部 寄生 虫 
(昭和 32 年 2 月 21 日 受領 ) 


まえ が き 


Prausnitz 及び Kuistner (1921) は , アレ ルギー 状態 
に ある 人 の 血清 中 に は 健康 人 の 皮膚 に 対し て , 局所 的 に 
過敏 状態 に させ る 因子 (Skinsensitizing Antibody) が 
ある こと を 初め て 明らか に し た 。 即 ち ア レル ギー 状態 に 
ぁ る 人 の 血清 の 少量 を 健康 人 の 皮 内 に 注射 し , 24 時 間 後 
に その 同一 局所 に 抗原 に 該当 する も の を 皮 内 注射 する と 
直ちに 注射 部 位 の 腫 彩 及 び 発赤 が み ら れ る こと を 報告 し 
て いる 。 その後 多 く の 学 者 に ょ り 種 々 の 疾患 に 対し て 本 
反応 が 追試 され る と 共に 種々 の 興味 ある 事実 が 明らか に 
され た 。 例 えば , Coca 及び Grove (1925) 等 は 枯 曹 熱 , 
或いは 喘息 患者 の 血 注 中 に ある Skinsensitizing Anti- 
body は , 健康 人 の 皮 内 に 移 され て か ら そ の 局所 に 4 週 
間 以 上 存する が , これ ら の 抗体 は に 対し て は 不 
で , 56"C 30 分 の 加熱 で 破壊 えさ れる こと 等 を 明らか に し 
た 。Lavine (1926), Kuhn 及び Pappenheimer (1952) 
等 は Skin-sensitizing Antibody の Prausnitz-Kiistner 
の 方 法 に よる Titration の 方 法 や , 本 抗体 と 抗原 と の 中 
和 和 現象 等 に つい て る も 明か に し た 。 
著者 等 は 肺 吸虫 症 患 者 の 皮 内 に 肺 吸虫 々 体 押出 液 を 少 
量 注射 し た 場合 は , その 注射 部 位 に 出来 た 膨 疹 は 注射 直 
後 か ら 腫 服 し 始め 7 一 15 分 以内 に は 極大 に 達する が , 
2~3 時 聞 後 に は 消失 し , 24 時 間 後 に は 何等 の 浪 跡 も 認 
め な いこ と か ら , 本 皮 内 反応 は アレ ルギー 反応 に 属す る 
も の と 考え , 抗原 及び 抗体 に つき 種々 の 角度 か ら 検 討 を 
*MUNEO YOKOGAWA, **HIROYUKI YOSHIM- 
URA, ***TOMOO OSHIMA & ***MICHIE KIHA.- 
TA: Immunological study on paragonimiasis. 
Passive transfer (P-K)experiments in human- 
skins (*,**Department of Parasitology, School 
of Medicine, University of Chiba, ***Dijvision of 
Parasitology, Institute of Public Health, Tokyo) 


* 本 研究 は 国立 公衆 衛 生 院 勤 務 中 に 行っ 実験 で あ 
る 。 
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加え て 来 た が , 本 実験 で は 肺 吸虫 症 患 者 の 血清 中 に 存 す 
る と 考え られ る Skin-sensitizing Antibody に 関し , 
Praustnitz-Ktistner 反応 を 人 体 に 応用 し て , 2~3 の 監 
味 あ る 知見 を 得 た の で 報告 する 。 


実験 材料 


V. B. S. 抗原 : 

実験 的 に 肺 吸虫 を 感染 させ た 犬 或 い は 猫 の 肺 臓 か ら と 
り 出 し た 体 を 凍結 燥 し , ニー テル 性 物 除い た 
後 , ヴェ ョ ナー ル 緩 衝 生 理 食塩 水 の 抽 出 液 を 抗原 と し て 
用 いた 。 は 虫 体 の 燥 重量 に 対し て , 1 :10.000 の 
に し た 。V. S. 抗原 の 作 の 詳細 は 横川 等 : 
(1955) に こよ ょ り 既 に 報告 し て ある 。. 

: 

患者 血清 : 静岡 県 及び 新潟 県 の 肺 吸虫 症 流 行 地 で V. 
B. S. 抗原 を 用 いて , 集団 的 に 皮 内 反応 を 実施 し , 陽 放 
反応 を た も の で し か る ゃ い は , 便 中 に 肺 吸 
卵 を 証明 し た 者 の 血清 を 用 いた 。 す べ て の 実験 た に 同じ 血 
清 を 用 いる た め , 10 名 の 患者 の 血清 を よく 混合 し て 冷 
凍 し て お いた 。 

正常 血清 : 研究 室 の 職員 で , 肺 吸虫 皮 内 反応 陰性 者 
3 名 の 血清 を 混合 し , 冷 硬 し て お いた 。 

被験 者 : 

健康 者 で 肺 吸 虫 の 皮 内 反応 陰性 の 者 , 即ち 著者 等 及び 
学生 諸君 に 実施 し た 。 

感 . 者 : 

肺 吸虫 卵 を 或 は 内 に 証明 し , 内 反応 陽性 を 
示し た 者 を 用 いた 。 


実験 方 法 


肺 吸虫 の 皮 内 反応 
術 式 : 前 肝 屈 側 部 に タッ ベル クリ ン 用 注射 器 で , V. 
B. S. 抗原 0.01 cc を 皮 内 注射 し , 注射 直後 の 膨 疹 の 横 
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Size of wheal following after repeated challenges ** 
with 0.01 cc. of antigen.* (1 : 10,000) 


Passive transfer (P-K) experiments in human skins by 
dilution methods of paragonimiasis patient’s serum. 


4 Veronal buffered saline extract (V.B.S.' Antigen) 
of adults of Paragonimus westermant. 


** 0.0lcc of antigen injected repeatedly at the pe- 
riods of 24 hours 48 hours and 72 hours in the 
same skin sites which sensitized with the dilu- 
tions of the serum. 


—— Size of wheal 15 minutes after injection of an- 
tigen. 

- Size of wheal immediately after injection of an- 
tigen. 
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i ” Period of No. 7 No. 8 No. 9 No. 10 
x 2 48 hours q 
72 hours © = © 
© 
72 ho 
Serum of the © © 
patients with 
paragonimiasis 24 hours 
(—) 
24 hours © 
x 24 48 hours (©) © 
x 2 24 hours 
Fig. 1 Experiment I 0 0 20 30mm. 
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は , 判定 の 規準 に と は 用 いな い 。 

Prausnitz-Ktistner 反応 、 

術 : 被験 者 の 前 部 に 患者 
消 を 0.1cc 正確 に 皮 内 注射 し て か ら , 
24 用 王 48 時 間 後 に 同局 所 に V. B.S. 
抗原 を 0.01 cc 皮 内 注射 し , 皮 内 反応 の 
場合 と 同じ く 直後 及び 15 分 後 の 膨 疹 の 
径 を 測定 し , その 腫 肛 の 形 を も 記録 し て 
お いた 。 

血清 は すべ て 凍結 保存 し て あつ た の を 
刊 温 で 除 々 に 融解 し た 後 使用 し た 。 非 動 
化す る 場合 は これ を 56°C の 恒温 水槽 に 
30 分 浸漬 し た 。 対照 と し て は 常に 正常 血 
消 を 用 いて 反応 の 有無 を 観察 し た 。 


実験 


(1) 抗原 及び 抗体 の 定量 

a) 血清 稀釈 法 ( 抗 体 稀釈 法 ) 

患者 血 消 を 生理 食塩 水 た に て 2 倍 , 6 
倍 , 12 倍 及 び 24 倍 に 移 釈 し , その 各々 
を 0.1cc 宛 4 名 の 健康 人 の 前 肝 屈 側 部 
の 皮 内 に 注射 し て か ら 24 時 間 , 48 時 間 
及び 72 時間 後 の 3 回 こと 豆 つて , 同局 所 
に V..B. S. 抗原 を 反復 皮 内 注射 し て , 
その 反応 の 出現 状況 を 観察 し た の が Fig. 
1 の 成績 で ある 。 Fi 近 . 1 の 点線 は 抗原 注 
射 直 後 の 膨 疹 の 大 き さ を 示し , 実線 は 15 
分 後 の 膨 和 診 の 形 を その まま 示し て いる 。 
(一 ) は 抗原 注射 後 15 分 後に は 何等 の 反 
応 も 認 あら れ な か つた 場合 を 示 し てい 
る 。 この 実験 に と た よる と 4 例 と も , 24 時 
間 後 の 初回 の 抗原 注射 に よっ つて , 抗原 注 
射 局 所 の 腫 彩 及び 発赤 が 認め られ た が か , 
24 倍 和 の 血 は そ の 肛 程度 が 
弱 か つた 。 48 時 間 後 即ち 第 2 回 目 の 抗 
原 注射 に 対し て は 2 倍 及 び 6 倍 稀釈 血清 


径 及び 縦 径 を 測定 し , (通常 3 mm~4 mm の 径 の 膨 疹 で は 人 入 か な り 強 い 反 応 を 示し て いる も の が 多い が , 12 倍 
が 生じ る ) 15 分 後に 再び 腫 月 し た 膨 疹 の 縦横 径 を 測定 及び 24 倍 稀釈 血 消 で は , も 時 殆ど 反応 を 現 わ さ な か つ 
する 。 = た 。 更 に 72 時 間 後 即ち 第 3 回 目 の 抗 原 注射 に 対し て は , 

判定 規準 : 注射 直後 の 縦横 径 の 平均 を 15 分 後 の 径 の 12 倍 及 び 24 倍 稀 釈 血 消 は 勿論 2 倍 及 び 6 倍 稀釈 血清 で 
平均 か ら 差 引い た も の ( 腫 服 差 ) が 5 mm 以上 ある 場合 を も 殆 ん ど 反 応 を 示さ な か つた 。 以 上 の 事実 か ら 一 定量 の 
人 坦 性 , 4mm を 北陽 性 , 3 mm 以下 を 陰性 と する 。 人 人徳 膨 抗原 に 対し て は , 一 定量 の 抗体 が 結合 し て , その 結果 一 
疹 の 腫 肛 と 共に 発赤 を 伴う が , 発赤 の 有無 及び 大 き さ 定 の 反応 を 現 わ す が , この 際 反 応 に 関 爺 し な か つた 余 穫 
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の 抗体 は 次 に 注射 され た 抗原 と 結合 する 


と と が 明らか に され た 。 


b) 抗原 及び 抗体 (血清 ) 和 法 


本 実験 で は 抗体 及び 抗原 の 両者 の 量 を 
変え て 種々 の 組合 せ の 場合 の 反 記 の 出現 
状況 を 観 察 し た 。 その 成績 は Fi 所 . 2 に 
示す 通り で ある 。 


即ち 6 倍 , 12 倍 , 24 倍 , 48 倍 及 び 76 
倍 の 5 種 稀釈 血 消 の 各々 に 対し 1 万 億 , 
5 万 倍 , 10 万 倍 及 び 20 万 に た x12 
抗原 を 注射 し て その 反応 を みた 。 1 人 の 
人 に つい て , この 組合 せ の 全部 を 実施 す 


る の は 困難 で あつ た の で , 5 名 の 被験 者 ・ 
の 各々 に は それ ぞ れ 一 定 稀 釈 の 血 消 を 用 
いて , これ に 対す る 各種 稀釈 抗原 の 反応 
を 観察 し た 。 そ の 結果 6 倍 , 12 倍 , 24 


倍 及 び 48 倍 稀釈 血清 で は 1 万 倍 及 び 5 
万 倍 の 両 種 稀 釈 抗原 に ょ り 略 ぼ 同 程度 の 
反応 を 示し て いる が , 96 倍 釣 釈 血清 で で 
は 前 者 の 反応 に 比べ て 弱 か つ た 。 赤 10 

万 倍 抗原 に 対し て は , 6 倍 の 稀釈 血 


清 で も 殆ど 反応 を 示さ な か つた 。 所 が 
24 時 間 後 に すべ て の 移 釈 血清 に 対 し て 
1 万 倍 の 抗原 を 注射 し た 場合 は , 最初 10 


万 倍 及 び 20 万 倍 の 抗原 に 対し て 反応 し | | 


な か つた 局所 に 強い 反応 が み ら れ た 。 こ ! 


451. 
Dilutions of Antigen 
I * First challenge with x 10.000 x 50.000 x 100.000 x 200.000 
1 *# Second challenge with x 10.000 x 10.000 x 10.000 x 10.000 
e 
No. 12 
x 6 | Female 
Age: 38 
© 
No. 13 
Female 
Age: 28 
| 
No. 14 
§ 40 | [ 
(—) | 
& | «A | 
8 | | 
| | (—) 
| © に 
No. 15 | 
Female 
Age: 30 
© 
| | 
| | | 
No. 16 | | | | 
Female 
e: 21 | | 
| | | 
| | | | 


の こと か ら も 一 定 の 皮膚 反応 を あら わす 
に は 抗原 と 抗体 と の 間 に 一 定 の 量 的 関係 
が ある こと が 分 か る 。 即 ち , 抗原 価 1: 
10.000 乃至 1 : 50.000 と 抗体 価 1 : 6 乃 
到 1 : 48 の 範囲 で は 何れ の 組合 せ で も 肉 * 
妥 的 に と 略 ぼ 一 定 の 大 き さ の 反応 が あら わ 
れる が , 抗原 或いは 抗体 の 何れ か ヾ こ a 
以下 の 場合 肉 妥 的 に は 反応 が 充分 に 認め 
られ な い 事 を 示し て いる 。 

(2) 抗体 の 面 

即時 性 皮 内 反応 を Raffel (1452), Dubos (1952) 等 は 
Arthus 型 と Evanescent 型 ( 甘 麻 疹 様 皮 膚 反応 ) に 分 
類 し , 両者 の 重要 な 相違 の 1 つ は 前 者 の 抗体 は 耐熱 性 で 
ある が , 後者 の それ は 56°C_ 30 分 の 破壊 えさ れる 
と 云 つて いる 。 そこで 6 倍 稀 釈 血清 の 非 動 化し た も の と 
し な いも の と の 両者 を 5 人 の 健康 人 の 皮 内 に 注射 し て , 
24 時 間 後に 抗原 を 注射 し た 場合 の 反応 を 観察 し た 。 そ 


Fig. 2 


Experiment II 


"の 結果 は Fig. 3 に 示し て ある 如く 非 動 化 し た も の は 何 - 


Passive transfer (P-K) experiments in human skins 
by combined dilution methods of serum and antigen. 


Injected with each dilutions of antigen 24 
hours after sensitization. 

Injected with 1:10.000 dilution of antigen 
48 hours after. sensitization in all the same 
skin sites. 


等 の 反応 も 示さ な い の に 比べ て , 新鮮 血清 で は 強い 反応 
を 示し て いる 。 この こと か ら Raffel 及び Dubos の 分 類 
に 従え ば , 肺 吸 下 の 皮 内 反応 は Evanescent Type ( 甘 
麻疹 皮 同 反応 ) に 属す る と 老 え られ る 。 


(3) 中 和 実 験 
Coca 及び Grove (1925) 等 は 血清 と 抗原 を i vitro- 
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寄 生 学 雑誌 ・ 6 巻 ・ 


で 混和 し た も の を 健康 人 の 友 内 に 注射 し 


Size of ec yg ing challenge at 24 hours with 
ーー ー | た 場合 直ちに 反応 を 示す が , 24 時 間 後 
| Femaie | Mae | | に 抗原 を 同局 所 に 注射 し て も , も 早 反 応 
| Age: Age: 32 | Age: 28 Age: 38 Age: 30 
は 起ち らち な いこ と を 報告 し て いる し , 最近 
| 
pl Freshsemm | Kuhn (1955) 等 も 同様 の 現象 を 報告 し て 
| そこ で 本 で は 患者 の 稀釈 と 抗 
RE 原 (1 万 倍 抗 原 ) と を 1cc 宛 小 試験 管 に 
入れ て よく 混和 し た 後 , 30C た 4 時 間 
以上 放置 し た 後 こ の 0.1cc 宛 を 2 人 の 
健康 人 の 皮 内 に 注射 し , 直後 及び 15 分 
| 後 の 反 応 を 観 する と 共に 更に 24 時 間 
s 後に 同局 所 に 1 万 倍 抗 原 を 注射 し て ※ 
8 
| Fig. 3 Experiment III 
2 Passive transfer (P-K) exper- 
| iments in human skins. 
(Effect of heating at 56°C for 
0 0 20 30mm 


30 minutes.) 


※ 反応 の 出現 状況 を 観察 し た 。 そ の 結 
困 は Fig. 4 に 示す 如く で ある 。 即ち 血 
薄 と 抗原 の 混合 液 を 注射 し た 場合 15 分 
後に は 何れ も 略 ぼ 同じ 程度 の か な り 著 明 
な 反応 を 示し て いる 。 然 し これ は 正常 血 
蒲 と 抗原 の 混合 液 で も 同じ 程度 の 反応 を 

示し て いる の で , Coca 及び Grove の 云 
うぅ 如く 混合 液 注射 直後 の 特異 的 反応 と は 
老 え られ な い 。 然し 24 時 間 後 に 再び 同 
局所 に 抗原 を 注射 し て る 殆 ん ど 反 応 を 示 
さなか つた 。 即 ちち 抗原 と 抗体 の 中 和 の 結 


Mixture with antigen and 


dilutions of the serum 
of the subjects with 
paragonimiasis®® 


No.15 Male Age: 29 


No. 16 Female Age: 24 


Immediate 
reaction 
with mixture 


Challenged 
24 hours later 
with antigen * 


Chall 


reaction 
with mixture 


24 hours later 
with antigen * 


Serum (Xx6) 
Antigen (x 10.00) 


( m (X12) 
Antigen (Xx 10.000) 


© 


Serum (X24) 
Antigen (x 10.000) 


© 


© 


果 と 考え られ る が , この 中 和 現 象 が 既に 
zr vitro で 起 つ た の か , 或いは この 混合 


が 体内 た に 入っ つて 組織 内 で 中 和 さ れ た の か 


(x 48) 
Antigen (Xx 10.000) 


© 


Serum (Xx 96) 
Antigen CX 10.000) 


Fig. 4 Experiment 
Passive transfer (P-K) exper- 
iments in human skins. 
Neutralization of skinsensitiza- 
tion antibody by antigen.* 


Control 


Normal serum (Xx 6) 
Antigen (x 10.000) 


Control 
Saline 
Antigen (x 10.000) 
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0 10 20 30mm. 


- Skin sites were injected with mixture of antigen (X 10.000) and patient’s serum 
as indicated. Skin reactions were recorded immediatly and 15 minutes later. 

24 hours later the same sites were injected with 0.01 cc of antigen (X 10.000} No 
reaction was appeared. 
Equal amount of dilutions of serum and antigen was mixed. 
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は 明らか で な い の で 次 の 実験 を 行 つ た 。 ( 矢 
抗原 と 抗体 を 種々 の 割合 に 混合 し た 何れ の 場 
合 に も 沈降 物 の 形成 は 認め あら れ な か つた ) 。 


Mixture with antigen and 
dilutions of the serum 


Paragonimiasis Paragonimiasis 
patient No. 1 patient No. 2 
Maije: Age: 33 Male: Age: 22 
Immediate Immediate 
skin reaction skin reaction 


即ち 上 述 の 混合 液 と , 抗原 の み の 両 者 を 肺 
吸虫 症 患 者 に 皮 内 注射 し て 。 その 反応 の 出現 
状況 を 比較 し て みた 。 その 結果 は Fi 所 . 5 の 


Serum (X65) 
Antigen (x10.000) 


如く , 混合 液 の 注射 と た よ つ て る も, 抗原 の み の 
場合 と 同じ 様 に 注射 部 の 腫 肛 な み ら れ た 。 従 
っ て 著者 等 の 場合 は 血 薄 と 抗原 と を 混合 し た 


Serum (x12) 


Antigen C(x 10.000) 


場合 , 抗体 は 試験 管内 で は 中 和 さ きれ て お ら 
ず , 抗原 が その ま ょ 残っ つて いた と 考え られ 
る 。 こ の 場合 混合 液 が 皮 内 に 注射 され た 後 組 


Antigen (x 10.000) 


Serum of the subjects with paragonimiasis 


織 内 で 抗体 と 抗原 の 中 和 現 象 が お こつ た と 考 
を る の が で あろ 5 。 
(4) 肺 吸虫 症 馴 者 の 同一 局所 の 皮 内 に 抗原 


Serum (X48) 
Antigen (x 10.000) 


を 反復 注射 し た 場合 の 実験 
肺 吸虫 症 患者 の 血 消 中 の 抗体 が , 健康 人 の 


Saline 


皮膚 局所 に 移さ きれ た 場合 , 当該 抗原 に ょ り 抗 
体 が 消費 され て し まぁ え ば, 更に こそ の 部 に 抗原 
を 注射 し て も , も 早 反 応 は あら われ な いこ と 


Control 


Normal serum (Xx 6) 
Antigen (x 10.000) | 
| 


が 上 述 の 実験 に た より 明らか に な つた 。 然 し 常 
に 血液 中 に 抗体 を 有する と 考え られ る 患者 の 
同一 局所 の 皮 内 に 抗原 を 反復 注射 し た 場合 


に つい て は 未だ 明らか で な い の で 舌 験 し て み 
た 。 即 ち 路 療 中 に 多数 の 肺 吸虫 卵 を 証明 し て 


いる 2 名 の 肺 吸虫 症 患 者 の 両側 の 前 肝 屈 側 部 Fig. 5 
Immediate reaction to mixture with antigen and 
patient’s serum in paragonimiasis patient's skins. 


の 同一 局所 の 皮 内 に V. B.S. 抗原 を 0.01 cc 
宛 24 時 間 毎 に 4 回 反復 注射 し た 結果 た に つい 

て その 成績 を 示し た の が Fig.6 で ある 。 これ に よる と , 
初回 , 24 時 間 後 , 48 時 間 後 及び 72 時 間 後 と 4 回 の 皮 内 
注射 で は , 何れ る 陽性 反応 を 量 し た 。 然 し, 第 1 例 の 左 
側 前 購 部 で は 72 時 間 後 の 第 4 回 目 の 抗原 注射 で は 稽 * 
反応 が 小さ く な つて お り 右 側 で は 48 時 間 後 及び 72 時 間 
後 の 第 3 回目 及び 第 4 回 目 の 反 応 は 初回 の 反応 より 稽 * 
弱い 反応 を 量 し て いる 。 第 2 例 で は 左右 両側 と も 72 時 
間 後 の 第 4 回目 の 反応 で も 殆ど 初回 の 反応 と 閉 し い 差 
は 認め られ な か つた 。 従 つて 患者 の 場合 は , 多少 の 個人 
差 豆 い は 部 位 的 の 差 は ある に し て を も , 皮膚 局所 の 抗体 は 
玲 ら く は 血 中 の 抗体 に ょ つて 絶え ず 補 給 さ れ て いる も の 
と 想像 され る 。 

(5) 肺 吸虫 抗原 に 対し 過敏 状態 と ある 人 に 抗原 を 反復 

注射 し た 場合 の 実験 
本 例 は 以上 の 実験 中 に 偶然 に 発見 され た 例 で その 本 態 


Saline | 
Antigen C(x 10.000) | 
| 


Experiment V. 


に つい て は 未だ 明らか で な い が , 興味 ある と 思わ れる 例 
な の で 報告 する 。 即 ち 本 例 は 著者 等 の 研究 宏 で , 数 年 来 
肺 吸虫 の 研究 に 従事 し て 居り , 特に 肺 吸虫 抗原 作製 の 任 
に 当っ つっ て いた 。 箇 者 等 は この 数 年 来 常に 年 間 2 一 3 回 は 
V. B. S. 抗原 を 皮 内 注射 し て その 反応 の 有無 を 調べ て 
来 た が , 本 年 末 和 は 陽性 を 旦 し た 者 は 1 人 も な か つた 。 
所 が 今年 始め (1956 年 2 月 ) に 皮 内 反応 を 行 つ た 所 , 1 
人 だ け 強 い 陽 性 反応 を 呈し て いる の に 気がつい た の で 交 
いて , 約 2 週間 の 間隔 を お いて 反復 皮 内 反応 を 実施 し て 
みた が , 矢 張 り 常 に 陽性 反応 を 呈し た 。 然 し 本 人 は 何等 
肺 吸虫 の 自覚 症状 は な く , 虫 卵 も 及び より 
は 見 出さ れ な いし , X 線 所 見 に と よ つ て も, 胸部 に 病変 は 
み ら れ な か つた 。 従 つて 本 例 で は 肺 吸虫 症 に 感染 する 機 


会 は 仕事 の 性 綿 か ら は 絶 無 と は 云え を な い が , 感染 し て い 
. る と 確実 な は な か つた 。 た 抗 原 を 作 る 仕 
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事 に 長期 間 従 事 し て いた 為 に 抗原 に ょ り , 感 
作 さ れ た の で は な いか と 想像 され る が , これ 
と て 確実 な 根拠 が ある 訳 で は な い 。 然 し 束 に 
角 和 突然 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 が 陽 転 し た こと は 
茸 だ 興味 の あぁ る 問題 と 思わ れる 。 

な お , 本 例 の 血 つい て , 肺 症 の 
体 結 合 反 応 を 数 回 反復 し て 行 つ た が 常に 陰性 
を 示し た こと か ら も を も, 肺 吸虫 症 に 感染 し て い 
る と は 考え られ な い 。 

Fig. 7 に 示す 如く 本 例 の 左右 両側 の 前 肝 必 
側 部 の 同一 局所 の 皮 内 に 抗原 を 0.01 cc 宛 , 
24 時 間 毎 に 反復 注射 し た 所 , 第 1 回 の 抗原 
注射 で は , 何れ も 陽性 反応 を 呈し た が , 24 時 
間 後 及び 48 時 間 後に 抗原 を 注射 し て も 何 ※ 


Fig. 6 Experiment VI. 
Immediate reaction to antigen 
injected repeatedly at the same 
skin site of the subjects with 
paragonimiasis. 


Antigen were injected every 24 
was used. 


※ 等 の 反応 も 示さ な か つた 。 そこ で 更に 8 
日間 お いて , 抗原 を 同一 局所 に 注射 し た 所 再 
び 陽 性 反応 を 呈し た 。 即 ち 本 実験 で は 先 の 患 
者 に つい て 反復 皮 内 反応 を 行 つ た 成績 と 著 し 
く 虹 つて いる が , その 理由 に つい て は 未だ 明 
ら か で な い 。 内 Freund 等 (1930) は 組織 中 の 
抗体 は 臓器 の 血液 た に 由来 する も の で な く 有 恐 ら 
く 陣 管 外 の 部 分 か ら 来 る る の で あろ うぅ と 述べ 
て いる が , 本 例 の 如く , 肺 吸虫 症 に 感染 し て 
いる の で は な く , 何等 か の 原因 で , 感 作 さ 
れ た 状態 に ある 場 合 は non-Precipitating 
Antibody は 血 中 に は 少く , 他 の 部 分 か ら 由 
来 す る の か も 知れ な い 。 


Fig. 7 Experiment VII. 
Immediate reaction to antigens 
injected repeatedly in the same 
site of s も nsitive human skin.* 


Egg of Paragonimus ; 


Patient with Patient with 
Period of injection with antigen paragonimiasis_ paragonimiasis 
after first injection No. 1 Male, Age: 33 No. 2 Male, 21 
Left side | Right side | Left side | Right side 


First injection © 
(—) (—) 

Second injection 24 hours 


Third Injection 


Forth Injection 


Control saline 


| 
20 30mm. 


hours at the same skin site. 1:10.000 dilution of antigen 


Male * 
Period of injection with antigen a | 
after first injection Immediate reaction Immediate reaction | 
1. (Right side) IL. CLeft side) | 
| 
LI. Antigen Cx 10.000) 
injected on 16 th, 
March 1956. 
Antigen CX 10.000) 
injected 24 hours Cc 


after the first injection. 


III. Antigen (x 10.000) 
injected 48 hours 


after the first injection. 


C.F.-Test for paragonimiasis: negative. 
Antigen injected another skin site. 


. Antigen (x 10.000) 
injected 8 days after 
the last injection 


| 
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0 20 30 mm. 


This individual has been working on preparing the antigen of Paragonimus for 
about 5 years. Immediate skin reaction became positive on 2nd Feb. 1956. 

negative in sputum and stools. 
X-Ray findings of the lungs. : negative. 
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考 


肺 吸 由 症 患者 に み ら れ る 皮膚 反応 は , 極 く 微 量 の 当該 
抗原 即ち 肺 吸虫 成虫 よ 作 た 1 万 抗 原 の 0.01 乃 
至 0.02 cc を 皮 内 に 注射 する と その 部 に 数 分 乃至 10 数 
分 以内 に 限局 性 の 浮腫 が お こる が 2 乃至 3 時 間 経 過す る 
と その 腫 肛 は 消失 し 24 時 間 後に ゃ 何等 の こん せき を 残 
さき な いこ と は 既に 明らか に され た 所 で ある 。 然し か ゝ る 
一 財 性 の 反応 に 対し て も , これ 迄 は Arthus 型 の 反応 と 
考え る 者 が 多い 。 然 し 著者 等 は 本 反応 を 種々 の 角度 か ら 
検討 し た 結果 , Dubos (1952), Raffel (1953) 等 の 分 類 
に 従 つ て , 攻 麻 疹 様 皮 膚 反応 (Evanescent cutaneous 
Reaction) に 属す べき も ゃ ので, Arthus 反応 と は 時 る も の 
と する の が 有 当 と 考え る 。 即ち Arthus Type と Ev- 
anescent Type の 上 類 似 点 と し て は Passive-transfer 
が 可能 で ある こと , 及び 除 感 作 が 容易 で ある こと 等 が 挙 
げ ら れ て いる 。 然 し 両者 の 相違 点 と し て は Evanescent 
Type の 方 は Arthus Type の も の に 比べ て 抗原 の 量 は 
ょ りう り 少量 で , 反応 の 発現 の 速度 が より 早く 数 分 内 に 発現 
し , 消失 も より 早く 然 も 局所 の 組織 障 磁 を 来 さ な いこ と 
な ど が 挙げ られ て いる 。 又 Evanescent Type に 関与 す 
る 抗体 は , heat-labile で , 陣中 の 洗 降 素 含有 量 と 関係 
が な いこ と , 及び placenta を 通さ な いと 云わ れ て い 
る 。 更 に 又 そ の 発現 機構 に 関し て は Evanescent Type 
で は 抗原 と 抗体 が 組織 を 介し て 反応 し て そこ に ヒス タタ ミ 
ン 様 物 綿 が 生成 され た 結果 お こる も の で , 抗原 と 抗体 が 
直接 結び つい て 沈降 物 の 如き も の は 形成 され な いと 友 わ 
れ て いる が , この 機 序 に 関し て は 未だ 明らか に され て い 
な い 。 

Coca 及び Grove (1952) 及び その 他 は , か ょ る 抗体 
は 試験 管内 並 に 組織 内 で 抗原 を 中 和 す る が , 沈降 反応 も 
補 体 結合 反応 も 証明 され な い 。 双 この 反応 は すべ て の ア 
レル ギー 疾患 に お いて 陽性 な 訳 で は な いと 又 つ て いる 。 

著者 等 の 実験 で は , 肺 吸虫 症 患 者 の 血 消 中 に は Pr- 
ausnitz-Ktistner 反応 に つて 殆ど 100 か る 抗体 
を 証明 する こと が 出来 , 又 か ゝ る 抗体 は 56°C 30 分 の 
加 は その 性 を 失う こと も 旨 得 た 。 更 に 試験 管 
内 で は 中 和 の 現象 は 認め られ な か つた が , 抗原 と 血 消 と 
の 混合 液 を 皮 内 に 注射 し た 場合 組織 内 で 中 和 が お こる こ 

と を 証明 出来 た 。 然 し 抗原 と 血清 と を 如何 な る 割合 に 混 
じ て る も 沈降 物 の 形成 は 認め られ な か つた 。 以 上 の 事実 か 
ら も 本 反応 が Arthus 型 の 反応 と 早 る こと は 明らか に さ 
れ た と 思わ れる 。 然 し , 横川 及び 粟野 等 (1955) た に た よ ょ り 明 
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ら か に され た 如く 肺 吸虫 症 患 者 の 血清 中 た に は か く ょ る 抗体 
の 他 に , 補 体 結合 反応 の 抗体 が あぁ る こと も 証明 され た 
が , 皮 内 反応 の 抗体 及び 沈降 反応 及び 補 体 結合 反応 の 抗 
体 の 関係 に つい て は 又 改 め て 別に 報告 する 考え で ある 。 

人 告 他 の アレ ルギー 性 疾患 と 比較 し て 肺 吸虫 患者 の 血清 
に は 殆 ん ど 100 必 こ か る non-Precipitating Antibody 
が 強く 証明 され る こと は , 特に 興味 ある 点 と 思わ れる 。 
今後 千本 抗体 の 本 態 た 関し, 更に は 他 の 血清 学 的 反応 に 
お ける 抗体 と の 関係 を 追求 し た いと 考え て いる 。 


肺 吸虫 症 患者 の 血清 を 用 いて 健康 人 に Prusnitz-Kii- 
stner の 実験 を 行っ つた 結果 次 の 事 が 明らか と な つた 。 

1) - 肺 吸虫 症 患 者 の 血清 中 の 抗体 は 健康 人 の 上 友 膚 に 
Passive-transfer が 可能 で ある 。 

2) 健康 人 の 皮 内 に 2 倍 , 6 倍 , 12 倍 及び 24 倍 の 各 
種 敬 釈 濃度 の 患者 血 消 を 注射 し た 後 24 時 間 後に 同局 所 
に 0.01cc の 1 万 倍 肺 吸虫 抗原 を 皮 内 注射 する と , 12 
倍 血清 迄 は ぼ 同 程度 の 腫 び 発赤 が あら われ た 
が , 24 倍 稀釈 血 で 感 作 し た 局所 で は , が 小 
さか つた 。 更 に 48 時 間 後 及び 72 時 間 後 に 同一 局所 た に 1 
万 倍 抗 原 を 反復 注射 し た 場合 に は 次 第 に 反応 が 弱く な り 
消失 し て いく こと が 上 明らか に され た 。 又 抗原 及び 抗体 の 
両者 の 稀釈 法 を 用 いて 同様 な 実験 を し た 結果 , 本 即時 反 
応 に は 抗原 と 抗体 と の 間 に 一 定 の 量 的 結合 関係 が あり 余 
剰 抗 体 は 更に 新しく 注入 され た 抗原 と 結合 する こと が 明 
ら か に され た 。 

3) 本 抗体 は 56°C 30 分 で 破壊 され る 。 

4) 抗原 と 抗体 と を 試験 管内 で 混合 し た 場合 沈降 物 の 
形成 は み ら れ な い が , この 混合 液 を 健康 人 の 皮 内 に 移植 
し た 後に 中 和 現 象 の お こる こと と が 明か に され た 。 こ の こ 
と は , 混合 液 を 健康 人 の 皮 内 に 移植 し た 後 , 24 時 間 後 同 
局所 に 抗原 を 注射 し て も 反応 は お こら な い が , 肺 吸虫 症 
患者 の 皮 内 に 同 混合 液 を 注射 し た 場合 は 即時 性 皮膚 反応 
が あら われ る こと か ら 明 ら か で ある 。 

5) 患者 の 同一 局所 の 皮 内 に 抗原 を 反復 注射 し た 実験 
で は 常に 同 程度 の 陽性 反応 を 呈す る こと が 明らか と な つ 
: 

6) 然し 本 皮 内 反応 に 対し て 過敏 状態 こと ある と 思わ れ 
る 1 例 に 反復 皮 内 反応 を 行 つ た と ころ , 最初 の 皮 内 反応 
で は 強 陽性 を 量 し た が , 次 の 抗原 注射 で は 陰性 で , 8 日 
後に 叉 再び 陽性 反応 の あら われ る こと を 知 つ た 。 

以上 の 諸事 実 か ら , 著者 等 は 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 は 即 
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時 性 反応 の 中 Dubos 等 の 分 類 法 に 従 つ て Evanescent 
ype に 属す べき も の と 考え る 。 
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Summary 


The authors reported in the previous paper 
that the antibodies in the serum of paragoni- 
miasis patients ‘were always demonstrated by 
passive transfer (P-K Reaction)in normal human 
skins. 

The present paper describes in some detail 
the characteristics of skinsensitizing antibody in 
the serum of the subjects with paragonimiasis 
by passive-transfer (P-K) experiments in normal 
.human skins® 

1) In experiment I, 0.1cc of dilutions-(Xx 2, 
x6, x 12, and Xx 24)of the serum of the subjects 
with paragonimiasis was injected into a series of 
skin site of four normal individuals. 

The smallest quantity of skin-sensitizing anti- 
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body in the serum required to sensitize atlocal 
skin in the normal individuals was determined 
by challenging the sites 24 hours, 48 hours, and 
72 hours later repeatedly with 0.01 cc of 1 : 10.000 
dilution of the antigen. The results are shown 
in Fig. 1: 

2) In experiment II, both the serum dilution 
method and the antigen dilution method were 
used. 0O.l1cc of the dilutions-(Xx 6, Xx 12, x 24, 
x48 and x 96) of the donor's serum was injectcd 
respectively into the skin sites of five normal 
individuals. 

0.0lcc of the dilutions, (1:10,000, 1:50,000, 
1:10.000 and 1 : 200.000) of antigen was injected 
24 hours later in the each sites of the each 
individuals. 0.0lcc of 1:10.000 dilution of an- 
tigen was injected 24 hours after first challenge 
with the dilutions of the antigen into all the sa- 
me skin sites of the individuals. The results 
were shown in Fig. 2. 

3) In experiment III, the patients serum 
heated at 56°C for 30 minutes was used for sen- 
sitization. It can be seen in Fig. 3 that exposure 
of the serum to 56° for 30 minutes results in a 
loss of its capacity to sensitize the skin of 5 
normal individuals to subsequent challenge with 
0.01 cc of 1: 10.000 dilution of antigen. 

4) Inexperiment IV, the neutralization tech- 
nic was used. The chosen dilutions of the serum 
(xXx6, x12, x24, x48 and Xx96) were mixed 
with equal volumes of 1 : 10.000 dilution of anti- 
gen. 0.1cc of the mixture was injected into each 
skin site of two normal individuals. Wheal reac- 
tion were measured immediately and 15 minutes 
after injection. 

24 hours later the same sites were challenged 
with 0.0lcc of 1 : 10.000 dilution of antigen. No 
reaction was appeared at those sites prepared 
with the mixture as shown in Fig. 4. 

5) In experiment V, 0.1lcc of the mixture, 
prepared in experiment IV, was injected into 
each skin site of two patients with paragonim- 
iasis. Immediate reaction was seen by injection 
of mixture but no reaction was seen with injec- 
tion of saline as control. This is shown in Fig. 5 

6) In experiment VI, 0.0lcec of 1:10.000 
dilution of antigen was injected repeatedly in to 
the same skin site of the two natients with 
paragonmiasis, after the intervals of 24 hours, 48 
hours and 72 hours. Immediate reactions were 
seen at the same skin site even when the fourth 
injection of antigen was made as shown in Fig. 6. 
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7) In experiment VII, 0.0lcc of 1:10.000 
dilution of antigen injected repeatedly into the 
same skin site of the both side of fore arms of 
the sensitive individual! after the intervals of 24 
hours, 48 hours and 8 days. Immediate skin 
reaction appeared at the first injection with anti- 
gen but no reaction appeared at second and third 
injection with antigen. Immediate wheal reac- 
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tion was seen again at the same skin site when 
the antigen was injected at the interval of 8 days 
after last injection as shown in Fig. 7. 

The antigen (Veronal Buffered Salin Extact) 
used in this experiments was prepared by the 
method of Chaffee et al. (1954) from adults of 
Paragonimus westermani which were removed from 
the lung of the experimentally infected dogs. 
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銅 虫 子宮 内 卵 の 発育 及び その 抵抗 性 に 関す る 研究 


卵 の た め の 卵 剤 と し て は , 現在 まで に 実用 
的 に 希望 を も ち う る も の と し て , 二 硫 化 炭 素 , 亜 硝 酸 ッ 
ー ダ , 揮発 性 電子 油 等 が あげ られ て いる 。 二 硫化 炭素 に 
お ける 研究 で は , 最初 に 松村 等 (1952) は , 脂肪 猿 化合物 
中 , 特に 二 硫 化 炭 素 は 量産 され て お り , 価格 も 安く (1 
150 円 位 ) か つ 1000 倍 5°C 7 日 間 で 
上 を 100 必死 さ せる の で 実用 に 適 す と な し , 実 
際 に の 二 硫 化 素 を 施行 する こと に ょ つて 
の 伝染 率 を 閉 し く 低下 せしめ た と 報告 し た 。 其 の 後 諸家 
の 追試 も ある (児玉 等 , 1955, 小宮 等 , 1955)。 

また 硝酸 ウッー ダ に つい て は , 長野 等 (1952) は 中 
に お ける 遇 虫 卵 の 死滅 に 関連 し て 選 尿 中 に お いて 生成 を 
予測 され る 諸 物 質 に つい て 殺 卵 作用 を 検討 し , その 主因 
を な す の は 亜 硝 酸 で ある と 結論 し た 。 但 し この 場合 メデ 
イッ ウム が アル カリ 性 の 時 に は その 作用 効果 は 著しく 減弱 
する 。 

実際 と 亜 硝酸 を 2000 分 の 1 の で の 水溶 液 中 
に 混入 し て お く と き は 液 の 卵 は 2 週間 で 死 
滅する と いわ れ て お る が , 混合 物 中 で は が 全 
く 死 小 す る の は 亜 硝酸 ウッ ー ダ 濃度 500 倍 位 に その 効果 が 
低下 する (小宮 義孝 等 , 1956) 。 

子 油 が 上 効果 ある 事 は 国井 等 (1953) が 初め 
て 報告 し た と ころ で ある が , 等 は 子 油 を 卵 直 
た 場合 に は , その 貝 発育 の 有効 濃度 は 
10-*~2Xx10-*。 2628°C で あり , 発育 段階 の 進ん だ 

TOSHIAKI SAITO: Study on the development 

and resistgnce of ascaris eggs from the uterus 

of Ascaris suilla Dui. (swine ascaris). III, The 
comparative study on the resistance of pig ascaris 
eggs from various part of the uterus against 
various ovocidal preparations. (Department of 

Parasitology, National Institute of Health, To- 

kyo). 
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卵 も 10"* 濃度 に お いて は , 位 虫 を 形成 する 事 は な いと し 
た 。 但 し , メデ ウム が 混合 物 の 場合 に は , その 
効果 は 閉 し く 低 下す る と いう 。 

私 は , 遇 虫 子宮 各部 位 内 卵 の 抵抗 性 に 関す る 研究 と し 
て , 既報 第 2 報 に つづ いて , 豚 子宮 位 内 
が これ ら の 楽 剤 に 対し て 示す 抵抗 力 か 知る た め に , 豚 幅 
貝 の 子宮 体 の 各部 位 内 卵 を 所 定期 間 こ れ ら の 薬 廊 に 浸漬 
直後 瓦 培 養 を 行い , その 発育 経過 を 追跡 し て 見 た 。 以下 
は その 成績 と つい て の 報告 で ある 。 


実験 材料 及び 方 法 


1. 実験 材料 : 芝浦 必殺 場 より 採取 し た 豚 体 
の 子宮 内 卵 を 使用 し た 。 

2. 使用 薬 及 びそ の 測度 (容量 比 ) : 薬剤 と し て は , 
すでに それ が 殺 卵 効果 の ある 事 の 知ら れ て いる 二 硫 化 談 : 
素 , 亜 硝酸 ソー ダ お よび 揮発 性 電子 油 (乳化 剤 と し て = 
マル ゲン を 4 分 の 1 の 割合 で 加え た ) を 用 いた 。 各種 . 
薬剤 の 濃度 は それ ぞ れ , 二 硫 化 談 素 1000x, 2500X, 
5000x, 10000x, 20000X,。 硝酸 ソー ダ 1000x, 
2000x, 4000x, 8000x, 16000X, 及び 油 1000 
2500x, 5000x, 10000x, 20000x と し た 。 但し, 亜 確 
酸 ソー ダ の 場合 あつ て は , その 効果 は 酸性 メデ ッ ウ 
ム を 必要 と する の で (児玉 ・ 原 田 , 1952) , 各 浸 漬 液 中 に 
0.1 の 割合 に と に な る よう に 塩酸 を 加え 酸性 と な し , 二 硫 
化 炭 素 の 場合 に は 均等 化 の た め に 1 : 4 の 比 に テマ ル ゲ 
ン を 加え て 乳化 し た も の を 使用 し た (和泉 ・ 和 柳沢, 1952) 。 
な お , 此 の 場合 対照 メ ギ ポ ウ ム と し て は , 水道 水 の 外 に = 
マル ゲン 250X 及 び 0.1 必 塩 酸 を 使用 し た 。 

3. 虫 卵 の 薬剤 % の 浸漬 : 容器 と し て は , 200 cc 三角 
ュ ル ベン 用 を 用 い , 薬剤 又は 対照 液 を 約 50 cc 入れ , そ 
の 中 に 約 耳 杯 分 の 豚 卵 を 入れ , 良く し , セ 
ョ フアン 紙 に て 日 を 密閉 し 一 定 温 度 下 に 所 定期 間 放 置 し 
た 。 , 卵 は 豚 体 30 条 ょ 得 た 子宮 を 取出 し , 


; 
( 
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子宮 長 を 測定 し , その 筐 々 た に つき 充分 に 水洗 を 行 つ て か 第 1 表 二 硫 化 炭 素 浸漬 温度 28°C 
ら こ と れ を 各 10 等 分 し , その 上 方 3/10 の 部 位 (子宮 2 週間 の 子宮 部 位 別に ょ る 
上 部 位 ) 5/10 部 位 ( 同 中 位 ) お よび 10/10 部 位 ( 同 下部 ) tat * 
中 の 虫 久 を 取 つ た 。 次 性 卵 分 類 
4. 温度 お よび 期 間 : 薬剤 へ の 温 度 は A)1 2 B) 
28°C, 期間 は 2 週間 で つた 。 1000x 
5. 浸 後に : ュ ヌル ベン 中 の 各 内 容 物 か ら , 約 2500x 
1cc を 取り 尿 コップ に 入れ , これ に 水道 水 を 加 % て , 3 5000x 
回 自然 後 残 を 2 回 遠心 沈 せ し 各 残 につき, 10000 x 
28°C に お いて 2 ホル マリ ン 水 加 瓦 培養 を 行 つ た 。 塔 20000 X 
養 後 の 観察 時 期 は , 培養 後 , 8 週間 と し た 。 な お 念 の た 対 上 昭 
め 堪 養 直後 の 成績 は 何れ の 場合 を 問わ ギー 応 観察 し た 。 er 
6. 方 法 : 方 法 と し て は , 所 間 
各 標 本 に つき 貝 卵 各々 100 個 を 鏡 見 し て その 発育 , 変性 10000x 
状態 を 検 し た 。 発育 の 指標 と し て は , 仔 虫 形成 率 を 使用 20000x 
し た (斎藤 。 1954) 。 な お 変性 卵 は A), 必ず し も 生死 の 対 照 
朋 か な ら ざ る も の の うぅ ち に , 1) 単細胞 変性 像 , 2) 多 細胞 1000X 
変性 像 を 現 わ す も の の 者 を 包括 し , B) 死 卵 と 判定 し う 2500X 
る も の と し て , 単細胞 題 粒 化 像 お ょ び 崩 壊 像 を 包括 せ し 5000 X 
め た 。 な お , 右 A) の 単細胞 変性 像 の 内 訳 は 柳沢 (1955) i a Sac 
の 変性 分 類 に も と づき , 胞 形成 転位 。 
位 。 変形 透明 化 等 を 含み , 多 細 胞 変性 像 と し て は , 多 細 
胞 分 烈 異 常 , 多 細 胞 分 割 球 及び 膝 の 変性 等 を 包む 。 整 理 2500 Xx 
の 方 法 に 関し て は , 前 報 (齋藤 , 1955) と 同様 で ある 。 5000x 
10000 


実験 成績 20000 Xx 
対 


1. 二 硫 化 炭 素 液 接触 時 の 成績 1000x 

イ 形成 た つい て 2500 xX 
先ず 子宮 各部 位 に つい て 見 る と (第 1 図 , 第 1 表 参 照 ) 90000 x 
子宮 上 部 内 卵 , 中 部 内 卵 , 下部 内 卵 と 次 第 に 卵 の 位置 が 
下降 する に し た が つて , 蘭 次 仔 貝 形成 率 は 増加 を 示し て re 
お る が , その 成績 は 子宮 下部 内 卵 , 4000 倍 以上 8 週間 1000x 
培養 の も の を 除い て は 総じて 何れ も 対照 に 比 し て 劣っ つて 2500 x 
いる よう で ある 。 5000x 
次 に , 薬剤 つい て 見 る と , 子宮 上 部 内 , 10000 x 
中 部 内 卵 , 下部 内 卵 す べ て の 子宮 部 位 劉 に お いて 薬剤 務 20000x 
数 が 増加 する に つて 次 第 に 仔 虫 形成 率 は 上 昇 対 
を 示し て いる こと が わか る 。 次 に 観察 時 期 た に つい * 有 A) 必ず し ゃ 生死 の 明らか な ら ざ る も の 1. 単 
細胞 卵 : 胞 形 成 閉 縮 像 の 認め られ る も の 
と , 浸漬 直後 に と 比 し て 培養 後 8 週間 の も の に あつ て は 仔 2. 多 細 胞 秦 性 像 B) 死 卵 と 判定 し うる も の 
単細胞 の 粒 化 及び を 認め る も の 
* 子宮 上 部 と し て 上 ょ り 3/10 位 を と ょ と つた の は , それ - 

れ よ ょ より 上 方 は 第 1 報 の 結果 より 発育 し な い 事 が 確 

か め ら て いた か ら で あ る 。 
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第 2 表 亜 硝酸 ツー ダ 温度 28°C 第 3 表 子 油 温 度 28°C 
2 週間 後 の 豚 子宮 部 位 別 に ょ る ・ 2 週間 後 の 豚 子宮 部 位 別 に ょ る 
" 発育 分 類 卵 比較 表 * 発育 分 類 卵 比較 表 * 
位 期 球 A)1 2) B) 位 単 球 A)1 2 B) 
1000x 86 0 0 0 0 1000x 7 0 0 0 0 93 0 0 
子 
2000x 82 0 213 3 0 0 2500x 17 0 0 0 0 83 0 0 
宮 4000Xx78 013 5 4 宮 5000x 24 0 0 0 0 9 
上 直 8000x 59 51810 8 Oi 上 直 10000x 22 0 0 0 0 78 0 0 
16000x 45 42418 9 14 0 0 0 0 86 0 0 
対 38 6222113 対 95 3 0 0 0 
培 1000x 0 00 0 0 0 0 100 000x 00 0 0 100 
200x 000061 0 0 39 00x 0000 2 0~ 
後 4000x 0 0 0 086 6034 後 5000x 0 00 0 0 2 0 98 
8 8000x 000 081 8 10000x 0000 0 29 
16000x 0 0 0 0 48 10 0 42 20000x 0 0 0 0 2 
間 00 0 096 間 対 00 0 095 
00x69 000 0 31 0..0 0x19 0 0 00 8 
2000x 60 0 0 018 22 0 0 2500x 15 0 0 0 0 85 0 0 
4000x 16 16 22 14 17 宮 5000x 9 0 0 0 0 91 0 0 
中 直 8000x 11 18 30 27 14 0..0~- 0 中 直 10000x 6 0 0 0 0 900 
14 12 22 31 21 F 1200 1 
対 13 918 2931 対 5 01658 21 0 
1000x 0000 0 8 92 1000x 0 0 00 0 41 0 59 
2000x 0 0 0 058( 生 ) 0 0 42 2500x 0 000 2 39 0 
宮 後 4000x 000 279( 生 ) 2 0 17 営 後 5000x 0000 0 2 0 
中 8 8000x 0:0.0 084( 生 ) 0 0 16 中 8 10000x 0 0 0 0 0 36 0 74 
週 16000x 0 0 0 089( 生 ) 7 0 4 週 20000x 0 0 0 0 0 13 0 87 
00x78 000 0 22 0 0 00x 50000 
2000x 20 046 026 B00 2500x 8 000 0 92 0 0 
宮 養 4000x 8 015 572 9 ぶ 0 ~:9 宮 養 5000x 11 0 0 0 0 89 0 0 
8000x 412 975 00- 9 10000x 14 0 0 0 0 86 0 0 
0 2 215 81 000X 12 0 0 0 0 85 3 % 
対 00 8 884 対 09 8172 
1000x 0 0 0 0 0 ‘397 0 63 1000x 00000 7 
2000x 0 0 0 072( ) 0 0 28 2000 x 0 00 0 0 
宮 後 4000x 00019( 生 ) 0 0 2 宮 後 5000x 0000 0 69 0 31 
8 8000x 0 0 0 099( 生 ) 1 0 0 8 10000x 0 0 0 0 0 84 0 16 
16000x 0 0 0 098( 1 0 1 20000x 0 00 0 0 48 24 28 
間 対 000098( 生 ) 2 0 0 
第 1 表 に 同じ 第 1 表 に 同じ 
( 68 ) 
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第 1 図 環 虫 子宮 内 各部 位 卵 の 二 硫 
化 炭 素 液 接触 時 に ける その 仔 
虫 形成 率 に つい て 
直後 ~8 週 ) 


瓦 


第 2 図 子宮 内 各部 位 の 硝 
酸 ッ ー ダ 液 接触 時 に ける その 
仔 虫 形成 率 に つい て 
(接触 温 28°C, 養 培養 

直後 ~8 週 ) 


第 3 図 子宮 各部 位 
液 接触 時 に け る その 卵 形 
成 率 に つい て 
(接触 温 28^C, 培養 , 瓦 

直後 ~8 週 ) 
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躍 形成 率 が 増加 し て いる こと が わか つた 。 

ョ 変性 卵 形成 率 に た つい て 

先 づ 子宮 各部 位 に こつ いて 見 る と (第 1 表 参 照 ), 子宮 上 
部 内 卵 , 中 部 内 卵 , 下部 内 卵 と 光 第 に 下降 する に し た が 
つっ つて, 閣 次 変性 卵 形成 率 は 減少 を 示し て お り , 対照 に 比 
し て は 何れ も 増加 を 示し て いる 。 

また 薬剤 稀釈 濃度 に つい て 見 る と , 子宮 上 部 , 子宮 中 
部 及び 子宮 下部 に お いて , 即ち , すべ て の 子宮 部 位 に お 
いて , 薬剤 稀釈 濃度 が , 増加 する に 従 つ て, 変性 卵 形成 
率 は 減少 を 示し て いる 。 観 察 時 期 に ょ る 変性 卵 形成 率 の 
変化 は 仔 虫 形成 率 に お ける と 同様 で あつ た 。 

2. 亜 硝 酸 ソー ダ 液 接触 時 の 成績 

イ 形成 率 た つい て 

子宮 各部 位 に つい て 見 る と (第 2 図 , 第 2 表 参 照 ) 二 硫 
化 炭 素 の 場合 と 同様 , 培養 後 8 週 の 子宮 下部 内 卵 で 稀釈 
度 4000 倍 以 上 の も の で は , 殆 ん ど 同 様 に 仔 虫 形成 率 を 
示し て いる が , それ 以外 で は ,。 や は り 対 照 よ り 劣 つて い 
る 。 次 に 薬剤 稀釈 濃度 に つい て 見 る と , 子宮 中 部 及び 子 
宮下 部 内 卵 に おい て は 二 硫 化 炭 素 の 場合 と 同様 で あ る 
が , 子宮 上 部 内 卵 た お いて は , 薬剤 稀釈 度 の 増大 と 仔 躍 
形成 率 の それ と が 必ず し ゃ 一 致し て いな い 成 病 が 見 られ 
た 。 こ の 原因 と つい て は 充分 明 で な い 。 な お , 何れ の 子 
宮部 位 内 卵 に おい て る も, 移 釈 倍数 1000x に お いて は 仔 
虫 形 成 卵 は 認め あら れ な か つた 。 観 察 時 期 と 関す る 結果 は 
二 硫 化 談 素 の 場合 と ほぼ 同様 で あつ た 。 

ョ 変性 卵 形 成 率 た つい て 


先ず , 子宮 各部 位 に つい て 見 る と (第 2 表 参 照 ), 二 硫 ・ 


化 炭 素 の 場合 と ほぼ 同じ で あり , 薬剤 稀釈 濃度 に つい て 
見 る と , 子宮 中 部 及び 子宮 下部 内 卵 と お いて は 二 硫 化 記 
素 の 場合 と 同様 で ある が, 同時 に 子宮 上 部 内 卵 に おい 
て , 薬剤 稀釈 度 の 増大 と 変性 卵 形 成 率 と の 減少 が 必ず し 
も 一 致し な か つた 点 は , 当然 な が ら 丁 度 前 者 と 仔 虫 形成 
率 と の 関係 の 逆 と な つて いる 。 な お お, 観 究 時期 た に つい て 
見 る と , これ は 大 体 に お いて 二 硫 化 炭 素 の 場合 と ほぼ 同 
様 で あつ た 。 

3. 井 子 油 接触 時 の 成績 

イ 形成 率 に た つい て 

先ず , 子宮 各部 位 に つい て 見 る と (第 3 表 参 照 ), 子宮 
上 , 中 , 下部 内 卵 に お いて は 培養 後 8 週間 の 場合 如何 
な る 移 釈 度 の 場合 で も 少数 の 例外 を 除い て 何等 仔 出 形成 
下 を 生じ な か つた 。 つ まり 井 子 油 の この 程度 の 稀釈 度 に 
お ける 上 記 条件 に お ける 浸漬 で は その 効果 が 
著しく , 従 つ て 何れ の 場合 に お いて る も 殆ど 仔 貝 形成 を 示 
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さ ず , よっ て , 子宮 内 卵 の その 部 位 に ょ る 抵抗 力 の 差 は 
こと これ を 認め あう る に 到 ら な か つた 。 

変性 卵 形成 率 

変性 卵 形成 率 に っ つい て 見 る と (第 3 図 , 第 3 表 参 照 ), 
子宮 各部 位 で は , 子宮 上 部 , 中 部 , 下部 内 卵 の 殆 ん ど 全 
べ て に お いて 変性 卵 形成 率 は きわ め て 高度 で ある 。 た だ 
し , 培養 直後 の る も の に 比 し 同 8 週 の も の の 上 , 中 部 卵 
は 薬剤 稀釈 度 の 低下 に 伴っ て 急速 た 分 類 B) に 移行 する 
が , 下部 内 卵 は B) を の 移行 程度 が 低い 。 こ の 事 は 子宮 
下部 内 卵 の 方 が その 上 部 の も の に 比 し 変性 速度 が 遅い 事 
を 意味 する 。 : 


考察 お よび 小 括 


以上 私 は 豚 山 虫 子宮 内 各部 位 卵 の 薬剤 に 対す る 抵抗 性 


を 比較 し て , 子宮 各部 位 卵 の 発育 経過 及び その 抵抗 性 の 
比較 と し て 仔 貝 形成 率 及 び 変 性 卵 形成 率 を 以 っ て し , そ 
の 子宮 各部 位 の 抵抗 性 の 差異 を 各種 薬剤 に と よっ つて 比較 し 
た の で ある が , いま , その 成績 に つい て 見 る を , 先ず 仔 
虫 形成 率 は , 子宮 上 部 内 卵 , 中 部 内 卵 , 下部 内 卵 と 部 位 
が 下降 する に 従っ て, 二 硫 化 及び 亜 硝酸 ソー ダ に お 
いて は その 々 一 定 濃度 に お いて それ の 的 な 増 
加 を 示し て いる が , 電 子 油 と に お いて は 了 予 宮部 位 こ ょ る 差 
早 は 見 出せ 得 な か つた 。 こ れ は 前 述 の よう に 恐らく は こ 
の 実験 に 用 いた 濃度 の 電子 油 の 殺 卵 効果 が , 部 位 別 と ょ 
る 子宮 内 卵 の 殺 卵 た 差異 を 生 ぜ し め る 以上 に 強力 で あつ 
た た め と 考え られ る 。 し か し 一 方 前 述 の ょ うに その 変性 
卵 の 私 た ちの 分 類 A ょ より B に 移行 する 割 合 は 子宮 下部 内 
卵 に お いて 特に 低く 。 この こと は 子宮 下部 内 卵 は 他 の も 
の に 比 し て 変性 速度 が 遅い こと を 意味 する 。 

いま 上 記 各 種 薬剤 別に つき , 培養 8 週 の も の の 各部 位 
内 別 の 分 類 B に 属す る 変性 卵 の 事 を 図示 すれ ば 第 4 図 の 
ご と く で ある 。 変性 卵 B 類 は , 私 た ち が 死 卵 と 判定 し た 
も の で ある が , いま こと の 図 を 見 る と 亜 硝酸 ウッ ー ダ , 駒子 
油 の 各々 に お いて は 何れ の 各 稀 釈 度 に お いて も 子宮 下部 
内 卵 た お ける 死 卵 と 判定 され る も の の 率 が 小さ く な つて 
いる が , こと の 関係 は 章子 油 に お いて も 全く 同様 で ある こ 
と が 分 る 。 

以上 の 検討 か らし て , 酸 ツー ダ 及び 二 硫 化 に 
対し て は , 豚 上 虫 子宮 内 卵 は , その 下部 の も の に いた る 
ほど 強力 な 抵抗 性 を 示す が , この 関係 は 同時 に 草子 油 に 
対す る 各部 位 卵 の 抵抗 性 た に つい て も は ほぼ 該当 する と いう 
こと こと が い うる で あろ う 。 
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第 4 図 遇 虫 子 宮内 各部 位 卵 の 各種 
薬剤 接触 時 に ける その 培養 8 
週 後 に ぉ ける 次 性 卵 中 死 卵 形成 
に つい て 


(接触 温 28^C, 培養 , 瓦 ) 


|30% 
20% 
100020004000800016000 1000 2500 S060 lc000.20000 1c00 2500 5000 joo09 20000 
全 入 総括 


の 子宮 内 卵 の 末端 部 の 虫 卵 は 完 排出 ほ 同 

様 に 発育 する こと は すでに 知ら れ て いる が , その 了 予 宮内 
部 の 位置 に より そこ に 位 す る 各 貝 卵 の 発育 経過 を 追跡 し 
こも の は い 。 私 は 豚 を 用 いそ の 卵 が 子宮 内 部 
の 位置 に より , それ 等 の 発育 に 如何 な る 差 が ある か を 知 
る 為 玉 培 養 法 に より これ ら 各 部 位 の 虫 卵 を その まま 一 定 
条件 で 塔 養 し て , その 各部 位 に こよ ょ る 発育 状態 を 比較 し た 。 

た これ ら 各 部 位 の 虫 卵 内 の 抵抗 力 の 差 を 知る た め , 各 
種 濃 度 の フ オ ル マ リ ン 中 お よび 各種 殺 卵 剤 中 た 一定 条件 
で これ ら を 浸 潰 後 , 培養 , その 発育 経過 を 追跡 し て 浜 の 
如き 結果 を 得 た 。 

1) 豚 虫 子宮 内 卵 は , 子宮 体 お よび で は 
塔 准 約 1 ヵ月 と わた る る も 単細胞 の まま で 何ら の 変化 を 示 
さ な い が , i。 以下 で は 時 日 の 経過 と 共に 次 第 に 発育 は 
高度 と な り , 子宮 最 下 方 に 至る に つれ て その 仔 虫 形成 率 
は 高く な り 最 下端 は 最も 多い 。 

2) 各種 濃度 フォ オル マリ ン 水 溶液 た 子宮 各部 位 内 卵 を 
浸 病 し て その 仔 躍 形成 度 を 検 す る に , 一 般 に 子宮 下部 内 
卵 と 比 し て 子宮 上 部 内 卵 と に いた る ほど , フォ オル マリ ン 濃 
度 の 増加 , 間 の だ および 温度 の 増大 に と し た 
が つて , その 形成 席 が 低下 し て いる 。 

3) また いわ ゆる 各種 殺 卵 剤 中 に 子宮 各部 位 内 卵 を 浸 
て その 仔 形成 を 観察 する と , 二 硫 化 素 ょ び 
亜硫酸 ウー ダ の 場合 こと だ おい て は , それ ら の 一 定 稀 釈 濃度 
に つい て , 子宮 下部 内 卵 た と 比 し て その 上 部 内 卵 た いた る 
は ほど その 仔 虫 形成 度 は 低下 し て いる 。 井 子 油 浸 漬 の 場合 
に お いて は 使用 し た 稀釈 度 が 高 か つ たため 一 般 に 仔 虫 形 
成 は 見 られ な か つた が , 変性 卵 形成 度 よ り 見 る と 子宮 上 


部 印 た と 至る ほど その 度合 が 進行 し て いた 。 

4) 以上 の 結果 を し て みれ ば , 豚 子宮 内 
は , その 上 方 の も の より 下方 に いた る に し た が つて , そ を 
の 発育 比率 は 次 第 に 高く な る と 共に , 各種 薬剤 に 対す る 
抵抗 力も また これ に 比例 し て 下方 内 卵 と に いた る ほど 増大 
し , この 両 現 祭 は 子宮 下部 の も の に 至っ て 最大 た に 達 す 
る 。 け だ し これ は 子宮 下部 内 卵 た と 比 し て 上 部 内 卵 た いた 
る ほど 未完 成 卵 が か 多い た めそ の 発育 力 お ょ び 抵 抗 性 が 弱 
いと いう こと に 基く も る の で あろ うぅ 

稿 を 終る に あたり , 御 指 導 , 御 校 関 を 賜 わ つ た , 思 師 小 
宮 義 孝博 士 及び 石崎 達 博士 に 深 基 な る 謝意 を 表し , 実験 
に 御 協 力 い た だ いた , 小林 昭夫 博士 に 感謝 致し ます 。 

(本 論 要 昭和 31 年 10 月 , 第 16 回 日 本 寄生 
学会 東日本 支部 大 会 で 発表 し た )。 
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Summary 


The author examined ovocidal effects of Car- 
bone Disulfide, Sodium Nitrite and Oil of Mustard 
against the ova of Ascaris lumbhricoides from vari- 
ous uterus portions and obtained the following 
results. When the concentration of above various 
ovocidal substance is the same percentage of the 
larval formation of ova became higher when the 
ova were located in the lower portion of uterus. 

The rate of their larval formation. showed a 
gradual decrease as the concetration of ovocidal 
substance became higher and at their definite 
high concentration no ova were found to develop 
to their larval stage. Generally speaking ova 
frons the upper most portion showed the lowest 
resistance, wheras those from the lowest portion 
the highest resistance against ovocidal substance 
of various cocentration. 

The cause of such difference of their develop- 
ment is considered to be due to the structual 
difference of the respective ova in the various 
uterus portions. 
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昭和 32 年 10 月 (1957)] 


日 本 住 血 吸 虫 卵 検査 法 の 比較 " 


伊 


静岡 大 学 教育 学部 保健 教室 


中 国 江 吸 病 防 治 研究 所 
(昭和 32 年 2 月 25 日 受領 ) 


内 血 虫 卵 検査 方 法 と し て , 中 国 で は 一 般 に 沈 
解 化 法 が 用 いら れ て お り 且 つ 可 成り の 好成績 を あげ て い 
る 。 日 本 で は 住 血 吸虫 卵 検出 の 目的 に は AMS III 法 が 
も ちい られ , さら に 貝 卵 の た め に 直接 抹 法 , 
の た め に 飽和 食塩 水 浮 海 法 , 其 の 他 の 虫 卵 の た め に 矢 塩 
酸 ・ エ ニー テル 法 な どの ご と く , それ ぞ れ の 目的 に と ょ つて 


各種 の 方 法 が も ちい られ て いる 。 今回 血 吸 虫 病 防 治 に 関 


し て 日 中 協同 研究 の 機会 を を みた の で 上 記 各 種 の 検査 法 の 
比較 研究 を 行 つ た 。 検 出 目的 は も つば ぱら 住 血 吸虫 卵 に お 
き , 同時 に 他 種 虫 卵 も 併記 し て 参考 と し た 。 特 に 多 虫 の 
濃厚 に 感染 せる 事実 に 鑑み , 別項 目 と し て 飽和 食塩 水 の 
浮 蓄 法 を も 同時 に 行 つ た 。 


検査 材料 及び 方 法 


大 部 分 は 無 鈴 の 防 治 研究 所 の 入院 患者 か ら , 一 部 分 は 
般 住 民 か ら 材料 を 得 た 。 こ れ ら の は 総 べ て 前 
日 に 用 意 し , 500cc 容量 の 珠玉 引 き の コ コップ に 入れ て 
2~4°C の 冷蔵 庫 た 保管 し て 翌日 の 検査 に 供し た 。 都 合 
に より 若干 は 同一 人 の 暴 る 日 に 排 洪 され た 糞便 を 用 いた 
例 も ある の で , 此 の 結果 は 必ず し も この 地方 の 浸 淫 状況 
を 示す も の で は な い 。 

次 に 実際 に 行 つ た 各種 の 検査 法 を 説明 する 。 

1. 直接 抹 法 

約 3 mg の を 30 リセ リン 水 で 泥 状 に 振 , 
18mm? の ヵ カバ ー グ ラス ーー 枚 で 検 鏡 し た 。 その 厚 さ は 標 
本 の 下 に 敷い た 新聞 紙 が 判読 出来 る 程度 で あぁ る 。 

JIRO ITO & HO SHANG YING : A comparison of 

techniques for recovery of Schistosoma japonicum 

ova from human feces. (Department of Hygiene, 

Faculty of Education, Shizuoka University, Sh- 

izuoka, National Institute for Shistosomiasis japo- 

nica in Chiangsu Province, China) 

* 此 の 研究 は 江 吸 虫 病 防 治 研究 所 に おい て, 

日 本 と ょ 中国 と の 協同 の も と に 行わ れん た も の で ある 。 


2. 塩 酸 ニ テー テル 

約 2g の を 15 cc 容 の 小 試験 に 入れ , 7 塩 酸 
水 10 cc 注 加 , 625 /cm* の で し 
た 。 こ の 濾液 を 沈 滅 管 に 取り , さら に 4cc の エー テル 
を 加え た 後 充分 つ ょ く 振 , 毎 分 3500 回 転 で 3 分 間 達 
心 沈 潤し た 。 そ の 沈 湾 を 18 mm? の ヵ カバ ー グ ラス 一 枚 で 


鏡 


3. AMS III 法 

比重 1080 塩酸 水 ( 濃 塩 酸 45+ 水 55) と 比重 1080 の 無 
水 硫酸 マッ ー ダ 液 (NazSO, 9.9g 二 水 100 cc) を 等 量 混合 し 
た 液 (AMS 液 と 記す ) を 調製 し た 。 約 2g の 葵 便 を 上 記 
の 小 試験 管 に 入れ , AMS 12 cc を 加 注 所 拝 , 金 綱 で 濃 
過 後 毎 分 2000 回 転 で 2 分 間 遠 心 沈 泊 し た 。 その 後 上 層 
を て て 再び AMS 液 12cc 注 加 沈 し て 上層 を 
た 。 そ の AMS 液 8cc, エー テル 4cc, Tr- 
iton 2 滴 注 加 し て 充分 強く 振 洪 し , 毎 分 3000 回 転 2 分 
間 遠 後 , 上 層 を て その を 検 鏡 し た 。 

4. AMS III 変 法 

下記 の 自然 沈 潤 法 に ょ る 沈 湾 100 cc を 小 試験 管 に 分 
注 し て 毎 分 1000 回 転 2 分間 の 遠心 沈 泊 を 行い , 上 層 を 
て に AMS 液 エー テル 4cc, Triton 2 
滴 を 加え た 。 以後 の 方 法 AMS III は の 原 法 と 同様 で あ 
る 。 

此 の 方 法 は 常時 , 無 鍋 の 防 治 研究 所 で 行わ れ て いる 方 
法 で ある 。 即 ち 約 50g の 大 量 を 前 記 の で 
し て 500 cc 容量 の 尿 コ に 入れ , 自然 待 つて 
約 30 分 後に 上 層 液 を 棄て て 再び 水道 水 を 加 を て 自然 沈 
潤 を 待つ 。 此 の 操作 を 4~5 回 繰 返 え す と 上 層 液 は 殆 ん 
ど 逝 明 に な る 。 これ に 要する 全 所 要 時 間 は 約 1 ユー2 時 間 
で ある 。 此 の 沈 湾 を 二 枚 の スラ イド グラ ス に 一 面 に の を 
て 検 鏡 し た 。 即 ち 検 鏡 に 要 し た 分 量 は 18 mmm* の ヵ カバ ー 
グラ ス の 約 6 倍 に 相当 する 。 
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6. 法 
上 述 の 方 法 こ にょ つて 得 た 沈 深 の 残部 を 250cc 入り の 
三角 ュ ル ベン に 入れ , 部 水道 水 を し て 25°C の 
. 内 に 容 し た 。 ミ ジウ ッ ム の 状況 は 翌朝 ( 


18 時 聞 後 ) に 肉眼 で 観 察 し , ミラ シン ジウ ッ ウム の 数 が 極め て 
少 い 場合 は 特に ピペット で スラ イド グラ ス 上 に 取 つ て 確 
認 し た 。 更に 陰性 の 例 に つい て は その 後 数 時 間 毎 に 2~3 
』 園 に 豆 り 同様 の 観察 を 行 つ た 。 此 の 方 法 も 赤 常 時 無 鈴 の 
- 研 究 所 で 行わ れ て いる 方 法 で ある 。 
検 鏡 に 際 し て は 100~400 倍 の 顕微 鏡 を 用 い , 
装 置 に 依っ て 全 卵 算定 し た 。 


検査 結果 


各 表 に お ける 陽性 者 総数 と は 絶対 的 な 数 字 で な く て 便 
上 各 方 法 で 発見 され た 結果 の で あり , 卵 は 
各 陽 性 例 で 発見 され た 貝 卵 却 の 総計 で ある 。 

第 1 表示 し た 如く , 第 1 群 の 50 名 で は 住 血 吸 虫 の 検 


十字 動 


第 1 表 50 名 検便 の 比較 


35 100 308 33® 
: 
ー 87 100 2268 1675 
群 総数 
陽性 直接 AMS AMS 自然 
数 法 原 法 変 法 法 協同 
第 
70 294 834 2357 


[IM—M,| OLD=0.7 
Vm’+m’ OLD=2.5 
DLO=4.4 
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出力 は 直接 と 塩 酸 ・ エーテル の 両 法 が 最も 低く , 
つ 卵 少 い 、 それに 比 し て 他 の 3 法 は 有意 の 差 
以 て 検出 力 が 高 か つ た 。 有 殊 に AMS III 変 法 と 自然 沈 滅 
法 の 両 法 は 何れ も 発見 虫 卵 替 が 著しく 多い 。 更 に 中 国 で 
普通 に 用 いら れ て いる 協同 の 結果 は 陽性 者 総数 
に ほ さ 近い 結果 を 示し た 。 第 2 群 の 50 名 に つい て は , 稀 
塩酸 ・ エ ニー テ ル 法 を 中 止 し て AMS III 法 を 新 採 用 し た 
以外 は 全く 第 1 群 の 場合 と 同様 で ある 。 第 2 群 の 結果 に 
よれ ば , AMS III 法 は AMS III 変 法 と 略 * 同様 の 成 
績 で あり , その 他 の 成績 は 第 1 群 の 場合 と 大 同 小 早 の 結 
果 を えた 。 

以上 の 結果 を 総合 する 為 に , 稀 塩 酸 ・ エー テル 法 と 
AMS III の 原 法 を 除外 し て , その 他 を 合計 し て 第 1 素 
に 示し た 。 日 本 住 血 吸 虫 卵 た 対す る 各種 検査 法 の 結果 を 
此 の ょ つて 見 る と , 直接 法 は 全 陽 者 の 約 26 
を 検出 し 得る の み で 不適 当 で あ る 。AMS III 変 法 と 
自然 沈 滅 法 は 共に 約 70 履 の 検出 力 を 示し , 同時 に 発見 


第 2 表 100 名 検便 の 比較 


総 数 法 法 法 化 協同 
20 52 55 69 74 
下 
総数 157 3102 4032 
虫 22 20 16. . 20 


多 虫 48 6 26 27 


26 8 18 


肥大 吸虫 5 1 5 3 
IM+M:| ©LD=5.0 


極め て 多く , 第 1 表 に 示し た AMS III 原 法 と 
共に 優秀 で あ る 。 野 化 法 は 全 陽 性 者 の 約 90 必 を 検出 し 
た が , 本 法 単 独 で は 他 種 虫 卵 を 検出 し 得 な い 欠 点 が あ 
る 。 最 も 優 結果 は 即ち 自然 と 化 法 を 同時 に 
行 つ た 場合 で 全 陽 性 者 の 約 90 必 を 検出 する 事 が 出来 る 
し , 同時 に 他 の 各種 貝 卵 も 検出 し うる ( 他 の 各種 虫 卵 の 
検出 結果 に つい て は 表 を 参照 され た い ) 。 


卵 検出 成績 


中 国 に お ける 日 本 住 血 吸虫 病 患 者 が 同時 に 多 虫 た 感染 
し て 筑 血 を 呈し て いる 例 が 多い の に 鑑み 68 名 の 任意 
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抽出 せる 検 者 に つい て は 特に 飽和 食塩 水 浮 よる 
多 虫 卵 の 検出 を 行 つ た 。 

葵 便 約 2gr を 15 cc 容 の 小 試 験 管 に た 入れ, 飽和 食塩 
水 ( 比 重 1.200) を 若干 注 加 し て 充分 に 所 捧 混和 し , さら 
に 食塩 水 を 満 し て 管 盛り 卵 の 浮上 を 待つ た 。 
30~40 分 経過 後 , アル コー ル 中 に 保存 し た 充分 清浄 な 
被 蓋 硝子 を その 管 口 に 載せ て 液 面 と 接触 せしめ , 1~2 
分 後に その 被 鞭 硝子 を 水平 に 保持 し た ま ゝ 液 面 か ら は な 
し て 載 物 硝子 に の せ て 検 鏡 し た 。 郊 海 変 法 と し て 以下 の 
方 法 も 試み た 。 即 の 原 法 で は を その ま 用い 
た が , 変 法 で は 充分 し た , 即ち 前 述 の 自然 
沈 滅法 で 得 た 洗 流 を 用 いた 。 そ の 他 は 上 述 と 全く 同様 で 
ぁ る 。 

その 結果 を 第 3 表 に 示し た 。 直 接 塗 抹 法 で 検出 され た 
多 虫 陽性 者 衣 は 全 陽 性 者 数 に 比 す れ ば 僅か 14 〆 に すぎ 
ず , 発見 卵 著しく 少 い 。AMS III 法 と 自然 沈 


第 3 表 68 名 卵 浮 の 比較 


陽性 者 直 接 自然 浮 


釣 者 数 36 
由 総数 17 56 179 1014 765 


血 吸 虫 53 13 32 39 4 21 


20 16 13 16 13 16 


DD=1.5 
©=2.0 


法 の 両者 は 全 陽 性 者 数 の ほ さ 半数 を 検出 し 得 た が な お 充 
分 で は な く , 浮 海 法 を 適用 し て 始め て 最も 高い 検出 力 を 
認め た 。 他 の の 検出 力 と こつ いて は に 示し た 如く 
で ある 。 

工人 便 内 虫 卵 の 検出 力 に 影響 する 条件 は 多数 ある が 今回 
は 之 等 の 条件 を 一 応 考慮 外 に お き , 専ら 実際 に 行わ れ て 
いる 方 法 を 適用 し て 大 凡 の 優劣 の 判定 に 資 し た も の で あ 
る 。 攻 便 検査 を 実用 と する 場合 に は 一 般 に その 検出 力 の 
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大 きい 方 法 と 同時 に 手技 の 簡単 で 能率 的 な 方 法 が えら ば 
れる と 考え られ る が , その 鶴 点 に 立つ て 今回 の 実験 結果 
を 見 る と , 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 検出 に 関す る 限り で は 自然 
化 法 が 最も で あぁ る 。 の 方 法 は 現在 中 国 で 実 
用 され て 居る 方 法 で ある が , 工 便 が 可 成 り 大 量 (本 実験 
で は 約 50 gr) 必要 で あり , 然 ら ざる 場合 は AMS III 法 
が 用 いら れ な けれ ば な ら な いと 考え られ る 。 

告 今 回 の 被 検 者 は 大 部 分 は 日 本 住 血 吸 虫 病 患 者 で ある 
が , 同時 に 鍋 貝 被 寄 生 者 が 割合 に 多い 。 中国 に お いて 
は , 此 の 事実 に 徴 し 血 吸 検査 と に に ょ る 
負 虫 卵 の 検査 も 行う 事 が 望ま し い 。 


要 約 


1. 便 内 の 日 本 住 血 虫 の 検出 に は , 便 を 約 
50gr を 用 いて 自然 沈 滋 解 化 法 を 適用 し た 場合 に 最も 優 ・ 
却 な 成績 が 得 ら れ た 。 

2. 比較 的 少量 の 材料 か ら 検 出し な けれ ば な ら な い 場 
合 に は AMS III 法 が 適当 と 考え られ る 。 

3. 中 国 に お いて は , 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 検出 と 同時 に - 
浮 法 に る 多 久 検出 を する こと が 望ま し い 。 
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Summary 


Several techniques for recovery of Schistosoma 
_japonicum ova from feces were compared. Tech- 
niques employed were direct smear, Miyagawa’s 
HClI-ether, original and modified AMS III, natural 
. sedimentation and hatching. The material which 
was utilized consisted of stools of Chinese patients 
infected with S. japonicum, before, during and 
subsequent to chemotherapy. 

The results of the tests summarized in the 
table indicate that the combined technique of 
natural sedimentation and hatching, as employed 
usually in China, gave superior yield of eggs and 
miracidia of good diagnostic quality. This tech- 
nique is, though it is necessary to deal with a 
large amount of feces as much as about 50 gram, 
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considered to be easily employable for routine 
work. The AMS III technique showed to provide 
superiority over direct smear and HCIl-ether tech- 
nique, and no significant difference from the sole 
natural sedimentation technique in both the quan- 
tity and diagnostic quality of the eggs in spite of 
the preparation of a small amount of fecal mate- 
rial. Yet the procedure is somewhat complicate, 
the AMS III technique may be suitable for the 
detailed examination of a small amount of feces,. 
During this work, not less than half of the 
Chinese patients of schistosonaiasis. were found 
infected with hookworm at the same tirmie. So 
it is very desirable to examine the hookworm ova 
with applying NaCl floatation technique side by 
side with the examination of schistosome eggs. 
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ゾ ビ ニー ニ 銘 虫 多 数 寄生 患者 の 一 例 * 
ォ ー ミ ン に よる 


好 井 敏昭 


三 


大 阪 医科 大 学内 科学 教室 (指導 岩田 繁雄 教授 ) 
(昭和 332 年 2 月 25 日 受領 ) 


青 が 国 に 釣 貝 症 患 者 の 非常 に 多い こと は 今更 言う まで 
も な く , その 分 布 は 殆ど 全国 的 で ある が , 大 体 北 海道 , 
東北 地方 の 和寒 地 は 少 く 関東 以西 特に 九州 南部 に 最も 多 
い 。 本 虫 の 分 布 に 関す る 今日 まで の 見 解 で は , マビ = 多 
以 下 ) は 全国 的 で あり , アメ リカ (以下 ア 
多 虫 ) は 概ね 関東 以 南 に 存 し 南下 する に つれ て 多く な る 
と 考え られ て いる 。 に 関し て マ 釣 虫 が 優位 で ある と 
言う 人 と ア 多 虫 が 多い と 言う 人 と が ある が , 最近 永吉 
(1954) は 農民 を 対象 と し て ヅ 虫 に と 比 し ア 多 が 其 し 
く 濃 厚 こ 分布 せ る こと を 記し て いる 。 又 その他 の 度々 報 
告 さ れ た 統計 より 見 て , 本 虫 の 寄生 濃度 は 確か に 高 率 で 
あぁ る と 共に 一 方 その 各々 の 例 た に 就 いて 多数 の 
生 せ る 例 を 見 開 す る に 及 ん で は , 多 虫 症 患者 が , 符 血 
を 主として 各種 重 冬 な る 症状 を 量 す る 事実 と 併せ 考え る 
時 , 本 症 は 誠に 恐る べき 疾患 の 一 つ で ある と 言う べき で 
あぁ ろう 5 。 

集団 好 虫 時 等 に 多数 の 多 虫 体 排 出 を 見 た 統計 報告 は 履 
* み る 所 で ある が , 既に 報告 され た 個々 の 多数 寄生 例 の 
報告 と 就 い て は , 江 三 好 (1950) に ょ る 529 の 
寄 生 の た め 死 亡 し た 例 の 報告 の 外 , 450 余人 条 
の 十二指腸 虫 の 排出 を みた 河井 (1926) の 治験 例 や , 1000 
集 以 上 る 排出 し て 正確 に 数 を え 切れ な か つた と いう 高田 
(1936) の 報告 等 が ある の み で ある 。 又 宮川 先生 (1955) は 
集 に て , 小泉 博士 は 1500 検 例 を 持つ て 
お られ る と 記し て お り , 先生 の 経験 で は 465 食 が 最も 多 
い 寄 生 例 で ある と 言わ れ て いる 。 ち な み に 和 書 が 教室 に 於 

TOSHIAKI YOSHII, GORO MIURA & AKIRA 

KONO: A treated case of Ancylostoma duodenale 

Dubini patient by use of Wormin (1-Bromo 2-Na- 


phtol) (Departnaent of Internal Medicine, Osaka 
Medical College, Osaka) 


* 本 入 要 昭和 30 年 11 月 3 日 第 11 回 日 本 寄生 


虫 学会 西日本 支部 大 会 に て 発表 し た 


ける 過去 10 年 間 の 釣 貝 症 患 者 の 許 査 成績 を みる に , 最 
も 多く 排出 され た 貝 体 数 は 438 令 で ある 。 

布 し て 永吉 氏 の 集計 に と ょ よれ ば , 調査 例 数 560 例 の 中 
多数 寄生 例 特 に 500 隻 以 上 の 虫 体 を みた の が 64 例 で あ 
る 。 そ し て ジ 多 虫 の 単独 寄生 に ょ る 最高 寄生 数 は 376 令 
で ある が , ア の 単独 寄生 の 場合 は 2174 で ある 。 
混合 感染 の 場合 で も 多 の 最高 が 503 ある が , 
ア は 実に 3501 令 数 えて いる 。 

に 依っ て 判る 様 に , の 多数 例 は か な り 多 い 
が , ア 虫 に と 比 し マ の 多数 例 の 少 い 事実 が 注目 
され る 。 永吉 の 言わ れる 如く , ヅ 多 の 病原 性 が 
ア 多 虫 の それ に 比 し て 1.0: 5.1 の 割合 に 強く ,。 た め に 
多 虫 の 病害 た 対し 人 体 が 許容 し 得る 最高 の 限界 寄生 数 
が , ア 多 は 2400 多 は 500 で ある と 言う 点 
か ら ジ ヅ 多 虫 の 多数 寄生 例 は 少 い も の と 思わ れる 。 実際 特 
に ゾ ヅ 鍋 虫 の 多数 寄生 例 の 報告 が 少 い 所 か ら み て も , 幾多 
の 多数 寄生 例 の 中 , 大 部 分 は ア で 多 の 多数 寄生 
例 は 最 い も の と 思わ れる 。 

症 の 臨床 に つい て は 多く の 人 < 々 が 関心 を 持ち 
多 の 業績 が ある 。 そ し て 本 症 の 複雑 に し て 広範 囲 の 種々 
の 来 す こと を 知り , 事実 臨床 に 於 て 多 症 者 の 
色々 な 軽視 出来 な い 諸 症状 を 診る た 及 ん で , 未だ 重要 な 
る 研究 課題 の 残さ れ て いる 現実 と 多大 の 関心 を 持つ も の 
で ある 。 

教室 で は 先 に 釣 虫 除 剤 と し て , オー ミン (プロ ム ・ 
ナフトール ) ( 結 形 1953, 岩田 ら 1953, 岩田 ら 1954, 岩 
田 1953) の 有効 な る こと を 見 出し 数 多 く の 成 績 た つい て 
報告 し て いる が , 著者 等 は 今回 同 剤 と よる 2 回 の 原 貝 の 
結果 総数 実に 638 体 の 排出 を 見 , も その 561 
令 ヅ 多 で あり, その た め に 鉄 欠 性 低 色 素性 の 重症 
筆 血 を 来 し て いた 患者 を 経験 し た の で , その 経過 の 大 略 
並 に 諸 検 査 成績 と 排出 貝 体 の 分 類 及 び 訴 虫 の 実状 に つい 
て 報告 する 。 
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患者 福 〇 態 〇 郎 54 歳 無職 

初診 昭和 30 年 7 月 7 日 

既往 ょ り 聴 が ある 。19 歳 の 時 腸チフス に 
し , 32 歳 の 時 膝 炎 に す 。 が あ る が 現 
在 出 血 は な い 。 性 病 は 否定 し て いる 。 

家族 愉 父 が 胃癌 で 死亡 の 外 特記 すべ きも の は な い 。 

主訴 全身 胸 内 苦 

現 病 約 2 ヵ月 程 前 か ら 全 身 心 進 , 肢 
を 訴え て お り , 顔色 が 悪い と 周囲 の 人 々 か ら 言 われ て い 
た 。 初 診 の 3 日 前 た に 急 に 胸 内 苦 半 が 起り , 同時 に 四肢 の 
尊 繰 を 伴 つ た 。 そ の 時 は 百 く で お さま つた が 同様 の 発作 
を その 回 繰り 返し て 入院 し た 。 食 は 普通 , 
き 不 良 , 便通 は 1 日 1 回 で 普通 。 

現 症 体格 中 等 度 , 栄養 符 * 酔 う 。 体 温 37 度 2 分 至 , 
80 至 で 緊張 ょ く 調 。 意識 は 明瞭 , 皮膚 は 軽度 黄 
色調 を 帯び 可視 粘膜 は 強度 に 性 で ある 。 顔 は 
正常 , 対 光 反射 は 正常 で ある 。 天 全般 に が 
認め られ 日 臭 が ある 。 腺 は が 小指 頭 大 に 
触れ る 外 媒 常 な し 。 吾 部 に 於 て 左右 共 独 楽 音 を 著 明 に 聴 
取 す る 。 肺 肝 境 界 は 右 鎖骨 中 線上 に 於 て 第 7 肪 間 腔 で あ 
り , 心 濁音 界 は 左側 乳 線 よ り 稽 * 外 方 に 拡大 し て お り , 心 
笑 部 に 収縮 期 性 雑音 を 著 明 に 聴取 する 。 胸 部 全般 に 呼吸 
音 は 生 * 粗 で ある が 一 雑音 は 聴取 し な い 。 腹 部 は 強度 に 
膨 し て いる が 腹壁 並 に 腹水 の は 証明 せ ず 
を 量 す 。 圧 痛 は な い 。 

肝臓 の 下 は 2 指 2 横 指 半 程 肪 下 に 知 し 
得る が 表面 平滑 , 柔軟 で 辺 は 円 味 を 帯び て お り , 圧 薄 
は な い 。 は 触 知 し 得 ず , 他 に 圧痛 , 腫 等 の 
所 見 を 認め な い 。 四 肢 の 知覚 , 運動 機能 は な 
く , 腰 反 射 は 正常 , 浮腫 は 証明 し な い 。 


諸 査 成績 は 黄 色 透 明 で 反応 は 証明 せ 


ず 。 2: 便 は 陽性 , 多 卵 が 陽性 で ある 。 3 : 
自 圧 は 最高 102, 最低 60 を 示す 。4 : 心電図 所 見 に は 低 
電位 差 を 認め る 。 5 : 出血 時 間 は 2 分 30 秒 , 6: 血液 奨 
固 時 間 は 開始 が 1 分 , 完結 が 5 分 30 秒 で ある (Sahii- 
Fonio 氏 法 ) 。 7 : 赤血球 抵抗 検査 で は 最小 抵抗 0.46 , 
最大 抵抗 0. 銘 , 抵抗 幅 は 0.14 で ある 。 8 : 肝 機 能 
検査 で は 血 消 モイ レン グラ ハト 値 は 3, ケ フ ァ リ ン ・= 
レス テロ ー ル 状 反応 は 0, チモール 反応 は 2, 
バル ト 反 応 は Rs。 で 右 へ 陽性 , グロ ョ ス 反 応 は 1.45, 高田 反 
応 は 6 で ある 。 9 : 肝 生 検 像 は 第 1 図 の 如く 略 * 正 常 で 


[寄生 学 雑誌 ・ 6 ・ 5 


第 1 表 諸 検 査 成績 


1 正常 . 

2 便 潜血 反応 卵 ( ) 
3 圧 120/60 

4E.K.G. 低 電位 差 


5 出血 時 間 2 分 30 秒 

6 血液 散 固 時 間 開始 1 分 , 完結 5 分 30 秒 (Sahili- 
Fonio 氏 法 ) 

7 赤血球 抵抗 検査 最小 抵抗 0.46 , 
最大 抵抗 0.32 

8 肝 機 能 検 査 M 値 :3, C.C.F: 0 チモール 
反応 コバ ルト 反応 : Rs 
グ ョ ス 反 応 :1.45, 高田 反応 6 

9 膨 生 検 像 形態 学 的 略 * 正 党 

10 梅 毒 反 応 血 液 ? 氏 反応 (一 ) 村 田 氏 反応 (一 ) 

11 清 総量 5.95g/dl (Al2.97 gl/dl, 


G1 2.98 g/dl) 
12 胸部 文 線 像 肺 野 異 常 な し , 心臓 陰影 左 筑 4 弓 
拡大 
13 換 沈 1 時 間 50mm, 2 時 間 90 mm 
14 胃 液 時 塩酸 14, 総 20 


Hb: 12 R104 万 , W 4200, 
( 好 酸 球 0, 好 中 球 67 
単 球 1%) Ht 

16 清 鉄 量 

17 血清 鉄 負荷 試験 時 97, 

経口 的 ) 
負荷 後 2 時 間 138 7 
4 時 間 2127 , 6 時 間 153 7% 

18 赤 血球 系 赤 芽 球 増加 ( 好 塩 基 球 

25 , 好 酸 球 8.2 ) 有 核 細胞 数 

165000 


15 
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あぁ る 。10 : 血 蒲 ウッ セ ルマン 氏 反 応 , 村田 氏 反 応 は 共に 
陰性 で ある 。 11 : 血清 令 白 量 は 総量 が 5:95 g/d1 で , そ 
の 各 分 割 は アル プ ミ ン が 2.97 g/dl, ゲロ ョ ブリン が 2.98 
g/dl (a- グ ロブ リン 0.66g/dl, 8- グ プリン 1.33 g/dl, 
グ ロブ リン 0.99g/d1]) で あぁ る 。12 : 胸部 XX 像 で は 肺 
野 に 異常 な く , 心臓 陰影 左 第 4 弓 の 拡大 を 認め る 。 13 : 
陣 沈 は 1 時 間 値 50 mm, 2 時 間 値 90 mm で ある 。14 : 
液 検査 で は 時 遊離 14, 総 酸度 20 で , カフ ェ イ 
ン 法 に よ ょ うり 最高 遊離 塩酸 は 50, 総 酸度 は 62 と な る 。 15 : 
血液 検査 で は 血色 素 量 12 , へ マト クリ ッ ト 値 8 。, 
赤血球 数 104 万 , 色素 指数 は 0.58 で ある 。 拍 血球 数 は 
4200, その 百分率 は 好 酸 球 0, 好 中 球 67  ( 7 
分 葉 核 60 ), 球 32 単 球 1 好 塩 基 球 0 で あ 
る 。 綱 状 赤血球 数 は 32 で ある 。 16: 血清 鉄 量 は 早朝 
空腹 時 に て 97 ある 。 17 : 血清 鉄 試験 で は 
上 時 に 97 祈 が グル コン 酸 第 一 鉄 1.0g 経 日 投与 に て 2 時 
間 後に 1387 %, 4 時 間 後 に 2127 を 示し , 6 時 間 後 
に は 1537 まで 下る 。 18 : 所 見 で は 赤血球 
系 の 好 基 性 並 に 好 酸 性 の 正 赤 球 が 夫々 25 8.2 
に 増加 し て いる 。 和 核 細胞 165000 で あぁ る 。 

以上 の 所 見 を 小 括 する に , 入院 時 の 一 般 理学 的 所 見 に 
て 強度 の 貧血 が ある と 診 て 早速 諸 検 査 の 結果 , 高度 の 低 
色素 性 ある こと を 確 め , 中 に 多数 の 卵 を 
認め て に よる で ある と 考え た 。 し て , 他 に 内 
疾患 を 認め ず , 且つ 血液 検査 , 骨 所 見 , 液 
検査 , 鉄 に 血清 鉄 負 試験 等 に 依り , 再生 不 
良性 悪性 胃液 性 貧血 等 を 否定 し , 
に ょ る 鉄 欠 逐 性 低 色 素性 貧血 で ある と 診断 し て 諸 検 査 の 
成績 を 参照 し 征 ら 之 が 治療 に 当 つ た 。 俗 血液 検査 に と 於 は 
る 好 酸 球 の 消失 に つい て は 後述 する 。 

治療 並 に 経過 先 づ 入院 後 第 18 病 日 迄 毎日 保存 血液 
を 100 cc 宛 輸 血 し , 第 16 病 日 より 第 24 病 日 まで の 9 日 
間 は 鉄 丸 15 を 内 服 , 第 25 病 日 より 第 30 病 日 
の 6 日 間 は チョ ュ ラ BB 鉄 錠 15 錯 宛 を 内 服 し , 第 31 病 日 
ょ より は 硫酸 銅 0.003g を 投与 し それ と 共に グル フェ リコ 
ン を 一 筒 宛 毎日 静 注 を 施行 し た 。 病 し て 第 37 病 日 目 に 
第 1 回 目 の 多 虫 除 を 行い オー ミン 34.0g を 2 回 に 分 
服 し 後 下剤 に 硫 苦 15.0g を 投与 し た 。 又 第 58 病 日 目 に 
第 2 回 目 の 慌 虫 を 前 回 と 同様 の 方 法 に て 施行 し て 完全 に 
康 除 し た 。 更に グル フェ リコ ン の 静 注 を 継続 し て 第 80 
病 日 目 に 軽快 退院 し た 。 . 

その 間 胃 液 検査 , 血液 検査 , 血清 鉄 量 測定 及び 血清 鉄 


負荷 試験 , 骨 所 見 の 成績 の 経過 を みる に に 示す 
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第 2 図 胃液 検査 所 見 (カフ ェ イ ン 法 ) 


如き 結果 を 得 た 。 

1. 胃液 検査 (第 2 図 ) 前 の 空腹 時 遊離 は 
14, 総 酸度 は 20 で , カフ ェ イ ン 法 に より 最高 遊離 塩酸 
は 50, 最高 総 酸度 は 62 を 示し て いる が , 原虫 後 の そ れ 

第 2 表 血液 所 見 


12% 14 31 46 44 50 
赤 血 球 数 104 万 120 146 295 192 280 
色 素 指 数 0.58 0.58 0.99 0.79 1.10 0.89 
白 血 球 数 4200 5200 6200 6200 3200 4650 
好 塩 基 球 一 — — 
。 1 1 — — — 
計 67% 51 56 54 74 57 

26% 38 28 33 15: 28 
球 計 32% 42 31 36 18 33 
網状 赤血球 32% 34 56 54 31 52 

"ルレ 
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は 夫々 22 と 30, 16 と 25 で 生 * 低 酸 と な つて いる 。 


2. 血液 検査 (第 2 表 ) 


素 量 に 於 て は 12 から 


50 ま で に , 赤血球 数 で は 104 万 か ら 280 万 まで に , 古 
し て 色素 指数 は 0.58 より 0.89 まで , 即ち 高度 の 筑 血 よ 


第 3 表 


肖 所 見 


中 性 性 
前 骨 オォ ジン 好 性 
好 


0.8 
2.2 


0.4 0.2~2.9 
2.6 1.5~8.4 


中 性 好 性 
白骨 オジ ン 好 
塩 基 好 


2.8 1.0~9.7 
0.2 0.3~0.9 


中 性 好 性 
塩 基 好 


0.4 0.1~1.1 


1.6 3.6—14.6 


中 性 好 性 ・ 


塩基 好 性 


8.2 10.6-24.6 
0.6 0.1~1.8 


中 性 好 性 
分 核 テオ ジン 好 


系 


17.4 8.5~33.2 
2.0 0.3~ 6.1 


単 核 細 胞 


0.2 


11.4 5.0~32.6 


原 赤 芽 細 胞 


塩 基 好 
互 赤 芽 細 胞 多 染 性 
赤 酸 好 人 性 


好 
大 赤 芽 細胞 多 性 
酸 好 性 


1.6 
0.2 


1.2 0,5~2.3 
0.2 0.1~5.1 
0~0.4 


球 ! 
正 赤 芽 細 胞 多 染 性 
好 性 


5.0 
8.2 


20.6 0~ 4.4 
19.8 4.0~24.0 
8.4 0.1~ 5.3 


系 


0.4 


1.2 0~1.3 


骨 互 核 胞 


0.4 


ーー 


形 質 、 


0.8 


0.6 0.2~ 1.1 


有 核 細 胞 数 


165000 
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り 中 等 度 の まで に 徐々 に を みせ て いる 。 
球 が 減少 し て いる 。 

3: 骨 所 見 (第 3 表 ) 系 の 好 塩 基 性 に 
好 酸 性 の 正 赤 落球 が 夫々 25 必 , 2.5 に 増加 し て いる 
が , 後に て も る 夫々 20.6 8.4 著 変 を 認め な 

4: 空腹 時 血 溢 鉄 量 (第 3 図 ) 入院 当初 は 97 タ で あっ 
た の が 退院 時 に は 26 7 ま で に 増加 し て いる 。 


30 


20 


52 60 日 


第 3 図 空腹 時 血清 鉄 量 


18 
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第 4 図 血 消 鉄 負荷 試験 


5. 血清 鉄 負荷 試験 (第 4 図 ) 入院 時 の 経 日 的 鉄 負荷 
の 場合 で は 負荷 前 が 97 負荷 後 4 時 間 で 2187 ま 
で に 増加 し , 6 時 間 後 に 1537 ま で に 下降 し て いる 。 
叉 虫 後 の 経 静 脈 的 鉄 負荷 の 場合 で は 負荷 前 が 267 , 


0.2 
0.2 
4.0 
8 10 
0.8 
36.8 
1.2 
| | 0.4 
| 2.2 | 
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負荷 後 5 分 で 3067 と な り , 2 時 間 後 に 1077 ま で 
に 下降 し て いる 5s 
以上 の 成績 を 小 括 す る に , 1: 置 液 検査 と て は ,・ 叉 虫 
前 ょ り 後 の 方 が 酸 を 示 し て いる 。 2: 血液 検 
査 で は , 高度 の より 中 等 血 まで その を 認 
め る 。 3 : 和 所 見 に て は , 後 の 検査 所 見 に 
余り 変化 を 認め な い 。 4 : 血清 鉄 量 は , 大 体 血 液 検査 に 
ょ つて 認め られ る の に従って 徐々 に 増加 し て い 
る 。 5 : 血清 鉄 負 荷 試験 に て は , 第 1 回 目 は 経 唱 的 に , 
第 2 回 目 は 経 静 脈 的 に 鉄 を 負荷 せる た め 叉 貝 前 後 の 比 較 
が 出来 な い が 何 れ も 鉄 の 利用 率 の 大 な る こと が 認め られ 
る 。 そ し て 全般 に 符 血 は 以 復 の 方 向 に 徐々 に 変化 し て い 
る こと が 判る 。 
排出 虫 体 の 分 類 並 に 駆虫 の 実 舌 

さて 本 患者 の 2 回 に 豆 る 釣 貝 原 除 に 際 し て 合計 実 に 
639 の 体 の 排出 を 見 た の で その の 実態 に 
体 の 鑑別 及び 体長 測定 の 結果 を 次 に 示す 。 先ず 

第 4 素 : 第 1 回 目 の 廊 虫 に て 排出 され た 虫 体 の 総数 は 
608 で 第 2 回 目 は 31 あり , 95 5 割合 で 


第 4 表 排出 虫 体 分 類 
ツ 釣 ア 
$ ? 小計 8 9 小計 


第 第 一 回 下痢 203 245 448 20 44 64 512 


回 第 一 回 下痢 41 49 90 4 2 6 96 
小計 244 294 538 24 46 70 608 
第 一 回 下痢 8 10 18 3 5 286 
回 回 下痢 3 2 5 5 

合計 255 306 561 27 51 78 639 


第 1 回 目 が 舌 か に 多い 。 

その 中 ヅ 多 が 561 , ア が 78 88 : 12 
の 割合 で の 方 が 大 多数 で ある 。 又 夫々 の 別 
で は ゾ 多 に て は 雄 が 255 , が 306 その 比 は 
45%:55%%, ア 多 の 場合 は 雄 が 27 令 が 51 
その 比 は 35 : 65 で あり 何れ も 雌 の 方 が 多い 。 又 2 
同 の 訴 虫 に 際 し 何れ の 場合 も 2 回 の 下痢 に て 終り 後 の 便 
中 に は 虫 体 を 認め な か つた の で , 第 1 回 且 の 下痢 便 中 に 
排出 され た 貝 体 数 と 第 2 回 目 の そ れ と を 比較 する に , 第 


1 回 目 の 叉 虫 時 は 512 令 に 対 し て 96 隻 , 第 2 回 目 の 時 , 


4 は 26 に 対し て 5 で , 何れ も 84  : 16 割合 で 第 
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1 回 目の下 痢 便 中 に 圧倒 的 に 多数 の 虫 体 が 排出 され て い 
る 。 

第 5 図 : 次 に 夫々 の 虫 体 の 体長 を 測定 し て 夫々 の 場合 
を 検討 し て みた と ころ , その 平均 体長 を みる に 何れ の 種 
類 た に 於 て も 又 汎 雄 何れ の 場合 も , 第 1 回 の 駆虫 時 より 第 
2 回 の 叉 虫 に て 排出 され た 虫 体 の 平均 体長 が 大 で ある 。 


mm 
12 


第 5 図 虫 体 の 平均 体長 


以上 を 小 括 す る に , 1:2 回 の 原虫 に 際 し 排出 貝 価 数 
は 第 1 回目 の 時 に た 多く, 且つ 最初 の 便 に 排出 
され る も の が 多い 。 2: 双 ヅ 多 虫 の 方 が 大 多数 を 占め て 
お ポ お り , 3: 雌雄 別 で は 2 回 共 , 何れ の 種類 に 於 て も 雌 の 
方 が 生 多い 。 4 : 第 1 回目 の に て 排出 され た 
体 よ り も 第 2 回 目 の 原 虫 と て 排出 され た 虫 体 の 方 が 一 般 
に 大 きい 。 


総括 並 に 者 接 


以上 を 総括 する に 

1) 自覚 的 に 筑 血 の 症状 を 主訴 と し て いる 。 

2) 他 覚 的 に と も 香 血 症状 を 呈し て いる 。 

3) 血液 検査 と て 高度 の 低 色素 性 小 赤 血球 性 貧血 で あ 


4) 血清 鉄 量 が 非常 に と 少 い 。 

5) 血清 鉄 負 共 試 験 に て は 鉄 吸 政 の 遅延 を 認め る が 鉄 
の 利用 率 は 良好 で ある 。 

6) 刺 所 見 より 赤血球 有 核 細 胞 の 増殖 を 認め 


る 。 
7) 胃液 検査 に と て は 駆 虫 前 は 胃酸 過多 を 呈し て いた が 
駆虫 後 は 正 酸 に 近く な つた 。 


8) 各種 検査 に て 他 の 内 臓 諸 疾 患 を 認め な い 。 
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9) 鉄剤 投与 並 に 原虫 に て 諸 検 査 成績 の 好転 と 共に 一 
般 態 の 著しい 以 を みた 。 

10) 検便 に て 卵 を 認め 虫 に より 総計 639 
561 令 ア 多 78 ) の 多 を 排除 し た 。 

以上 の 所 見 より 本 の 診断 に は , 全身 心 
進 , 顔面 蒼白 , 他 覚 的 に 心 の 縮 期 雑音 , 独楽 音 
等 の 所 見 より 筆 血 の 存在 が 疑わ れ , 又 赤 血球 数 104 万 , 
血色素 量 12 , へ マト クリ ッ ト 値 8 で ある こと より 
高度 の 貧血 症 で ある こと は 確 央 で ある 。 そ の 他 内 臓 々 器 
に 著 変 な き を 以 て 本 患者 の 病名 は 重症 益 血 症 と 断定 し て 
支障 な きも の と 考え る 。 

然 ら ば か くり る 重症 の 穫 血 は 何 か 。 先 ず 前 記 所 見 より 低 
色素 隆 小 性 で あり , 胃液 酸 高い こと , 
状 数 の 多い こと , 見 か ら 胃 液 欠 性 
悪性 再生 不能 を 定 す る こと が 出来 る 。 
球 の 明らか な 増殖 を 見 , 赤血球 再生 機能 の 
な る こと より うり, 出血 の 原因 に ょ る 性 考え ら 
れる 。 

更に 本 患者 で は 中 に 多数 の 卵 を 証明 し , を 
し て 総数 639 令 ち 多 561 , ア 多 78 の 
鍋 虫 を 排出 し て お り , その た め 香 血 所 見 は 著しく 軽快 し 
て いる 。 か きる 点 よ り 本 患者 の は , 多 性 血 で 特 
有 の 鉄 逐 性 貧血 で ある と 考え て い ゝ の で は な いか 。 

鍋 虫 多数 寄生 に 就 て は , 主として 了 ア 多 虫 を 挙げ て 永吉 
の 集計 が ある が , ヅ 多 虫 多数 寄生 に 関し て は その 詳細 な 
る 報告 は 極め て 少 い 。 

本 症例 の 諸 症 状 が 極め て 重症 で あつ た こと は , 大 部 分 
が ヅ 多 虫 で あつ た こと に より 理解 され る 。 即 ち ヅ 釣 虫 は 
ア に と 比 し て に 病原 性 が た めで ある 。 他 に こ 
の 様 な 重症 例 の 報告 が 余り な いこ と は , 何れ も 病原 性 の 
弱い ア 多 虫 の 多数 寄生 せる 場合 で あろ うぅ と 推察 する 。 氷 
が の 性 が ア の それ に 比 し て 1.0: 
5.1 の 割合 に 強い と 記し て いる 所 以 で あろ うぅ 。 又 氏 は 多 
虫 の 和 等 の 病害 に 対す る 限界 数 ア 多 は 2400 
対し て ヅ 多 は 500 ある と 言っ て いる 所 か ら み 
て , 本 患者 の ヅ 多 虫 は 既に その 限界 寄生 数 に 達し 且つ そ 
れ 以 上 で ある た め に 上 記 の 如く 生命 に 危険 を 感ずる 程 の 
重症 症状 を 忌 し た も の と 考え られ る 。 

さて 本 患者 は 血液 検査 に て 好 酸 球 が 始め 0 で 後に 4 一 
6 % に な つて いる 事 で ある が , 多 虫 症 で は 好 酸 球 の 増加 
を 認め る 事 が 最も 多い が 必ず し ゃ 寄生 虫 数 や 筑 面 の 程度 
と 等 し い 相関 が ある と は 言え を な い 。 又 偶 血 の 高度 な 場合 
に は 時 に 無 酸 症 や Aeosinopble を 認め る こと が ある の は 


( 82 ) 


学 雑誌 ・ 第 6 ・ 5 号 


我々 も 聞 々 見 る と ころ で ある 。 

又 本 患者 に 於 ける 胸 内 苦 , 四肢 の で ある が , 入 
院 後 は 殆ど か くる こと を 認め て いな い が , 宣 症 の 筑 血 の 
場合 脳 皮 質 又 は 心 の 血行 に 障害 を 来 し か ゝ る 症状 も 発生 
し 得る と 考え て よい 。 又 心電図 の 低 電位 差 な る こと は 之 
を 証する 一 端 で あろ う 5 。 

次 で 釣 虫 貧血 の 本 態 で ある が , 勿論 この 症例 で 断 ず る 
こと は 殆ど 不可 能 で ある が , 工 便 の 潜血 反応 陽性 , 骨 往 
容 刺 所 見 , 鉄 代 許 の 状態 より , 出血 が 大 いな る 因子 を な 
す も の で ある と 考え を て いる 。 本 症 替 面 の 成因 に 関し て は 
未だ に 中 毒 説 が 最も 有力 に 支持 され て いる が その 中 寿 物 
質 の 純粋 な る 抽出 は 現在 不 成 功 で ある 。 勿 論 , 多 虫 体 の 
新 代 物質 の 吸 も 当然 老 を られ る し , 体 に ょ る 
催 筑 血性 も 承認 され て いる と ころ で ある が , 岩田 , 西 , 
Wells 等 の 唱え る 如く 本 症 筑 血 の 主因 は 出血 に と ょ る も の 
で は な いか と 考え る 。 

叉 虫 の 実状 に 関し て は 

1) 2 回 の の 中 第 1 目 の に て その 95 ま 
で が 排出 され た 。 

2) 廊 虫 の 際 第 1 回 の 排便 で その 大 部 分 が 排出 され 

3) 第 2 回 目 の 叉 虫 に て 排出 され た 残り の 5 必 の 貝 体 
が 第 1 回 目 の た に 比 し て 一 般 に 大 きか つた 。 

そし て 之 の 数 値 の みた に て 考え る の は 早計 か も 知れ な い 
が , 第 2 回 目 の 駆 虫 に て 排出 され た 残り の 5 必 の 貝 体 が 
何故 第 1 回目 に 排出 され な か つた か と いう こと を 考え る 
こ , 虫 体 の 大 き さ と 何 か の 関係 が ある も の と 考え , 之 は 更 
に 腸 内 に 於 ける 釣 虫 の 寄生 状態 , 薬品 の 作用 効果 等 より 
か み 合 せ て 考え る 時 , 教室 の 三浦 等 が 研究 中 の 犬 腸管 内 
の 犬 釣 虫 の 寄生 数 , 虫 体 の 大 き さ , 腸 壁 吹 着 状態 と の 関 
係 等 に つい て の 成績 より みれ ば , 腸 の 上 部 に は 平均 に 大 
きく 成長 し た 貝 体 が 寄生 し て お り , 又 大 きい 多 虫 程よく 
腸管 に て お り , 一 方 薬品 に 対し て 抵抗 強く 且つ 
薬品 は 腸 の 上 部 は 通過 が 早い た め 充 分 に 効果 を 現 わ さ な 
い 時 が ある た めで は な か ろう ぅ か と 忠 老 し て いる 。 こ の 点 
に 関し 更に 種々 検討 を 加え % て 報告 し た いと 思っ て いる 。 


2 回 の オー ミン に よる の 結果 639 ( ぅ ち ヅ 多 
561 令 ア 多 78 の 多 体 を 排出 し た 重症 患者 
の 1 例 つき, その 態 に の 実状 に つき 報告 し 
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Summary 


Various examinations and treatments were 
made for a patient who was hospitalized with 
main complaints of limb convulsions, chestpain 
and severe anemia. . 

After several examinations, he was diagnosed 
as hypochromic-microcytic irondeficit anemia, and 
it was further confirmed that the anemia had 
been caused by parasitism of hookworms. 

Since then, his anemia had been treated both 
by transfusion of blood and by medication of 
iron-preparation and vitamines, while extermina- 
tion of the hookworms was accomplished by do- 
sage of Wormin. 

As the result, with the favorable turn of his 
general condition, he made a remarkable recovery 
from the anemia and a total number of 639 hook- 
worms (561 Ancylostoma duodenale and 78 Necator 
americanus) was eliminated from the system. 

With further satisfactory progress thereafter, 
he was released fronma the hospital. 

The above case is reported herein on our ob- 
servation of the cause of anemia and the exter- 
mination of hookworms. 


会 記 


胎 和 30 年 度 は 6 万 円 , 昭和 31 年 度 は 8 万 円 と 給付 さ 

. れ て いた 文部 省 研 究 成 果 刊 行 補助 金 が , 本 年 度 は 停止 す 

る 引 , 文部 省 か ら 連 絡 が あり まし な た な 。 こ れ は 他 の 学会 も 

同様 で あり ます が , 学会 の 会 計 状 況 も 多 点 と な つて まい 

り ま し た の で , 学会 費 の 納入 は 速やか に お 願い いた し ま 
す 。 ( 一 男 記 ) 


本 年 3 月 に 刊行 し ま し た 吸虫 類 文献 集 に つい て 追加 及 
び 訂 正 を いた し た いと 存じ ます の で 御 気 附 き の 点 が あり 
まし た ら 学 会 編集 係 宛 に 御 知 ら せ 下 さい 。 

(鈴木 了 司 記 ) 


会 員 移動 


新入 会 
北野 訓 東京 都 区 向 ヶ 町 東京 大 学 農 学 
部 家畜 内 科学 研究 室 


高 塩 満男 東京 都 京 区 向 ヶ 岡 負 生 町 東京 大 学 農 学 
部 家畜 内 科学 研究 室 

利 岡 静 一 東京 都 中 野 区 本 町 通 6 の 28 

熊谷 謙三 郎 大 阪 市 西区 江戸 堀 上 通 2 の 42 金原 商店 
大 阪 出張 所 

増山 忠俊 名 古屋 市 中 区 南 外 堀 町 6 の 1 愛知 県 庁 構 
内 愛知 県 衛生 研究 所 

志 目 宮崎 県 北諸県 郡山 ロ 町 


侍 所 変更 

竹山 治 兵庫 県 尼崎 市 武庫 川町 1 の 23 

武田 勝美 新井 浜 市 金子 住友 別 子 病院 内 科 

赤尾 宏一 郎 埼玉 県 北 足立 郡 吹 上 町 町 立 吹上 病院 

三浦 剛 福岡 市 灯 九州 大 学 医学 部 附属 病院 小児 
科学 教室 

宮川 三男 熊本 県 荒尾 市 市 立 病院 

大 島 康 臣 長崎 県 南高来 郡 愛野 町 長崎 県 農業 試験 場 
愛野 試験 他 


: 
集団 試験 新薬 と 臨床, 3(5) , 261- 
3 
本 
」 
| 
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幌 虫 検査 成績 特に 婦人 に 於 けり 2 感染 状況 


村 


山口 県 立 医科 大 学 病 理学 教室 (指導 細川 修 泊 教授 ) 
(昭和 32 年 2 月 30 日 受領 ) 


上 購 虫 は その 生物 学 的 特異 性 か ら 一 般 の 検便 法 に ょ る 貝 
卵 発見 は 非常 に 困難 で , 従来 の 検便 成績 の 報告 は , 極め 
て 低 率 で あぁ る 。 然 し 最近 肛門 周囲 か ら 虫 卵 を 検出 する 方 
法 が 種々 考案 され て , それ に ょ よる 検査 成績 が 各地 か ら 報 
告 さ きれ て いる 。 然 し ら い ずれ る ゃ も 肛門 検査 の 行い 
幼小 児 の 成績 が 多く , 成人 の 場合 で は 六 に 男性 に 限ら 
れ , 幼小 児 と 志 接 な 関係 を 有する 女性 に 関し て は 殆 ん ど 
見 当ら な い 。 

私 は 最近 18 歳 か ら 50 歳 迄 の 婦人 に , セロ ハン ・ テ ー 
プ 法 に よ ょ る 検査 を 実施 し た の で , その 成績 を 報告 する 。 


検査 対象 及び 検査 方 法 


被 検 婦人 に は 小野 田 市 某 病院 産婦 人 科 に 於 て , 昭和 31 
年 5 月 より 8 月 迄 の 外来 患 者 で , 診療 時 間 午 前 9 時 より 
午前 11 時 迄 に 来院 せ る 者 120 名 に つい て , 及び 小野 田 
市 社宅 で , 昭和 31 年 6 月 21 日 より 10 日 間 の 57 
名 と , その うぅ ちの 24 家族 の 成人 男子 , 幼小 児 の 78 名 に 
つい て , 后 期 起床 時 (午前 5~6 時 ) に 検査 し た 。 方法 と 
し て は , セロ ハン ・ テ ー プ を 用 いた 。 即ち 幅 1.2cm の 
も の を 長 さ 3.0cm に 切り , 肛門 周囲 , 会 陰 , 騰 入 日 部 
に 夫々 平行 に 。 幼小 児 と 成人 男子 に は 肛 囲 の み に 貼 布 
し , それ ら を と り は づ し て 載 物 ガ が ラス に は りつ け , 当日 
鏡 検 し た 。 検査 回 数 が 唯 1 回 で ある た め , 不 充 分 の そし 
り は 分 れ な い が , 相互 の 比較 及び 募 延 状況 を 知る 上 に は 
充分 で あろ うぅ と 思わ れる 。 


検査 成績 及び 考 接 
外来 患者 120 中 陽性 者 51 名 42:5 社宅 婦人 


TAKEJI! MURASHIGE: The examination of 
Enterobius vermicularis, espicially, on the inf- 
ection’s state among the women (Department of 
Pathology, Yamaguchi Medical School, Ube) 


57 名 中 36 名 63.1 祈 の 陽性 率 を 示し , 後者 の 方 が 高 率 で 
ある が , これ は 検査 時 刻 が 早朝 で ある と 切 う こと に 起因 
する ほか, 社宅 居住 と 条件 , 即ち 住宅 は 長屋 式 
の 一 棟 が 8 家族 で , 浴場 , 便所 , 水洗 場 は 総 べ て 共同 使 
用 で ある と 芸事 も 考慮 に 入れ ね ば な ら ぬ と 思う 3 。 

私 の 検査 は 1 回 で ある が , 夜間 或 は 早朝 排便 排尿 前 に 
数 日 間 数 回 の 検査 を 行え を ば, 本 検査 成績 を 可 成 り 上 名 る 
数 値 が 得 ら れる の で は な いか と 想像 され る 。 

諸家 の 報告 と 比較 する と , 篠崎 (1957) は 松山 市 で 外来 
妊婦 63 名 に , セロ ・ テ ー プ 法 を 行い , 33.3 祈 の 陽性 率 
を 示し て 居り , 私 が 得 た 外来 馴 者 の 成績 42.5 % と ほぼ 
等 し く , 星 等 1951) は 東京 都内 で Scotch-tape 法 に ょ 
り , 大 人 111 名 検査 し 男子 22.5 , 女子 40 時 
を 証明 し て いる 。 山口 等 (1952) は 久留 米 市 附近 の 調査 
で , 大 人 の 約 半 数 49.5 た に, 栗林 等 (1955) は 兵庫 県 に 
於 て Jacobs 氏 Scotch-tape 法 に ょ る 成人 男子 3335 名 
の 調査 で 24.3 認め , に 際 て 得 ら れ た 
虫 体 の 排出 率 は 44 と 言う 。 横 田 は 京都 府 , 福井 県 で , 
Scotch-tape 連 続 5 回 に ょ り 大 人 41.5 川本 (1953) 
は 京都 市 で 監察 解剖 鹿 体 33 例 (20~60 歳 ) の 大 腸 を 検 し 
て 時 体 を 81 認め , 宇治 市 に て 24 名 の 虫 
に 際 し て , 75 と 体 の 検出 を 見 て い る 。 私 の 
行 つ た の は セロ ハン ・ テ ー プ 法 で ある が , Scotch-tape 
法 と ほ さ 等 し いか , 或 は 生 ょ 高 率 を 示し て いる が , 監察 
選 , 濃 る 貝 体 排 出 率 に くら べ る と 低 率 で あ 

1) 検査 部 位 に こ にょ る 成績 

第 1 表 に 示す 如く 両 群 と も 肛門 周囲 の 検出 率 が 最も 高 
く , 次 に 会 陰部 , 膝 入 日 部 の 順 と な り , 肛門 を 遠く 離れ 
る に 従 つ て 検出 率 が 低く な る 。 こ れ は 篠崎 (1957) の 報告 
と 一 致す る 。 騰 入 日 部 及び 会 陰部 陽 販 の も の は , 殆 ん ど 
肛門 周囲 も 陽性 で ある 。 然 し 肛 囲 陰性 で 会 陰部 の み 陽 性 
の も の は , 外来 患者 の 場合 3 例 , 炭鉱 社宅 婦人 の 場合 2 
例 , 及び 部 の み の も の 各々 1 例 , 会 陰部 
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昭和 32 年 10 月 (1957)】 
第 1 表 部 位 に た ょ る 検査 成績 
来 者 社宅 婦人 来 妊 
(小野 田 市 ) (小野 田 市 ) 市 篠崎 報 告 ) 
検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 陽性 
部 位 人 員 者 ( 人 員 者 ( ) 人 員 ( ) 
肛 門 周 囲 i20 46 38.3 57 32 56.1 63 21 8.3 
会 部 120 35 57 29 50.8 63 10 15.9 
120 15 12.5 18 31.5 63 8 


日 部 と も 陽性 で 肛 囲 陰性 の も の 各々 例 を 認め た 。 従 つて 
婦人 の 診断 に 当っ つて は , 入 唱 会 陰部 の 検査 も 
程度 必要 で は な か ろう か と 考え られ る 。 

2) 年 齢 別に ょ る 検査 成績 

第 2 表 に 示す 通り , 年 齢 の 増加 する に 従っ つて 減少 する 
の で は な く て , 両 群 と も 25 歳 以 下 に は 検出 率 低く , 26 一 
30 歳 に 至り 次 第 に と 上昇 し , 31~40 歳 で 最高 に となり, 41 一 
45 歳 よ り 減少 の 傾向 を 示し て い る 。 の 検査 対象 


第 2 表 年 齢 別に ょ る 検査 成績 


\ 外 来 者 人 社 宅 

18~20 歳 8 2 25.0 0 0 0 
21~25 28 7 25.0% 8 4 50.0% 
26~30 歳 26 9 34.6% 14 9 64.2% 
31~35 上 龍 26 18 69.2% 13 10 76.9% 
36~40 歳 20 10 50.0& 8 7 87.5% 
41~45 歳 44.4% 2 50.0 
46~50 歳 1 9.:9% 30 4 40.0% 
計 120 51 42.5% 57 36 63.1% 


は 主 に 婦人 で あつ た た め , 成人 男子 の 寄生 率 と 比較 する 
こと は 出来 な か つた が , 村 林 等 (1955) の 成人 男子 の 成績 
は , 20~29 歳 16 30~39 歳 21.7 4049 歳 26 
, 50~59 歳 6.8 , 60~69 歳 0 〆 で , 30 歳 台 に な る 
と 稽 ミ 上 昇 し , 40 歳 台 で 最高 と な り , 50 歳 台 以 上 に な 


る と 急 項 に 減少 し て いる 。 こ れ と 婦人 の 場合 と を 比較 し 


て 見 る と , 婦人 で は 30 歳 合 に 検出 率 が 高く , 男子 で は 
40 歳 台 に 高い と 蓋 うこ と に な り , 年 齢 的 に 可 成 り の 差 
を 認め る が , これ は 夫婦 の 年 齢 差 は 普通 一 般 に は , 少く 
と も 2~8 歳 の 開き を 以 っ て , 女 が 男 よ り る も 若い と 蓋 う 


こと に よる を も の と 思っ て 差 支 えな か ろう 。. 叉 如何 な る 理 
由 を 以 っ て , 25 歳 以 下 に 少く , 2630 歳 で て 上昇 し , 31~ 
40 歳 で 最も 高く な り , 以後 次 第 た 減少 する か は , 次 の 
検査 成績 で 裏付け られ る と 思わ れる 。 


3) 保有 児 ょ る 検査 成績 

第 3 秦 の 如く , 外来 患者 の 場合 に 於 て は , 子供 の い 

な い 婦 人 で は 13.1 で 最低 で , 1 児 の 場合 は そ の 約 2 
第 4 表 家族 の 検査 成績 

婦人 成績 検 査 人 員 陽性 者 数 陽性 率 


陽 性 15 家 族 76 名 61 名 80.2〆 
合 計 24 家 族 102 名 68 名 66.6 が 


倍 , 2 児 , 3 児 に な る と 夫々 約 3 倍 , 4 倍 , 4 児 以上 約 
5 倍 の 検出 率 と な る 。 即 ち 保 有 児 教 の 多い も の 程 検出 率 
が 高い 。 然 し 炭鉱 社宅 婦人 の 場合 に は , 2 児 知 は 殆 ん ど 
大 差 な く , 3 児 以 上 た な る と 稽 * ミ 上昇 し て 来る 。 こ れ は 
先 に も ゃ 述べ た 通り , 炭鉱 社宅 居住 と 云う 条件 の 然 ら し む 
る た め だ ろ 3 。 ; 

前 項 に 於 て 私 は 31~40 歳 の 婦人 に 凌 虫 卵 の 高度 検出 
率 を 得 た が , この 最も 大 き な 原 因 は , 此 の 年 齢 層 に な る 
と 幼小 児 を 保有 する 率 が 多く な り , 然 も 幼小 児 の 年 齢 
が , 松崎 ・ 細 川 等 (1949) が 寄生 率 が 高い と 報告 し て いる 
年 齢 , 即ち 8~10 歳 の 年 栓 に 近づい て いる 場合 が 多い た 
め と 老 え られ る 。 

4 家族 の 検査 成績 

内 鉱 社宅 婦人 57 名 中 24 名 の 家族 102 名 (24 名 を 含 
に つい て の 成績 は 第 4 如く , 66.6 の 陽性 率 


第 3 表 保有 児 数 に ょ る 検査 成績 


2 35 14 40.0%¢ 9 56.3% 
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で ある 。 その うぅ ち 婦 人 陰性 の 9 家族 29 名 の 陽性 率 は 
26.9 で あつ た が , 婦人 陽性 の 15 家族 76 名 で は 80.2 
と 云う 5 驚く べき 陽性 率 を 得 た 。 凌 貝 感染 に は 幼小 児 が 
重要 な 役割 を 演じ て いる こと は 明らか で あり , 暴論 は な 
い が , 然し 母親 か ら 和 乳幼児 へ と 感染 する 機会 る, し ば し 
ば 起り 得る も の と 思う 。 そ し て 上 虫 絶滅 の 困難 さ を 痛 感 
する 次 第 で ある 。 


私 は 小野 田 市 に 於 て , 菜 病 院 産 婦人 科 外 来 患 者 120 名 
及び 某 炭 鉱 社宅 婦人 57 名 に つい て , セロ ハン ・ テ ー プ 
法 1 回 の 検査 を 行い , 次 の 成績 を 得 た 。 


1) 外来 患者 42.5 社宅 婦人 63.1 陽性 率 


で 検査 時 刻 の 早朝 で あぁ っ つた と 後者 の 分 が 高 率 で あつ た 。 

2) 部位 に ょ る 検出 率 は , 肛 囲 , 会 陰部 , 騰 入 日 部 の 
順 で あぁ あり, 膳 入 日 部 及び 会 陰部 陽 隆 の も の は 殆 ん ど 肛 囲 
も ゃ 陽 由 で あっ つた が , 肛 囲 陰性 の 場合 も あつ た 。 

3) 年 齢 的 に は , 26~30 歳 よ り 上 昇 し , 31~40 
歳 で 最高 と な り , ~45 歳 よ 次 減少 の 傾向 が あり , 
も 保有 児 多い 婦人 に の 高い こと を 認め 

4) 婦人 隆 の 家族 は , 陰性 の 家族 に くら べ て , 和美 か 
に 高い 陽性 率 で ある こと を 認め た 。 


終り に 臨み , 恩師 細川 修治 教授 の 御 指 導 , 御 校 開 を 感 
謝 す る 。 

本 論文 要旨 は 昭和 31 年 11 月 , 日 本 寄生 虫 学 会 西日本 
支部 策 12 回 大 会 で 発表 し た 。 
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Summary 


One hundred twenty women (Group A) chosen 
from the gynecology and obstetrics clinic of a 
hospital in Onoda city, and 57 women (Group B) 
who lived in district of the coal-mine were ex- 


、 amined. The Scotch cellulose tape swab method 


was employed in this survey. 

The obtained results as follows : 

1) The infestation of Enterobius in A group 
showed 42,5 and 63.1 per cent, respectively. The 
latter that examined in early morning showed 
higher infection than the former. 

2) Three regions — the anal orifice, the peri- 
neal region and the vaginrl orifice — were ex- 
amined. . Among them, the anal orifice showed 
the highest infection. In the other region, some 
infection was recognized, also. Among those who 
was infected in both the vaginal orifice and the 
perineal region, were almost recognized infection 
in the anal orifice, but ony cases none. 

3) On the age, the infestation in 26~30 age 
showed the tendency of increase gradually, and 


' in 31~40 age group showed the highest. The 


infection in 41~45 age group showed the tendency 
of decrease gradually. Further more, in women 
who have many children showed more heavey 
infection than women less or a few children. 

4) The infection in similar family with wo- 
men infected Enterobius showed riore heavey in- 
fection than in family without infection. 
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昭和 32 年 10 月 (1957)】 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 
(昭和 32 年 3 月 7 日 受領 ) 


さき に 私 は , 釣 虫 の 感染 源 と し て の 釣 虫 仔 虫 を 殺 滅 す 
る 薬剤 の 検索 を あざ し て , いわ ゆる 剤 の , イヌ 
, ダビ = 多 仔 , お よび アメ リカ 多 仔 に 対す 
る スク リー ニン グ ・ テ スト を 試験 管内 で 施行 し , 丼 子 
油 , お よび 亜 硝酸 ソー ダ が 高 稀釈 液 に て も 顕著 な 殺 仔 虫 
作用 を 量 す る こと を みた ( 容 田 , 1957) 。 

さて 最近 , 馬 帳 剤 と 殺虫 剤 の 分 野 で め あざ ま し い 進 歩 が 
見 られ た 。 と ころ が 剤 の 多 仔 作用 に つい て 
は , 佐野 (1952) , お よび 武田 (1956) が 報告 し て いる の み 
で , 系 統 的 な , 広範 四 に わた る 研究 は な され て いな い 。 
そこ で 私 は 前 報 に ひき つづ いて , 騙 剤 , お よび 殺虫 剤 
等 の , 多 仔 た 対す る 試験 を vitro で 行っ つた 
か ら , ここ と に 報告 する 。 


実験 方 法 


供 試 薬剤 と し て は , 次 の 九 種 を 用 いた 。 すなわち へ キ 
シー ルレ シン 。 ア スカ ロン (ナガ 製薬 ), デリ 
ス 乳 剤 ( ョ テ ノ ー ン 2 含有 , 三共 ), DDT 乳剤 (30 〆, 
味の素 ), BHC 乳剤 (ガン マー 体 10 必 含 有 , 大 同 除 虫 
), DN 乳剤 (15 三井 化学 オ ボ ト ラン 乳剤 (20 
%, 三井 化学 ), パラ シモ ー ル , お よび 碑 砂 。 上 記 の 中 , 
アス カビ ロン 宙 乳 剤 と いう の は , パラ シモ ー ル (p-Cymol) 
アス カリ ドー ル 10 の 混合 物 DN 乳剤 と いう 
の は , Dinitro-o-cyclohexyl phenol (DNOCHP) と い 
化学式 を も つた 剤 , オ ボ ト ラン 乳剤 (Ovotran) と 
いう の は , K6451 と も いい , p-Chlorophenyl-p-chloro- 
benzensulphate (CPCBS) と いう 5 化学式 を も つた , 


ICHIRO YASUDA: The effect of various ‘che- 
micals on the larvae of hookworms. (2) The 
viro test of anthelmintics and insectcides etc, 
(Department of Parasitology, National Institute 
of Health, Tokyo) . 

* ア スカ ョ ロン 宙 は アス カロ ョ ロン と は 異な る 。 後者 は へ 
ノ ポ ジ 油 原液 を 43~72°C で , 減圧 恭 溜 し た と き 
えら れる も の で , Ascaridol 10%, p-Cymol, I- 
Limonen, 2-8-p-Menthadien の 混合 物 で ある 。 


各種 化学 薬品 の に 対す る 殺 試験 
(2) 剤 な よび 殺虫 剤 に よる witzo 試験 
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アカ ダ = の 殺虫 , お よび 殺 卵 剤 , パラ シモ ー ル は , p- 
Isopropyltoluene と いう ヒ 学 式 を も ち , パル プ 製造 の さ 
い の 廃 液 で ある 。 本 剤 は 及 虫 剤 で も , 殺虫 剤 で も な いな か, 
この 物質 が 殺 仔 貝 作 用 を も つて いる か ど うか を 検討 する 
た め に 加え られ た 。 ま た 碑 砂 を 加え た の は , Cameron 
お よび Parnell (1939) が 1 の が 多 卵 を 殺 卵 する 
こと を 指摘 し , 次 いで Hoerlein (1950) が , 土壌 中 の イ 
ヌ 虫 を 殺 する と 述べ て いる の で , 本 薬剤 が 
tro で る 虫 作用 を る か どう か を 調べ る た め に 
加 % る こと に し た 。 

供 試 薬剤 の 稀釈 は 水道 水 で 行 つ た 。 た だ し パラ シモ ー 
ル は 水 に 不 深 な る た め , 薬剤 1 た 対し , 乳化 剤 エマ ル ゲ 
ン ( 花 王 石 を 4 の に 混入 し て か ら , 水道 水 で し 
た だ た 。 

供 試 仔 虫 は , イヌ 虫 仔 ダビ = 虫 仔 アメ リ 
ヵ 仔 の 3 種 で あつ た 。 

実験 方 法 は 前 報 ( 安 田 , 1957) に 報告 し た の と 同一 で あ 
る が , 概略 を 示す と , 培養 し た 上 記 仔 貝 (年 齢 , 培養 後 
日 ) 液 を , 上 記 供 試薬 剤 釈 液 に (温度 
30°C, 10°C) し , 浸 漬 後 1 日 , 3 日 , 7 日, 14 日 に 鏡 見 
し , 生死 合計 100 以 上 数 え , を 算出 し た 。 


実験 結果 


1. ヘ へ キシ ー ル レゾ ル シ ン : 本 薬剤 稀釈 液 は , 第 1 
示す よう に , 三種 仔 虫 に 対し て 効果 を 示す 
(第 1 

イヌ 多 仔 虫 の 場合 は , 第 1 に 示す よう に, 有効 限 
界 濃 度 は , 30°C 浸漬 で は , 第 1 日 , お よび 第 3 日 800。 
倍 , 第 7 日, お よび 第 14 日 16000 倍 , 一 方 10°C 浸 漬 
で は , 浸漬 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 8000 倍 , 第 14 日 
16000 倍 で あ る 。 次 に 殺 減 率 の 時 間 的 推移 と を みみ る と , 
30°C 浸漬 は 各 濃 度 と も 殺 減 率 は 上 昇 し て いる 。 し か し 
10°C 浸漬 で は , 32000 倍 で は , 第 1 日 と 第 3 日 の 殺 減 率 
の 聞こ と 有意 の 差 が な い (z=0.0505) 。 最 後に , 温度 に よ 
る の 差 を みる と, 32000 倍 浸漬 第 1 日 を 除い て 


| 
1 
5 


第 1 表 ヘ キ シ ー ル レジ ど ビル シン の 率 (%) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 5 号 


イ ヌ 銘 仔 


= 仔 アメ リカ 虫 仔 


3 7 


3 


7 


100 100 100 100 
100 100 100 100 100 100 100 

100 82.3 100 100 100 
54.6. 5.2- 100 
9.7 


8000 100 100 100 100 63.2 

対 0 0.7 0 4.0 0.9 


100 100 100 


100 


92.8 100 100 93.1 100 100 100 
8.3 ..98.3 98,4.47.6 100 100 100 
100 

0 0 0 


(xz 三 0.0329 で 有意 差 が な い ), 高温 の 方 が 殺 滅 率 が 高 
い 。 

ビ 多 仔 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
濱 で は , 浸漬 第 1 日 4000 倍 , 第 3 日 , 第 7 日 8000 倍 , 
第 16 日 16000 倍 , 10°C 浸漬 で は , 浸漬 第 1 日 , 第 3 日 
4000 倍 , 第 7 日, 第 14 日 8000 倍 で ある 。 次 に 希 滅 率 の 
時 間 的 推移 みみ る と , 8000 倍 , 16000 倍 で は , 時 間 と と 
も に 殺 減 率 は 増大 し て いる が , 32000 倍 第 1 日 , 第 3 日 
は , 両 温度 と も 殺 減 率 の 増加 は み ら れ な い ぃ い (両者 の 帝 減 
率 の 聞こ に は 30°C, 10°C と も , 直接 確率 計算 法 で 有意 差 
が な い ) 。 最後 に 30°C 浸漬 と 10°C の 殺 の 相 
を みる と , 8000 浸 第 1 日 は , 低温 の 方 が 減 
率 が 高く (その 差 は , 2=35.5236 で , 1 必 以 下 の 危 険 率 
で 有意 ), 第 3 日 は 高温 浸漬 の 方 が 殺 減 率 が 高い (直接 確 
率 計算 法 で 1 以 下 の 危険 有意 ) 。 また 16000 倍 
病 で は , 浸漬 第 1 日 , お よび 第 3 日 の 両 温度 の 殺 減 率 の 
間 に は 相違 が な く (前 者 は 直接 確率 計算 法 で p=0.5001 
で 有意 で な く , 後者 は x?=0.01836 で 有意 で は な い ), 
第 7 日 は 低温 浸 方 が 殺 が 高く (x*=15.3830 で, 
1 必 以 下 の 人 危険 素 で 有意 差 が ある ), 第 14 日 に は 両 温度 
の 殺 減 幸 の 間 に は 相違 は な い (直接 確率 計算 法 で その 差 
は 有意 で な い ) 。 最後 に 32000 倍 浸漬 で は , 全 浸 漬 期 間 
を 通じ て , 両 温度 の 殺 減 率 の 間 に 有 意 差 が な い 。 

アメ リカ 仔 虫 で は , 有効 限 度 は , 30°C 第 
1 日 8000 倍 , 第 3 日 , 第 7 日 16000 倍 , 14 日 で は 32000 
も 100 し て いる が , それ 以上 の 度 で は 実 
験 を 行 つ て いな いか ら , 正確 な 値 は ちか ら な い 。 一 方 


10°C 浸漬 で は , 浸 漬 第 1 日 4000 倍 , 第 3 日 , 第 7 日 
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16000 倍 で あ る 。 第 14 日 は 32000 倍 で も 100 殺 減 を 
示し て いる 。 な お 10°C 浸漬 第 14 日 の 対照 の 死亡 率 は 
89.1 で ある が , これ と 前 者 と の 差 は 直接 確率 計算 法 
で 1 以 下 の 危 険 で 有意 で ある か ら , の た め だ け 
で 100 〆 の 殺 濯 率 を 呈し た と 考え る こと は で き な い 。 な 
お お, 30°C 浸 潰 と 10°C 浸漬 の 対照 の 死亡 率 の 聞 に は, 

全 期 間 を 通じ て , 〆* 検 1 の 危険 
意 差 が ある 。 つま り ア メリ アカ 仔 虫 は , 10°C で 
潰し た と き は , 30°C で 浸漬 し た と きよ り , 多数 の 仔 農 


が 死亡 する わけ で ある 。 
2. アス カロ ン 剤 : 本 薬剤 液 る 3 種 虫 仔 
虫 に 対し て 殺 減 効果 を 示す (第 2 表 ) 。 


イヌ 多 虫 仔 虫 の 場合 は , 第 2 表 に 示す よう に 有効 限 挫 
濃度 は , 30°C 浸 潰 で は , 浸漬 第 1 日 500 倍 , 第 3 日 , 
第 7 日 , 第 14 日 2000 倍 で あぁ る 。 一 方 10°C 浸漬 で は , 
浸漬 第 1 日 に は , 250 倍 で は 49.7 の 希 減 率 し か 示さ な 
い が , 第 3 日 に は 250 倍 で 100 し て いる 。 第 
7 日, お よび 第 14 日 の 有効 限界 濃度 は と も に 1000 倍 で 
ある 。 ま た 全 期間 を 通じ て , 各 度 と も 30°C 
方 が 殺 減 高い 。 

ヅ ー= 仔 虫 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
注 で は , 浸漬 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 1000 倍 , 第 14 日 
2000 倍 , 10°C 浸 漬 で は , 浸漬 第 1 日 500 倍 , 第 3 日 
1000 倍 , 第 7 日 , お よび 第 14 日 で は 2000 倍 で ある 。 次 
に 温 度 の 相違 に ょ る の 差 を みる と , 1000 
第 1 日 に は 30°C の 方 が 殺 高い が (直接 
確率 計算 法 で 1 必 以下 の 危険 率 で 有意 の 差 が あ る ), 
2000 倍 浸漬 で は , 浸漬 第 1 日 に は 30°C 浸漬 の 方 が 帝 減 


倍 
率 3 7 14 | | 14 
4000 100 100 100 100 100 
a 8000 100 100 100 100 48.5 
06.2 100 100 
4000 100 100 100 100 
0 10 mm 00 
- 
方 
の 
| 
14 
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第 2 表 アス スカ 


14 1 


3 


14 


8000 6.8 6.3 13.5 33.5 


100 100 100 100 100 
100 100 100 100 100 100 100 
100 100 100 100 100 100 100 

AE. 0:1 100 100 100 100 100 

15.9 9.0 24.3 96.3 100 100 100 

46.4 94.8. 87.8 . 99.2 


: 0.8 5.8 5.8 
D 100 100 100 100 
0 10 500 19.5 97.8 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
1 記 1000 7.5 17.1 100 100 67.3 100 100 100 85.2 100 100 100 
2000: 100 01 100 100 63.8 99.2 100 100 
は 漬 8000 0 1.8 4.0 5.8 36.6 82.4 95.3 100 
』 ス の 率 
で 有 7 3 7 
で 
95.1 98.0 100 
. 2000 59.6 100 100 100 82.6 97.6 99.2 100 100 100 100 100 
0.6 3.4 
限界 
64.8 100 100 
Co 2000 29.9 33.8 . 18.4 100 89.0 86.9 92.6 100 100 100 100 100 
4000 6.4 100 100 100 100 100 
倍 で 
C 漫 率 が 高く (x? 三 92.74 で , 1 必 以 下 の 危 険 老 で 有意 ), 第 倍 , 第 3 日 1000 倍 , 第 7 日 4000 倍 で ある 。 第 14 日 は 
3 日 に は 差違 な く (x?=0.7050), 第 7 日 は 10°C 浸 潰 の 8000 倍 で も 100 の 殺 減 率 を 示し て いる 。 
C 方 が 殺 が 高い (直接 確率 計算 法 で 1 必 下 の 率 3. デリ ス 剤 : 本 薬剤 液 も 三種 仔 に 対 
14 日 で 有意 の 差 が ある )。 ま た 4000 倍 浸漬 で は , 浸漬 第 1 日 し て 帝 減 効果 を も ゃ つ ( 第 3 表 )。 
3 日 は 差違 な く , 第 3 日 , 第 7 日 , 第 14 日 た は , 10°C 浸漬 イヌ 鋼 虫 仔 虫 に お いて は , 30°C 1000 倍 浸漬 第 1 日 に 
。 の 方 が 率 高い 検定 1 以 下 の 危険 で 有意 は , 95.1 を 示す が , 第 3 に は 2000 倍 溶液 
00 倍 の 差 が ある ) 。 に お いて 100 の 殺 減 率 を 示す 。 し か し 4000 倍 で は , 
(直接 アメ リカ の 場合 は , 有効 限 度 は , 30°C 83.4 % で ある 。 し た が つて , その 有効 限 濃度 は , 第 
拓 浸漬 で は , 第 1 日 2000 倍 , 第 3 日 , 第 7 日, お よび 第 3 日 に は 2000 倍 で ある 。 また 第 7 日 , お よび 第 14 日 で 
殺 減 14 日 4000 倍 で ある 。 一 方 10°C 浸漬 で は , 第 1 日 500 も 2000 倍 で ある 。 一 方 10°C 浸漬, 1000 倍 , 浸漬 第 1 
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481 

30 500 100 100 100 100 100 0 
1000 79.8 100 100 100 100 
4000 16.7 40.4 64.1 0.4 

; 

y 

- 
, 


482 


日 に は , 率 は 64.8 ある が , 第 3 日 に 100 の 
率 を 示す 。 な お 有効 限界 濃度 は , 第 7 日 1000 
倍 , 第 14 日 2000 倍 で ある 。 次 に 殺 滅 率 の 時 間 的 推移 を 
みる と , 30°C 浸漬 で は , 4000 倍 漫 漬 第 3 日 と , 第 7 日 
の 聞 に は , 錦 減 率 の 上 昇 が な い ( 第 3 日 , 83.4 必 , 第 7 
日 , 87.4 で, その 差 は %? 検定 で 有意 で な い , %? 三 
0.9384) 。 ま た 10°C 浸 漬 2000 倍 で は , 第 1 日 29.9 , 
第 3 日 33.8 , 第 7 日 18.4 タ と な つて いる が , 第 1 日 
と 第 3 日 の 率 の に は 有意 の 差 が な く (x?=0.5095) 
第 3 日 と 第 7 日 の 殺 減 率 の 間 に は 2 以下 の 危険 率 で 有 
意 の 差 が ある (x2=7.9087) 。 す な わ ち , 第 1 日 と 第 3 日 
の 間 と は 殺 滅 率 の 上 昇 は な い が , 第 3 日 と 第 7 日 の 間 に 
は 逆 た 低下 が ある 。 最 後に , 高温 浸 潰 と 低温 浸漬 の 殺 減 
率 の 相違 を みる と , 全 浸漬 期間 を 通じ て , 各 稀 釈 度 と 
も , 高温 浸漬 の 方 が 殺 減 率 が 高い 。 

ヅ ビ = 仔 虫 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
漬 で は , 第 1 日 は 1000 倍 以下 で ある が , 第 3 日 , 第 7 
日 は 1000 倍 , 第 14 日 は 2000 倍 で ある 。 一 方 10°C 漫 
濱 で は , 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 は 1000 倍 , 第 14 日 は 
4000 倍 で ある 。 次 に 殺 滅 幸 の 時 間 的 推移 を みる と , 30°C 
浸漬 2000 倍 で は , 浸漬 第 1 日 と 第 3 日 の 間 に は 上 上 昇 が 
み ら れ る が , 第 3 日 と 第 7 日 の 間 に は 上 昇 は な み ら れ な い 
(x?=0.3527) 。 一 方 10°C 浸漬 で は , 第 1 日 , 第 3 日 , 
お よび 第 7 日 の 聞こ に 殺 減 率 の 上 昇 は み ら れ な い (第 1 日 
と 第 3 日 の の 差 は , で , x?=0.2378, 第 3 
日 と 第 7 日 の それ の 差 は , z=2.6211 で , と も に 有意 の 
差 が な い )。 ま た 4000 倍 浸漬 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 の 
聞 殺 の 上 は られ な い (第 1 日 と 第 3 日 の 減 
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率 の 差 は 検定 , 0.9551, 第 3 日 と 第 7 日 の そ 
れ は , %? 三 0.9465 で , と も に 有意 で な い ) 。 最後 に 高温 
と 低温 の 殺 率 の 相違 を みる と , 1000 倍 
第 1 日 , 2000 倍 浸漬 第 1 日 , 8000 倍 浸漬 第 1 日 を 除い 
て , 高温 浸漬 の 方 が 殺 減 率 が 高い 。 

アメ リカ 多 虫 仔 虫 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
第 1 日 は 2000 倍 , 第 3 日, 第 7 4000 倍 で あ 
る 。 な お 第 14 日 は , 8000 倍 で も 100 を 示し 
て いる 。 一 方 10°C 浸漬 で は , 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 は 
4000 倍 で ある 。 ま た 第 14 日 で は , 8000 倍 で も 100 殺 
を 示 し て いる 。 次 に 温 度 の 相違 に ょ る 率 の 
. 差 を みる と , 8000 倍 浸 漬 第 1 日, 第 3 日 と も , 低温 の 
方 が が 高い (第 1 日 た お ける 率 の 差 は , 
14.7908 で , 1 以 下 の 危険 で また 第 3 日 の そ 
れ は 36.0908 で , 1 以下 の 危険 で 有意 )。 

4. DDT 抱 剤 : 本 薬剤 も 三種 鍋 虫 仔 虫 に 対 し て 殺 
滅 作用 を も ゃ つ ( 第 4 表 )。 

イヌ 仔 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C で 
は , 全 浸 漬 期間 を 通じ て 1000 倍 で ある 。 一 方 10°C 漫 
注 で は , 浸漬 第 1 日 で は , 1000 倍 以 下 で ある が , 第 3 
日 , 第 7 日, 第 14 日 で は , 1000 倍 で あぁ る 。 に 
の 時 間 的 推移 を みる と , 2000 倍 , 第 1 日 99.0 , 第 3 
日 90.8 で , その 差 は 検定 2 以 下 の 険 で 有 
意 で ある 6.0997) 。 すなわち 第 3 日 に は 率 が 低 
下 し て いる 。 ま た 第 7 日 は 100 で ある が , これ と 第 3 
日 の の に は 直接 確率 計算 法 で 1 の 率 
で 有意 の 差 が ある 。 つ まり 第 7 日 に は 殺 減 率 は 増加 し て 
いる 。 と こ ろ が 浸漬 第 14 日 に は 98.1 〆 と な つて いる 


第 4 表 DDT 乳剤 の 率 () 


3 7 4 tH 3 7 14 


100 100 100 100 


5.6 33.0 20.6 80.8 
0 9.1 6;:3 


100 100 100 100 100 100 100 
100 100 100 100 100 100 100 


18.7 9.2 12.0 97.9 87.5 68.0 69.7 
6.0 5.6 4.2 33.1 79.8 55.6 6 
3.4 3.3 0.7 4.6 2.8 0 5.8 


100 100 100 100 
79.3 99.2 
5.1 64.3 
0 0.6 1.6 5.4 
2.3 5.8 
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が , これ と 第 7 日 の 希 滅 率 の 間 に は , 直接 確率 計算 潜 で 
2 下 の 有意 の 差 が あ る 。 す な わ ち 第 14 日 
に は 殺 滅 率 は 低下 し て いる 。 こ の よう な 低下 は , 30°C, 
4000 倍 第 7 日 と 第 14 日 の (その 殺 は 33.3 
ょ 20.6 で あり , その 差 は 2 必 以 下 の 危険 で 有意 
z=5.7496) , 10°C, 2000 倍 浸漬 第 3 日 と 第 7 日 の 間 ( そ 
の 83.8 22.7 , その 差 は 1 の 
険 率 で 有意 , x*=969.266) に 見 られ る 。 最後 に 浸漬 温度 
の 相違 た にょ る 率 の 差 を みる と 。 全 浸 期間 を 通じ 
て , 各 と も 30°C の 方 が 殺 が 高い 。 

ヅ ビ ー = 虫 仔 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は 30°C 
で は , 漫 演 期 間 を 通じ て 2000 倍 , 10°C 浸漬 で は , 漫 漬 
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. 期間 を 通じ て 1000 倍 で ある 。 次 に 殺 減 率 の 時 間 的 推移 


を みる と 30°C, 4000 倍 浸漬 第 1 日 80.8 履 , 第 3 日 
18.7 第 7 日 9.2 必 と いう ふう に 低下 し て いる 。 第 
14 日 は 12.0 ある が , これ と 7 日 の 率 9.2 

の に は 有意 差 は な い (x2 0.09345) 。 一 方 , 10°C, 

2000 倍 浸漬 第 1 日 99.2, 第 3 日 97.5 密 で , その 差 は 
有意 義 で は な い が , 第 7 日 の 殺 滅 率 87.5 と 第 3 日 の 
率 97.5 % の 聞 に は 5 下 の 危険 で 有意 差 が あ 
る (x* 三 7.6223) 。 つ まり 殺 滅 率 の 低下 が み ら れ る 。 ま た 
10°C 浸漬 4000 倍 で は 第 1 日 64.3 履 , 第 3 日 7.0 履 と 
著 明 に 低下 し て いる 。 に 浸漬 温度 の に ょ る 
の 差 を みる と , 漫 漬 第 14 日 で は , 4000 倍 に お いて は 差 


第 5 表 BHC 剤 の 率 () 


倍 


3 3 14 


1000 100 100 100 100 100 


100 100 100 100 100 100 100 


30 
200 10 100 10 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
= 4000 36.7 82.3 86.5 98.0 88.8 94.1 90.8 99.1 90.3 98.7 98.0 98.6 
800 89.0 83.2 31.6 28.4 35.5 26.9 53.8 29.6 79.5 80.8 81.5 
10 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
2000 10 100 100 100 100 100 100 100 99.4 97.8 98.5 100 
a 4000 10.8 15.7 9.0 19.6 30.5 47.8 50.0 95.5 78.7 92.1 96.9 99.5 
8000 5.6 60 15.9 11.8 6.4 13.1 25.3 64.0 28.0 62.7 89.0 97.5 
第 6 表 DN 乳剤 の 率 

1 3 7 3 7 3 7 14 
1000 10 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
200 10 100 100 100 99.0 99.0 97:0 100 100 100 10 100 
4400 40.9 83.8 88.1 88.5 8.9 4.8 9.1 20.9 89.6 100 100 100 
8000 12.0 15.9 25.7 23.1 0 0 0.8 0 88.1 
0 1000 10 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
2000 90.3 100 100 100 100 100 10 100 100 100 100 
_ 400 38.2 81.7 98.2 100 26.3 60.3 90.7 92.5 98'3 100 100 100 
58000: 0 4.2 13.0 32.8 65.8。 89.1 99.1 100 
2.8 0 0 0 18 


対 2.2 0 0 


(91) 


= 
- 
Kg 
4 - 
で 


は な い が (x2=2.4880) , 8000 倍 に お いて は 低温 浸 潰 の 方 
が 殺 率 が 高い ( 両 温 度 の 減 差 は 1 以 下 の 
で 有意 ) 。 

アメ リカ 多 虫 仔 虫 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
, 10°C 浸漬 も 2000 倍 で ある 。 また 第 1 日 に 
お ける , 浸 潰 温度 の 相違 に ょ る 殺 減 率 の 差 を みる と , 
2000 倍 , 4000 倍 浸 病 と も 高温 浸漬 の 方 が 殺 滅 率 が 高い 。 
5. BHC 抱 剤 : 本 薬剤 も 三種 鍋 虫 仔 虫 に 対し 殺 減 効 


果 を 示す (第 5 表 ) 。 

イヌ 多 虫 仔 虫 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 高温 , 低温 
漫 漬 と も 2000 倍 で ある 。 また 本 薬剤 に お いて は , 低温 
で し た 場合 より 高温 で 浸漬 し た 方 が 率 が 高い 。 

ヅ ビ ー ニ = 釣 虫 仔 虫 の 場合 も , 有効 限界 限 濃度 は , 両 温度 
と る 2000 倍 で ある 。 また 本 薬剤 に お いて は , 8000 倍 浸 
演 第 7 日 , ゼ お よび 第 14 日 を 除い て , 高温 浸漬 の 方 が 低 
温 よ 殺 率 が 高い 。 

アメ リカ ヵ 釣 虫 仔 虫 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
は 2000 倍 , 10°C で は 1000 倍 で ある 。 

6. DN 剤 本 薬剤 も 三種 虫 仔 に 対し て 
効果 を 示す (第 6 表 ) 。 

イヌ 仔 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
で は , 全 浸 漬 期間 を 通じ て 2000 倍 , 一 方 10°C 浸漬 で 
は , 漫 漬 第 1 日 1000 倍 , 第 3 日 , お よび 第 7 日 2000 
倍 , 第 14 日 4000 倍 と 上 昇 し て いる 。 次 に 浸漬 温度 の 相 
違 た に ょ る 殺 減 率 の 差 を みる と , 4000 倍 浸漬 第 1 日 , 第 3 
日 , 第 7 日 は 相違 は な い が , 第 14 日 で は 低温 の 方 が 殺 
率 が 高い (30°C と 10°C の 殺 率 の 差 は 直接 
確率 計算 法 で 1 以 下 の 険 で 有意 。 ま た 8000 
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潰 で は , 浸 漬 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 と も 有意 差 が な い 
が (第 1 日, ?=1.2153, 第 3 日, 3.1459, 第 7 日, 
0.0216), 第 14 日 は 10°C の 方 が 殺 率 が 高い 
(x? 34.2966 で , 1 以 下 の 有意 差 が ある )。 
ヅ ビ 多 仔 の 場合 は , 有効 限界 は 30°C 
で は , 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 1000 倍 , 第 14 日 2000 
倍 で ある 。 一 方 10°C 浸漬 で は , 全 浸 漬 期 間 を 通じ て 
2000 倍 で ある 。 次 に 温度 の 相違 に ょ る 率 の 差 
を みる と , 4000 倍 で は 全 浸 病 期 間 を 通じ て , また 8000 
倍 で は 第 3 日 , 第 7 日, 第 14 日 た お いて , 10°C 浸漬 の 
方 が 率 が 高い ( 両 温度 の 殺 の は いずれ も 
以下 の 危険 有意 ) 。 

アメ リカ 仔 の 場合 は , 有効 限界 , 30°C 
浸漬 で は , 第 1 日 2000 倍 , 第 3 日 , 第 7 日, お よび 第 
14 日 で は , 4000 倍 で あぁ る 。 一 方 10°C 浸漬 で は , 第 1 
日 2000 倍 , 第 3 日 , お よび 第 7 日 4000 倍 で あぁ る 。 第 
14 日 で は 8000 倍 で 100 必 の 帝 滅 率 を 示し て いる が , 対 
照 の 死亡 率 は 91.5 と な つて いる 。 と ころ が この 差 は 
直接 確率 計算 法 で 1 以下 の 危険 者 で 有意 で ある か ら , 
8000 倍 浸 14 日 の 率 100 は の た め だ け で 生 
じ た と 考え る こと は で き な い 。 次 に 浸漬 第 1 日 の 殺 減 率 
の , 温度 に ょ る 相違 を みる と , 4CQ0 倍 , 8000 倍 と 
も , 低温 方 が 殺 率 が 高い (両者 と も , 温度 に よ 
る 率 の 差 は 1 以 下 の 危 険 で 有意 ) 。 

7. オ ボ ト ラン 剤 : 本 薬剤 液 も 三種 仔 
に 対し て 導 滅 効果 を 示す (第 7 表 ) 。 

イヌ 多 仔 た 対し て は , 有効 限界 濃度 は 30°C 
で は 第 1 日, 第 3 日 , 第 7 日 は と も に 2000 倍 , 第 14 日 は 


第 7 表 オ ボ ト ラン の 率 (%%) 


ツマ ピ ビ 仔 


アメ リカ カ 虫 仔 


3 7 14 1 


3 7 ll HR 3 7 14 


100 100 100 100 100 100 100 


97.4 100 100 100 100 100 100 


100 100 100 100 
0 0 0 0 88 


100 100 100 . 100 100 100: 100 


99.0 96.8 100 100 100 100 100 
13.3 11.6 56.8 - 100 100 100 100 


0.8 6.9 15 MM.0 96:9 100 
0 0 1.5 0 1.2 10.6 34.9 
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日 0 
0 
な く 
有 
(1 
て 
47.8 
る が 
7 Hi 
1000 100 100 100 10 10 
10 10 10 10 10 
400 87.1 87.3 100 83.1 4 
8000 21.9 40.8 92.5 0 
100 10 10 10 10 
97.4 99.2 98.0 100 100 
4000 98:4 96.7 95.9 533 


(1957) 
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4000 倍 で ある 。 一 方 10°C 浸 漬 で は , 第 1 日 , 第 3 日, 

第 7 日 1000 倍 , 第 14 日 2000 倍 で あ る 。 次 に 帝 減 率 の 
時 間 的 推移 を みる と , 4000 倍 浸 漬 , 第 1 日 87.1, 第 
3 日 71.9 その 差 は 1 以 下 の で 有意 で あ 


る 。 し た が つて , 第 3 日 に は 低下 し た こと . 


に な る 。 と ころ が 第 7 日 は 87.3 と 上 上 昇 し て いる (第 3 
日 の 殺 と 第 7 日 の 殺 率 の 間 に は 1 以 下 の 率 
で 有意 な 差 が ある ) 。 最 後に 病 温度 の 相違 に ょ る 
率 の 差 を みる と, 4000 倍 浸漬 第 1 日 に は 率 の 差 は 
な く , 第 3 日 , お よび 第 7 日 た に は 低温 の 方 が 希 滅 率 が 高 
く (前 者 で は 1 下 の , 後者 で は 2 下 の 険 で 
有意 の 差 が ある ), 第 14 日 に は 高温 の 方 が 殺 減 率 が 高い 
(1 以下 の 危険 老 で 有意 の 差 が ある )。 と ころ が 8000 
倍 で は , 全 浸 病 期間 を 通じ て , 高温 浸漬 の 方 が 殺 減 率 が 
高い 。 

ヅダ ビ ー ニ = 釣 虫 仔 虫 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は 30°C で は 
第 1 日 2000 倍 , 第 3 日 1000 倍 , 第 7 日 , 第 14 日 1000 
倍 , 10C で は , 第 1 日 2000 倍 , 第 3, 第 7 日 1000 億 , 
第 14 日 2000 倍 で ある 。 次 に 殺 減 率 の 時 間 的 推移 を み 
る と , 30°C 浸 漬 4000 倍 で は , 第 1 日 83.1 必 , 第 3 日 
47.8 と 低下 し て いる 。 第 7 日 の 殺 減 率 は 34.2 で あ 
る が , これ と 第 3 日 の の 間 に は 2 以 下 の 険 率 
で 有意 差 が ある 。 つ まり 第 7 日 に は 殺 減 率 は 低下 し て い 
る が , 第 14 日 は 83.5 と 上 昇 し て いる 。 ま た 10°C 浸 
漬 4000 倍 第 1 日 53.3 履 , 第 3 日 13.3 と 低下 し , 第 
7 日 は 11.6 と な つて いる が , これ と 第 3 日 の 殺 減 率 
と の 間 に は 有意 差 は み ら れ な い (x* 三 0.1610) 。 と ころ が 
第 14 日 は 56.8 と 上 昇 し て いる 。 最 後に 浸漬 温度 の 相 
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違 た に ょ る 帝 減 率 の 差 を 第 14 日 で みる と , 高温 の 方 が 殺 
が 高い 。 

アメ リカ 仔 の 場合 は , 有効 限界 濃度 は , 30°C 
漫 沖 , 10°C 浸漬 と も に , 第 1 日 , 第 3 日 , 第 7 日 4000 
倍 で ある 。 第 14 日 に と ただ お いて は 8000 倍 で も 100 必殺 減 を 

示し て いる が , それ 以上 の 和 名 釈 度 で 実験 を 行 つ て いな い 

か ら , 有効 限界 濃度 に つい て 正確 な こと は わか ら な い 。 

8. パラ シモ ー ル : 本 薬剤 は 高 濃 度 で 長期 間 作 用 さ 
せな いと き は , 三種 鍋 虫 仔 虫 に 対し て 殺 減 効果 を 示さ な 
い ( 第 8 表 )。 

イヌ 仔 の 場合 , 500 倍 液 で , 30°C で し た 
と き , 浸漬 第 1 日 の 殺 減 率 は , 12.9 必 , 第 3 日 99.2 , 
第 7 日 97.4, 第 14 日 99.1 いう ふう に 100 
小 し な い 。 ま た 10°C で 浸漬 し た と き は , 第 1 日 2.7 , 
第 3 日 12.2%, 第 7 日 100% と な る が , 第 14 日 に は 
95.5 な つて いる 。 これ と 第 7 日 の の に は 
1 % 以 下 の 渡 険 率 で 有意 差 が ある か ら , 第 7 日 の 100 巡 
の 中 に は , 仮死 し た も の が 含ま れ て いる か , ある い は 第 
14 日 の 率 95.5 100 の 差 4.5 は 生き 返 つた 
仔 と 考え られ る 。 

仔 虫 の 場合 に は , 30°C 浸 , 10°C 
と も , 500 倍 で も 第 1 日 , 第 3 日 た は 100 必殺 滅 を 示さ 
な い が , 第 7 日, お よび 第 14 日 で は 1000 倍 で 100 必 殺 
滅 を 示す 。 一 方 10°C 浸漬 で は 第 1 日 , 第 3 日 た は , 上 
と 同じ く 500 倍 で る 100 必 殺 滅 を 示さ な い が , 第 7 日 で 
は 500 倍 で , 第 14 日 で は 1000 倍 で 100 必殺 減 を 示す 。 

アメ リカ 多 虫 仔 虫 の 場合 に は , 500 倍 浸漬 で も 30°C 
10°C と も , 漫 漬 第 1 日 , 第 3 日 に は 100 〆 殺 滅 を 示さ 


1 3 7 14. 3 7 3 7 14 

500 12.9 99.2 97.4 99.1 32.8 9W.5. 100 100 90.4 99.1 10 98:4 
ww 100 8.3 99.0 99.0 99.1 42.4 98.5 100 100 90.9 96.0 94.7 96.5 
2000 5.9 99.1 82.8 90.9 24.8 97.6- 100 99.1 83.8 9.6 95.3 9M.5 
22 87.2 57.9 88.1 8.4 83.3 81.7 90.9 65.5 98.5 85.7 76.8 
対 2.2 0 0 0 

27 12.2 95.5 4.0 65:6 100 10 6:8 97.4 
000 29 13.0 18.2 45.2 3.9 9.7 78.6 100 11.2 93.0 10 100 


2.8 


1.4 


4.7 


も 
2.2 0 0 | 0 0 0 5.3. | | 41.8 91.5 
( ) 


[寄生 学 雑誌 ・ 6 ・ 号 


第 9 表 砂 の 率 ( ) 


3 3 7 14 


5.9 3.0 42.9 30.6 25.0 95.4 98.0 
0.8 1.0 8.4 
5.4 4.7 


400 9.0 0 0.9 0 8 
対 1.2 0 0 
10 100 0 0 0 5 
度 200 0 0 0.7 2.3 .4.0 
浸 400 0 0 2.7 0 1.6 
対 0 0 0 0 0 


2.8 2.5 2.6 6.8 16.2 08.1 
4.0 2.9 0 13.2 5 


な い が , 浸 潰 第 7 日 に は , 30°C 浸漬 で は 500 倍 , 10°C 
浸漬 で は 2000 倍 で 100 殺 減 を 示す 。 な # ぉ 30°C 500 倍 
浸漬 第 14 日 と 98.4 率 を 示し て いる が , これ 
と 上 述 の 第 7 日 の 殺 減 率 100 必 と の 間 に は 有意 差 は な 
い 。 ま た 10°C 浸漬 で は , 4000 倍 で も 100 必殺 滅 を 示し 
て いる が , 対照 の 死亡 率 は 91.5 と な つて いる 。 

な お , パラ シン モー ルル は, さき に 述べ た よう に , 乳化 剤 
エマ ル ゲ ン で し た の ち し た が , パラ シモ ー ル 
500 倍 稀 下 で は , エマ ル ゲ ン の 度 が はげしい た 
め , 鏡 見 が 不能 で あつ た 。 そ れ ゆ x ぇ 500 倍 以下 で は 実験 

9. 砂 : 本 薬剤 は 第 9 表 示す ょ うに, 100 倍 で 
は , イヌ お よび デビ ー= 仔 に 対し て まつ た く 
効果 を 示さ な い 。 し か し アメ リカ 釣 虫 仔 虫 に 対し て は , 
100 倍 , 10°C 第 14 日 た お いて 100 を 示 し 


考察 と 小 括 


1. 本 実験 の 結果 に ょ る と , 供 試 九 薬剤 中 , いち ば ん 
有効 な も の は , へ キシ ー ル レゾ ビル シン で , その 有効 限 
度 は 第 10 に 示す よう に , 30°C 1 日 で は 
イヌ , お よび アメ リカ 虫 仔 8000 倍 , ダビ = 虫 仔 
虫 4000 倍 で ある 。 けれ ども それ は , 前 報 で 述べ た 駒子 
油 の 薬効 より 劣っ て いる 。 電 子 油 30°C 浸漬 1 日 で は , 有 
効 限 濃度 は , イヌ お よび ビー= 多 仔 64000 倍 , 
アメ リカ 多 32000 倍 で あつ た 。 

本 実験 の 結果 で は , 厩 砂 は 有効 で な か つた 。 碑 砂 は , 
さき に 述べ た よう ぅ うに, Hoerlein (1950, 1951) が , 土壌 
中 の イヌ 多 虫 仔 貝 を 殺 滅 する 薬剤 と し て 推 営 し て いる も 
の で ある 。Hoerlein の 結果 と 本 実験 の 結果 が , こ の よ 


うに 國 な つて いる の は , 前 者 が 土壌 実験 で あり , 後者 が 
試験 管内 の 実験 で ある た め と , 一 応 老 え られ る 。 こ れ に 
つい て は 第 3 報 で 述べ る 。 

ペラ シモ ー ル は , 高 濃度 の 液 を 高温 で , 3 日, ある い 
は 7 日 以上 浸漬 し な いか ぎり は , 殺 滅 効果 を 発揮 し な 
い 。 な お 山下 に よ ょ る と , 本 薬剤 は , 貞 虫 尺 虫 作用 が な 
く , 下 の 産卵 機能 を 抑制 する の み だ と いう 。 他 の 薬剤 
は , アス カロ ン 下 乳剤 を 除い て , 効果 は ほぼ 伯 仲 し て い 
る (第 10 表 ) 。 佐野 (1952) は , BHC 水 和 剤 (ガン マー 体 
5 含有 ) 1 % で は , 供 試 ダビ = 多 虫 仔 虫 の 大 部 が 死ぬ 
の は 11~12 時 間 , 全部 が 死ぬ の は 18 一 19 時 間 , また 
0.2 タ 液 で は な ん ら 帝 仔 虫 作用 が な いと いつ て いる 。 さき 
て ガン マー 体 を 基準 に し て 計算 する と , 0.2 必 は 本 実験 
の 1000 倍 液 に あたる 。 と ころ で 本 実験 で は , 浸 病 し て 
か ら 24 時 間 目 に 鏡 見 し た と ころ , 供 試 ダビ = 多 虫 仔 虫 
の 全部 が 死ん で いた 。 ま た 佐野 は , DDT 水 和 剤 (20 必 ) 
0.5 液 で は , 殺 仔 貝 作用 は な いと し て いる 。 と ころ で 
DDT 含有 量 を 基準 に し て 計算 す る と , 0.5 必 液 は , 本 
実験 の 1000 倍 液 ょ より も DDT 含有 量 が 多い 。 と ころ が 
本 実験 で は 仔 虫 を 24 時 間 以 内 た 100 
し て いる 。 こ の 相違 は , 乳剤 と 水 和 剤 の 相違 に よる と こ 
ろ が 多い と 老 えら れる 。 と ころ で BHC や ゃ や DDT を 用 
いて 農業 昆虫 を 殺 滅 する 場合 , 乳剤 と 水 和 剤 を 同一 濃度 
で 搬 布 し て も , 乳剤 の 方 が 殺虫 力 が 強 いと いわ れ て い 
る 。 そ し て , それ は 乳剤 の 方 が 引 虫 体 へ の 附 着 や 浸 遂 
が , 水 和 剤 より 高い た めで ある と され て いる 。 

2. 私 は さき に , 1957), 二 硫 化 素 イヌ お 
び ビー ニ 多 仔 を 浸漬 し た 場合 , 電 油 た イヌ お よび 
ヅ ビ ニ = 仔 貝 を た ネオ ン に アメ リ 
ヵ 多 を し た 場合 二 臭 化 テ チレ ン に , ビ = 
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お よび アメ リカ 仔 を し た 場合 , 第 1 日 の 
有効 限界 の 1, ある い は 2 段 上 の に お いて , 
演 第 1 日 , ある い は 第 3 日 に は , 高温 浸漬 の 方 が 殺 滅 率 
が 高い が , それ 以後 た な る と 低温 浸漬 の 方 が 殺 減 率 が 高 
く な る か , 殺 減 率 の 差 が な く な る こと と を み , この よう な 
現象 は , これ ら 薬 剤 を , 釣 虫 卵 た 作用 させ た と き 見 ら 
れ な いこ と を 強調 し た 。 と ころ が 本 実験 に お いて も , ア 
スカ ビン 剤 に ビ = 仔 を た デリ 
ス 剤 に 多 仔 を し た 場合 , DDT 乳剤 に 
ビー= 仔 を 浸 た 場合 DN 乳剤 に イメ お よび 
ビ ー = 仔 虫 を た 場合 に は , 後期 た は 低温 
浸 漬 の 方 が 殺 減 率 が 高く な つて いる .( た だ し 本 実験 の 場 
合 に は , 浸漬 第 1 日 に は 殺 滅 率 の 差 の な いこ と が 多い ) 。 

し か る も 8000 倍 の よう な 高 移 釈 液 た 浸 病 し た と き , こ の よ 
5 な 現象 が み ら れ る こと は , 大 い に 注 目 す べき 点 で ある 。 
と ころ で , 蛋 虫 た 薬剤 を 作用 させ て 希 滅する 場合 に は 。, 

殺虫 は , 1. 毒物 が に , 吸 , お よび 吸入 され 
て , その 組織 に 作用 する 速度 と 度合 , 2. 毒物 が 排 洪 , 

分 解 , お よび 解 姓 され る 速度 と 度合 , と い ぅ う 二 つの 因子 
に ょ っ つて 規定 され る と いわ れる (Brown 1951) 。 そ れ ゆ 
え を , 1. 温度 が 高い と 代謝 が さか ん に 行わ れる か ら , 擬 
取 さ れる 毒物 の 量 も 多く , その 作用 も 急速 に 現われ る 。 

し た が つて , 例外 は ある が , 作用 温度 が 高い と き に は , 

殺虫 率 大 きい 。 た と えば, Eutettix tenellus (a ュ ベ バエ 
の 一 種 ) た に た ピ レ ト リン (除虫菊 ) を 作用 させ た と き , 60°F 
(16°C) で は 率 53 方 100°F (38°C) で は 73 
で ある (Harries et al., 1954) 。 ま た Ahasverus advena 

を デリ ス に 浸 潰 し た と き , 25°C で は 10°C の 5 倍 の 帝 
虫 率 が ある (Craufurd-Benson, 1938) 。 2. 薬剤 の 処置 後 
は , 低温 の 方 が 殺 滅 率 が 高い 。、 こ れ は , 高温 の 場合 の 方 
が 低温 の 場合 (た だ し 量 虫 の 適温 範囲 内 で ) よ りゃ も , 体内 
に さ れ た が , 昆虫 体内 の よっ つて より 多く 


分解, 解毒 され る た めで ある と され て いる 。 た と を ば , 


Eutettix tenellys に 同一 の 作用 温度 で ピ レ ト リン を 撤 布 
し た と き 処置 後 の 温度 が 90°F (32°C) の と き は 殺虫 率 
は 81~88 %, 一 方 100°?F (38°C) で は 29~33 で ある 
(Harries et al., 1945)。 また Plutella maculipennis (= 
ナガ ) の 幼虫 に 0.0125 の DDT 液 を 搬 布 し た と き , 

後 の 温度 が 90°F (32°C) の と き は 率 9 一 方 
70°F (21C) の と き は 78 % で ある (Dustan, 1947)。 以 
上 の こと か ら , 「 薬 剤 の 適用 は 暖 い 温 度 で な され , それ 
に 低い 温度 の 期間 が 続い た と き に , 昆 虫 殺 減 は 最良 の 結 
えら れる 。 し 適用 , お よび 後 の 温度 に 単 一 の 
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温度 水準 し か 用 いら れ な いと き は , 外 置 後 の 条 件 が も つ 
と 決定 的 だ か ら , 低温 の 方 が 好ま し い 」 と いう ぅ 原則 が た 
て られ た (Harries et al., 1945, Brown, 1951)。 

も し われ われ が 事 的 に みる な ら ば , 仔 
の , 二 硫 化 , 子 油 , ネオ ジ ク 二 臭 化 ェ チレ 
ン お よび DN に 対す る 態度 は , 上 述 の , ある 種 の 薬剤 に 
対す る ある 種 の 中 虫 の 態度 に 合致 し て いる 。 ま た DDT 
は , ある 種 の 昆 虫 に 対し て , 低温 時 は 高温 時 より も 殺虫 
率 が 高い と され て いる が (Vinson, Kearns, 1952, 出 


崎 お よび 石井 , 1954), この よう な 現象 は ダビ = 釣 虫 仔 


虫 を DDT に 浸 病 し た さい に も 見 られ る 。 また 本 実験 
に お いて , 二 化 素 , お ょ DDT に お いて 帝 
低下 , すなわち もち 仮死 状態 ょ り の 交 生 が み ら れ た が , これ 
は 二 化 素 , お よび ピ レ ト リン を 作用 させ た 場 
合 み られ る に 似 て いる 。 

けれ ども を も , 仔 は と は 分 類 学 上 の 位置 も , 形 
能 学 的 に も , 異な つて いる 。M 有 Haemonchus contortus, 
Trichostrongylus sbh js よび Nippostrongylus muris の 感 
染 仔 虫 の 被 珍 の 化学 成分 た に つい て の Bird お よび Rogers 
(1956) の 研究 に と ょ る と , 脂 暫 の 存在 は 疑わ し く , プ r リ 
ン , 水 酸 化 プ ョ リン , アス ペル ギン 酸 , チ ス テイ ン 酸 , 
グル タ ミ ン 酸 , アラ ニン , ロイ シン , グリシン, 立 ア リン 
の よう な アミ ノ 酸 か ら な る 。 また Ascaris lumbricodies, 
Toxocara mystax, Strongylus equinus の クチ クラ の 化学 
成分 に つい て の , Bird (1956) の 研究 と よる と , 含水 談 
素 お よび 脂肪 は ご く 少 量 し か な く ,。 キチ ン 質 は 欠け て お 
= ン , チ ス テイ ン , チ ス ティ イ ン 酸 , アス ペル ギン 酸 。 グ 
ル タ ミ ン 酸 , リジン , アル ギ ニ = ニン, ヒス テイ ジン 。 チョ 
な る 。 感染 仔 虫 の クチ クラ に つい て は 明らか で な いし , 
また 彼ら の 行 つ た も の は 多 虫 仔 虫 で は な い が , この 研究 
か ら 類 推す る と , 多 虫 の 感染 仔 虫 の クチ クラ に キチ ン 質 
や 脂肪 の 存在 する 可能 人 性 は 少 い 。 一 方 昆 虫 の クチ クラ で 
は これ ら が 重要 な 役割 を 演じ て いる 。 ま た ある 種 の 昆 虫 
に お いて は , た と えば DDT を 無 毒 の DDE に 脱 塩 酸 す 
る 本 素 が 確認 まさ れ て いる が (Vinson & Kearns, 1952), 
われ われ は , 釣 虫 仔 貝 体 に 存在 し て いる 解 如 酵 素 に つい 
て な ん ら 知 つて いな い (( 重 浦 , 1939, 武田 , 1956) 。 し た 
が つて われ われ は , ある 種 の 薬剤 に と よる 釣 虫 仔 虫 殺 滅 と 
温度 と の 関係 は , ある 種 の 薬剤 に よる ある 種 の 昆虫 の 殺 
虫 力 と 温度 と の 関係 に た 似 て いる と いる を る だ け で , それ 以 
上 の こと は いう こと は で き な い 。 け れ ど を も , この 一 致 は 
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第 10 表 各 薬 剤 の 有効 限 


ヘ キシ シール y 

DDT BHC DN ポト ラン 
A 8000 倍 500 1000 以 下 1000 2000 2000 2000 
1 0 4000 1000 500 2000 2000 1000 2000 
鹿 アメリカ ヵ 8000 2000 2000 2000 2000 2000 4000 
8000 250 以 下 1000 以 下 以 下 2000 1000 1000 
日 ER 4000 500 1000 1000 2000 2000 2000 
慶 テア メリ カ ヵ 4000 500 4000 2000 1000 2000 4000 
お 16000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 
7 セ 8000 1000 1000 2000 2000 1000 2000 
鹿 アメリカ 16000 4000 4000 2000 2000 4000 4000 
0 8000 1000 1000 1000 2000 2000 1000 
日 ツマ ピ = 8000 2000 1000 1000 2000 2000 1000 
度 テア メリ カ 16000 4000 4000 2000 1000 4000 4000 


殺 仔 虫 の メカ ニ = ズム に る も 研究 の 手 が か の び ね ば な ら な いこ 
と を 示唆 し て いる 。 

な お , 釣 虫 仔 虫 の クチ クラ が アミ ノ 酸 か ら な つて いる 
らし いと いう 上述 の 類推 は これ まで に され た 
虫 剤 た る , 石炭 酸 , エチ ル ア ル コー ル , 塩酸 , ヨー ド チ 
ン キ 等 が , 蛋白 凝固 作用 を も つて いる こと を 思い 合 す と 
き , 興味 ある も の が ある 。 し か し 本 実験 に 用 いら れ た 薬 
剤 が な ぜ 殺 仔 貝 作 用 を も つて いる か に つい て は , この 説 


と いう ふう に , アメ リカ 仔 は ヅ マビ = 多 仔 よ 
り , 上 記 薬 剤 に 対し , 抵抗 性 が い 。 こ れ は 化 
乳剤 , ネオ ジ ク ド ン , 二 臭 化 テ チレ ン , 事 硝酸 ウー ダ に 
対し て , アメ リカ 仔 は マビ = 多 抵抗 性 
が 弱い と いう 前 報 の 結果 に 合致 し て いる 。 し か し BHC 


乳剤 に 対し て は , 有効 限界 濃度 か ら み て も , 帝 滅 率 か ら 


みて も , アメ リカ 仔 虫 は ダビ = 仔 と 同等 の 
抗 性 を も つ 。 


だ け で 説明 する こと は で き な い 。 次 に マビ ー ニ 多 貝 仔 虫 と イヌ 多 虫 仔 虫 の 供 試 薬剤 に 対 PF 
3. 次 に 三種 鍋 虫 仔 虫 の 供 試 薬剤 に 対す る 抵抗 性 を 比 する 抵抗 性 を みて みよ う 。 有効 限界 濃度 か ら み る と , 放 
較 し て みよ ょ よう 。 まず, 30°C 浸漬 第 1 日 の 場合 は , へ キ 30°C 浸 渡 第 1 日 で は , へ キシ ー ル レゾ ビル シン に 対し 申 
シー ルレ ビル シン , アス カビ ロン 乳剤 , DN 剤 , オ ボ て は , ヅ ー 仔 は イヌ 仔 虫 の アス カロ し 
トラ ン 乳 剤 に 対し て は , 有効 限 度 は , マビ = 仔 ン 剤 に 対し て は , 多 仔 虫 は イヌ 
は アメ リカ 虫 仔 の 。 ある い は リ : で あり 10°C の 2 倍 , DDT 乳剤 に 対し て は , ー 貝 仔 由 イヌ パ 
浸漬 第 1 日 た に は, デリス 乳剤 , DDT 乳剤 , オ ボ ト ラン 鍋 虫 仔 虫 の 2 倍 , DN 乳剤 た に 対し て は , マビ = 釣 虫 仔 貝 仔 
乳剤 に 対し て は , 有効 濃度 は , マビ = 多 仔 は ア は イヌ 虫 仔 の リ 。 で ある (第 10 表 ) 。 また か を 
メリ カ 仔 の 。 ある い は リ で ある (第 10 表 ) 。 ら み る と , キ シ ー ル レゾ ビル シン 16000 倍 30°C 浸 レ 
また か ら み て も , キシ ー ル レゾ ビル シン 16000 1 日 で は , ダビ 仔 虫 0.8 イヌ 虫 仔 13.8 減 
倍 に 対し , 30°C 第 1 日 で は , マビ = 多 仔 貝 0.8 前 者 が 強く , アス カロ ン 乳 剤 2000 倍 浸 病 は , 
アメ リカ 仔 82.3 アス カロ ン 乳剤 4000 マビ ニ 多 73.1 イヌ 多 仔 15.3 前 者 が DI 
倍 に 対し, ヅ ビ 多 仔 貝 0.8 アメ リカ 仔 弱く デリス 乳剤 2000 倍 に 対し て は , マビ = 仔 
96.3 デリ 乳剤 8000 倍 に 対し , ヅ ビ 多 仔 82.6 イヌ 多 仔 59.6 で , 前 者 の 方 が 弱い が (1 
アメ 多 仔 貝 62.9 DDT 乳剤 8000 倍 以下 の 危険 有意 差 が ある , 三 15.902), 4000 3 
に 対し , ダビ = 虫 仔 0.5 , アメ リカ 仔 虫 33.1 で は 前 者 22.0 た に 対し , 後者 30.8 , 有意 差 が な い 虫 。 
DN 乳剤 8000 倍 に 対し , マビ ー 仔 (z=1.3518) 。 ま た DDT 4000 倍 に 対し て は , マビ = 
アメ リカ 多 仔 虫 38.6 オ ボ ト ラン 乳剤 8000 倍 に 対 虫 仔 80.8 た に 対し , イヌ 仔 2.3 , ヅ 
し , ヅ ビ ー= 仔 0 アメ リカ 虫 仔 貝 62.0 = 仔 虫 の 方 が 弱く , BHC 乳剤 4000 倍 に 対し て は , 
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ヅ 多 88.8 対し , イヌ 多 仔 36.7 
で , ヅ ビ ニー ニ 多 虫 仔 虫 の 方 が 弱く , DN 乳剤 4000 倍 に 対 
40.9 タ で , ダビ ー= 釣 虫 仔 虫 の 方 が 強い 。 また オ ボ ト ラン 
乳剤 に 対し て は , 4000 倍 浸 漬 で は 両者 に 相違 が み ら れ 
な い が , 8000 倍 浸 は , ダビ = の 方 が い 。 
と の よう に , マビ ー= 多 虫 仔 虫 は , ある 薬剤 に 対し て は , 
イヌ 仔 より 性 が く , また ある 薬剤 に 対し て 
は , 弱い か , 同等 で ある が , これ は 前 報 に 述べ た の と 合 
致し て いる 。 

と ころ で , イヌ 多 仔 お よび デビ = 仔 虫 を 水道 
水 に 入れ た 場合 (対照 群 ) に は , 10°C で 浸 光 し た と き で 
も , 浸漬 第 14 日 の 死亡 率 は 5 必 内 外 で , 30°C で 浸 潰 し 
た と き の 死 亡 率 と 大 差 が な か つた 。 と ころ が , アメ リカ 
虫 仔 虫 の 場合 は , 10°C で た と き は , 7 
日 は 50 外 , 第 14 日 に は 90 内 外 の 死亡 率 を 
示し , 30°C で 浸 病 し た と き の , それ ぞ れ に 対応 する 死 
亡 率 と の 間 に 有 意 差 が あつ た 。 こ の こと は ,。 アメ リカ 多 
虫 仔 虫 は , 薬剤 に 対し て ば か り で な く , 拓 冷 に 達し て も 
ヅ ビ ー ニ 多 虫 仔 虫 より 抵抗 性 が 弱い こと を 物語 つて いる 。 


要 約 


ヘ キシ ー ル レゾ ビル シン , アス カロ ン 乳剤 , デリ ス 
剤 , DDT 乳剤 , BHC 乳剤 , DN 乳剤 , オ ボ ト ラン 乳 
剤 , パラ シモ ー ル , の イメ zx, ダビ =, アメ リカ 
虫 仔 遇 に 対す る スク リー ニン グ テ ス ト を 試験 管内 で 実施 
し , 次 の 結果 を を た 。 

1. 種 剤 中 , は 殺 仔 作用 が まつ た く な く , 
パラ シン モ ー ル は , 高 濃度 で , 長期 浸 病 し な いか ぎり は 帝 
仔 虫 作用 を 示さ な か つた 。 そ れ 以 外 の 薬剤 は 殺 仔 虫 作 用 
を 浸漬 第 1 日 に 早く も 示し た が , その 中 で も へ キ シー ル 
レゾ ル シ ン の 薬効 が も つと も 強く , 8000 倍 で 100 必殺 
を 示し た 。 

2. 種 薬剤 中 , アス カロ ン 乳剤 , デリ ス 剤 , 
DDT 乳剤 , DN 乳剤 は , 低温 浸漬 の 方 が 高温 浸 漬 より 
率 が 高 か つ た が , 他 の 薬剤 で は , 高温 浸 の 方 が 
減 率 が 高 か つ た 。 

3. 一 般 と いつ て , マビ = 多 仔 虫 は アメ リカ 多 仔 
虫 よ 薬剤 , お よび に 対す る 抵抗 性 が つた 。 
た イヌ 虫 仔 虫 は , マビ = 仔 より , ある 薬剤 に 対 
し て は , 抵抗 性 が 強く , ある 薬剤 に 対し て は 弱く , ある 
薬剤 に 対し て は 差 が な か つた 。 
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稿 を 終る に あたり , ど 指 導 よ ょ よび ど 校 賜 わ つた 部 
長 小宮 義孝 博士 , 当地 で は 入手 が きわ あめ て 困難 で あつ た 
実験 材料 入手 に 種々 の ご ど 便宜 を は か られ た , 小宮 義孝 二 
士 , 石崎 達 博士 , 山梨 医学 研究 所 の 杉浦 三郎 天 士 , 横浜 
医科 大 学 の 永井 隆 吉 博士 , 千葉 大 学 公衆 衛生 学 教室 の 片 
波 見 重 兵 衛 氏 , 薬剤 を 提供 され た 長尾 研究 所 の 山下 徳 蔵 
博士 ) is ょ び 三 共 製 薬 農薬 部 に 厚く 感謝 の 意 を 捧げ ま 
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Summary 


The larvacidal effect of 2 anthelmintics (Hexyl- 
resorcinol and Ascaron-T the latter contains 
90% p-Cymol and 10% Ascaridol), 5 incecticides 
(Derris, DDT, BHC, DN and K6451) and 2 other 
chemicals (Borax and p-Cymol) against the larvae 
of hookworm was in vitro tested and the results 
were sumnmarized as follows ; 

1) Among9chemicals tested, Hexylresorcinol 
was found to be the most effective. It killed all 
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the larvae in a concentrration of 1: 8000 at 24 
hours after the immersion. Whereas p-Cymol 
and Borax were ineffctive. Other chmicals killed 
all the larvae in a concentration of 1 : 1000 or 
1:2000 at 24 hours after the immersion. 

2) When the larvae were immersed in the 
weak solution of ‘'* Ascaron-T ”’, Derris, DDT, or 
DN, the lethality of larvae was higher at 10°C 
than at 30°C on the 14th day after the im- 
merson. These phenomena were seemed to resem.- 
ble the behavior of the incect against certain in- 
secticides. 

3) Generally speaking, the resistance of An- 
cylostoma duodenale against the chemicals was st- 
ronger than that of Necalor americanus, but was 
as same as that of Ancylostoma caninum. 
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数 種 市 販 合 洗 に ょ る 附 着 
の 洗 浴 除去 効果 


小 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 32 年 3 月 7 日 受領 ) 


普通 市 場 出 っ て いる の うち, 日常 わ れ わ れ が 
生食 し て いる 品種 は 意外 に 多く , 小宮 ら (1954) の 調査 成 
績 を みる に , 調査 六 菜 総数 の 半数 以上 が 生食 に 供 せ られ 
て お り , か つ 頻 繁 に 生食 する 落 菜 ( 例 キャ ペッ , 百 
菜 , 大 根 等 ) ほど その 調理 法 も 多い 。 

また これ ら の 譜 菜 に つい て は , 上 虫 仔 虫 期 卵 が 比較 的 
高 率 に 附 落 し て いる こと が 証明 され て いる (人 穫 木 , 1952) 
以上 , 如 上 各種 落 菜 の 生食 が 貞 虫 感染 の 重要 な ルー ト た 
りう る こと は 明らか で ある 。 し た が つて 六 菜 附 項 卵 の 殺 
減 乃 至 除 去 は , 貞 虫 感染 予防 の 重要 課題 で ある 。 が , そ 
の も 化学 薬剤 また は た る 附 着 虫 卵 の 殺 は , 未だ 
実施 困難 な る 実状 を 考慮 する と き は , 洗 浴 に ょ る 貝 卵 の 
有効 な る 除去 方 法 を 考案 する こと は 英 だ 重要 な る 意義 を 
も っ つ 。 

洗 浴 に ょ る 放 菜 附 着 卵 の 水中 で の 除去 試験 に つい て 
は , 小田 (1927), 千葉 (1928), 斎藤 ら (1950), 小宮 ら 
(1954) 等 の 報告 が ある 。 小 宮 ら は 実験 的 に 白茶 
(2 フォ ル マ リ ン 豚 子 宮内 卵 ) を 附 させ , 
各種 洗 浴 潜 に ょ る その 除去 状況 を 検 し , 歯ブラシ 法 が 除 
去 最 も 高く , 1 回 の 洗 92~96 を 除去 する の に 
対し て , 普通 行わ れ て いる 「 ふ り 洗 い 法 4 は 最も 効果 劣 
り , これ を 2 回 反復 洗 浴 し て も , 平均 約 半数 の 虫 卵 が 除 
去 さ れる に 過ぎ な いと 述べ て いる 。 

また 化学 薬剤 を 用 い て の 除 卵 試験 に つい て は 清水 
(1955) の 報告 が ある 。 氏 に よれ ば , チョ ロッ クス ( 漁 亜 
塩素 酸 ッ ー ダ ) の 2 水溶 液 中 に 野 鞭 を 20 分 間 浸漬 し 
おく と き は , これ に 附 着 する 虫 卵 は 蛋白 膜 の 學 離 に ょ つ 
て 完全 に 葉 面 か ら 除 去 さ れる と いう 。 


AKIO KOBAYASHI & MITSUYOSHI KUMADA : 
The effect of several syndets on the elimination 
of ascaris ova attached to vegetables. (Depart- 
ment of Parasitology, National Institute of He- 
alth, Tokyo) 
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私 た ち は 最 近 才 に その 需要 を 増し っ つっ ゝ ある 谷 成 洗剤 
(Synthetic detergent, Syndet, Soapless soap) の 界面 
活性 作用 に し , も し 同 洗剤 液 中 に て 洗 する 
こと に よっ つて 除 卵 効果 が 増大 され うる な ら ば , これ の 便 
用 は 農薬 等 の 除去 ょ 相 っ て 衛生 的 意義 は 大 
きい と の 考え の も と に , 市 販 雪 種 洗剤 を 用 いて , その 除 
卵 効果 を 試験 し た 。 


試験 材料 


1. 卵 材料 : 豚 子宮 末端 部 内 の 2 ル マ 
リン 水中 , 5°C, 1 週間 浸漬 の も の 。 

2. 卵 汚染 野 作製 : 予め ブラ シン で 一 通り つ 
た 8cm 平方 大 に 切り と れる 新鮮 な キャ ベッ の 葉 を 上 記 
卵 の 常 水 液 (混合 比 , 豚 1 分 の 子宮 下部 内 
卵 : 水道 水 100 cc また は 400 cc) 中 に 浸 潰 し, 充分 に 所 
振 て 卵 を 附 着 させ , これ を 風 , 保存 (5°C) し , 
の ざ る 間 に 時 使用 し た 。 

3. 洗剤 品種 な ら び に 試験 洗剤 液 の 作製 : 使用 洗剤 は 
下記 の 6 種 で ある 。 

a) 石油 洗 

ライ ポン ド (ライ オン 油脂 製品 , 以下 し と 略記 する ) 

ニ = ニッ サン セ プ ブン (日 本 油脂 製品 , Nr と 略記 ) 

ニッ サン ニュ ー レ ックス パウ ダーW (日 本 油脂 製品 , 

Ne。 と 略記 ) 

アデ カク リー ン ( 如 電化 製品 , A と 略記 ) 

b) アル コー ル 系 洗剤 

ワン ダフ ル ( 王 石 品 , W と ) 

ミ ョ シ (ミョン 油脂 製品 M と ) 

洗剤 の 試験 濃度 は 水道 水 に て 0.5 必 ~0.2 タ と な し 
A, W, M は 0.5%, N: は 0.2%, Ne は 0.3 %), 
これ の 17 を 大 型 シ リン ダー( 深 さ 22cm, 直径 15 cm) 
中 に 入れ , 50 回 撮 振 し 充分 に 発泡 さき せ て 試験 た 供 す 


に 
| 
II 
: 


[寄生 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 号 


第 1 表 各 洗剤 の 性 状 (25°C) 
水 溶 液 
種 別 原 形 pH 備 考 
液 液 
ミ シ 粉末 百名 し 7.17 1.004 アル コー ル 系 
= ッ サ ン ャ セブン 無色 透明 な し な し 7.10 7:35 1.002 系 
ニッ サン ニー ュー 
レラ クス ダー 粉末 無 な し な . し - 7.10 7.20 1.008 石 系 
水 道 水 7.10 1.000 


色調 , 臭い , 味 。 比重 の 検査 は 洗剤 の 各 試 験 実施 濃度 に て 行っ つた 。 pH の 測定 は 
Beckman pH meter (Model G) に よ ょ うり 行 つ た 。 


第 2 表 附 全 卵 と ふり 洗い に る 除 


種 別 相関 係数 F 値 
ミ Fs:=0.058 
Fs;=0.281 

r= 0.425 Fs:=0.663 

7 0.255 F;=0.208 

ニ ニー0.822 F:=6.250 


n=l, nz=3, Fl (0.05) =10.128 
試験 方 法 。 


各 洗 剤 使用 事例 , 対照 事例 (水道 水 ) と も , 夫々 5 枚 宛 
の 被 検 葉 を 用 い , 両 事 例 と も 同時 に 試験 操作 を 行 つ た 。 
まず 被 検 葉 1 枚 を 洗剤 液 中 に 挿入 (対照 事例 で は 水道 水 
中 ) し , その まく ょ く , 10 分 間 放 置 し た の ち , 葉 の 一 部 を つ 
まん で 左右 た つよく 20 回 ふる (第 1 回 ぶり 洗い )。 し か 
る 後 , 葉 は 夫 生 別に 用 意 せ る 17 の 水道 水 を いれ た シリ 
ンダ ー 中 に 移し , 同様 の 要領 で 再び ふり 洗い を 施行 する 
(第 2 回 ふり 洗い ) 。 以 上 の 操作 を 終了 し た 工 は , 附 藻 残 
余 虫 卵 を 全て 洗 い 落 す 目 的 に と より, さら に 300cc の 水 
道 水 を も つた 腰 高 シャ ー レ 中 に 移し , 除 卵 率 の 最も 高い 
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と いわ れる 歯ブラシ 法 に よ ょ り 中 洗 ひき つ 2 回 
以上 に わた つて 貝 卵 が 検出 され な く な る に 至 る まで , 各 
2 分 間 宛 反復 8 回 施行 し た 。 洗 光 後 , 各 洗 浴 液 は その ま 
室温 に 30 分 以上 放置 し * (洗剤 液 の み は 消 泡 す る に 至 
る まで 1 放置 ), 沈 する を まち , 液 を 
サイ フォ ン を 利用 し て 静か に 吸 』| 除 去 し , その 残 液 約 
15cc に アン チ フ ォ ル ミン 原液 数 滴 を 滴下 , 振 湯 し , 約 
2 時間 し て 膜 を し , し か る 後 液 を 遠 
心 管 に あけ , 少量 の 水道 水 を 加 % て 遠心 し , 上 潤 を し づか 
に ピペット で 吸っ て 除去 , 沈 滅 部 全部 を と つて 鏡 検 し , 
久 を 算定 し た 。 但し 第 1 回 ふり 時 の も の に 
り , 数 甚だ 多数 で ある た め , 卵 は , その 
一 定 水 液 内 の 単位 容量 中 の 3 回 平均 卵 り 概 し 
求め た 。 
試験 成績 
1. 検 剤 の 性 状 検査 
は じ め に 各 洗 剤 水溶 液 に つい て , その 物理 化学 的 諸 性 
状 に つい て 検査 し た (第 1 表 )。 
各 洗 剤 水 と 試験 濃度 (0.2 0.5%) で は 無味 , 
無臭 比重 は 水 よ り 僅か た 大 (1.006 一 1.002) で , W, M 
* の 水中 速度 は 意外 に 速い も の で , 中 ・ 
(1956) に ょ れ ば , 10cm 沈降 所 要 時 間 は 最大 182 
秒 で ある 。 本 試験 に 用 いた 容器 で は , 水深 最大 
6cm で ある か ら , 30 分 放置 に より 虫 卵 の 沈降 は 
完全 で ある と 考え られ る 。 また 使用 洗剤 液 の 比重 
は 1.006 以下 で 絶対 粘 席 も 水 の を れ に ほ き ゞ 等 し い 


の で , 1 昼夜 放置 に よ ょ り 充 分 沈降 する も ゃ の と 選 わ 
れる 。 
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第 3 表 ライ ポン ワン ダフ ル に よる 卵 効果 


0.5 水 
5048 
使 用 (9g7.4 1 9g7.7) 


検 除 数 
2295 2329 2501 2524 
1 BM 12 C2 10 21 C8 0 gq000) 
4407 4535 5292 5330 
5628 5717 6124 6173 
0.5 
5372 5417 : 5570 5579 
21274 315 21589 1621 23210 72 23282 23344 
計 Al gi.1) (92.5) (99.4) C2 C8 100.0) 
1378 1476 1 
6Al 908 Bl Mg7 C1 8 9g.2) C2 13 1489 C8 0 (00.0) 
2232 2248 2339 2364 
Al Bl 16 951 C1 NA ggg C2 4 243 C8 0 00.0 
4471 4586 4617 
C2 C8 
C2 C8 


2613 2689 
Al 95.9) 18 (96.6 C1 58 (98.% 0 (100.0) 
15577 213 15790 16249 16336 16391 
06.0) (96.3) Cl 459 gg.1) C2 87 (00.0) 
6890 7443 9101 9182 
(5.0 B2 553 gj1 C11658 gg1) C2 M0 WN C8 0 00.0) 
3060 4414 
12 Bl B2 40 C1 864 gg.8g) C2 29 443 C8 0 (00.0) 
1800 2055 2596 
13 Bl (67.6) B2 255 97.2) C1 C2 53 2649 C8 0 (00.0) 
2359 2817 3831 
1365 1439 1700 1744 
15474 17304 21642 21936 
Bl (770.5 B2 1830 (78.9) Cl 438 (98.7) C2 213 C8 (100.0 


表 中 A, A” は 各 洗 剤 液 中 ふり 洗い , B は 水道 水中 ふり 洗い , C は 水道 水中 歯ブラシ 法 に ょ 
る 洗 準 を し あし , 方 法 各 記号 た に 陰 し た 数 字 は その 施行 回 数 を 意味 する 。 各 法 (  ) 内 の 数 値 
は 除 卵 累計 百分比 を し あす 。C3~C7 は 表 。 


が 乳白 を る 他 は 無色 透明 で あ る 。 また pH は W 野 の 附 は , 同一 条件 で これ を 人 工 的 に 
の み が , か な り 強 い ア ルカ ヵ カリ 性 (0.5 必 液 : pH 9.55) を 附 着 せしめ て も か な うり 著しい 開き (5 一 6 倍 ) が み ら れ る 


示し た 以外 は 大 略 中 性 で あつ た 。 . こと が 少く な い 。 洗 導 に ょ る 除 卵 率 を 比較 する 場合 , 予 
め 附 卵 の 大 小 自体 に も と づく 除 効果 上 の 
2. 各 洗 剤 液 使用 た にょ る 洗 浴 除 卵 効果 が み ら れ な いと いう 保証 が 確保 され て お ら ね ば な ら な 


a) 野 虫 卵 数 多 除 と の 関係 い 。 


4 
| 
3 
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第 4 表 ミ ョ シ に よ ょ る 洗 浴 除 卵 効果 
検 除 去 数 
種 別 
901 1002 1015 
910 971 976 
2A 95.2 Vg65 C1 C2 WM C8 0 i000 
430 464 
0.5 導水 溶液 592 668 
使 用 Al 87.4 BH 8 88.6 C1 2 (gga C2 4 C8 0 
492 502° 0 552 
5Al (gg1 Bl 10 C1 38 (gy.8) C2 10 550 C8 0 
3317 3420 3641 3 
計 Al (go1 Bl 103 9g2.9 C1 (gg.9) C2 29 (100.0) 
693 849 1132 1160 
6 Bl 5g.7 156 (73.2) C1 283 gy.6) C2 13 I1145 C8 0 (M00.0 
1476 1534 1798 1802 
455 4 655 656 
8 Bl C157 (99.8) C2 0 655 C8 0 i008 
389 417 498 
301 384 551 
0B 410. 8 C1 gg.1) C2 2 558 C8 
3314 3682 4634 4676 
HB BM 968 C1 gg1) 2 405 C0 0 


表 中 各 記 号 た に たつ いて は 第 3 表 の 許 を 参照 の と と 


そこ と で, は 附 着 全 卵 数 と 除 卵 率 と の 関係 を 各 洗 剤 使用 事 
例 , 対照 事例 と も , 得 ら れ た 結果 に つい て 検定 し て みた 
と ころ , いづ れる も 5 必 以 下 の 危 険 率 で 相関 を みとめ を な 
か つた (第 2 表 )。 すなわち , ふり 洗い 施行 と よる 除 卵 効 
果 は , 予め 附 着 し て いた 貝 卵 数 の 多才 に よって は 影響 さ 
れ な いも の と 認め て よい こと が 判っ つた 。 

b) 洗 除 卵 効果 

各 洗 剤 使用 に ょ る 除 卵 率 と 対 始 の それ と を 比較 し た 成 
績 は 第 3 表 よ ょ り 第 6 表 ま で に 示さ れる 如く で ある 。 い ま 
と これ ら の 表 を みる に , 第 1 回 を り 洗 い に よ る 除 卵 率 は , 
対照 5.5 祈 ~70.9 % で ある の に 対し , 洗剤 使用 事例 は 
何れ も ほ 90 外 の 高 し めし た 。 即ち , L 91.1 
W95.0 照 70.5 M90.1 (対照 70.9 %), 
N; 86.4 Ne 94.2% (対照 67.7 ( 
照 45.5 ) で あつ た 。 

洗剤 液 の 中 で 洗っ た 野菜 は ,. 実際 に は さら に 薄 面 に 附 
" 着 す る 洗剤 を 除く 目的 に より , 水中 ふり 洗い を 行う の が 


(102 


普通 で ある 。 そこで , 水中 ぶり 洗い (第 2 回 ふり 洗い ) に 
よる 黒 計 除 卵 率 を 検討 し て みる 必要 が ある 。 第 2 回 ふり 
洗い に よる 効果 は , L92.5 %, W 96.3 (対照 78.9 %), 
M 92.9 (対照 78.7 %), 89.7 %, Ne 96.0 (対照 
77.9%), A96.6 (対照 56.5 ) と 何れ も 第 2 回 目 の 
水中 を り 洗 い を 加え る こと に よ つ て 若干 除 卵 ( 黒 計 ) 率 の 
増加 を み , 79 に 対し て 洗剤 使用 群 
で , 洗 浴 使 用 群 に 依然 高 率 を みた 。 た ヾ し 第 2 回 ふり 洗 
い 自 体 に こと ょ る 除 卵 率 増 加 の 度合 い は 対照 事例 の 方 に より 
顕著 で , 対照 事例 平均 10 祈 の 増 率 に た 対し て 洗剤 使用 事 
例 2 必 の 比 で あつ た 。 な お ふり 洗い に 引 つ ヾ ゞ き 歯 ブラシ 
法 を 施行 する と , その 1 回 施行 に より 各 事 例 と も 殆 ん ど 
全 卵 (90~99 ) が 除去 され た 。 

試験 は Paired comparison の 形式 で 洗剤 使用 事例 と 
対照 事例 と は , つね に 対比 的 に 実施 され て いる (た と 
ば 表 3 で は , No. 1, No. 6, No. 11 が , また No. 2, 
No. 7, No.12 が 各 同 時 に) ので, その 除 夫 効果 を Sign- 
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第 5 表 = ッ サ ン セ ブン , ニ = ニッ サン ニテ ニュー レッ クス パウ ダーW に よる 洗 座 除 卵 効果 


検 除 去 数 
種別 
578 736 741 
1 Al (93.3) BH (78.0 Cl 158 99.3}) C2 3 89 C8 0 M00.0) 
1550 1606 1760 1771 
2Al (87.5 Bl 56 (go.7) C1 154 (gg.4) C2 9 C8 0 (00.0) 
= ッッ サン 629 649 692 702 
gg C1 Hgg6 C2 3 5.C8 0 
2120 2348 
※ 87.0 Bl 2 C1 C2 2 C8 0 00.0) 
985 1052 1054 
5Al (99 BH 7 C1 67 (gg.8) C2 0 C8 0 100.0) 
5718 5938 
Al Bl 20 (gg.7) C1 650 (gg.g) C2 17 100.0) 
6Al (89.0 Bl Cl (ggg) 1 85 C8 0 
5212 
2703 2757 27 
バウ ダーW 7 3429 3559 
, 14853 15144 15736 15772 
1714 1726 
(48.2) B2 9 (53.5) C1 m0 gg.3) C2 8 1722 C8 0 00.0) 
1103 1197 1199 
g16 1080 1084 
1107 1246 1408 1410 
1417. 1671 1957 1974 
(ng 254 gg4.7) C1 26 99.1) C2 14 191 C8 0 00.0) 


test に より 検 窒 し て みた 。 いま , 洗剤 使用 に ょ る 第 1 回 
ふり 区 い 時 の 除 卵 率 を 対照 の それ と 同一 で ある と の 仮設 
を お く と すれ ば (HH, : p= リリ 2) , 5 回 の 試行 と に よっ つて 5 回 と 
も 洗剤 使用 事例 た に 効果 大 で あぁ る 確率 は p'= ( り 2) $= りく 
0.05 で , 実際 問題 と し て か ゝ る 事象 の 実現 す る 確率 は 
0.05 以下 で あ る 。 成績 は 各 洗 剤 使用 事例 と も , 5 回 の 
試行 で 5 回 と も 対照 の 値 よ りゃ も 高 率 で あつ た の で , 帰 無 
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表 中 各 記 号 に た つい て は 第 3 表 の 族 を 参照 の と と 


仮設 は 5 の で きる 。 換 言 す れ ば , 第 
1 回 ふり 洗い に よ ょ る 除 卵 率 は , 各 洗 剤 使用 事例 と も 対照 
に 比 し て 大 で ある と 言い ぅ る 。 

また , 第 2 回 ぁ り 洗 い に よ ょ る 除 卵 率 ( 黒 計 ) た つい て 同 
様 の 検定 を 行 つ て みる と , N: を 除い た 他 洗 帰 使用 事例 
で は , いずれ も 5 を 以下 の 険 素 で 効果 が 増大 され る と 
いう こと が で きる 。 : 


* 
495 
| 
] 
) 
// 
HB pg 757 1596 C2 7885 CS O 7308 
(67.7) (77.9) (99.5) (100.0) 


6 表 アデ カク リー 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 券 ・ 第 5 号 


ン に ょ る 洗 葵 険 卵 効果 


1289 1310 1403 1414 
1150 1152 1167 1168 
2Al 98.5 Bl 2 8.6 C1 15 gg.g9) C2 0 167 C8 0 (00.0) 
BT Cl C2 1 266 C8 0 

1597 1613 1657 1662 
5Al g61) Bl 16 g7.1) C1 gg.7) C2 5 100.0) 
7584 7635 7884 7903 
Bl 96.6 Cl (ggg C2 15 C8 0 (100.0) 
6 Bl B2 180 C1 1194 C2 18 ‘2438 C8 0 
B2 144 Cl 862 C2 1763 C8 
393 545 1017 
812 1100 1658 1662 
0 (48.9 (66.2) C1 958 2 2 C8 0 
3410 4235 7435 7497 

/ 


c) 洗剤 に ょ る 洗 浴 除 卵 効果 の 安定 性 

洗 共に ょ る 除 卵 効果 は , 高 率 で ある と 同時 に その 効果 
が 安 害 で ある こと が 望ま れる 。 そ こ で 得 ら れ た 成績 と も 
と づき , 洗剤 使用 に ょ る 効果 の 交 定 性 を 対照 の それ と 比 
較 し 検討 を 加え て みた (第 7 表 ) 。 い ま 両 者 の 除 卵 率 に つ 
いて , その 不偏 分 散 を 求め , これ に つい て F 検 定 に よる 
有意 性 を 検 し て みた と ころ (分散 系 列 の 均 率 性 の 検定 ), 
第 1 回 , 第 2 回 ふり 洗い 時 と も 概して 洗剤 使用 事例 に 変 
動 少 く , 効果 ある こと が つ た 。 と り わ け こ の 
定 度 は N。, A, M に つよ く 示 され た 。 


考 


合成 洗剤 液 使用 ょ る 附 久 除去 効果 増大 
化 の 機 序 を 考察 する に , それ は 次 の 如く で あろ うと 思わ 
れる 。 

試験 に 供し た 洗剤 は , いづ れる ゃ る 陰 イオ ン 活 性 光 で , そ 


の ミセ ル 度 (Critical micelle concentration) 
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表 中 各 記 号 に つい て は 第 3 表 の 許 を 参照 の と と 


る 以上 で は 強力 な 界面 活性 作用 を 旦 す る 。 す な わ ち , そ 
の 作用 は 具体 的 に は , , 乳化 分 散 , 可 溶 
化 , 起 泡 等 で ある 。 試 み に と 洗剤 溶液 中 に 野菜 を 匠 時 浸漬 
後 と り 出 し て みる と , 薬 面 は 一 様 に 湿潤 し , 洗剤 液 の フ 
ルム で れる が , 水 場合 に は 面 は 一 様 に は 濡れ 
ず 所 々 水滴 が 残留 する に と ヾ まる 。 し た が つて 洗剤 液 は 
卵 面 と 工面 間 , 虫 相互 面 に に 透 , 吸着 
し , 各界 面 の 自由 ェ ネ ルギー を 減少 せ そし ゅ る 。 こ れ に 機 
械 的 な ぁ り 洗い 操作 を 加え た 場合 に は , 容 克 に 出 卵 は 薬 
面 か ら 脱 離さ れ , 同時 に 洗 六 ミ セル に より 被 包 , 分 散 せ 
られ た 卵 は 乃至 は 虫 卵 相 間 の 再 附 着 が 阻止 され 
る た め に 除 卵 効果 が 増大 され た も の と 考 を られ る 。 
勿論 , 除 卵 そ の も の の 値 は , 卵 白 膜 の の 程 
度 , 洗剤 液 中 浸漬 時 間 , ふり 洗 い の 回 数 と その 強 き 等 の 
僅少 な 条件 の ちがい に よ ょ つて も か な り 変 動 す る こと が 予 
想 さ れ う る 。 そ こ で 洗 浴 効果 試験 時 に は , その 都度 全く 
同一 貝 卵 材料 , 同一 洗 浴 操作 下 で 厳密 な る 対照 比較 試験 


] 
f 
: 
中 性 
洗う 
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第 7 表 洗 洲 効 果 の 安定 性 た つい て の 検定 (分 散 系 列 の 均 率 性 の 検定 ) 


種 別 1 回 ふり 洗い 第 2 回 ふり 洗い 
Vi= 29.40 Vi= 22.21 
1.59 Fs= 1.47 
対 ( 水 道 水 ) V3= 46.67 Vi= 15.01 
6.21 Vi= 5.58 
2 7.52* 2.68 
対 Vi= 46.67 Vi= 15.01 
シ Vi= 5.54 Vi= 9.63 
F.=24.65** 4.68 
V3=136.54 3= 45.12 
= Vi= 47.81 Vi= 39.3 
‘= 3.81 Fs= 6.06 
対 Vi=182.24 V3=238.4 
ニッ サン ュー 2 2 
ックス ペ ウ ダーW Vi= 9.91 Vi= 9.21 
Fs=18.38** F。 25.88** 
対 Vi=182.24 Vs=238.4 
Vi= 7.88 Vi= 5.42 
F。=16.46** F。=26.00** 
対 V3=129.74 V3=141.03 


不偏 分 散 ni=4, ns=4 
を 行う こと が 必要 で ある こと は 云 う 5 まで も な い 。 
結語 


6 種 の 市 販 合 成 洗 剤 (石油 系 4 種 , アル ュー ル 玄 2 種 ) 
を 用 い , それ の 0.2~0.5 水 に ょ る 野菜 附 
卵 の 洗 湊 除去 効果 を 水道 水 に と ょ る それ を 対照 と し て 比較 
試験 を 行い 若干 の 考察 を 加え た 。 

1. 検 液 は , いづ れる ゃ 試験 濃度 で は 無味 , 
無 邊 で ソン ダフ ル の み が ア ルカ ヵ カリ 性 を 量 す る 他 は 概ね 
中 性 で ある 。 

2. 液 中 で 20 回 横 に ふぁ る 「 ふ り 洗 い 法 」 で は , 洗 廊 
使用 事例 は 対照 事例 た 比 し て 何れ も 5 以 下 の 危険 
除 卵 効果 が 大 (対照 事例 46 一 71 に 対し て 洗剤 使用 事例 
86~96 ) 呈 つ 概して その 効果 の 安定 性 が を られ た 。 

3. また さら に , ひき つ さ きこ れ を 各 水 道 水中 で ふり 
洗う と き は , 除 卵 率 は いずれ も さら に 増加 する が , 第 1 
回 ふり 洗い 時 と 同様 洗剤 使用 事例 た 高く (対照 事例 57 一 
79 % た に 対し て 洗剤 使用 事例 90~97 ), ニッ サン セ プ 
ン 0.2 液 を 除い た 他 で は , 5 以下 の 危険 
対照 より 効果 大 で ある と 結論 され た 。 

4. な お 面 え の 卵 密度 と 同一 洗 操 作 に ょ る 
除 卵 効果 と の 関係 を 検討 し , 両者 聞 に 相関 が 認め られ な 
いこ と を 述べ , 併せ て 合成 洗剤 の 界面 活性 作用 に ょ る 上 曳 


卵 除 去 効果 増大 化 の 機 序 に つい て 考察 し た 。 

稿 を 終る に 臨み , 終始 御 懇 る 御 指 導 , 御 校 労 
を と られ た 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 共 な る 謝意 を 表す る 。 
また 種々 有 交 な る 御 助 言 を 功 い た 東大 物 療 内 科 増 山元 三 
郎 博士 な ちら び に 予 研 石 崎 達 に 。 


(本 研究 の 一 部 要旨 は 昭和 31 年 第 16 回 日 本 寄生 虫 学 
会 東日本 支部 大 会 に ぉ いて 発表 し た ), 
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Summary 


The authors tried to examine the effects of 
several syndets on the elimination of ascaris ova. 
Cabbage leaves artificially contaminated with 
ascaris ova were washed by shaking them in the 
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glass cylinder filled with 1/ syndet solution (0.2- 
0.5%) and then in tap water. Afterwards they 
were washed with a tooth-brush in a dish filled 
with tap water until the total eggs attached to 
them were removed. Such procedure was car- 
ried out with each syndets. 

The removal effects of ascaris ova with these 
syndets were proved to be more effective than 
the procedure of simply washing of leaves with 
the tap water. 

After the initial washing with syndets, ascaris 
ova remoyed amounted to 86-96% of all, whe- 
reas the control showed only 46-71% of them 
were removed. 


本 剤 は 定評 ある 純 ア スカ リド ー ル 製 
剤 で 、 良 好 な 忍 容 性 と 、 力 な 作 
用 を 有 し 、 特 に 十二指腸 及び 
の に 確 効果 を 発揮 致し ます 
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